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本校学生の性格検査に基づく考察

寺 本
尾

匡 百臭

さ
川

二:0:二

年L

く昭和43年9月3日受理〉

A report of the results ofthe three personality tests. 

We gave the three personality tests-Yatabe-Guilford T., Rorschach T. and 

Kraepelin T.-to all the students with the intention of getting some date available 

for the guidance. And here we-the reporters-will set against the analysis of the 

data our own views of the behaviours of the average students and of the students 

who belong to the sports clubs, and will consider the relation, the difference and 

so forth between them. 

はじめに

性格の発達変化に順序があるようだ。それぞれの段

階て多様な個人差が認められるが、それでも 1、2年

生らしい性格があり、4、5年生は4、5年生らしい

性格特徴が認められる。性格がし〉かにつくられるかと

いう問題を論ずるためには、それぞれの段階における

性格の姿について一応の知識をもっていなくてほなら

ないと思う。私達が日頃考えていた性格検査の結果に

よるスポーツとの関係、叉性格検査の分析指導及び観

察指導との関係についてまとめる時期が来た。本校て

は学生指導の資料を得るために全校生に昨年矢田部ギ

ルフォード性格検査（YG）とロールシャツハ及びク

レペリン検査の3種の検査を実施したが、検査の結果

と私達が日頃学生の日常生活での観察指導した印象と

の聞に関係が深いように，思われる。勿論観察指導は視

診〈言語、態度、その他）と多年のカンてずの判断て、あ

るので差異はあると思うが一応何にかが得られると考

えた。

第一章本校クラブ（体育〉員の性

格について

〔1〕目 的

本研究は、体育指導（カウンセリングを含む〉の一

助とするため（Yata be-Guilford）性格検査により運

動選手を中心として調査した。

性格的に望ましい人聞を形成する事は、体育の主要

な目標の一つに上げられているが、特に運動選手にか

なり性格的に予想、に反した者を見い出す事がある。

Masaaki Teramoto 

Shozo Arao 

いわゆるスポーツと云う特殊環境に於いて、すべて

良好なる方向へのみ生れるとは考へられない。

そこでスポーツ選手が特殊なスポーツ集団の経験を

経て如何なる性格特性の傾向を有するかを見い出し、

ノfーソナリテイ形成の指導上からも、学生の精神生活

指導に鋭い観察をする事が、大切であると思われる。

もし結果としてあらわれた特性が何か問題があれ

ば、その原因、理由を追及し、指導の参考と成る糸口

をつかもうと考へこの調査を実施した。

〔2〕調査方法

1.昭和42年運動クラブ員 261名（S42.6) 

集団的競技 ラグビー（38名）サッカー（53名〉

バレー（20名〉バスケット（16名〉

硬式野球（26名〉 計153名

個人的競技柔道 （26名〉剣道（14名〉

陸上（16名）テニス（27名〉

卓球（25名〉計108名

2.昭和43年度運動クラブ員（一年生は除く） 157名

(S43. 7) 

集団的競技 ラグビー（20名）サッカー（26名〉

バレー（15名〉バスケット（5名）

硬式野球（14名〉 計80名

個人的競技柔道（18名〉剣道（12名〉陸上（16

名）テニス（20名〉卓球（11名〉

計77名

昭和42年度1年生より 5年まで全学生567名を調査し

運動部員261名を抜き出して整理した。昭和43年度は

2年～5年までの運動部員157名を選び出して調査し

た。それと同時に新2年の非運動部員（58名〉も運動
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部員と比較して見るために調査を行った。

〔3〕 ① Y-G性格検査類型水準の判定

～＼＼＼＼＼＼＼尺 度 情緒安定性 社会適応性
向性

衝動性、活動性、主導性

DC  IN  0 Co A攻g G R T A S 
客協

活 の恩支社会的外向

)jlj 名

タ イ フ。 準 型 〔ソ量化爪等経 観調撃 動ん考配
性感質 的性的 的き的性

混合型

平 均 型 A A 

A’ 平 均 平 均 平 均 ありふれ型
Arerage Type 型

A" 

右寄り型 B B 外 向
不安定、不適応、積極型 B' 不安定 不適応 暴力型
BlackList Type 型

AB （積 極）

左寄り型 c c 内 向
安定、適応、消極型 c’ 安 定 適 応 鎮静型

Calm Type 型
AC （消 極）

右下がり型 D D 適 応 外 向
安定適応、積極型 D’ 安 定 代表型

Director Type 型
AD 

文は平均 （積 極）

左下がり方 E E 不適応 内 向 ノイローゼ型
不安定、不適応、消極型 E〆 不安定
Eccemtric Type 型 AE 叉は平均 （消 極〉 ラゐJζ 、 り 者

疑 問 型 F 
結果に大きな歪みをもった型でおそらくテストの

分類不可能 受験態度によるものか、その人自身のへそまがり へそまがり型
False Type 型 によるものであり精密検査を必要とする type

② Y-G性格検査プロフィール（12因子）

S：社会的内向（socialintroversion) H誰とてもよ

く話す”、刊新しい友達はなかなか出来なし〉”などによ

って表出される社会的接触を好む、またはさける傾向

を測定するもので、乙の得点が高ければ、恥ずかしが

り、隠とん性などの行動があらわれることになる。

T：思考的内向（thinkingintroversion) ＂深く物 事

を考える傾向がある”、引たびたび考え乙むくせがある”

などによって示される思索的、反省的傾向の強弱に関

する項目。

D：抑うつ性（depression）＂たび 欝憂になる” 電電自分

をつまらぬ人間だと思う乙とがある”などで示される

悲観的性質、または罪の意識を抱きやすい傾向を示す。

C：回帰性傾向（cyclictendency) ＂気がかわり易

い”、引感情的である”などによる情緒の不安定性、気

分の変化が著しい傾向を示す。

R：のんきさ（rhathymia)＂人と一 緒にはしゃぐと

とが多い”、Hよく考えずに行動してしまうことが多し〉”

などで測定される気軽な傾向、衝動向な性質、のんき

な性質の項目

G：一般的活動性（generalactivity) ＂仕事が速

い”、”動作がきびきびしている”など活発な性質、身

体を動かすととが好きな性質などを測定する項目。

A：支配性（ascendance）”会やクツレーフ。のために

働く”、守l込み思案ではなV｝＂などの社会的主導性で

ある。この反対は服従性、指導性の欠如を示す。

I：劣等感の強い乙と（inferiorityfeeling) ＂劣等

感に悩まされる”、 H自信がない”などの自己の過小評

価、自信欠乏の傾向を示す。

N：神経質（nervousness)＂心配性”、 H神経質で

ある”、H些細なととに拘泥する”などいわゆる神経質

的傾向を示す。

0：客観性がないこと (lackof objectivity) ＂空想

にふける”、 Hわけもなく喜んだり悲しんだりする” な

どの空想性、主観的過敏性を示す。

Ag ：愛想が悪いこと (lackof agreeableness) ＂気

が短しf、引正しいと思うととは人にかまわず実行す

る”、 H人の意見をききたがらぬ”などの 攻撃的な性

質、社会的活動性を示す。

Co ：協調性がないこと (lackof cooperativeness) 

H不満が多い”、刊人を信用しない’＇ .....秘密主義の傾向

がある”など、不満性と不信性を示す項目。



以上12の性格特性を測定する項目から構成されてい

る。

〔4〕 スポーツマンの性格（personality)

一般的なスポーツマンの性格的特性を論ずるまえ

に、性格について考察してみると

気質・・・・・・・・－情緒的側面

特性...・ H ・－－社会に対する適応の仕方なとの行動的側

面

態度...・ H ・－－ある物事に対する好き嫌いといった行動

的側面

白我...・ H ・－・意識的、意思的側面

以上の4つに分けて考えることが出来る。又もう少

し簡単に云へば性格とは個人の独特の行動様式である

と云うことができょう。又性格づくりと関係のあるも

のは無数にある様に考えられる。良く性格は遺伝か環

境か、と云う言葉を聞くが、一口に性格と呼ばれてい

るもののうちのある一面は遺伝的なものにより作られ

ているが、それとは異る他の一面には後天的な環境の

変化によって作られたものもあると云う事て、自分自

身の性格を分析して見てもだれしもこの二面ある事に

気ずく と思はれる。所てずスポーツマンにより多く見ら

れる性格のタ イプはどのような性格であるか、スポー

ツマンは明朗て、ものごとに乙だわらず社交的である

などよく云われているし、各スポーツの選手はそれぞ

れの種目に応じて独特の性格をもっていると思われ

る。果してスポーツマンと呼ばれるものが、他の人と

区別される様な性格をもち、それがスポーツマンの種

目によって違うものであろうか。叉スポーツの特性と

は無関係にスポーツマンに共通する性格もあるのでは

ないだろうか。スポーツマンの性格検査の資料は多く

出されているが、乙の多くの資料をまとめ共通する性

格特性を上げて見ると気質的領域ては抑うつ性は、少

く、神経質でなく 、明朗であり、意志的、知的領域ては、

深く思索する傾向や、劣等感は少く、独断的な所が見

られる。態度あるひわ行動の領域では常識的な行動を

取り、社会的には外向性を示し、 活動的、攻撃的て支

配的傾向があり男性的であると云う事に成る。もっと

集約すると、情緒的には安定しており、思考的には外

向性を示し、態度はひっ込み思案てはなく社会的外向

性を示し、行動ては活動的で男性的であると云える。

上記の様な事柄から考えて果して本校学生（運動選手〉

の性格の特性は以上の結果に類似しているであろうか。

〔5〕 本校（運動選手〉の性格傾向について

本校スポーツマンの姿を （性格）大まかに見い出す

ために表1を作成した。 （考察〉表1が、本校運動部

員の性格特性の12因子に別けたプロフ ィルである。運

動選手のパーソナ リティ の特性は運動種目、スポーツ
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表－ 1 

住母到 1.2 I 3 I 4. 5 I 
D 32.5% 41.3% 26.0% 

c 21.0 44.0 34.8 
I 26.8 47.5 25.6 

N 20.6 50.1 29.1 。 24.9 46.3 28.7 

Co 35.6朴） 38.6 25.6 ト）

Ag 27.5 49.4 22.9 

G 22.9 47.8 29.1 

R 26.4 41.3 32.1 

T 21.8 43.2 34.0 

A 19.5 49.0 31.4 

s 17.6(-) 43.2 39.0 （刊
（注〉標準点1、2、3、4、5の段階の3を

中心として1、2をー諸に4、5をー諸

に考え標準点を1、2、3、の3つの段

階にした。

※以下の表についても同様である。

集団の性質、集団内の位置、役割や個人的構えによっ

て異るために共通した特性を取り出すととは困難であ

るが、本校内の大まかな線は表1から考察して見れ

ば、（ィ）D. C. I. N. （情緒的安定）は、全般的に見て

普通（平均〉を入れて好ましい標準点の方にあるもの

が%を示している。と云う事は%が情緒不安定に入る

事て自分をつまらぬ人間だとしばしば思う事があるな

どの非観的文は罪の意識をいだきやすい傾向を示して

いる。特lζ気がかわりやすい、感情的であるなどによ

る情緒の不安定、気分の変化がいちぢる しい事、叉心

配性いわゆる神経質な点も見すごすわけにはいかな

しコ。

（ロ）0. Co. Ag. （社会適応性〉について考察して見れ

ば、スポーツは闘争の原理が基本的なものになってい

るが、乙の闘争の原理は個人的にはもちろん社会的技

術を発展させる基本にも成る。私は乙の 0.Co. Ag. 

がスポーツマンには大切な様に，思われてならない。本

校l乙於いてはクラブ員の%が客観性がなく主観的過

敏性てあり愛想が悪く気が短く人の意見を聞きたがら

ない性格をもっていると云う事は一考を要するし指導

が必要な感がした。

付G.R. T. A. S. （向性〉衝動性、活動性について

は本学のクラブて’は大体良好の様に思われる。特に社

会的に外向であると云う事は（全体の39%平均と合せ

て82.2%）誰れとても良く話し、新しい友人も良く出

来、人の前に出てもはずかしがる事もなく 、いわゆる

スポーツマンの特性である明朗な人柄に育っている様

に思われる。
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表 2 

ご1~1~片sl-!sl~l~1
表一2が性格型を5類型に別けた表である。 A、B、

C、D、E、F、は次の様な各内容を含む。

A型……（平均型〉

B型…・・・ （情緒不安定、社会的不適応、積極型〉

C型……（情緒安定、消極型〉

D型…－－（情緒安定、社会適応性、積極型）

E型……（情緒不安定、社会的不適応、非活動的、消

極型〉

F型……（判定不可能、疑問型）

（考察〉本校の運動部ではA型（平均〉が約42.9%を

示している。乙乙てず考へなくてはならない事は、スポ

ーツはただやらせるだけで効果があると云う様な甘い

考へを挨てて、スポーツをどの様に指導したら良い

か、又はスポーツの良い面のつかみ方、考へ方等を個

人的に適切な指導（カウンセリング）を行へば、まだ

まだ良い特性をあらわす事が出来るのではないかと思

われる。全体的に見て約80%の学生については性格的

に問題に成る様な者は見あたらないが残りの約20%の

学生は、今後の指導が必要と感じた。

〔6〕 体育クラブの特性（性格的〉と変化の推移

私が一番ことで考えた事はクラブ活動における性格教

育についての教育的可能性に関する事である。はたし

てクラブ活動と云うものは少しでも個人のJ性格lζフ。ラ

スに成るだろうかと云う事である。一年間の追跡的資

料て確実なものではないとわかっているけれども一応

乙こにその資料と考察を上げたいと思う。なほ毎年運

動部だけでもやっていきたいと考へている。

イ、 運動部全体の性格と推移

図 1 

:;1 IMj D I 0 j I I N I 0 j Go j Ag j G I R I T I A I S 
一一s.42年度一－－ s.43年度

〈考察〉本高専運動部の所属者には高専に来て始めて

運動部に所属したものもあろう し、それをすべて運動

部のパーソナリティの特性として考える事は問題があ

ると思うが一応出して見た。乙の様な事から特性D:

抑うつ性たびたび憂欝になる。引自分をつまらない人

間だと思う事がある”などで示される悲観的性質、ま

たは罪の意識の抱きやすい傾向を示す特性だけが（マ

イナス〉で他は多少にかかわらず（プラス）の方向を

示している。クラブ活動が性格の形成に効果があるか

と云う事はこれだけて苧は云い切る事は出来ないけれど

も、我々クラブ経験者は少くとも運動した後のさわや

かな気持は幾度も体験しており、スポーツ活動のもつ

緊張の開放つまり情緒的安定をもたらす効果をも知っ

ているし、それがさらに調和のある豊かなパーソナリ

ティ形成へ貢献している事実もわかっている。又スポ

ーツマンシップとかフェアプレーの精神などはスポー

ツとは切りはなせないものであり、スポーツをする事

によってとの様な精神からでもパーソナリティ形成に

は少しは好ましい方向に影響するものと思われる。少

くともスポーツを行うと云う事は性格特性にはプラス

の面が出来るのではなし〉かと考へられる。

ロ、団体種目と個人種目との性格特性の比較

（考察〉前項までは、大まかな本校スポーツマン性格

の特性を述べて来たが、 選手の性格もスポーツの種目

によって違う様に思われる。スポーツの範囲を個人種

目と団体種目に別ける事により、より具体的な性格特

性の差異もつかむことが出来ると思う。叉実際的な指

導の段階においても具体性が出て来る事は、有用性も

大なるものがある様に感じる。

表－3を見れば、性格特性の因子、（ィ）D.C. I. N 

（情緒安定性〉（ロ）0.Co. Ag （社会的適応性〉

表 － 3 

団体種目（N.153) 個人種目（N.108) 

（ラグビー、サツカ
上（柔卓道球、剣道、陸） 一、野球、バレー、

バスケット〉 、 、ァニス

匝！ ~ 野) (1. 2) ( 3 ) ( 4. 5) (1. 2) ( 3 ) ( 4. 5) 34. 6 41. 8 23. 5 29.6 40.7 29.6 

23.5 45.0 31.8 17.5 42.5 39.8 

I 28.1 47.7 24.l 25.0 47.2 27.7 

N 23.5 52.2 24.1 16.6 47.2 36.l 。28.1 43.l 28.7 20.3 50.9 28.7 
Co 38. 5 35. 9 25 4 I 31. 4 42. 5 25. 9 

Ag 28.1 47.7 24.1 26. 8 51. 8 21. 2 

G 20.9 49.0 30.0 25.9 46.2 27.7 

R 26. 7 39.2 33.9 25.9 44.4 29.6 

T 20.2 43.l 36.6 25.9 43.5 30.5 

A 16.3 48.3 35.2 24.0 50.0 25.9 

s 14.3 44.4 39.8 20.3 41.7 37.9 



表

5 

4 

区
ラグビサッ カ

野球 ノイレー
パスケ
小計 柔道 剣道 陸上 アニス 卓球 小計｜総計ット

N.38 N.53 N.26 N.20 N.16 N. 153 N.26 N.14 N.16 N.27 N.25 N. IOSN. 261 

一一
31.5 33.9 50.0 60.0 56.2 41.8 46.1 50.0 36.0 40.7 36.0 44.4 42.9 

一
B 15.0 9 11.0 5.0 18.7 11.7 7.6 21.4 12.5 18.5 16.0 14.8 13.0 

c 。 7.5 3.8 10.0 6.2 5.2 3.8 。 6.2 7.4 。 3.7 4.5 
一

D 39.4 28.3 23.0 10.0 6.2 25.4 30.0 14.2 12.5 14.8 24.4 20.3 23.3 

一
E 10.5 20.0 11.0 15.0 6.2 14.3 7.6 14.2 12.5 18.5 24.0 15.7 14.9 
一 一

2.6 6.2 3.8 3.8 0 9 1. 1 

付 G.R. T. A. S ｛向性（衝動性、活動性、主導性〉 ｝

について見ると、 個人的種目と集団的種目では、C、

N、A、S、lと於いては、 多少の差異は見られるが、

他はほとんど見られない。傾向は同じ様な線を示して

いるが、比較した場合団体競技の方が、性格的に社会

性があり神経も太い様に感じられる。その点個人的種

目の方が、内攻的て非社交的、神経質な傾向が強い様

に感じる。表－4で見ても理想的な性格型（D）が、

わずかではあるが団体種目の方が多く 、 悪い性格型

(E）についても同様な事が云へる。とのことは集団

的種目の方が、自分の自由をある程度そくばくされる

事が多いので、クラブ活動を通しての自主性の確立、

や自己形成を助成するいろんな要素が多く含まれてい

る為ではないかと考へられる。

ハ、各種目による性格の特性と推移

種目ごとによる性格は、次の資料だけでは充分とは

云へないが、ある程度の傾向は見られる。そこでこの

項ては、少しでも各部の指導に役立てたいために次の

様な主旨て調査した。

1. チームの特徴を知るために成員の性格を知りた

2.選手を指導する時の効果的な助言の仕方や、コン

デショ ニングに適用したい。

3.試合の場ての作戦の上に利用したい。

と云う事て今後の練習、あるひは試合の場ての言動、

及び試合振りなどと、乙の資料とを充分つき合せ、検

討しーそうの効果を期待し、実際の場面l乙役立つ様に

したい。

(1) ラグビー

（考察〉 (D. C. I. N）について云へる事は、昨年度

と比較して、！博lと抑うつ性をもっ学生が30%近くも居

ると云う事である。 練習と勉学の両立が原因ではない

かと思う。他のスポーッと比べての体力の消耗度が多

く叉そのために気持の上での競技lζ対する徹底が出来

図 － 2 

g ~ a 司 2門

（一 ） 3；~同長島係長一 三宮；－§~1－－~；：；－~
ii 1-'fl ~[:l. ~~手r~恒二三

・' 

性特10い「iN 0 c。；g G Rト｜不
一一－s.42年度 一一s.43年度

ないための様に思われる。

(0. Co. Ag）では、部内のまとまりもあり人を信用

し、愛想が良く他人の意見も良くきいてくれる温厚な

人柄。即ち社会的活動性が非常にある様に見受られた。

(G. R. T. A. S）では、大体良好である。 特に社会

的外向も良く 、指導性lζ富み、一般的活動性（動作が

きびきびしている様な活発な性格〉を有している。 又

昨年と比較して性格の推移は大体好ましい様だ。ただ

問題は最初にも述べた様lζ 抑うつ性大の者が多い事

だ。昨年度は五年生部員が多く部の リー ド、まとまり

と云うものが自然に出来上っていたが本年は、四、五

年が少い、そう云う事が原因に成っている様lζ思はれ

る。 ともあれこの事については今後の指導を考へるべ

きてずある。

(2) サッカー

（考察〉 (D. C. I. N.）ては、 (C）の気分の変化、

気が変りやすい、感情的である。などによる情緒の不

安定性がめだっ。 しかし劣等感をもたない、何事にも

自信をもって立ちむかう と云う特性も出ている。（0.

Co. Ag）ては部内でのまとまりも見られ人を信用し、

愛想が良く、他人の意見も良く 聞く温厚な人柄。即ち

社会的活動性が非常にある様lζ見受けられる。（G.R.

T. A. S.）ては、大体良好な傾向を示している。特に
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図 3 

社会的向性も外向を示し、指導性もある様に思はれ

る。ただ情緒の不安定性が目だつ事について考えられ

る事は、部員数が多い事と部の結合状態が、学年単位

の5つの集団から構成されているために、各学年の結

合に問題があるのではないかと考えられる。今後の指

導が、必要と思う事は（C.気分の変化）の特性のみ

であると思われる。

(3）野 球

図－ 4 

（考察〉 (D. C. I. N.）ては、抑うつ性及び気分の

変化の多い選手が、40%強を示している事である。部

内の統一は、特に（C）の項目が左右する様l仁思われ

るために何か個人的に指導するカウンセリング的なも

のが必要ではないだろうか。 (0. Co. Ag.）につ い

ては、非常によい傾向を示している。客観性があり、

チーム内の協調性があり活発な社会的活動性を有して

いる。（G.R. T. A. S.）ては社会的外向も良く 、支

配性も大で何事も良く考へて行動する特性が見られ

る。ただ（D.C.）の項目で指導が必要と思われる事

は、他のクラブと比較した場合4、5年の学生が少

く、下級生が多い事に何か原因があるのではなしユかと

考えられる。

(4）ノイ レ

図－ 5 

（考察） この部は、非常に前年度の選手の性格特性

と、本年の性格に何か、変動が大きい様に見うけられ

る。特に (D. C. I. N.）抑うつ性、気分の変化大い

に、悪い特性が、あらわれている様である。 (O.Co. 

Ag.）は他の部と比較して見て低い値を示している様

に感じた。 (G. R. T. A. S，）についても平均型が多

い、ただ（R.のんき〉行動を起す場合によく物事を

考えて行動し、衝動的な行動を起す人が少いと云う事

は云える。この部lζ於いては、技術的な指導者がいな

いために、何か精神面、技術面に於いても適切な指導

がなされていない様て、何か学生の気持の上にも不安

なものがありこの様な結果が出たのではないかと考え

られる。

(5) ノfスケットボール

図－ 6 

（考察〉この部に於いても、昨年の選手の性格特性

と、本年度選手の聞に他の部と比較して見た場合、 変

動が多い様だ。 (D. C. I. N.）を昨年と比較して見

れば抑うつ性などで示される悲観的性質をもっ選手が

40%もいるという事である。



(0. Co. Ag.）については、 (0. Ag.）て平均型が

少く、好い悪いの両極端に別れている事が注目される

点である。

(G. R. T. A. S.）については、支配性が大て、思

考的にも外向を示している。なほ乙の部は計画的な練

習を行っている。そのために当然激しい練習に成って

来る上級生が部のためを思い下級生に技術的な面及び

精神面の向上も、早急に望むため下級生に負担が多く

なり悲観的性質を作る原因にもなる様な気がする。又

(0. Ag.）についても云へる事て、それに耐える得る

学生は好ましい特性を示し耐え得ない学生が悪い特性

を示すのではないかと考える。いずれにしても今後の

指導は必要と考へる。

(6) 柔 道

図 7 

（考察〉 (D. C. I. N.）については、劣等感が少く

神経が大い方である。少し抑うつ的傾向が見られるの

が心配である。 (0. Co. Ag.）については、攻撃的

な性格をもってていると思われる者が、いがいに少い

感じがする。 (G. R. T. A. S.）について云へる事は

楽天的であると云う事が見られる。以上の事から柔道

の選手は道徳的で真面白である。外面上は、どうして

も格技としてあらわれて来るので、や〉もすると斗争

の縮図のようにとられがちであるが、むしろ社会的態

度、協力の態度が好ましく自問的傾向をもつものが多

い様だ。推移は目だつ所は認められない。

(7）剣道

（考察〉 (D.C.I.N.）については、昨年より良い

傾向を示して居る。しかし個人的指導がまだ必要な感

がする。 (0. Co. Ag.）ては、物を主観的に考へや

すく、協調性に欠けている様だ。攻撃的て男性的な性

格は非常によい。

(G. R. T. A. S.）について云へる事は、のんきて活

動的であり、社会的外向性はあるが、思考的内向の人

が若干居る様だ。昨年と比較して（0.Co.）に注目

7 

図 8 

し乙の点指導を考えるべきと思う。柔道と比較して、

男性的で、外向的で社交的傾向が強い様である。

(8）車球

図 9 

ぺ毛IDI c ¥ 1 

(D.C.I.N.）については、抑うつ性をもっている

人が少し多い様である。しかし劣等感に 悩まされた

り、自信をなくしたりする人が、昨年と比較し非常に

少くなり、神経が太くなった様だ。（0.Co. Ag.）に

ついても、個人種目にありがちな自分勝手な行動もな

く、協調性に富んで来た様だ。乙の事で感じる事は本

年度より、若い先生の指導のもとに統一の取れた練習

と部に育ったためと思われる。本年度は上学年は乙の

計画性のある練習についていけず退部した様子も見ら

れ、その事がーそう部の統ーに好結果をもたらした様

に思う。（G.R. T. A. S.）については、 協調性はつ

いて来たが、まだまだ自分から卒先して、仕事をした

り、動作がきびきびしている様な活発な性格に欠けて

いる様に見られる。 しかし社会的外向の特性は非常に

よく出ている。

(9）テニス

〈考察） (D.C.I.N.）ては昨年とは、かく段の進

歩が見られ、非常に 情緒が安定している。 (0.Co. 

Ag.）については、 攻撃的な所がなく 、少々男性的な
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図－ 10 

面に欠け、部の内部に於いても不満を持っている人が

少々居る様な感じがする。（G.R. T. A. S.）では、

(G）の一般的活動の特性をもっている人が非常に大

いことで、テニス部内の統一されている事が自に見え

る様だ。

その反面（R）のマイナスの特性を有している可人

が、 40%も居る事は、今後の指導が必要と思われる。

ω陸上

図－ 11 

（考察）昨年は全般的に見て、性格上問題に成る様な

項目もある様に見うけられたが、本年はすべて、好ま

しい方向に移動している。陸上部で問題にする事は、

(0）主観的、すなはち客観性がないと云う性格を有

している人が若干いる事である。陸上部は五年生が多

いため、個人個人が自覚して練習をするため下級生も

その雰囲気になじみ、本年の様に好ましい部に成長し

たものと思われる。勿論顧問教官の指導も大なるもの

があると思う。

※以上の10の部を全般的に見て感じる事はいづれの部

にも個人的lとカウンセリングの必要のある学生が居る

事を忘れてはならない。

又スポーツ選手は、一般的に活動的、攻撃的で、支

配性が強く、男性的傾向をもって居り、神経質傾向

や、抑うつ性が低く、明朗で、情緒的に安定している

者が多い様である。又スポーツの種目、あるひは選手

のポジシヨンによっても、性格特性に相違が見られる

様である。

しかし現在の所乙れだけの資料から、クラブ活動を

通してどんな性格の人が育つか、どんな性格の人が優

秀なプレーヤーに成る事が出来るのか、どの種目ては

どんな性格の人が成功するかという結論を云う事は出

来ない。しかし今後は、これを資料のーっとして、体

格、体型、基礎体力、知覚などの適性との関連て、総

合的にとらえる事は出来るのではなし〉かと思う。又そ

うする事lとより、本校クラブ活動の前進が期待される

ものと思う。

ニ、 特性ととに比較したクラブの性格〈昭和43年分〉

図－ 12 

(D.抑うつ性〉

※団体種目てはサッカ部が好ましい傾向を

示し、個人種目では、陸上が好い。

パレ一部が好ましくない。

図－ 13 

cc.回帰性傾向）

※団体てはノfスケット部、個人では、テニ

ス部が好ましい。

野球部が好ましくない。
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17 

非協調性付）

一、－2
一卓

球

一剣

道

一柔

道

一陣

上

一テ
ニ
ス

図

(Co.協調性（＋）

14 

等感〉

図

(I.劣

※個人てはテニス部が好まし傾向を示して

いる。団体ては野球部が好ましい。

バスケット、剣道が好ましくない。

※個人では卓球部が一番好ましい傾向を示

し、団体ではラ グビ一部も好い。

バレー部があまり好ましく ない。

18 図

(Ag.攻撃的（＋）非攻撃的（一））

~I 引司； ｜ ：

経質）

図

(N.神

※団体てはラグビ一部が好ましい傾向して

いる。個人では陸上が好い。

バスケット、バレー、テニス、柔道があ

まり好ましくない。

※個人では卓球部、テニス。団体ではパス

ケット、ラ グビーが好ましい傾向を示し

ている。

バレー、陸上が好ましくない。
図－ 19 

(G.一般的活動）16 

主観性付〉

図

(0.客観性（吋

球

一バ
レ
ー

一
ハ
ス
ケ

一J
2
－一サ
ッカー

一一qR
一手ど
1

＋
t寸

J
I
l－
－

部

↓

名
※個人ではテニス部が好ましい傾向を示し

ている。団体ではラ グビー、バスケット

が好い。

サッカ一、車球部が好ましくない。

※個人ではテニス部が好ましい傾向を示し

ている。団体ては野球部が好ましい。

バスケット、剣道部が好ましくない。
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図－ 20 

(R.のんき〉

※団体ではラグビ一部が好い傾向を示して

いる。個人では陸上部が好い。

バスケッ ト、テニス部が好ましくない。

図 ー 21

(T.思考性 外向付内向←））

※団体てはバスケッ ト部が一番好ましい傾

向を示す。個人では陸上、柔道が好い。

バレー、 野球、剣道部が好ま しくない。

図 － 22 

(A.支配性）

※団体ではパスケッ ト部が好ま しく、個人

では卓球部が好ましい傾向て‘ある。

野球部が余り好ましくない。

図－ 23 

cs.社会的外向（＋）内向ト）〉

※団体てはラグビー、野球が良い。個人で

剣道、卓球が好ましい。

問題になる様な部はみあたらない。

(7〕 学年別による性格の特性

昭和43年度運動選手 (1年生は除く〉

図 － 24 

（考察〉のと図は、本校スポーツ選手が、学年を追う

にしたがってどの様に性格的に変化したかを示した表

てごある。

即ち、スポーツを長い年月やる事によって、性格の

上に何か変化が見られるものだらうかと云う事で調査

した。この表で見れば、経験年数1年部員より、 3年

及び4年部員の方が、どの性格的特性に対しても、好

ましい傾向を示している。具体的に云へば経験の長い



部員の方が、社会的外向性を示し、抑うつ性も少く、

活動的で、指導性に富み、劣等感が少く、攻撃的て、

神経質でないと云う事である。乙の資料だけでは、完

全な結論を云う事は出来ないが、最初に，思っていた

「クラブ活動にておける性格教育についての教育的可

能性」については、多少なりとも貢献していると云っ

ても過言ではないと考えられる。

〔8〕 運動部員と非運動部員の性格特性の差異

昭和43年度2年生121名について（運動部員63名、

非運動部員58名〉

図 25 

十生可 DI c 11 s 

－一運動部員

（考察〉上の図は、第2学年生 (121名〉対象にし、

運動部員と非運動部員のプロフイ ールを比較したもの

である。

本校lζ於いては、すべての項目て運動部員が、より

高い値を示し、 社会的に好しい資質を備へている事が

わかる。文周囲の状況に対しても好ましい態度を身に

つける社会的適応性も備へている。

クラブ活動は正課体育ては得られない何ものかをも

ち、又乙れを補足する重要な教育的価値があるという

事を再認識し、この性格検査で得た事実を、今後如何

にクラブ活動に生し、指導していくかは、我々指導者

の大きな課題であると同時に、 ーそうの責任を感じる

ものである。

総括

1.本校全体のクラブ員の性格特性について

全体の66%は好ましい性格特性を示し、残りの34%

が指導を必要とする特性をもっている。特に（D)

の項目に於いては、32.5%の高い値を出している事

が、注目される。なお、一年間の性格推移を見れ

ば、すべての項目で、プラスの傾向を示し、クラブ

活動を通しての性格の教育的可能性が充分うかがえ

る。

2.団体種目と個人種目の性格傾向について

両種目を比較した場合、団体の方が、社会性があ

り、精神的にも太い面が見られ、個人の方が、内向

11 

的で非社交的、そして精神面に於いても神経質の様

である。しかし我々が考えていた様な大きな差は、

どの特性を見ても感じられなかった。

3.各クラブの性格特性について

一般学生とクラブ員の性格を比較しても、クラブ員

の方が好ましい傾向を示している。乙の事はスポー

ツのもつ緊張のあとの開放、つまり情緒安定をもた

らす効果て、各々のクラブに共通していえる事であ

る。

各クラブ共に社会的適応性及び社会的外向性は、好

ましい傾向を示しているが、気分の変化、抑うつ性

については、指導を必要とする学生が少人数いる事

を忘れてはならない。我々指導者は、今後ますます

クラブを通して、スポーツ活動への欲求を正しく指

導し、性格的に望ましい人聞を形成する事に努力し

ていきたいと思っている。

4.学年別及び運動部非運動部の性格的差異について

本校ては、上学年部員の：方が、下学年部員より

も、より好ましい社会性を備へ、運動部員もすべて

の特性て非運動部員より好ましい値を示している。

第二章 性 格 検 査

ロールシャツハ。KeYー （表1)
理論的lζ好ましく ない反応及び．非行少年や問題児によ

くみられる反応である。つまり問題徴候の指標として

用いる。 KeYー （5）は理論的にも統計上も好ましく

ない反応、 (8）は理論的には好ましくないが集団法

として統計的に処理すると必ずしも好ましくないとは

いえないものである。。KeYー （5) (8）ともに3以上｝の場合はチエ。KeYー （5）が4以上 ？ックする必要。KeY- (8）が4以上 Jがある。

。c（平凡反応〉
各図のそれぞれにおいて最も多くの人が選択した答で

ある。社会生活をしている人聞にとって、ある程度共

通した認知の成立することが必要である。 P反応がO

の時チェックする必要がある。その他の診断項目（数

字1～14で表わしている〉

1…（F、L値がマイナスのもの……FormーCerel-

Rating）選択した部分の正確さ明細さ、あるいは組織

化の程度をあらわすものである。乙れが不自然な場合

F、L値はマイナスと評定され好ましい反応とはいえ

ない。

。－1.0を2ケ以上 ｝ tロ λ

下ケの場合チェック される。。－2.0を1 } 
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表 - 1 ロール・シャツハ－ KeY 

5 8 p 

診断項目 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

A 班 14 9 4 11 2 18 11 5 1 3 12 18 7 4 2 

B I/ 8 10 3 3 1 8 7 8 4 3 5 6 7 9 7 2 1 

c I/ 11 10 2 1 8 10 3 2 3 8 9 9 3 3 

D タ 12 12 2 1 16 9 6 3 3 8 14 7 2 

E タ 10 11 3 2 1 10 14 5 2 4 9 11 10 1 5 

F ク 12 8 2 5 2 2 9 13 4 5 5 16 6 4 1 

G I/ 13 8 2 12 5 3 4 3 4 3 8 6 5 1 

H I/ 8 5 1 12 12 2 4 1 3 5 8 13 2 3 2 

I I/ 9 6 1 2 1 1 8 9 4 7 5 7 5 11 4 3 1 

J // 18 3 1 11 14 2 2 6 10 12 5 1 1 

K // 12 7 7 4 1 18 11 3 3 2 6 6 10 5 2 1 1 1 

L // 5 10 5 5 1 1 9 11 7 1 1 5 5 6 10 5 4 1 1 

M // 10 3 2 1 5 13 5 1 2 6 10 13 4 1 1 

N // 10 5 2 1 1 2 2 4 5 7 6 1 

0 // 14 6 2 1 1 12 10 4 3 2 4 9 6 8 3 1 2 

2……（F、L平均値〉 インク・プロットの明暗が物表の面や材質の印象をあ

F・Lの平均値が89以上の場合不自然な反応が多いと

いう意味でチェッ クされる。

3……（KeY-) 

4……（P反応）

5……（FM) 

動物が運動しているようにみえる反応をFM反応とい

う。未熟な発達段階にあるものに多い反応で衝動傾向

が疑われる。 FM反応が5以上の時チェックされる。

6…・・・(CF+>2 FC) 

反応部分を選択する場合のきめ手lζ形が優先している

か色彩が優先しているかによりその人の性格の傾向を

みようとするものである。 Fは形 Cは色彩を意味す

るが、情緒の未成熟な場合CF、Cが多く表わされる。

したがって上記の関係になる場合情緒不安定としてチ

ェックされる。

7.…・・ (F 13以上〉

6と同じ意味でこれは形にのみとらわれやすい人で性

格的に硬さのある人である。情緒的に安定した人力動

的な適応力のある人は適度な CF反応が表われる。（6

の項と反するようであるがとの辺の綜合的判定はむづ

かしい） F反応が13以上の場合チェックされる。

8…（FC'+C’F+C’＋c’SYm3以上） c’はインク

ブロットの黒い色が主体となって選択された反応であ

る。これは不快感、憂うつ感を表わす。

9……（KF+K2以上）

インク・ブロットの明暗が拡散の印象をあたえたもの

て。雲や煙の反応に多いこれは不安感を表わす。

10・…・・ (CF+C2以上）

たえたものである。 （ザラザラした感じがするといっ

た反応はこれである。）とれは小児的愛情欲求のある

人て、依頼心が強い。

。 （11～14）は好ましい反応てず特に問題のない人につ

いては分析してないものが多い。本校学生には皆無で

あったので除く。

ロールシャツハの総括しての所見をみるに 「やや抑

うつ的傾向が見える」が一番多く49名、次に「安定性

lζ欠ける」が15名、 「安定性に欠け動力的なものに欠

ける」14名、 「安定性に欠けて自己中心的考え方が見

える」及び「抑うつ性がうかがわれる」が各々12名で

ある。以下の所見項目はー桁の数て終っている。一番

多い項目は全体の約10%強である。乙の所見をもっと

分析してみるため次の五段階に分ける。

（ィ） 64名 12%

やや抑うつ的傾向が見える。抑うつ性がうかがえる。

抑うつ性が認められる。

（ロ） 41名 9%

安定性に欠ける。安定性に欠け自己中心的考え方がみ

える。安定性lζ欠け力動的なものに欠ける。

付 9名

やや不安定な抑うつ的傾向が見える。安定性lζ欠け抑

うつ的傾向が見える。

(=-) 5名

やや衝動的傾向が見える。

（村 432名・約70%

異状なし
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表一 2 ロールシャツハ

区 分 ABCDEFGHI  J KL  MN  0 

所見項目 班。 q q q q q q q q 砂 q q q 今

やや抵うつ的傾向がみえる 49 2 3 2 2 6 6 5 1 8 5 3 1 5 

抑うつ性がうかがえる 12 1 2 1 3 3 1 1 

抑うつ性が認められる 3 1 2 

やや不安定な抑うつ的傾向がみえる 7 1 1 1 1 1 1 1 

安定性lζ欠けて自己中心的考え方がみえる 12 1 2 3 3 1 2 

安定性lζ欠ける 15 1 3 2 5 1 2 1 

安定性に欠け力動的なものに欠ける 14 1 2 1 2 3 2 1 1 1 

安定性に欠け抑うつ的傾向がみえる 2 1 1 

不適応を起しやすい 1 1 

やや衝動的傾向がみえる 5 1 1 2 1 

判定困難 7 2 1 1 1 1 1 

異状な し 432 37 27 31 32 36 30 22 31 23 29 25 32 25 23 29 

ギルフォードY-G 応、活動性、外向的でパーソナリティの不均衡が直接

各性診断項目の評点をしらべるが、青年期にあるもの 外部えあられるものであり、乙のため反社会的行動に

は一般的に自分を悪く評定しようとする傾向がある乙 出やすく、環境が悪いと非行に向いやすい。表5は分

とには充分留意しなければならない。したがって全般 析した BB’E’が大体それである。 C類（左寄り型）

的に問題がありそうな結果があらわれやすいが、その 安定消極型て、良いこともなければ、悪いこともしな

中でも特徴的なものをチェックする態度で判定洞察し い型と考えられ、非行と一番反対の極にあるものと考

なければならい。表3の類型中A類（平均型〉は平均 えられる。 表5のC・Cが大体それである。 D類（右

的な状態を示す人て、万事につけて平均的、調和的で 下がり型〉最も理想的な人格の持主て、情緒的に安定

適応的であるが、積局的な診断は下しにくく、臨床心 し、社会的適応もよく、活動的で、対人関係もうまく

理学的には問題の少いタイプとされている。情意性は 行くタイプて、知能高く、情緒的にも良好な傾向を示

安定しており、家庭的にも恵まれており、非行も未だ し、家庭状態も良い。表5のDD＇が大体それである。

軽徴な段階にある。表5にある AA'A＂が大体それ E類（左下がり型）はいわゆるノ イローゼ型で、自ら

である。 B類（右好り型）は情緒不安定社会的不適 の内部に問題を持ちやすい適応力の弱いタイプてあ
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り、内向的、非活動的なため問題性が発見されにくい されて入学した者であるので大体良いようである。前

ものである。 5表のE・E’が大体それである。 に述べたようにE類の一寸多いのがどうしても気がか

判定と所見の考察 （表4と5) りである。

前述の類型から見て、表5の AA’K’D D’B混合大 クレペリン（表6)

部分が表4の別に異状なしの組に入り 401名となり約 n……（初頭努力〉

70%である。次に多いのが EE’と混合の部分で情緒 作業に対する興味関心がわくのかどうかをみるもの、

不安定がうかがえる。安定に欠ける。やや情緒の不安 つまり意志の緊張のメカニズムをみるものである。問

定のみえる等である。合せて131名で約20%になる。 題のある場合＋（以下同じ〉

とのF類の多いのはーす困ったことである。然し考え S……（動揺率〉

方によっては Y-Gの始めに述べたように青年期にあ 作業量にむらがあるかどうかをみるものである。 ！情緒

るものは、一般的に自分を悪く評定しようとする傾向 に安定性のない人はこの動揺率が高い。

があるように、自己評価の方法のため自意識過剰の表 V……（V字型おち込み〉

出ではあるまいか。次は BE、である消極性が目立 ある特定の行のみ作業量が低い場合をV字型おち込み

つ。消極的傾向がみえる等である。総体的に見て選抜 という。これはSにほぼ似かよった心理構造をもった

表－ 4 YG 

区 分 ABCDEFGHI  J KL  MN  0 

所見項目
班。砂 I/ か I/ I/ I/ か 。か I/ I/ I/ 砂

消極性目立つ 7 1 1 1 1 1 1 1 

情緒の不安定がうかがえる 89 5 5 2 14 16 11 1 3 3 3 8 7 2 5 3 

安定性に欠ける 37 2 3 3 2 1 4 2 3 2 4 3 2 2 3 1 

消極的傾向 23 2 3 2 3 2 3 1 1 2 3 3 

劣等感安定性に欠ける 5 1 3 1 

神経質的傾向がみえる 2 1 1 

安定性に欠け消極的 1 1 

やや情緒の不安定がみえる 5 5 

別に異状なし 401 35 26 23 19 22 24 30 21 32 26 27 28 25 21 32 

表 － 5 YG 判定

A B c D E F G H I J Iく L M N 0 
計
到王 か か I/ 

記号
I/ I/ 。 。 I/ ，ク I/ 4’ I/ I/ か

A 44 4 7 2 1 5 2 3 4 1 2 2 5 2 4 

A’ 56 3 1 7 6 3 10 6 4 3 3 3 3 1 1 2 

A” 94 6 8 10 7 8 2 7 8 8 9 8 4 8 1 

B 17 1 2 2 2 2 3 1 1 1 2 

B’ 53 3 4 2 5 3 4 2 5 2 5 2 10 2 4 

B” 1 1 

c 11 1 1 2 1 1 2 3 

C’ 24 1 1 1 1 1 5 4 3 3 1 2 1 

D 25 4 4 1 1 4 1 2 1 1 2 3 1 

D’ 26 11 2 5 3 3 4 4 5 4 5 5 4 9 3 9 

E 40 3 4 2 2 2 6 1 5 2 3 2 2 1 3 2 

E’ 47 6 5 1 6 4 4 3 3 1 7 3 1 2 1 

AB 21 4 3 1 2 3 1 5 1 1 

AD 18 1 1 2 5 －よ． 3 1 1 2 1 

12 1 3 2 2 1 3 

8 2 2 1 1 2 



人に多いが中には意識がその時とぎれたとみなされる

特殊な病的な人にも表われる。

f……（誤びゅう量）

不正確ななげやりな人に誤びゅう量は多いが中には分

裂病等特殊な病気のある人がいる。

t……（休憩効果率）

正常な人であれば前半の作業量より後半の作業量が多

い。持続性lζ欠ける人、情緒の安定度の近い人は休憩

効果率は低い。

表 － 6 

n s v f t 

A 班 3 3 18 

B // 4 5 20 

C キ 3 6 15 

D // 2 8 11 1 

E // 1 5 21 

F // 3 20 

G // 1 1 16 1 

H // 6 7 26 

I // 8 2 24 

J // 2 1 26 1 

K タ 4 3 16 1 
L ,, 5 6 9 

M // 2 9 

N // 2 1 14 

O タ｜1 2 10 

15 

曲線型（表7)

u型……標準型て力動的な適応性がうかがわれ、情

緒も安定している。能率もあがりやすい。

H型……意志の緊張弛緩がゆるやかな人である。 し

たがって大きいあやまちなはないが反面、大きい成果

もあがりにくい人に多い。リーダーにはなりにくいが

メンパーとしては被影響性の強い人ともいえる。

M型……H型l乙準ずる人といってよい。

L型……持続性に欠け意志薄弱型の人である。能率

もあがりにくい。被影響性はいよいよ強い。

E型……仕事えのとりつきが悪く場面々々へ直ちに

適応する乙とは困難であるがなれれば案外うまくやっ

ていくというタイプである。したがって仕事もじっく

りかまえさせると能率があがっていく。但し、大きい

成果が期待できるととがある反面、大きいあやまちを

おかすことがある。

W型・・・…情緒の安定性に欠ける。問題をおとしや

すいタイフ。て守ある。社会生活に適応しにくい傾向があ

るし、仕事の能率もあがりにくい。

混合型……上記の型が前半後半混合した曲線型であ

る。 (Mu、Wu等）乙れは左が前半右が後半の曲線

型をあらわすが後半の曲線型を主体として判定してよ

しコ。

判定（表9)

a・a’・ a”・ aF• aPのj聞に良好な性格の段階づけをす

る。 a”はやや難点があり aFは問題のある性格といっ

てよく他の面からもっと深く調査の要あるものとして

表一 7 クレペリン曲線

区分 A B c D E F G H J K L M N 0 
計

記号 Bf // // 4シ ク // // // // // I/ I/ か I/ か

u 型 342 26 24 25 22 24 24 18 29 25 17 22 22 17 23 24 

H I/ 2 1 1 

M I/ 21 1 2 1 3 3 1 3 4 1 1 1 

L I/ 

E I/ 8 1 1 1 2 3 

w か 22 1 2 1 2 1 9 6 

uM If 116 9 11 8 10 12 8 9 2 7 4 12 7 10 4 3 

uH If 9 2 1 1 1 2 2 

uL I/ 

uE I/ 11 2 3 1 2 1 2 

uW If 7 1 1 1 2 2 

MH  If 5 1 1 1 1 1 

羽店iiI/ 6 1 2 1 2 

ME ク 3 1 1 1 

WE  If 2 1 1 

AM ク 1 1 
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よく aPは異常者としてよい。 能率も上り成果が期待出来る。 一番心配なのは大体W

曲線と判定（表7・8・9) 型になる22名及びuW型7名、羽市f型6名、 WE型2

全体的に見て非常に良 好な結果である。一応予想し 名計37名、所見項目の、安定性に欠ける 8名、動揺し

た通りである。特に異状なしの496名は大体曲線のu やすい7名、やや安定性に欠ける14名、やや不安定な

型、 H型、 uM型が大勢である。所見で多い仕事への 情緒が見える 7名、情緒の安定性に欠ける 4名、計40

とりっきからうまくない18の名は E型、 uE型て一応 名、両方の計を見ると大体合致する。乙の面の指導を

心配だが仕事の要領がわかりじっくりかまえさせると 如何にすべきかが問題である。

表 － 8 クレペリン

区 分 ABCDEFGHI  J KL  MN  0 

所目 項 目
班。 // // // // // 。か // 砂 I/ ／／砂か

安定性lζ欠ける 8 1 3 1 1 1 1 

動揺しやすい 7 1 1 3 2 

持続性に欠ける 4 2 1 1 

力動的なものに欠ける 1 1 

やや安定性に欠ける 14 3 2 2 2 1 1 1 1 1 

仕事へのとりつきがうまくない 18 2 1 1 2 2 1 1 3 3 1 1 

やや不安定な情緒がみえる 7 1 1 3 1 1 

情緒の安定性に欠ける 4 3 1 

能率が上らない 3 2 1 

不安定な情緒で不適応を起しやすい 1 1 

異状なし 496 42 31 32 32 33 30 28 36 38 33 34 36 29 26 86 

表 － 9 クレ ペ リン判定

区分 A B c D E 
計
到f // か か I/ 記号

a’ 183 11 13 14 12 16 

a’ 122 16 9 10 7 11 

a” 54 4 5 4 6 6 

au 86 6 5 5 6 2 

au’ 63 5 1 3 2 4 

au” 16 1 1 1 

aF 6 3 2 

aP 

b 12 1 2 1 1 

b’ 8 4 

b” 11 1 1 

bF 2 1 

第三章観察指導の一般的理念

( 1) 観察指導による性格

われわれは、ある人の振舞い方、考え方、 話し方、感

じ方、などを通して、その人の性格を判断する。歩き

方、 趣味、体格、人相、 筆跡、声、接する態度なのが

判断の手がかりになることもある。いずれにしても何

らかの形て表現されたものを通して、このような特徴

F 

// 
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5 

5 

4 

6 

1 

1 

4 

G H I J K L M N 0 
か // // か か I/ か // I/ 

7 16 11 7 12 14 10 5 18 

8 4 9 12 7 7 5 4 8 

3 4 6 3 3 3 1 1 

6 7 6 5 6 7 7 11 3 

5 1 4 6 5 5 7 6 4 

3 2 1 1 2 2 1 

1 

2 1 1 1 1 

1 1 1 1 

2 1 2 

1 

をもっ人は、乙のような行動をするだろうと考えてい

るのである。ところで、人の行動は、一般にその場面

場面によって影響をうけ、規定されている。たとえば

嬉しい乙とがあれば、表情も明るく、胸をはって歩く

であろうし、初対面の席ては控え目に振舞ってあまり

自分の内部を見せないであろう。しかし他面、乙れら

の環境の諸条件が似たものであったと しても、その場

面における各人の行動には、かなりの相違が認められ

る。つまり、嬉しい時に有頂天になって喜ぶ人もあれ



ば、その様な感情をあまり表現しない人もあり、はじ

めて会った時から、古くからの友人のように親しく話

し会える人もあれば、十年つきあってもその正体がは

っきりしない人もいる。すなわち、人の行動はそのと

きそのときの状況によって異なるが、さまざまな行動

のあらわれの中に、しユかにもその人らしい独自の傾向

を認めることが出来る。乙のように、人の行動のいわ

ば背後にあって、特徴的な行動の仕方を生み出してい

るものを性格というのである。個人に一貫した特徴

は、ある時期を限ってみればかなり安定した持続性を

もっている。あの人はこういうときは乙うするだろう

とか、こう言えばきっと怒るだろうとか、自分の知っ

ている人について、行動の予添ができるのは、性格tc

持続性とまとまりがあるからである。性格を記述し、

描写するのには、普通快活なとか正直なというような

形容詞を用いる。しかし、人の性格はこのような特徴

の並列的なょせ集めてはなく、ある構造をもったもの

と考えられる。乙のことは AとかBとか二人をくら

べてみて、礼儀正しく仕事に熱心て－ある、という点て

は似ていても、 Al乙は暖かみがあり Bには冷たい、と

いう特徴があると、二人の印象がかなり違ってしまう

ということからも察知する乙とができる。また外つ－ら

はいいが内つらは冷たいとか、本心はなかなかいわな

い人だと言うような日常の表現の中にも、性格が構造

をもっている乙とが示唆されている。これを表面と裏

面として学生の日常生活をながめてみたい。学生の年

令的分布より見て、人生の中て一番変化の多い青年期

であるので、その人の一場面を見てあの学生は乙うだ

と判断するのは早計であり、可哀相である。いろいろ

な場面、行動、言語、特に態度の表現を重視しそれを

積み上げて慎重に判断している。

(2) 本人と家庭環境

( 1）て述べた観察による性格の根っ子になるのはや

はり家庭環境が一番問題になる。人間はまったく宿命

的にある家庭に、何番目の子供として生れてくる。そ

の家庭には、独自の「ふんいき」がある。家庭という

集団の中て、家族相互の交流によってっくり出される

場面があり、これが持続すれば「ふんいき」となる。

そして性格づくりの過程にある子供にとっては、乙の

「家庭特有のふんいき」が大きな影響をもっと考えら

れる。家庭の中心はやはり父母である。乙の父母の性

格、指導方針、態度、などによりその家庭の「ふんい

き」は大きく左右される。口やかましくて苦虫をかみ

つぶしたような顔をして、お説教をする父親とか、つ

まらないことを何回も注意したり、いつもぐちをこぼ

している母親がいた場合、子供は子供なりに迷惑を乙

うり、自然に両親を意識して特別の防御対策を考え出
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すようになる。そしてこのような関係が長くつづけ

ば、両親対子供の聞に一つの「固定したふんいき」が

出来上ってしまう。文逆に両親が自由放任て子供の生

活「しつけ」にも、これという指導をしなければ、ま

たそれはそれなりのふんいきが出来上る。ということ

になる。いつれにしても、両親のあり方、家庭のふん

いきは大きく左右されることになる。しかし父親が頑

固であろうと、母親が口やかましくあろうと、他の家

族も自由な発言ができ、相互に批判もできるという力

をもっていれば、比較的家庭は民主的に運営されるわ

けで、必ずしも一人の権力者に家庭が握りつぶされて

しまうことはない。乙れが戦前の封建的な家庭と戦後

の民主的家庭のふんいきの差だろう。乙れについて、

4つのタイプが考えられる。父親が絶対的支配力を持

ち、他家族がそれに従う 「父権家族」また母親が権力

者の「母権家族」あるいはおとなが支配者て子供は従

属者の 「大人中心家族」また家族がそれぞれにふさわ

しい役割りと地位と責任をもっ「民主家族」とがあるむ

だが最近ては、これに加えて子供が大人を牛耳ってい

る「子供中心家族」 もあるようだ。乙のような関係

の差はそれぞれ異った家族ふんいきをつくり、またそ

こで育つ子供の性格づくりと深い関係をもっている。

中ても子供の性格に見られる協調性、責任感、親和感

などは、乙の種の影響の大きいものと思われる。一般

に近代的な家庭ては、家族の年令、家族の智的水準、

家族の性格、生活信条、家族の親和度、家庭の教育方

針とその技術などの内部条件によって、 「その家庭の

ふんいき」が形づくられると考えられる。またふんい

きをつくる外部条件としては、 家庭の職業、経済状

態、社会的地位、文化的設備、住居、清潔、整頓、近

隣および知人との交際の状態、娯楽、行事、に対する

態度などが考えられる。すべての子供が家庭に生まれ

た最初のときから、成長するまでの長い間にわたる家

族との交流が性格づくりに最も大きな影響をあたえて

いる事実、ゆがんだ性格、を持つとけなされる子供の

背後には、きまって病的な家庭環境が見られる。

(3) 本人と社会環境

戦後の時代の流れは本当に固まぐるしい社会変化をな

している。その中て育つ子供は一面可愛相であり一面

将来に向うのに役立つとも考えられる。その中での性

格づくりも文おのずと、社会変化に従い変っている。

都会に於ける労働闘争、交通地獄、公害問題、遊ぶ所

もない、そして遊びを知らない子供、学校から帰ると

「教育ママ」より何時も勉強、勉強とおいまわされ

る。子供は日常生活の中で強く不安を感じて、イライ

ラ、ドキドキ、している。そこから生れる性格も利己

主義、冷酷さ、無気力、暗さがあり一面に於いては労
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働きらいで欲求不満で、剃那的享楽性を求める。無責

任さ、夢のなさ、不道徳と悪い面ばかりが出ている。

本当に「不安定な社会」というほかはない。一方さか

のぼってその時代を考えて見るとき、その時代の社会

環境にあった性格の日本人があるように思う。今年は

明治百年にあたるが、明治に生れて明治、大正に育っ

た60才台の人、大正時代に生れ大正、昭和の前期に育

った40才台の人、を考えて見れば、当時の社会環境の

しからしめるように何にか現代の考とは変った一本筋

の入った性格がうかがえる。現代の者と明治、大正の

人が何がどうかという事は別にして、その時代の社会

環境、教育が如何にその時代の日本人自身の性格に影

響するかが思われる。そ乙て子供の教育の場である学

校と家庭教育を含む社会を考えて見ると、家庭以外の

社会環境が直接子供の性格に対する影響は、それほど

つよくない。もちろん、ある成長の時期には、重要な

意味をもっているととは隣近所の仲間との遊びが少年

を不良化するという研究結果などにあらわれている。

また、学校て成績のよい子供と不良な子供とでは性格

がちがってくる。成績不良の子供は男子の場合はおも

に攻撃的、利己的で、人との聞に親しみを失いやすく、

女の子の場合は内向的、空想におちいりやすく、失望

的になりやすいという。成績のよい子は、能力にくら

べ学業がやさしすぎる場合、意、けぐせがつき、いたず

らっ子となり、ときには空想的または攻撃的な傾向を

あらわすことがある。社会的、経済的、環境が家族学

校を通じて子供に多分影響をあたえ、習慣、態度、価

値観、を決定するという乙とはいうまでもない。

( 4) 個人差の判別方法

日常生活の中で、われわれがあの人の性格がどうだな

どという場合も、素朴な形での判別を行っているわけ

であるが、それは結局、日常生活の中てその人の行動

の特徴を観察しているととから始まることはすでにの

べた。専問的な立場から行れる判別は、勿論もっと組

織化された方法によらなければならない。その方法に

は観察、実験、面接、検査、作品の分析などの方法が

ある。 これらの方法はそれぞれ一長一短があり、 適当

に併用されなければならない。 観察による方法は、め

んどうな設備を要しないし、日常いってeも行ってい

る。 何けーない日常の些細な行動の中に、その人の特徴

があらわれるととも少くない。ただこの方法にはとち

らの好都合のときに行なえるとはかぎらないし、同じ

事態が二度く り返される乙ともない。またともすれば

表面だけの行動力をみる乙とにもなりかねない。さら

に記録を計画的にとる乙とがむづかしいのも難点であ

る。 これらの難点をさけるため、一定の事態での観察

をこ ころみようとすると、 実験方法に近づいてくる。

特別の行事の際などにこ乙ろみる乙とも勿論可能であ

るし、さらにそのための事態を設定することができな

ければいっそう有効であろう。しかし学校生活の中で

は厳密な実験条件を設定して観察することなどは、な

かなか困難である。面接法もまた有効な方法の一つで

ある。面接といっても、もちろん漫然と話し合う乙と

ではない。一定の調査項目を用意して次々と質問して

いく方法もあるが、自由に話し合いによる方法もあ

る。質問項目をきめておいて、答えさせていく方法は

質問紙による調査法に近く、乙の場合には質問項目の

選択が重要になる。自由な話し合いによる方法の特徴

は、答えの内容ばかり話している相手の感情や態度を

も知ることが出来る点にある。意見の打ちつけあいと

いう面接でなく、相手のいっている言葉を相手のいっ

ている意味て理解するという心構えが出来ていれば、

自由な話し合いによる面接方はきわめて有効な方法に

なるだろう。面接にしても観察にしても、その項目の

選択もたいせつであるが、その記録の方法もたいせつ

である。イエス、ノ一、わからない、の三分類のどれ

かに入れさせる方法もあれば、評定尺度法というのも

ある。 これは、性格のある性質について一方の端から

他方の端まで数個の段階にもうけて面接あるいは観察

の結果をそのどこかに位置づけるものである。段階の

設定のしかたは、イエス、ノ一、の二つに分けさせるよ

りむづかしいのがより豊かな結果を生むことが多い。

( 5）観察類型

性格をいくつかの類型に分けることは古く から試みら

れた。紀元前400年頃、ギリシヤの Hippocratesが体液

の4種、血液、黒胆汁、黄胆汁、粘液のうち、いずれ

が支配的であるかによって多血質、ユウウツ質、胆汁

質、粘液質の四つの気質に分けたが、乙れは今固まで

行われてきた気質の四牙法の起源である。しかし性格

の分類は若干の科学性の上に多分に哲学的な思弁によ

ってなされたものが多い。総合的多面的にできあがっ

ている人聞をいくつかの類型の中にすっきりした形で

ふるいわけるということはまず不可能といってもよ

い。人間はそれほど単純にはできていない。従って性

格検査、も数が多く 、またそれぞれの検査は主として

みようとする人間的側面を異にしているのでは注意を

要する。しかし困難であるからといって放ってはおけ

ない。そこで東京教育大学小林晃夫教授は性格を10の

類型に分類した。乙の際の指標となったものは社会、

仕事ぶり、物の考へ方、情意の状態、気候への適応

性、1日の調子、食物の晴好、 睡眠や疲労の傾向、 技

術の上達ぶり、体育の被影響性などである。 これらの

要因を綜合し、相互の相違を注意深く比較検討した結

果、誰にでもわかるととを主眼として次のように名づ



けた。（ィ）おだやか型、（ロ）経神質型、約操うつ型、（斗強

気敢行型、（村地道粘り型、ト）あっさり実行型、（ト）内的

安定型、（対分裂型・熱中型・無関心型・自閉型・ 敏感

型、（リ）自己顕示型、（~）粘着型

おわりに

以上の研究資料て、性格特性の変化を規定し、断定す

る事は出来ないが、運動部生活は、一つの好ましいパ

ソナリテイ形成の条件として考える事が出来るであろ

う。しかし、考え方によってはしばしば危険を伴うも

のではないだろうか。スポーツをやると云うその 事

は、好ましい人聞を作る多くの場面や、方法をもち、

人間形成の場としては、他のあらゆる形成部門に何ら

まさるとも劣るものではないと思う。この様にスポー

ツは人間形成にきわめて役立つものであるが、良いか

らといってやりさえすれば好ましい人聞が形成出来る

と考える事には問題がある様に感じられる。即ちこの

スポーツをどの様に指導すればよいかという問題に成

ると思う。例えば体の調子がおかしいからと云って薬

をでたらめに飲んだらかえって体に害を及ぼすと云う

ことと同様である。私はスポーツを通して人間的に教

育する前の時点て、あらゆる教育の場（教室ての教科

の場、体育の場〉で少しでも精神を健康にするための

カウンセリングの機会を多く持ち、日常生活を正し、

健康な精神の持ち主にしておくことが先決であると思

う。その後てスポーツを指導すると云う事が、ーそう

効果を上げるものであり、一番大切であると考えられ
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る。この事を抜きにして如何にスポーツをやってもそ

の効果はないと云う事である。あるいは効果がないば

かりか、かえって好ましくない人間性をつくる事さえ

あるような気がする。例えば慎重に、確実にことをし

なければならない競技から、無鉄砲さが生まれたり、

協調し責任を重んじるチームプレーからエゴイストが

生まれたりすることがあるであろう。乙の事について

研究された文献を見れば、体力も増加し、運動能力も

向上し、技術の習得の速度も、好ましい傾向をもって

いると云う事が発表されている。そ乙でただスポーツ

を通して好ましい人間性を作る事は出来ないとは云わ

ないが、出来る事なら、スポーツによって人間的教育

をする以前に、健康な人聞にしておきたいと云う事で

ある。最初にも云った様にする事でーそうの効果があ

る様に感じる。云いかえればスポーツをやる前lζ文は

やっていても良いから常に人を健康にするためのカウ

ンセリングをおこたりなければ、スポーツを通しての

Personalityの指導はまだまだ良い結果を得る様に思

えてならない。次に性格検査と観察指導との関係につ

いてもっと具体的に事例を挙げて考察するよう計画し

ていたが、資料を整理し、 深く考察すればする程個人

的にさしさわりが出来、その本人のプライパシーにも

関係するので今回はそ乙まではやらなかった。全体的

になんとなく尻切れとんぼみたいな結果lζ終った事は

残念だ。 しかし次の機会に是非もっとほり下げて最初

の計画通り具体的事例をあげて発表したい。
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(6）性格宮城音弥

(7）性格はいかにつくられるか詫摩武俊

(8）性格はどんなものか宮原誠一、大浜英子、早川
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根軌跡の数値解法（其のI) 

木 村 岡リ

く昭和43年10月4日受理〉

Numerical Solution of Root Locus (Part One) 

When we analize the automatic control systems, we sometimes need the roots 

of the higher order eqnations. But it is generally impossible that we solve the 

higher ordet equation algebraically. For this reason，明T.R. Evans discovered the 

root locus method, one of the most useful methods of today, but it is not a 

very exact method because of a graphical one. 

On this paper, we try to make the gain constant "K”valiable, deriving the 

simultaneous differential equation both for the real part and for the imaginery 

part of the root, asking for the root of the necessary value of "K”by numerical 

integration with the electronic digital computer. 

1. まえがき

自動車制御においては暫々高次方程式の根を求める

必要に直面するが、一般には、一般には高次方程式を解

く乙とは不可能な場合が多い。このため W.R.Evans 

より根軌跡法が考案され、有力な手法の1つになって

いるが、乙れは図式的解法であるために精度の点にお

いて問題があった。ここではゲイン定数んを変数と

し、根の実部、虚部lζ対する連立微分方程式を導き、

それを電子計算機て数値積分することにより必要な

hの値に対する根を求めるととを試みる。

§ 1.特性方程式

s) －寺一三一一 5

」E←一
第 1図のようなフィードパックのある系の伝達関数は

一G55
 

G
一H一山一一

x
一v

(1. 1) 

て表わされる。乙こに sはラプラス変換におけるノf

ラメーターであり、 kはゲイン定数である。との系の

応答を明らかにするためには特性方程式

1＋んH(s）・ G(s)= O (1. 2) 

を解かねばならないが、 H( s）、 G( s）は一般に有

理関数なのでは.2）は更に

/(s)+kg(s)=O (1. 3) 

の形にする乙とができる。但し／（s）、 g( s）は整関

数と し、また一般の根軌跡の例に従い（1.2）の極、

すなわち、開ルーフ。伝達関数の極

f(s)=O (1. 4) 

の根は判っているものとする。

今回の計算では複素極から出発した軌跡を求める。

そのため

s＝ニE十z11 (1. 5) 

とおき、 (1. 3）に代入して整頓すれば

u（χ，γ：ん）＋iiiv（χ，y : k)= 0 (1. 6) 

とする乙とができる。云うまでもなく u,vはz，γ，

kの実関数である。故lζ

(1. 7) 

文は

u（χ，γ：ん）＝ 0 l 

v（χ，v：ん）＝OJ
(1. 8) 

とするととができる。ところが（1.7）は、実は（1.

3）が実根を有する場合に他ならないので、ここでは

(1. 8）について考えることにする。

§ 2.連立常微分方程式の導入

(1. 8）はんをパラメーターとするz，γに関する連



をとる乙ととして、乙れから（3.3）をhの刻みを0.1

として積分してみた。結果を k=O、5、10・・・50の場

合について第1表に示したが、なお解の精度を示す目
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立方程式であるから、代数的に解ければそれにこした

ととはないが、それができない場合、 (1. 8）から

dx dγ 
一一一ーを求める。即ち、
dk’dk 

＝土~

Z叉

x 1J J uXlOG ／れ×IOG
。-1.0 1. 0 0.0 o.o 
5.0 -0.70652 2.61636 -0.56 0.10 

10.0 -0. 64152 3 47886 -0.60 0.16 

15.0 -0. 60889 4.15223 -0.46 0.40 

20.0 -0. 58883 4.72541 -0.97 -0,63 

25.0 -0. 57514 5.23368 一0.85 -0.43 
30.0 -0. 56516 5.69534 -0.60 -0.13 

35.0 -0. 55755 6.12145 -0.83 -0.27 

40.0 -0. 55155 6.51922 -1.85 -2.33 

45.0 -0. 54669 6.89370 -2.83 -4.11 

50.0 一0.54268 8.24859 -3.61 -6.48 

1 第

(2. 1) 

。u
-f}kー＂＂k

k
 
u
 一
一
U
7
R
 

O

一。

dγ 〕
x－一一 十Uy－一一＋uk=o I dk " dk ん f

dγh  
x +v刀 一一一 ＋vk=O1 dk " dh ル y

を得るがこれより、

dχ＿ UkVy-VrcUy ) 
dk－一ーヲあ－VxUy I 
dγ＿ UxVT<. - VxU1c I 
dk- UxVy- V.0Uy J 

au -a-v＝町、
av -a一子＝旬、

(1. 8）より

、z
 
u
 一
一u一z
o一θ

U
 一一

U

一χ
。
万

の記号を用い、

安として、得られた s＝χ＋仰を（3.1）の左辺に代

入して得られた実部、虚部即ち、u、γりの値も計算

しておいた。 表の右側の2行の数値がそれである。出

発した初めは実部、虚部がそれぞれ 0.3×10-G、0.5

×10-7程度だったのが、徐々に増大してん＝50ては

0.4×10ーに 0.6×10-5程度になっている。また、計

算の所要時間は k=50まで、 5分てあった。

(2. 2) 

を導くことができる。乙れはχ，"Jt乙関する連立常微

分方程式であり、ん＝Oとそのときの（1.4）の解の

実部、虚部を初期値Xo，γ。として電子計算機により

必要なんの値まで数値積分すれば目的を達することが

できる。

題§ 3.例

例として、

あとがき

今回は k=Oのときの複素極から出発して無限遠に

発散する根軌跡について計算したが、この方法は逐次

計算を進める方法てcあるため、んの大きな値に対して

は誤差が増大する恐れがあるし、また軌跡は必要な

く、ある大きなんの値に対してだけ根が必要なとき

は、途中の計算が余分のもののように思われるであろ

う。そのようなときは、別の工夫をしなければならな

い。註〉

また、将来は軌跡が実軸と交わる場合、系が無駄時

間を含む場合について計算を進め、更にカーブプロッ

ターを用いて直接、計算機にグラフを描かせることを

予定している。

最後に乙の研究について懇切な御指導を賜った九州

大学の高田教授に深く謝意を表します。

2. 
(3.1) 

u（二E，γ：ん〉三χ3ー3xY 2+4χ2_4γ2 ) 

+6χ 十んχ＋3k+4=0 ~ 

v（χ，γ：1c）三 3x2ーγ2+8χ ＋6＋ん＝O ' 
(3. 2) 

(2. 2）に代入すれば、

x+l 、
15x2+3γ2+40x +26ーん I 

3x2+3'!f 2 +18 χ 十 1s-1~ I 
2γ （15x2+3γ2+40χ ＋26-k) J 

(3. 3) 

となる。文h.=Oのとき、

( s+2) (s2+2s+2)+l<(s+3)= 0 

s= x+z Yを代入して

乙れから Ux，均 等を求めて

を考えよう。まず、

χ
7
h品

ud干
hι

d

－d
d

一d

（註〉例えば、 Bernulli,Newton, Bairstow法、Mc-

Auley法（培風館、山内二郎、森口繁一、一松信

著電子計算機のための数値計算法I、P49）や九州

大学応用力学研究所所報第29号、 2元連立方程式の

電子計算機による 1解法

(3. 4) 

(3. 5) 

を得るが、ここでは初期値として、 s=-l+i即ち、

( s+2) (s2 +2s+2)= 0 

より
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Fe304の電流電圧特性について

中 村 生安

く昭和43年10月5日受理〉

On the Current.Voltage Characteristic of Fe304 

Magnetite, Fe304, is a semiconductor. In general, the current-voltage character-

istic for the contact layer between a semiconductor and a metal is either a rectifier 

type (non-linear) or an Ohmic type (linear) . It is the rectifier type if a metal is 

in contact with ZnO or Cu20, but the symmetric non-Ohmic type, in our experi-

ment, if a metal is in contact with Fe304・

Then, by using Fe30ιwe can make the symmetric varistor. 

Y asutaka Nakamura 

1 はじめに

Fe304の結晶構造は、逆スピネル型と決定されて

いる。乙れは、他の逆スピネル型結晶構造をもった物

質と異なり、半導体て、抵抗率は非常に小さく 10-2.Q 

C1/L位と測定されている。 4個の酸素て固まれた Fe+3

と6個の酸素て固まれた Fe+2、Fe+3とが組合わさっ

た結晶構造をしており、 6個の酸素で囲まれた Fe+2

とFe+3とが電子を交換しても型は同じであり、 電子

を移動させるのに要するエネルギーが小さくてよいか

らであると説明されている。

Fe30,1,を簡単に作るには、空気中て鉄を強熱すれ

ばよい。表面に生じた Fe30,1,層の中には、原料の鉄

の中に含まれている不純分、空気中にある分子、原子

が拡散し、又、急冷すれば、多数の格子欠陥ができて

いるであろう。文、カ、、ス炎等て、加熱すれば、乙れらの

中の分子、原子も格子欠陥を作る原因となるであろう。

これらの欠陥は、半導体の場合、フェルミ準位、障壁

に、又、抵抗率に影響する。

Fe30,1,を金属酸化物の半導体であると し、 他の金

属酸化物 ZnO、Cu20と1-V特性（電流一電圧特

性〉を比較した実験を行なった。

2. 試 料

〔工〕市販のトタン、針金、釘等をエメリー紙て表面

を良く研磨し、 表面層を取り去り、これを LPG炎、

及び電熱にて加熱して、 鉄の表面に Fes04層を作っ

たものである。温度は 750～850°C位て加熱時間は約

5分である。長時間加熱し続けると Fes0,1,層の厚味

は増すが、Fe30,1,層と地金との聞に巣ができて、簡

単lζ剥離するようになる。 LPG炎と電熱と二通りし

たのは、 LPG炎中の元素が格子欠陥を作る原因にな

り、特性に影響すると考えたからである。加熱後は、空

気中て自然に冷却した。乙のようにして作ったFe30,1,

層の表面を顕微鏡て見ると小さな結品が集まって層を

作っているのが見える。 中には一辺が0.1仰位の大き

さに結晶が成長している所もあるが、大部分は 10-2

mm前後である。第2図はこれの顕微鏡写真である。

〔E〕天然の Fe30,1,である砂鉄を集め、乙の中から、

一辺0.9mm位の一部破損はしているが、正八面体をし

た結晶を見出したので、これを使用した。又、集めた

砂鉄粒を顕微鏡て観察すると 1/20～1/50の割合でE

八面体をした結晶があるが、一辺が0.1棚位である。

正八面体をした小さな結品をも含めて、無作為に取り

出して、それのI-V特性を調べて見た。

〔E〕鉱石としての磁鉄鉱を岩石カッターで厚さ 2inm 

程に切り出し、切り口を研磨して、 Fe30,1,の結晶が

見えるようにしたもので、拡大して表面を見ると小さ

な Fes0,1,の結晶が島状に含まれているのが見える。

大きい結晶は、一辺o.7111111程度である。大部分の結晶
の切り口は色々な形をしており、一定の形をしておら

なカュった。

3. 電極、測定回路

半導体lと接触する金属の種類によって、 接触層の特

性がオーム性になったり、整流性になったりするので、

乙乙ては Fe、Al、Cu、Znを用いた。試料1の一つ

の電極は地金の Feをそのまま利用した。 他の試料に

ついては、上記4つの金属を組み合わせて使用した。
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測定回路

電源と してラ ジオ用電源 トランスを通してスライ ダ

ックにより電圧を加減できるようにした。文、一部は

低周波発振器を用い、周波数特性も調べて見た。直流

特性は測定しなかった。回路を第1図のように組み、

xe 
試料

Y$ 

e 

第 1 図

負荷抵抗1K.Q による電圧降下より電流は求めた。第

1図のXEB端をシンクロス コープのX軸lζ、YEB端を

Y軸に接続し、 I-V特性は写真撮影して観測した。

4. 1-V特性曲線

試料別に特性曲線を述べる。

試料I

一方の電極は先端を針状に磨き、試料に接触させ

た。その時の I-V特性は、 I=AVnの形になり、

対称非オーム性を示すが接触圧に A、nが敏感に関

係する。又、接触する点によっては、直線性になる所

もある。そこは Fe30.1層が他の所と少し異なってい

るように見える。ガス炎により生成したものと、電熱

て生成したものとの違いはほとんど見出す乙とができ

なかった。その理由は、いずれの場合も接触圧に特性

が大きく影響を受け、圧力を同じにして測定する乙と

ができなかったからである。第4図は他の試料の特性

曲線であるが、この図と同じようになる。 トタン板、

針金等の原料による特性の違いも見出すことができな

かった。電極の金属による違いはほとんどなく 、電極

を接触させる場所によって、 Cuはオーム性に近い乙

ともある。周波数特性は 30cps～lOOkcの聞は大体一

定であるが、乙れ以上になると電圧が大きい時、 電圧

の増加時と減少時とはずれが生じ、 特性曲線の先端部

がループを作る。この試料Iの顕微鏡写真が第2図（a)

て、この試料のシンクロスコープによる I-V特性曲

線が第2図（b）である。X軸は 2v／側、 Y軸はlv／側、

入力は1kcである。第1図よりわかるように試料にか

かる電圧は、入力電圧から負荷抵抗1k.Q による降下

電圧を引いたものになる。 電極は Cu、試料は トタン

を LPG炎て加熱したものである。

試料E

正八面体をした結晶の同じ面、異なる面l乙電極を接

第2図（a) ( 5 0倍〉

II I r r 1 I》III 
11 ... ・.1 ...』・1.... 1 ... l,jィィイ；I.. ..I，…｜｜ 
II ＂川 1・・ ・ ・1バ守’’'l'"・l『・l"'11 
II,. I・ -f 1・ ・t I .. l J II 
｜｜｜｜｜主｜｜｜｜｜
第2図（b) (X 2v/cm、Y Iv/cm) 

触して見たが、電極の位置を変えても、r-v特性は
対称非オーム性である。この試料についても、叉、他

の一般の砂鉄についても特性は接触圧に大きく影響さ

れる。一般の無定型に見える砂鉄のI-V特性もやは

り対称非オーム性である。周波数特性は試料Iより悪

く、 試料が大きくなるに従ってループができる周波数

は低くなる。第3図は試料の写真、特性曲線である。

X軸は lOv/cm、Y軸は 2v/cmである。

I l t / I I 
I. I. i II弘I.I 
ll'A＂』』 1・I 
111 $ 11 

Cu-Fea0.1-Fe (50倍） XlOv/cm Y 1 v/c111 (60cps) 

第 3 図

試料E

電極の一方が Fe:10.1の上にあればr-v特性は対
称非オーム性になる。両極が Fe：~o －~の上にある時は

勿論対称非オーム性になる。両極とも Fea04の上に

ない時はオーム性になる。一方の電極が多くの Fe30.t



の結晶が集まっている所にある時は 300～400V位ま

で大きな抵抗を示し、一旦電流が流れ出せば急激に抵

抗は減少して行く。 I-V特性は他の試料と同じく接

触圧に影響され、周波数特性は 2KC位からループに

なる所もある。

5. 考 察

半導体と金属との接触は多くの人々によって研究さ

れている。半導体が Se、Cu20ては電流密度 Jは

J=f cw s、Wm、W) ( 1 -exp evfkT) 
と表わされる。 Psは半導体の Fermi準位、 Wmは

金属の仕事関数、 rp-は金属接触後の半導体内部の価

電子帯の上端から Fermi準位までのポテンシャルてず

ある。 n型半導体と金属との接触ては rJ!m >W sの時

整流性であり、P型半導体との接触ては Wmくrp-sの

時整流性て、乙の条件が満足されない時はオーム性接

触になってしまう。半導体に接触させる金属を変えれ

ば、 Wmが変わるのでJは異なる。一つの半導体に仕

事関数の異なる整流性接触になる二つの金属をつけ、

これを直列にしてバイアスをかければ、逆向きの整流

器を二つ直列に接続したことになり、 r-v特性は、

二つの逆方向特性をつないだ型になると考えられ、印

加電圧が小さい時は相当大きな抵抗値を持つと考えて

よい。印加害：圧が大きくなれば、半導体表面に生じて

いる barrierをキャリアがトンネル効果、電子雪崩効

果て通過し、又電流による発熱作用も加わって、抵抗

は急厳に減少する。同種の半導体を接触させた時は、

表面層が接触するから barrierは対称型になり、接触

は広い範囲にわたって整流性ではなくなると考えてよ

い。

試料 Fe30_ _i, のI-V特性は、いずれの場合も対称

非オーム性であったが、乙れはどのように解すればよ

いだろうか。まず考えられるのは、二つの整流器を並

列又は直列に接触した型である。試料Iの Fe30.t層

の厚さは10-2111111程度、電極の接触面は一辺2×10-2～

5×10-2mm程度である。乙の試料Iの特性は、整流

器を並列lと逆向きに接続した時の特性に似ているの

で、電極と接している Fe30＊層の性質が一様であれ

ば、同種の金属を接触した時はオーム性であると同時

に整流性であるとしなければならないことになってし

まう。 Fe30_t層が小さな結晶が集まってできている

とし、各結晶がn型になっていたり、 P型になってい

たりするとすれば、対称非オーム性は説明がつく。乙

のように考えた時、特性曲線が、電極の接触圧により

大きく変わるのはどのように考えたらよし〉かが問題に

なって来る。乙の問題について外見上から、接触圧が

大になれば接触面積が増大するというととと、加熱に
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よって作った Fe304層は剥離しやすいから、地金と

層との聞に一部空隙ができているであろうという乙と

が考えられる。 ζの二つが問題を解く鍵ではなかろ

うか。乙の二つが問題ならば、試料Eの場合、正八面

体をした結晶には、試料Iのような大きな空隙は考え

られない。すると、次は接触圧が増大すれば、結晶内

の格子欠陥が移動して、この欠陥が電気特性に影響す

るとも考えられる。

Fe30-t層や結晶で、酸素、不純分の分布が一様で

あるとは考えられなしコから、 n型部分、 P型部分があ

ると考えるのは無理であろうか。

Fe30_1の電気特性が温度変化により対称非オーム

性になるとするならば、試料 Iでは 102kc位までは

周波数に関係しないから、温度変動は電圧変動に瞬間

的に追随するとしなければならないことになり、これ

からは説明できそうにもない。

Fe30_1は強磁性体であるので、磁気的性質が電気

抵抗に影響するとも考え得るが、試料Iの場合、厚さ

は 10-2mm程度であるので、 影響が大であるとは考え

られない。電圧、電流が大きい時、特性曲線にループ

ができるのは、乙の磁気的影響、誘電分極、発熱等が

考えられる。

一方、同じ酸化物半導体である、 ZnO、Cu20はど

うであろうか。試料Iのトタンの Zn層を取り去らず

に加熱し、表面を ZnO層にしたものに、電極を接触

させ、特性を調べると、整流比3～10の整流性特性に

なっている。銅の場合も同様で、銅を加熱し、表面に

できている CuO層を取り去り、下地の Cu20層に

電極を接触して、I-V特性を調べると整流性になる。

いずれの場合も、特性は接触圧にはあまり関係しない

が、あまり大きな接触圧、電圧をかけると、オーム性

になる。これは、圧力、電界により薄層であるので、

層が破壊される。オーム性になった時、接触点を調べ

ると破壊されているのがわかる。 ZnOは、n型半導体

であり、 Cu20はP型半導体で、整流方向は逆に実験

上からもなる。

Cu20、ZnOと金属との接触が整流性になり、Fe304-

が対称非オーム性になるのは、結晶のでき方が異なる

ためであろうか。 ZnOと Fes04とは同時に生成し

たのであるから、作る時の状態により異なる特性を持

つという結論は出されない。加熱時の酸素の拡散は、

鉄、銅、亜鉛ては異なるであろう。

Fe30＊が対称非オーム性になる原因が、結晶内部

にあるのか、表面にあるのか、叉、 r-v特性が接触．
圧に敏感に影響する原因、その他の現象の原因は今後

の研究にまつ。

Fe304のI-V特性が対称非オーム性であること
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は、今までの実験から間違いのない事実と思えるの

で、これを使って対称パリスタを作ることは可能なは

ずである。現在パ リスタの原料と して使用されている

のは SiC、ZnOだけで、ZnOを使用したものは昨年

松下電産KKにより開発、製品化された。

砂鉄粒を絶縁円筒に入れ、両端に電極を挿入して、

電極間圧力を加減すると、 I-V特性は大きく変わ

る。圧力が小さい時は 500V位まで、ほとんど電流は

流れなわ。それで、適当な絶縁体を混合して、砂鉄を

成型すれば対称パ リスタを作る乙とができるはずであ

。。
絶縁体である有機接着剤と砂鉄位そ混合して、 圧力

をかけ成型してみた。直径4.4mm、長さ 6仰であるが、

成型時の圧力、砂鉄粒の大きさ等は不明である。とれ

にAl箔を圧着して撮ったI-V特性曲線が、第4図

である。

I 

2 (a) 

lmA 

v 
100 

直径 4.4mm

長さ 6.0mm

第 4 図

曲線（α）は Al箔の接触圧が小さい時、（けは大き

い時、（t)は中間の時であるが、接触圧は具体的に測

ってはいない。 電極の接触圧 によって特性が違うの

は、接着剤が乾いても固体にならず、砂鉄粒同士の接

触圧が変わるためと思われる。

次にセメン トを使って成型して見た。砂鉄とセメン

トの重量比は 9.5: 1で、作製成型後5ヶ月経過 した

もののI-V特性は第5図である。との試料は直径6
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1111/l、長さ 6111mの円柱で、両端を磨き、Al箔を圧着さ

せた。乙のセメン トを使って成型したものの、 I-V

特性は電極の接触圧の影響がほとんどないが、試料に

よって特性曲線は大きく異なる。乙れはセメントの混

入の度合、成型時の圧力によると思われる。一度国型

化すれば、大体一定の特性を持続し得ると考えられ

る。しかし、発熱作用て水分が失なわれ、特性が変わ

る欠点がある。

一定の状態、特性を保持させ得る方法を発見すれ

ば、望みの特性を持った対称パリスタを製作するとと

は可能なはずである。 SiCによるノfリスタと自作した

パリスタとは、 共lζI=AVπの式て表わされる。有

機接着剤て成型したもののnは1.5～2、セメン トに

よるものは 1.8～2.5である。

Fe304. iζ電極を接触させた時のI-V特性が対称

非オーム性である原因、Fe304を使用して対称パリ

スタを製作した時l亡、A、nが何によって決まるか、

一定の特性を持ったノイリスタを作るにはどのようにす

ればよしコか等は今後の課題である。
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基礎課程の化学教育に関する一考察

樋 口 大 成

く昭和43年10月15日受理〉

Although the trend of re-examinations on the methods of teaching fundamental 

chemistry has recently been pervading Japan, many discussions about them have 

been carrying out separately in junior high schools、seniorhigh schools, or univer-

sities; they have no systematic relation to each other. 

Now, the most important thing for us to do is to seek for the systematic 

relation of the methods of teaching basic chemistry in each step to entrance 

exam1nat10ns. 

This problem, we think, has an indispensabie relation to the education of 

basic chemistry in technical colleges. 

1 はじめに

わが国において、基礎課程の化学教育の再検討が考

えられて数年になる。いま筆者は高専に奉職している

から高校や大学入試の化学に関心をもたなくてもよい

ようなものの、次の二つの観点から無関心では済まさ

れない気がする。

一つは、日本の化学工業や化学研究の発展に思いを

致せば、一国民として化学教育全般を考える乙とは大

切なことであろう（特に高専にいれば客観的に見れる

し発言しやすし〉）、もう一つは大学入試の出題のし方

が中、小学校にも支配的影響をしているので、高専に

くる学生にも、科学に対する態度に影響しているとい

うこと（好奇心を失い、化学は暗記物と考えている〉

である。乙乙に日本化学会の再検討の気運に合わせて

ー私案を述べたい。

2. 中学校の化学教育批判

大学は大学、高校は高校、中学校は中学と別個に理

想論を称えても、連けいがなければ、こと教育に関す

る限り机上の空論に終るだけである。日本における化

学教育論議がから廻りしがちなのは、大学は高校に、

高校は中学に対して関心がなさ過ぎるからである。

最近の化学教育（高等学校）研究発表の記録は、昭

和43年6月号の「化学教育」誌（1）に見られる。 こ乙

には、 46都道府県の教育研究の集大成が、同誌の135

頁から 179頁にわたってとりあげられている。これを

見ると、高等学校で新らしく改良すべき化学教育の骨

子は、物質の構造と、化学変化のエネルギー的とり扱

いが二大支柱であるべきだ、という意見が全国の高校

教師方の大部分の意見を占めているのがわかる。

だが、一方中学校の内容はどうであろうか。そこに

は H2、02、Cl2、NH3..,,C02、C2H2，身近かな酸、

アルカリなどの製法や反応が示され、また白色沈澱と

して AgCl、CaC03、BaSO±の三つがあげであり、

化学式59余、反応式50余が出てくる。この化学式を書

くのに原子価については簡単な程度ても全く触れてい

ない。また、反応式も、言葉のかわりに式て書いてお

くだけで、暗記の必要はないことになっている。だか

ら、高校や高専の入学試験問題は、たとえば、 「砂

糖、食塩、アルコール、石けん、米等のう ち、炭素を

成分として持っていないのはどれか」などであり、

乙れでは、学問としての化学の基礎には全然なってい

ないのである。雑然とした暗記物に過ぎず、むしろ、

化学の本質を誤るものである。科学の否定である。

いささか古くて恐縮だが昭和38年9月号の「化学教

育」誌（2）て船元氏が発表せられた資料のうちから引

用させていただくと、その以前2カ年の文部省学力調

査結果から伺い得た事を、鹿児島市立の14の中学校に

関して示されたものがある。それによると

内 容

2H2+02→2H20の示す意味（燃焼）

2H2の小さい方の数字の意味

2H2の大きい方の数字の意味

アルカリ性を示す物質はどれか

酸性を示す物質はどれか

亜鉛と希硫酸とで生成する気体

二酸化炭素の捕集法

｜正答%

15.l 

32.9 

12.l 

14.1 

11.3 

38.0 

30.2 
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全部て41項であり、正答率が70%を超えているのは、

試験管立ては図のうちでどれか（96.5%）、上皿テン

ビンは図のうちでどれか（94.1）、 漏斗は（86.7）ビ

ーカーは（93.0）、中和生成物（70.9）、一一（筆者

註、おそらくこれは「塩」と答えるだけで正解なので

あろう、塩がどんな定義によるものかは知らずに）。

もう一つ、昭和39年12月号の「化学教育」誌（3）で、

三上氏が学習を終った範囲で中学生に同じような調査

を試みておられるが、それによると

3. 大学入学試験の教育界全般への影響

高校生が大学入試を目標に全力的な勉強をするとと

自体は尊い人生経験ており、その意味で筆者は大学入

試の肯定論者である。また、いい聞が作製されている

乙とが多い。また、筆者は出題に選択枝形式を否定す

る者でもない。

撰択枝から選ぶやり方を否定できない例として、 筆

者の試みを提示すると、基礎の化学を一応終った高校

生の 138人に対して、突然、次の問題を提出したこと

なイオンになっているか

質問次の物質は、7.Kiζ溶かされたとき、どん がある。

結果 Ca(OH)2 について

Ca2+, OH- 正答

Ca+, ca-, Ca2, Caなど

(OH)2-. OH2ーなど

ca＋と（OHbca－と OH-
など

解答%

18 

30 

23 

29 

H2SO± について

H+, so-*2- 正答

H2+, H2+ Hーなど

SO,t -, SO-t. S02ーなど

H2＋と SO,i,-,H2＋と so
など

2

4

4

0
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という報告が見られる。実［乙情ない実情ではある。

上の調査は筆者がお乙なったものではないが、教壇

に立って高専や高校の一年生に接するとき、 まさにこ

れと同じ感じを受ける。筆者の調べたところでも、高

等学校一年生58人について、中学校から来た第一時間

自の授業て、 酸素ガスの化学式を書かせたと乙ろ、

・02と書いた者は12人で、実tC:46人がOと書いた経験

がある。

以上を綜合すれば、中学校ては、化学など全然やら

なかったに近いという結論である。

もちろん、中学校は義務教育てあって、そ乙の生徒

の幅は非常に大きい。それを考慮した上ても、物理は

化学に比して驚くほど程度が高くて、また定量的であ

る。それに、化学に対して、前記のように科学的な態

度で中学生に接していないところに重大な問題がある

のである。

これを換言すれば、中学校という記憶力の盛になる

ころに、科学的でない化学教育を3年間おこなうこと

は、実に、時間や費用の浪費であって、生徒にとって

も、国家にとっても、教育の上からも、まことに惜し

むべき問題である。こんな中学校の実情から改良する

乙となく、物質の構造とか、反応のエネルギー論を高

校だけで考えることは無意味で危険な乙とだと思う。

Le Chatelierの法則について説明せよ

これに対して、

一応正しく表現したもの 45人（33%)

正くし表現できなかったもの 93人（67%)

つぎに、

下の平衡にある系に（ 〉内の条件の変化を与え

ると平衡はどちらに移動するか
発熱

N2+3H2ご2NH3（冷却〉 等の問題10題

その結果

Le Chatelierの法則を正しく 表現するととがで

きなかった93人のうち、下の問題を8題以上正し

I 78 ¥ 
く答えたもの78人 ｛ 一一× 100~84%l ¥ 93ハ ／

Le Chatelier法則を正しく表現する乙とができ

た45人のうち、下の問題を8題以上正しく答えた

I 33 ¥ 
もの33人 i石×100~73%)

これから言える乙とは、選択枝式やO×式が悪いと

いう結論は出ない。正しい表現はできなくても本当は

わかっている方を多とすべきである。 しかも、論文形

式には採点者の主観がはいり、また同一採点者でも疲

労により主観の変化を生じるという欠点がある。

しかし、 現在見受ける大学入試問題にともなう大き

な欠点も見逃がせない。その欠点が中学、小学校にも

及んでいるのはゆゆしき問題である。その欠点とは、

小、中、高校の生徒から感動とか自分でものを考える

力を消滅させている面である。高専へはいってくる中

学卒業生も この洗礼を受けている。ここに、ある大学

入試と、小学校一年生のテスト（毎日のように施行さ

れる〉を挙げよう

例1、昭和40年九州大学入試（国語〉問題より

次の中から谷崎潤一郎、 佐藤春夫、堀辰雄の作品を

一つずつ選べ I.行人 2.出家とその弟子 3.春琴

抄 4.伊豆の踊子 5.菜穂子 6.戯作三昧 7. 田

園の憂欝 8.雁 d 空間哩里司!lllta!
例2、小学校一年生のテ 二戸＝－

ス トよ り、くじらはどちら 側窓ヲr多
か 1..7－・司



この二つの例題には共通の欠陥がある。共lζ教育を

阻害すべく働く。菜穂子が圭介の去るのを一人見送る

ことから得る感動を覚えてこそ教育であり、鯨は大き

いな、泳いでいるのにお魚じゃないっておかしいなと

いう感動を覚えてとそ教育である。堀辰雄と菜穂子と

結びつけたり、鯨と鯉が同じ大きさなのでは、ただナ

ンセンスというほかはない。だが親も子も今ては大学

lζ行かせたい、行きたい、そして、このような問題ば

かり追わざるを得なくなり、いつしか、感動と思索を

抜きにして、片断的な知識をやたらにつめこむことが

教育だという錯覚におちいる。さきに中学校の化学教

育を批判してあげた諸種の例も、実は、大学の入学試

験の性格のうちの非教育的な面の悪影響にほかならな

い。 教育ママも学生の暴動もこんなところに根を持つ

てはいないだろうか。大学入試を教育的立場から考え

てもらいたい。小学校一年生には、上記のテストをす

る暇には水族館へ連れていくことになり高校生には文

学に親しむ喜びを与えてこそ教育であると思う。こう

してみると高校だけの問題ではなく、日本中の教育の

問題である。大学側に注文をつけたい事である。

本題の化学教育についても、全く同じことが言え

る。たとえば、次の問題はすべての大学入試に共通の

ことであって、特定校の問題とする必要はないが、

問題つぎの反応て発生する気体は何か

二酸化マンガンに塩酸を加えて加熱する

亜鉛に希硫酸を注ぐ

塩素酸カリウムに二酸化マンガンをいれて加熱する

銅を濃硝酸中に入れる

等々 、乙れらに対する答は、高校生の方では、実験を

通じることなく 、既に用意されている。どんな試薬ど

おして、どんな気体が発生するとか、どんな沈澱がで

きるとかは英語の単語慢と同じである。教師の側でも

大学入試を考えれば、乙れらの単語帳を作らせておけ

ば、もたもたと実験してみせたり、実験させたりする

よりも、はるかに効果的なのである。だが、乙れらの

単語帳を作ることと、もたもたと実験する聞の試行錯

誤とどちらが、より教育的であるだろうか。

撰択枝式の枠内で、出題を、より教育的にくふうし

得る余地は充分にあると思う。たとえば、 「発生する

気体は何か」ではなくて「二酸化マンガン Agに BN

塩酸を加えて加熱したとき、何が何 J発生するか」

「また、こうして発生した気体を次のどの溶液に通じ

たらどのような変化が起こるか。そのときの化学反応

式はどれか」「とのときの装置や、各器具の目的は何

か」 「この実験て何々の量が少いときと多いときとの

現象はどうか」等々、 「中学校や高校ては実験をしな

い」という前に、実験せざるを得ないように追込むく
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ふうは多々ありはしないか

4. 中学校化学教育の試案

筆者は中学校の課程をむつかしくしようとは考えて

いない。ただ、中学卒業してから、何か一つでも残っ

ているようにしたいのて。ある。

( 1) 中学生一年に、元素周期表の第3周期までま

ず暗記させる。

lrlnlnrJ町 Ivl羽 IVII I 0 

2 J Li I Be J B I C J N I 0 J F J Ne 

3 I Na j Mg I Al J Si I P I S j Cl J Ar 

小学校からはいったすぐに、これだけの暗記をさせ

るととは、決して難解とは思われない。この聞に元素

や原子の意味と、単体の形を教える。 この配列は軽い

原子から重い原子へと並べ、不活性ガスを折目と した

表であるとしておけばよい。そして、これらのつくる

単体の標本を示せば、左側が金属、右側が非金属であ

ることも一目て苧わかる。そして、それら単体の物理的

性質を教え、つぎに、これらの単体どうしの化学反応

を実験しつつ示し、その実験の過程て、化学反応の意

味、化合物、簡単な原子価を教える。化学反応と して

は、特に左側 （金属側）と右側（非金属側）が反応し

やすいととに注目 して、

Naを空気中にさらす、 Naを Cl2中にいれる。

Mgを燃やす。 Alを酸素中て1燃やす等の反応、ま

た、H2が陽性として働くととを、H:iと Cl2の化

合、H:iと 02の化合で示す。

また、 O:::iの支燃性を PやSやCの燃焼て示す。

(2) 中学二年生では、これをもう少し延長する。

しかしその主眼とするところは、やはり陽性と陰性の

考えにもとずく、 すなわち、

NaOH, LiOH (KOHもいいだろう〉はアルカ

リ（水溶液のアルカリ性〉 、また Mg(OH)2、Al

(OH) aもアルカリ 類似の物質（総称して塩基〉 、

一方、 HF、HCl、H2S、HNOa.... H2S04~ H3P0,1, 

は酸（溶液の酸性〉 、アルカリ性、酸性の原因、す

なわちイオンに触れ、中和反応を教える。また、陽

性の、Mg、Alは酸に溶ける とと、同様にして、 Zn

Feも酸（陰性物質）と反応する（その結果 H:iが

出る〉 、さらに陽性の強い Liや Na(K）は水に

いれでも反応すること、また、中和の結果できる塩

を含めて、電解質であることを数える。

( 3) 中学三年生では、この考えを更に延長する。

すなわち、第3周期まで K、L、M 各電子殻に2、8
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図I. 元 素 の 電 気 陰 性度

～と電子が充てんされていくこと、それから Naが

Na＋になったり ClがClーになったりするときの電子

の出入り ぐらい教えても少しも無理ではないと思う。

これを用いて、すでに示された周期律表の意味の再

整理、陽性陰性元素の意味の確認、電解質溶液、電池、

電解へ言及する。

化学は、物理のように、光、音、力、仕事、電気等

と分離して説明できる学問ではなくて、物質の相互作

用の学問である。したがって、化学について物質各論

を中心としてその量を増しでも、化学の程度が上がる

というものではなく、 雑然とした暗記することが増す

だけである。

今の中学校の化学は各論の暗記である。中学校の内

容を高めるという乙とは、各論を増すζとではなくて

系統的な考えを植えつける乙とだと考えている。 せめ

て周期律と、元素の陽、陰性を頭に残したいもので。あ

る。

5. 高等学校課程の化学教育の試案

高等学校の課程てはどうあるべきか、という乙とを

意識して、九州大学理学部化学科教授 ・松浦良平氏と

共著て筆者は 「基礎化学」（4）という本を出したが、乙

の稿て筆者の私見をもう一度まとめるとつぎのとおり

である。

( 1) 物質の本性

原子説、分子説、粒子概念の基礎（化学史〉、原子

核、元素の周期律（思考の過程と変遷を含む）、原子模

型、イオン、化学結合、物質の相変化。

ここで、物質というものは、粒子だけを考えた概念

ではなく、その集合状態と気圧・温度による相変化を

含んではじめて成立することを強調したい。また、従

来の高等学校の過程ては、沸点や融点、蒸気圧等の

Tableがほとんどなく 、一般に、化学とは暗記物とい

う概念があるので、これを打破するために、Tableを

たくさん設け、その利用法を教えつつ、物質の概念を

つくってしコく 。

つぎに、 周期律表を電気陰性度表におきかえる。従

来電気陰性度は数字のみで表現していることが多い

し、これを周期性ありと してグラフで書いてみても、

その利用価値が少い。 筆者は、元素の電気！急性度を一

辺とする正方形の面積を用いて視覚に訴えつつ、周期

律表l乙組みこむことを提案する（図1）。 こうすれ

ば、 1. 面積が小さいほど陽性て陽イオンになりや

すく 、またしたがって還元作用が強い。 2. 面積が大

きいほど陰性て陰イオンになりやすく 、また酸化作用

が強い。 3. 面積が小さいものと大きいものの聞がイ

オン結合しやすい。4. 陽性元素ては面積が小さいほ

と、陰性元素ては面積の大きい単体ほど塩の水溶液中

ての置換反応を起し易い、などとあとあとまで、化学

変化の示唆に役立つ。視覚的に役立つことに（ただ

し、 かなり大まかだが〉意味がある。

( 2) 化学量論の基礎

式量（粒子の相対質量） 、毛ル（粒子の数の単位）、

気体の諸法則、化学反応式を用いる計算（ここで、化

学反応は物質各論の提示がなければ化学反応式そのも

のに興味がないのはわかるが、各論の担いはあとで述

べる）および、化学平衡（LeChaterierの法則〉

乙こで強調したいのはモルの扱いである。筆者はさ

きにモルという言葉を排してアボンという数の単位を

提唱した（ri）が、本稿ては従来の慣習でモルを用いる。

ただし、グラ ム原子、 グラム分子、グラムイオンは完

全に廃止する方がよい。乙れも筆者の提唱するところ

である。

原子の1モル＝ N個原子の集団二〉原子量に g

分子の 1モル＝ N個分子の集団二〉分子量に g

こ〉気体では 22.4l (S TP) 

イオンの1モル＝ N個イオンの集団二〉式量に g

こ〉電気量と して何ファラデー



電子の 1モル＝ N個電子の集団二＞ 1ファラデ一

陽子の1モル＝ N個陽子の集団 二＞ 1ファラデー

〈乙乙て、 Nは Avogadro数、二〉はそれに当たるの意〉

筆者はさきのアボンの提唱てずも述べたが、 簡単に従来

のモルの概念の混乱を繰返すと

第ーに単位上の混乱がある。

o：！ の1モルといったら、32gのことなのか、
6×1023個の乙とか 22.4t(STP）のととか、

第二に定義上の多義性がある。

1モルとは1グラム分子の言いかえなのと、も

っと広く 、原子やイオンについても、 1グラム

原子や1グラムイオンの乙とも 1モルと言し〉か

えるものとがある。

第三に、上記二つの混乱の聞の錯綜がある。

したがって、乙の混乱を整理せずしては、化学量論の

最初から学習する学生の方は、出発点から化学が全く

わからなくり、興味を失う 乙とになるので（現にそう

なっているので）再び乙乙にとり上げておく。

(3) 酸塩基反応

複分解全般 （酸・塩基の中和、弱酸の塩＋強酸、弱

塩基の塩＋強塩基、沈澱反応、錯体形成反応、加水分

解反応〉、 酸塩基塩の当量、濃度、中和、 pHの計

算。酸化物関係反応 （酸性酸化物＋塩基、塩基性酸化

物＋酸、酸性酸化物＋塩基性酸化物）

これら一群の反応は、原子価（酸化数〉が変化しな

い反応である乙とを特長として次項の酸化還元と区別

する

酸の1モル （g)
酸の1グラム当量（ g）一

-1分子が出す H＋の数

塩基の1モノレ （g)
塩基の1グラム当量（g)= 一一一一1分子が出すOH-,

なお、たとえば例題と して、 0.08N塩酸 70mtlと、

仏 04Nカセイソーダ 130111£ を混ぜた 液の pH値を

求むという問題ができれば、一般に、強酸と強塩基の

聞の中和滴定曲線を具体的な濃度について理論的に描

くことは可能のはずだから（筆者は本校一年生に毎年

ζれをさせているが、確実に可能である〉宿題などで

これを作製させておいて、この場合は指示薬としてメ

チルオレンジ（酸側変色〉ても、フェ ノールフタレイ

ン（アルカリ側変色）ても使えるととを暗示してこれ

を実験（生徒各自による実験〉て確かめ、更に、ガラ

ス電極の pH計に連結して、 実際にその目盛の勤き

でこれを確かめる乙とを高校て実験させるよう勧める

（図2)

( 4) 酸化還元反応

・1. 酸化剤・遺元剤聞の酸化還元反応 （電子の授受に

よる説明に及ぶ）、 酸化剤・還元剤の当量、濃度、標
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準酸化電位の Ta-

ble （上の酸化剤・

還元剤に限る〉。

2. 金属単体の酸

素、水、水蒸気、

酸、アルカリとの

→酸（塩基〉溶液に対する塩基 反応。標準酸化電
（酸〉溶液の、または酸化剤

位の Table（金属
（還元剤）溶液lと対する還元
剤 （酸化剤〉溶液の体積（mt) 単体に限る〉。 金

の軸 属単体の塩水溶液

図2. i菌定曲線 との反応 （電池へ

の示唆〉。

3. 電池の原理、標準酸化電位と起電力の原因。

4. 電気分解、ファラデーの法貝IJ、過電圧を Tableに

よって定性的に説明。

一 酸化斉uの1モノレ （只〉酸化剤の1グラム当量 （g）ー
1分子が得る eーの数

一 還元剤の1モル（g)還元剤の1グラム当量（g）ー
1分子が出す eーの数

現在の高等学校には、乙の酸化剤 ・還元剤の当量は

記述せず、入試の範囲から除外され、標準酸化電位の

表もない。一方、電池の定性的説明、電気分解のとき

の当量は記されているがこれは片手落ちであり、とか

く、電池・ 電解と酸化還元とが別の概念のように与え

られている。

そ乙て、ふつうの酸化剤 ・還元剤間 （例、KMn04

と FeSO－！等〉の酸化還元滴定をも各自に生徒実験を

させ、さらに、中和滴定の場合と同じように mV計

に連結して実際に電位の動きでそれを確かめれば、つ

ぎの電池の概念と密接に結びつくのである（図2）。

今の化学にはそれが無い。 要するに、高等学校で中和

反応と酸化還元反応に関する電位差滴定の実験をする

ことによってはじめて pHや mV の実感を得るもの

であるが、現在の高校の、または大学受験下の化学で

はこれらは観念上のことである。このことはエネルギ

ー論より先決問題であると思う。

( 5）物質各論

筆者の主張は、現在の高等学校の教科書が、各論と

理論とが雑然といり交っていて（もちろん充分くふう

されているけれど〉、 化学は各論の暗記物との観が深

いのと、各論て出てきた内容と理論的に整理すべき個

所との重複を避けるために理論が中途半端になってい

ることを改めるべきだというととにある。 したがって、

各論は一種のハンドブック的なものと考えて、教科

書の最後（上記の（1 ）～ （ 4）のあと〉にまとめ

て、整然と羅列する。内容は、主要物質、 H2、02、

so：！等工業的製法、実験室的製法、物理的性質、化学
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的性質、用途、検出法、の項目にしたがって整理する。

この内容には、さきの（3）酸塩基反応、 (4）酸

化還元反応を利用する事項が非常に多いと思う。 教師

は授業に際して（3）、 (4）と関連の上て指導する。

(6) エネルギー論

さきに提示したように、高等学校の化学にエネルギ

ー論をとりいれるべきだという主張は全国的傾的のよ

うである。これは CEAやケムスに多分に刺激されて

いる結果と考えられる。 筆者は先lζ述べたように、中

学校から来た高校生や高専生に、エネルギー論をとり

上げる乙とに急て、 酸塩基反応（pHの概念〉や、酸

化還元反応（mVの概念〉がそのためにまとまりのつ

かぬものとしてボヤけてしまうことには反対である。

またそれを裏付けるように、エ ネルギー論の提案者自

身が具体的な方法に触れておらず、逆に 「それは大

へん困難な乙とだ」という批判、とういうふうにエン

トロピーに触れるのかという苦慮の言葉が自につく。

「化学教育」誌にエネルギー論を言うはやさしい。

しかし、日本中の高校の先生達はどんな具体策を考え

ておられるのかよくわからない。 筆者はとこに、もし

エネルギー論というものをとりいれるならばこんな形

にならざるを得まいという例を挙げ、エネルギー論者

の論議の端緒を提供しよう。

(a) 化学変化の方向と速度

ある系が変化しようとするときには、かならず秩序

正しくなろうとする要因（筆者は ordinationの方向

としておき、図て Oとする）と、乱雑になろうとす

る要因（randomnessの方としておき、図て R とす

る〉があるが、この両方への動きが同じ速さであると

きを平衡状態という。図3には、各平衡状態における

OとRの要因を示す。 ordinationのためのエネルギ

It f＿~~－~H~＝~j 
左右の箱中の石の数 水蒸気と水の量

氷の重畳10・Cl気圧） 湯の温度

図3. いろいろな平衡状態

一変化をエンタノレピ一変化（一定圧力下て〉 ムH

て示し、 T。K ての randomnessのための変化をエン

トロピ一変化ムSで示せば、平衡状態は

ムH=TムS

て表わされる。もし、平衡状態てないときには、乙の

両者の聞に差を生じ、その差が、平衡状態になろうと

するまでの仕事能力、すなわち自由エネルギ一変化

ムG となる。ムG＝ムHーTムS

エネルギー（ムG）は高いところから低いところへ

おちっこうとするから平衡状態てないならば、ムH宇

TムSてムGく Oのとき変化が（反応が〉起こる。

すなわち、

ムG＝ムH-TムSく O

のとき反応が feasibleである。

これを化学変化にあてはめるには、まずつぎの二つ

の Tableが要る。 一つは、標準生成エ ンタルピ一、

もう一つは T°Kにおける絶対エントロピー値であ

る。または、反応熱に関する dataが必要である。

例1、25°Cて CaCl~ と Na:!C03 両溶液を混合す

る。この場合 IM溶液ずつの混合て l.4°C冷え

る。そこでムH29s=+ 2. 9 kcal 
また、絶対エントロビー値（S29s）は Ca2+=-13.Z 

cal/deg、 co32-=-12. 7cal/deg、 CaC03=22.2・

cal/deg 

Ca2ー＋COa2－→CaC03↓

ムS=22.2ー（ー13.2-12. 7) =48. 1 cal/deg 

TムS=298×0.0481=14. 3kcal 

ムG＝ムH-TムS

=2.9-14.3＝ーll.4kcalくO

したがって、乙の反応は実現可能（feasible）であ

る。そして、イ オン反応だから、実現可能な限りは、

特別なエネルギー（活性化エネルギー〉は要らないの

で、ひとりでに起る（spontaneous）反応である。

（図4)

TL>S 

=14.3 

Ca2· co ~－ 

→反応軸

CaC03 

図4、反応エネルギー (1) 

乙の反応ては、Ca2＋、 co♂ーに水和していた水和水が

放れるところに（R）の要因、両イ オンが結合するところ

に（0）の要因がある。



例2、25°Cでの H2と I2の化合

HIの生成エンタルピー（ムH:298）は6.3kcalの吸熱

ムH=+6.3kcal

また、 S29sは、 H2=31. 2cal/deg、12=27.9cal/deg、

Hl=49. 5cal/degだから

1 1 -H。＋ーし→HI
2 - 2 

{ 31. 2 27. 9 ¥ 
ムS=49.5-I一一一＋ー一一－ ¥=+19. 9 

¥ 2 2 J 

TムS=298×0.0199=5. 9kcal 

ムG＝ムHーTムS

=6. 3-5. 9= +o. 4kcal>O 

したがって、乙の反応は 25°Cでは起らず、乙の逆の

反応の方が（HI→1-H..,+ _!_I。）起る乙とを示してい
2 - 2 -

る。（図5)

ところが、乙の逆反応

の場合、 feasibleでは ~ 

あるけれど spontane- ti l ~ ~ － 3 
ousではなく、そこに 型

活性化エネルギーが必 ~ 
要である。乙の活性化 ↑ 

エネルギーに関して、

触媒にふれる乙とがで

丘、G
=+0.4)0 
（実現不可能十

T.6S 

=5 9 

きる。触媒がないとき 一反応 劫

の HI1モルについて図5、反応のエネルギー (2) 

の活性化エネルギーは 22kcal、金触媒て 12.5kcal、白

金触媒て 5.5kcalであることがわかっている。（図6)

エ
ネ
ル
ギ
ー
軸
（吉白
3
4
1

①ムH=-6.3
②TムS=-5.9
③ムG＝一0.4(0
（実現可能）

→反応事由

図6、反応のエネルギー（3)

高校の先生が現在進んで言われるエネノレギー論と

は、以上の内容を有するものであろうことは想像に難
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くない。

もちろん、エンタルピー、エントロビー、自由エネ

ルギーという用語を用いるか否かは別問題であろう

が、さて、乙のエントロピーを高校生にどうやって指

導されるかが問題である。定性的に randomnessの

要素というはやさしいが、それだけでは実際上役に立

たない。観念的な randomnessだけでは反応の方向

がわからないので上記ぐらいの定量的な記述を必要と

するであろう。そのためには絶対零度におけるエント

ロピーはすべてゼロであり、 T°Kにおける絶対エン

トロビー値 Sは、定圧下て測った物質1モルの比熱

Crを T て割った Cr/Tの 0°Kから T°Kまでの

積分値であることに言及せざるを得まいが高校生に

S29ィ：B守dT

と教えることが可能であろうか。あるいは図7におけ

る面積の総和という表

現て説明して高校生に

納得Lがいくであろう

か。 しかし乙の図7は

きわめて説明不足てずあ

って固→液、 液→気相

図7、Crと T の関係（1) の転移点の吸熱の部分

のエントロビー変化を考えれば（図8）、 Sは面積の

総和ではないのであって、それに、各転移点の吸熱量

qをその温度て割った q/Tを加えなければならない。

図9は酸素の Crvs log Tの曲線である。

Cp 

一－＋－ logT (' /¥) 298 

12 

10 

気体

固体!I/I : ←r : 

① 1②ば④ l ⑤ ：
I I ~ 司 l og T （・K）』

23.66 43.7654.39 90.13 29g 

図8、02の Crと T の関係 (2) 

化学反応のエネルギー論というのは必然的にこのよ

うな内容を持つ乙とになると思う。このためには、生

成エンタルピーと絶対エントロピーの Tableが要る

が、数値を利用して化学反応の方向を求めさせること

は、高校生に、推理の学問としての化学を示すには興

味ある分野になるかもしれない。しかし、問題はいく

つか残る。なぜエントロビー（randomness）が q/T

て示されるのか、また、これらが単に断片的なエネル

ギー論に終らず、化学反応全体に普辺性をもって意味
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があるのか（すなわち電溶圧や平衡定数と結びつけな

いで、これら熱力学に意味があるのか〉というような

問題は充分検討されなければなるまい。

つぎに活性化エネルギーもエネルギー論のうちだか

ら反応速度定数を k、活性化エネルギー Eキの聞に

・＂＇キ fk ＇－＂~ I RT 
oc e 

の関係があり、乙れからさきの

弘H！：！＋弘12→ HI

の無触媒の反応では、 Eキヰ20000cal、Rヰ2calと近

似的においたとき、

T=5,000°K 
20,000 

k1 oc eーす支百「＝e-2＝与10-0・9

20,000 

T=500°K k2 oc eーす支百「＝e-20ヰ 10-9

だから、 5,000 °Kて10秒かかる反応ならば、 500°Kで

は実に1011秒すなわち、約3千年かかる反応だという

ような説明をとりいれるのも面白いと思う。

(b) ヱント固ピ一説明のー私案

さきに、変化があるならエントロピー（randomness)

はとんなときても増大すると言ったが、それだけでは

何のととだかわからない。そ乙て一例ではあるが、エ

ントロピーと、その増大することを示すわかりやすい

熱力学的説明を筆者は次のようにくふうしてみた。エ

ネルギー論をとりいれるにはとにかくとのような例は

必要であろう。

例、円筒に理想気体がはいっている。との円簡には

ピストンがついていて、圧縮、膨脹をさせる乙とがで

きる。また、摩擦はないとする。

乙の円筒の壁は熱を吸わず完全に通すと仮定し、大

きな水槽に多量の氷と水とをいれてとの円筒を浸して

おく

(A) 1気圧で封じられて1モルの気体がはいって

いる。とれを A 状態とする。以後（A）と称

する。

(B) 上を外から10気圧て圧縮した状態を B状態と

する。以後（B）と称する。

(A）を（B）にもっていくためにかける圧力は、大き

い方なら限度はなくて、いくら大きな圧力をかけても

よい。いま10気圧で圧縮すれば気体がなされる仕事は

PムV=IO×（22.40ー2.24) =201. 6 l . atm 

=20422 joule =4878cal 

すなわち気体は外から 20422jouleの仕事をされ、

なおそれが0°Cに保たれるためには 4878calの熱が

円筒の壁をとおって、周囲の氷をその分だけ触かす乙

とになる。

(A）を（B）にもっていくためにかける圧力には、小

さい方には限度がある。 0.5気圧などの圧力をかけた

ら（A）はもっと膨脹してしまう。圧縮するための最

小限の圧力は 1気圧＋ムp（ムP宇0）気圧から始め、

円筒内がその圧力に達したら、さらにムPだけ加え

るという方法である（乙れには無限の時間がかかる〉

乙れは可逆圧縮といわれる。乙のとき気体がなされる

仕事は

!VB f可P dV=nRT I 『 一＝ RTlnユ旦
VA J VA A 

で、いまロ＝1、R＝与1.987cal、T=2字3°K、また、

Y11 2.24 
ln 4互＝2.303log ＝一2.303 であるから
VA 22.4 

P dV = -1150 cal= -4807 joule f VB 
VA 

すなわち気体は外から 4807jouleの仕事をされ、

なおそれがO。Cに保たれるためには 1150calの熱が円

筒の壁をとおって、周囲の氷をその分だけ融かす。

とんどは逆に（B）を（A）にもっていくためには、

外の圧力をできるだけ減圧する分には限度はないが、

圧力を大きくする分には限度がある。（B）を（A)

に膨脹させる限度は、 はじめ 10気圧ームP気圧から

始め、円筒内がその圧力に下ったら、さらにムPだ

け減ずるという方法で可逆膨脹といわれ、無限の時間

がかかる。とのとき気体が外lとする仕事はさきに述べ

たものと同じて

1150 cal、 4807joule

すなわち、気体は外に 4807jouleの仕事をし、なお

それがO。Cに保たれるためには 1150calの熱を氷水

槽から吸うために氷水槽にその分だけ氷が張る。

(B）から（A)~と膨脹させるのにかける圧力は小さ

い方には限度がない（真空が限度である〉。いま（B)

の外側を1気圧lとすれば

PムV=l×（22.40-2.24)=20.16 1・atm

=2042joule=488cal 

すなわち、気体は外に2042jouleの仕事をし、なお

それが0。Cに保たれるためには 488calの熱を氷水槽

から吸うために、氷水槽にその分だけ氷が張る。圧縮

するための仕事、膨脹したために気体が外へする仕事

の範囲をまとめると図9のようになる。

圧縮するには乙の範囲のエネ ー
ルギーが必要 件相

~~；~11：；~~告書記長：口
膨脹するときにはとの範囲の （巴） 」脳
仕事を外にする しヤJ

図9、圧縮、膨脹のエネルギーの範囲

実際問題として可逆膨脹や可逆圧縮は不可能だか

ら、結論として圧縮に要するエネルギーだけの分は膨



脹に際して決して戻って来ないという乙とである。上

例のように（A）を （B）にするのに 10気圧で圧縮

してから次いてl気圧で（B）を（A)tζ膨脹させ

れば

20422-2042=18380 joule または

4878-488 =4390 cal 

だけのエネルギーの損失をする。 80calが lgの氷を

融かすから、（A）→ （B）→ （A）の場合には、無

駄なことに 4390÷80=55gの氷を融かすために使わ

れてしまったのである。

さて、エ ントロ ピーであるが、乙れは注目する系の

H粒子の乱雑さ、randomness，，を内容にもっている。

(A）の方が（B）より気体のエントロ ピーは大きく 、

（水〉の方が（氷）より H20のエント ロピーは大きい。

しかも（A）と （B）のエント ロピーの差は圧縮や膨

脹の方法と関係なく、それぞれの状態て決まっている。

エントロ ピーの差をムS、そのときの温度を T と

すれば、TムSは （A）、（B）間ては一定値であり、

乙れは可逆変化をするときに出入する熱量 1150calに

等しい。この1150calは、圧縮に必要な最小限の、膨

脹するとき外にする最大限のエネルギーであった。可

逆変化は、平衡を保つての変化だから、氷の融解、凍

結にも q可逆＝TムSが適用できる。 したがつて

ムS＝旦干堂 （叫 degor e.u. 

乙れをまとめると、次のようになる。

(1) 10気圧で（A）を（B）に圧縮するとき円筒の中

の気体のエントロ ピーの減少は

1150 
ムS気＝一一一一＝－4.2e.u.
' 273 

一方、氷の中lζ流れ、水を融かした熱は4878calだか

ら、 氷水槽で増えたエントロ ピーは

4878 
ムS氷＝＋一一一一＝＋17.9e.u.,. 273 

したがって、 全エントロ ピ一変化は

ムS全＝ムS気＋ムS氷＝－4.2十17.9

＝十13.7e.u.>O 

(2) (B）の外を1気圧にして膨脹させるとき円筒の

中の気体のエントロ ピーの増加は

ムS気＝ +4.2e.u. 

一方、氷の中から吸い上げられた熱は 488calて、こ

れだけの分の水が凍ってエントロピーが減るから

438 
ムS氷＝一一一一＝－1.8e.u,. 273 

したがって、 全エントロ ピ一変化は

ムS会＝S~司＋ム S氷＝4.2-1.8

= +2. 4e.u. >O 
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(3) 10気圧て （A）を（B）に圧縮し、ついてず1気圧

て（B）を（A)！ζ膨脹させるとき

気体のエントロ ピーは（A）→（A）間ては同じだから

ムS気＝O

一方、 (A）→（B）のとき 4878calの熱を氷水槽

lζ注ぎ（乙のとき 6lgの氷を融かし〉 、（B）→ （A)

のとき 488calの熱を氷水槽から奪う（このときは 6

gの氷ができる〉から

4878-488 
ムS氷＝＋ =+16.1 e.u. 

小 273

したがって、全エントロ ピ一変化は

ムS全＝ムS気＋ムS氷＝0+16.1=+16.le.u.>O 

結論としては、いっても全エン トロ ビーは増している。

以上を視覚的に図11に示す。（R）は randomness.

(1) (A）→ （B) 

(2) ( B）→ （A) 

氷水の（R）は増し 気体の（R）は液り

ム弘田＋17.9e・u ム毎＝ー4.2e.u

氷水の（R）は滅り 気体の（R）は増し
ムE以＝ー1.Se.u L'.S担－＋4.2e.u

(3) (A）→ （B）→ （A) 

氷水の（R）は増し 気体の（R）は同じ

ムE泳＝十16.1e.u ..6S気＝O

（気体がもとに戻ったとき、氷は55gとけている〉

図10、エ ントロ ピー （randomness）の変化図

6. 工業高専での一貫教育とその可能性

高専と高校の、勉強の姿勢に対する現象的な違いの

一つは、大学入試を控えているか否かにある。それが

高専にどう影響しているかιいえば、悪い面は大学入
試を控えていないため、ともすれば下学年で必死の全
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力的勉強をおこたりやすく、英語の単語や化学式を暗

記しようとしない癖がつき（本を見ればわかるとし

て〉その集積が学聞に対する自信や興味を自ら放鄭す

る結果を招きやすい点にある。乙のことは高専の教官

として、常に反省しているところである。

一方、 よい面を考えてみるに、学習意欲の原動力

は、大学入試ではなくて、宙人の心にひそむ好奇心で

あるはずだ。 筆者はさきにこれを感動と表現した。あ

らゆる発明も発見も、原動力は好奇心とこれにともな

う空想であろう。大学入試の勉強は、出題範囲がきま

っているから高校ては、ともすれば、入試出題範囲外

のことに関する生徒の好奇心を教師が抑圧し、生徒自

身も抑圧する習慣がつく。 （原子はどうしてそんな形

をしているのだろうとふと思いかかっても、それは乙

の入試前には考えるな、入試に関係がない。時間がな

い。考えまい、あとにしよう〉。 しばしば、高校卒業

して浪人を多年重ねるほど、大学にはいってからの伸

びが悪い学生になるということを聞く、それは、浪人

を長くするほど、自ら好奇心を圧殺する習慣をつけて

しまうからにほかならない。高専で恵まれているのは

好奇心を抑圧させる必要がない点である。そして、高

校の範囲の学習から（筆者は前記のごとく授業をすす

めているが）大学の範囲へとわりあいスムースにすべ

りとめる気がしている。 二年生の（高校二年と同じ年

令） 中期に、 きわめてゆっくりと熱力学的な考え

方、さきに出したエネルギー論について、さきに出し

た通りの話を進めているが、抵抗はないように思う。

それに実験が自由にできる点が有利である。

それから、筆者は、化学に関する法則の結論だけで

なく、それに関する化学者の紹介に努めることに して

いるが、たとえば、あの重大なボルツマン定数の Bal-

izmann は世に容れられず自殺していたり、水素のノf

jレマー系列の Balmerが女学校の老先生であったりと

いうことは学習に対する親しみを覚えさせるであろう

とイ言じている。

ことに、筆者が現在の本校2年工業化学科の学生に

出題した、第一学期末（10月〉の問題の一部と、乙れ

に対する学生の正答率をあわせて発表してみる。

問1、外側を0。Cに保ったシ リンダーにピストン

がついていて、中に1モルの気体が1気圧に保た

れている。このピス トンを外から 10気圧で圧縮

し、圧縮後、外を1気圧にして、ふたたびもとの

状態にまで膨脹させた。乙の聞に、外へ散逸した熱

は何calで、 増大した全エントロピーは何e.u.か。

問2、前記の問題て、圧縮前と圧縮後の両状態にお

ける気体のエントロピーの差は何 e.u.か

問3、2HCl=H2+Cl2の反応は25°Cで左向きに

起こるか、右向きに起こるか。ただし、

H生成298 HCl -22kcal/mole 

S29s HCl 45、Cl;i53、H231 e.u./mole 

またその向きに活性化エネルギーが 18kcal/ mole 

を知り、反応のエネルギーを反応座標に対して示

せ

30分間の試験だが、との範囲に10時間授業している。

〔正解〕問 1.73%、問2.68%、間3.85%、

高校二年生にも、能力的には十分であることはこれで

もわかるが、本校では、高校の化学の範囲を一年半学

習したあとのことである。参考までに挙げた。

3. おわりに

いろいろな角度から述べてきたが、本稿の目的は、

筆者は殊更に高等学校の教育だけに関心をもって書い

たのではなくて、小学校から大学までの教育に思いを

及ぼせば、それら各段階の学校てお乙なわれている教

育が、現在非常におたがいに無関心のままお乙なわれ

ているので教育界のためにこの点を指摘したかったこ

とにある。

それに加えて、現在、高等学校の先生方の関心は、

高校の過程に反応のエネルギー論をとりいれることに

集中的に向けられている一方、その具体策は現在明示

されていないので、参考までにー私案をさ しはさんて

みたのであるが、乙れが、具体的な論議の導火線とも

なれば幸いと考えたからである。

また、大学入試についても触れたが、高専には関係

ない、と言いきれないからである。日本で大学より低

段階の学校が大学入試のあり方によって教育がそ乙な

われて、その影響が小、中学校に及ぶとき、それはと

りも直さず高専にも及ぶからである。たまたま、今日

（昭和43年10月13日）主要新聞に、全国高校長協会が

大学入試の珍問、愚聞を教育をゆがめるものとして批

判している記事が出たのは、あまりにも偶然であっ

た。

引用文献

① 「化学教育」 16.No.2. P.133～179 (1968) 

②船元重春「化学教育」 11.No.3. P. 349 (1963) 

①三上信夫「化学教育」 12.No.4. P.495 (1964) 

④松浦良平・樋口大成「基礎化学」 （広川書店〉

① 樋口大成・佐々木英人 「有明工業高専紀要」2号、

9頁（1967)



塗風機吸込側流れの実験的研究（其の1)

く昭和43月4月15日受理〉

Experimental study on the flow at the suction 

side of Multi-blade fan. (Part-1) 

In the centrifugal fan, the fluids entering into the impeller convert the direc-

tion from axial to radial. Therefore, when the axial length of impeller at the 

entrance is large and the radius of curvature of stream-line is small, the flow 

separations occur and increase the hydraulic loss. 

Especially, in the wide impeller as multi -blade fan, the whole width of 

impeller does not operate effectively and the efficiency decreases. In this experim-

ent, the test has been carried out to clarify the flow condition at the inlet and 

the exit of the impeller by the taft method attaching the various types of inlet 

guide to the suction side of the fan. 

As the result, the best performance was obtained in the case of the suction 

pipe with bell mouth, but the details have not been perfectly clarified. 

Kounosuke Kiyomori 
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1. まえがき

遠心送風機では流体が羽根車に流入するとき、軸方

向から半径方向へ曲げられるが、一般に入口幅が広い

ときは、その曲りの際にシユラウド側て流線の曲率が

小さくなければ、流れの剥離を起し損失を伴なう。特

に羽根幅が広いときには、羽根の幅全体が有効に作動

せず、効率の低下をも伴なう。本実験てはシロッコフ

ァンについて、羽根車前後の流れの状態をタフ ト法に

より定性的に調べると共に、吸込口に数種の形状の導

き板を取付けて、特性試験をおこなった。結果的に

は、守ベルマウスっき吸込管が最もよい性能を示した

が、とれらの定性的実験ては明確な説明が得られず、

結論を得るには、今後さらに定量的実験をおこなわね

ばならぬ。

能計算はすべて JI S規格に準じ指定状態に換算し

た。また吸込側吐出側の流動状況を調べるため、前者

てずは細い鉄線にピッチI5ininの間隔てや長さ3Qmmの木綿糸

を結びつけたものを挿入し、後者ては渦形室の出口に

おいて軸方向lζピアノ線を張り、同様に糸を流して流

れの状況を調べた。送風機の設計要因および、諸計器

2. 試験装置及び試験方法

図1は供試シロッコファ ンの配置写真、図2はその

駆動部分の写真で、 図 3 ~ζ試験風管の外形す法図を示

す。送風機は誘導電動機て駆動され、Vプーリ lとより

規定回転数まで増速される。被動側Vプーリ は送風機

軸に連結され、その聞にトルクメータを挿入してトル

クを求め、また光電式ピック アックにより回転数をよ

み、これらの値から軸動力を求めた。

風量の調節は吐出口のダンパておこない、風量の測

定はピト ー管によった。静圧の測定は管壁に静圧孔を

設け、ゲッチンゲン型精密圧力計により計測した。性

の仕様は次の通り。

送風機 片吸込形多翼ファン

風量 75m'/min 

風圧 85 inm Aq 

回転数 I, 900 rpm 

出力 3.7kw 

電動機 出力 3. 7kw 

極数 4 

電圧 200 v 
周波数 60c/s 

回転数 1, 720 rpm 

回転力計抵抗線歪計 トルク 5 kgm 

回転計 エレクトロニックカウンター

圧力計 ゲッチンゲン型精密圧力計

3. 実験結果

シロッコファンてεは軸方向の翼幅が広いので一様流

入条件が性能向上の点から問題となる。タフ ト法によ

り流入状況を調べると、最高風圧点以上の風量の領域

では、比較的一様に流入しているが、翼直前における

流入域は最高効率点附近で翼側板より70%程度であり、
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第1図

第2図

て＝二込皇乏阜告

第3図

翼直後の作動域てはさらに狭まる乙とが判明した。

乙の様子を示したのが図4、5、6の写真である。

図5は軸心に平行な線上ては、吸込側に近いほど流れ

が軸心方向に向っていることを示している。図6は渦

形室の側壁に観測窓をあけ、プラスチック製窓の外部

より撮影したもので、翼の奥の方は風の流れがあるこ

とを示しているが、手前側ては糸が回転方向を向いて

風が流れていないことがわかる。図7、8、9、10は

特性曲線上の 5点をダンパで固定し、糸を流してフロ

ーノマタンを観察した結果を吸込口よりみて上下左右の

90。ずれた軸断面上て、更に半径方向に 位置をかえた

ものについて図示したスケッチである。特性曲線上の

5点とは、全開、最高効率点⑦、最大風圧点①、失速

第4図

第 5図

おいて翼に流入

する。

(2）翼の前後

における流

入流出域

は、後者の

方が狭くな

り、流れは

半径方向に

加速されて

し3る。乙;j1,

を最大流量

の上断面lζ

ついてみる

と、 翼直前

で58%、翼
第6図

点①、締切であ

り、⑦①①はダン

パ番号である。そ

の結果を要約すれ

ば次のようにな

る。

(1) ケーシング

の側壁に沿う

流れは図7、

8、9、miこ

示すように最ー

初吸込口より

翼の幅方向に

平行に流れ、

即ち、軸方向

にある距離を

直後で43%で約83%に短くなり、最大効率点ては

更に乙の値が小さくなっている。



全
開

③ 

第 7 図

第 8 図

締
七万

(3）風量を減少するにつれて、最初（最高風圧者、附

近） 、右断面の位置（渦形室の捲き始めの点附

近〉における流れが乱れ始め、さらに減少すると

下断面に乱れが波及するが、上断面と左断面とは

この時も乱れがなく 、締切り近く ては一様に乱れ

て概ね回転方向の渦を形成する。

{4) 流体は翼直後において半径方向と回転方向の分速

度をもっているが、吸込側に近づくにつれて半径

方向の成分が減少する。翼が作動していない領域

39 

メζζどji_L__

上 断面

左断面

ては糸が切線方回をむいており、軸方向の流れは

認められなかった。

以上の観察よりファンの性能向上をはかるには、動

翼入口側も一様に作動させる乙とが大切で、入口

側にも流体が流入する構造にする乙とが考えられ

る。 したがって、 吸込口附近に改造を施して、性

能に及ぼす影響を調べた。図11は翼車の軸を含む

断面図で図中 NoI～No9は種々 の供試吸込ガイ

ドであり、No1、2、3は同ーボースを用い、そ
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ミててて＼てててー て~ててて六ててーー

③ 

中心 線

締

切

ぺ
第 9 図

⑦ 

＼て守示手不了一一

締切
_Lζ'LLL 

パ
第 10 図

の位置を軸方向に移動して特性に及ぼす影響を調

べたものである。 No4、5は別の大小2つのポス

を図示の位置においたもので、No6、7は翼手前

側にも強制的に流れを導くために取付けたガイド

である。

No 8、9はベルマウス 単体、及びベルマウスっき

吸込管を示す。以上本実験では、9種類のガイドを用

いて特性試験をお乙なったが、乙れらは流れの特性へ

の影響の程度を調べたものであって、必ずしも特性の

③ 

下 断 面

⑤ 

向上を期待したものではない。なお特性試験表中、

No Oは供試をつけない実機についてのものである。

図12、13、14、15は本実験を整理して無次元化した特

性曲線である。特性の無次元表示に際して、 圧力係数

ψ には 、 ψ＝Pt －~／U22 を、流量係数 φ には、 φ ＝

Q／~D22 U221:- 、ま た 、 動力係数 λには、 tt=L／~
4三U2a1:-用いた。 L=QPt／η （L：一軸動力、Pt:
送風機全圧、Q：風量、ρ：空気の密度、D2：翼出口
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直径、 u＇.！： 翼出口周速〉の関係から、え＝φψ／ηとな
る。

この図より明白なように No8、9以外はいずれも

性能の向上とならず、逆に抵抗となる。 特lζNo6、

7はその低下が著しく 、ガイドの直後て渦を生じ、翼

前部の流れに乱れを生じている。

No 9は供試をつけない実機より性能が向上してお

り、効率も約10%向上しているが、吐出側の糸の流れ

の観察によっただけでは流れの軸方向の拡張、あるい

は糸の立仁りによる半径方向の分速度の向上など、流

量増加の説明に足る資料は得られなかった。

吸込口よりみた糸の流れの切線方向の傾きは示して

いないが、中心部より半径が大きく なるにつれて、回

転方向の成分が次第に大きくなり、その流線は対数渦

巻き状であることが認められる。図7、8、9、lOtζ

示す如く糸の吹き流しによる本実験ては、風速分布は

わかからないが、改込口上下左右の gooずれた位置に

おける流れが、かなり定量的に把握された。
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4. おとがき

-(1) 風量が減少するにつれて、翼の作動域が広くな

り、翼幅方向における速度差が小さく、速度が平

均化されてくる。特lと流量が多いほど、流出域流

入域の比が大きくなる。

{2) 吸込口における流れの内、ケーシング外部の側

壁lζ沿う流線は風量が多いほど、半径方向の転向

ができず、それ以外の流れを動翼側板の方に移動

させ、且つ側板の遠心作用のため、側板lζ近いほ

ど、流線が密になっているものと推定される。

'(3) No9の吸込ガイドで性能が向上しているのは、

翼直前て流れの転向角が少なくてすみ、 翼の作動

領域が好転したものと考えられる。

(4）翼前後における流れの状況が概略把握てきたの

て、流速の測定計画が容易になった。

終わりに本研究に際し、 終始御指導をいただいた九

州大学生井教授、本校木本教授、ならびに実験に協力

していただいた技能員、学生諸君に厚く感謝の意を表

します。

参考文献

生井 送風機と圧縮機（昭和35年〉



43 

送風機吸込側流れの実験的研究（其の2)

く昭和43年9月30日受理〉

Experimenral study on the f】owat the suction side of 

Multi-blade fan (Part-2) 

In the .previous report, the observation o± the flow Pattern at the inlet andthe 

exit of the impeller of the multi-blade fan and the investigation of the general 

flow conditions by the taft method have been described. Now, to measure the 

velocity profiles particularly, the test has been carried out by using the 5・holes

probe which was made for this experiment. 

This probe was previously calibrated in the uniform flow to confirm the cha-

racteristics and inserted at the measuring positions of the inlet and the exit of the 

impeller. The flow conditions was investigated about the main four discharges on 

fan performance and the six measuring positions of the fan. As the result, the sa-

me velocity profiles as the experiment by the taft method were obtained. However, 

there were some regions of the fan where the measurement by the probe could 

not be carried out owing to the complex backward flow. 

1. まえがき

シロッコファンは軸方向翼巾が広いので、 翼入口て

の一様流入が望めない。性能向上の面より考えて、 一

様流入は重要な問題であるので、タフトを用いて翼前

後のフ ローバターンを観察し、 概略の流れの状態を調

べたことは前報告で述べた。今回さらに速度分布を定

量的に計測するため、5孔ピトー管を用いて実験をお

こなった。 試作ピ トー管は、予かじめ均ーの流れの中

で検定をおこなってピトー管の方向動庄特性を求めて

おき、乙の検定済みのピトー管を供試ファンの測定部

位置にそう入し、特性曲線上の主要4点の流量と、 6

断面の測定位置における流れの状態を調査した。結果

はタフ卜法て示された通りの速度分布が得られたが、

ある断面において供試ピトー管ては測定不能な領域が

生じた。

2. 実験方法

シロッコファンの吸込側ては流れは各点て動圧およ

び方向とも異なる複雑な三次元流れを呈している。こ

の流れを解明するために、三次元流れ測定用の 5孔プ

ローブを試作した。このプロープは本来は中央の総圧

管と周囲に並んだ4つの方向指示管とよりなり、この

指示管の指示圧を一致させて方向を求め、さらに総圧

管との指圧差から動圧を求める。しかし、本研究ては

Kounosuke Kiyomori 

吸込側の複雑な流れを一つのプロ ープて測定するのは

困難であるため、ピトー管の検定並びに測定において

は、 yawangleのみその方向を流れに一致させ、総

圧管と pitchangelの差圧から方向動圧とを求めた。

3_ 5孔ピトー管の構造

試作5孔ピトー管の外形は図1、2、3に示すよう

にプローブ部とステム部とよりなっている。プローブ

の正面よりの形は対角線の長さ 3.811l1nの正方形状をな

し、先端より丸断面に滑らかに仕上げた 5干し式のもの

である。その構造は内径1側、外径l.2mmの細ニッケ

ノレ管を 5本十字状に組合わせ、中央の1本を総圧管、

周囲の4本を方向指示管とし、間隙を銀ろうて埋めた

もので、指示管の先端は何れもプロープ部軸線に対し

45度の傾斜角をもち、軸線に対し対称の位置に配置し

幾何学的に正確に手仕上げしてある。特にプロープ部

軸線とステム部軸線とは直角になるように入念に製作

し、ステム部軸線が計測時の基準線となる故、プロー

ブ部先端とステム部軸線とはできるだけ一致させて、

ピトー管検定時の信頼度を高めるようにした。なお計

測時の応答を早くするため、ステム内の 5本のニッケ

／レ管は内径1.2酬と 1.4111mの2段継ぎと し、強度をも

たせるため外径7.2mmと9.4仰の円形真鏑管て外装し

た。また前述のように方向指示管（図2参照〉の②と

①の先端中心を結んだ線をステムの軸線に一致させ、
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第 1 図

第 2 図

第 3 図
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pitch angle測定用とし、④と①をそれと直角において

yaw angleの測定用とした。 5孔ピトー管の反対側

端面は、それぞれの取出口を設けて、ビニール管でマ

ノメ ータlζ連結した。

4. ピトー管の検定

検定に当っては均一な流速を作るため、ブロワー吐

出し側の流れの整流と旋回をなくすため、整流格子と

20メッシュの金網を設けた。図4i乙示すように面積比

1 /5.25となるように吐出管先端に 70〆口径の木製

ノズルを取付け、流体lと接する部分はぺーバー仕上げ

ニス塗装として流れの乱れを少くし、均一な流れの縮

流を生ずるように した。 検定装置の概要を図 5、図6

lζ示す。図6において①は正規のL形ピ トー管、②は

検定用ピトー管、①はノズル、④は①を支えピ トー

管の軸線のまわりに回転できる構造のスタンドでyaw

angleをかえ得る装置であり、①は③を固定した回転

円板で、その回転中心線とノズルの中心線とが交叉す

るように位置をきめた pitchangleの可変装置である。

つぎに検定の手順を述べる。

a. 検定用ブロワーを運転して任意の動圧を作り、

J ・I・ S規格のL形ピ トー管て、ノズルの中心線

を基準とし、同一動圧の範囲を確認する。

b. L形ピ トー管を外し、 検定ピトー管のプローブ

部先端をできるだけ回転円板の中心線上におき、

かつノズルの中心線上に幾何学的に正しく向け、

yaw angleと pitchangleのそれぞれの指圧が

合うように先端を修正し、この位置をそれぞれの

基準線とする。

c. 円板①をこの基準線より回転させて任意の

pitch angle lζ固定し、乙のとき方向指示管の指

圧が一致するまで yawangleを回転させ、この

角度を本実験で補正する。

d. 動圧の変更は可変Vフ。ーリ を通しての回転数制

御と吸込側流量調節板によりおこなう。

5. 検定結果

ピトー管プロープ軸線が流れの方向とある角度をな

す場合、ピトー管の方目指示管相互の差圧及び総圧管

と方向指示管の差圧は、その角度と動圧に対し1: 1 

lζ対応し、 それぞれ一定の動圧に対しては一定の曲線

図

ν

4

且方
一

第

且

P
 

300 ，ト 350
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第 5 図

第 6 図



そ描く。三次元の流れにおいては、 yawangleとpitch

angleとの2つの角度がとれに関係する。今回の実験

では、ファン吸込口並び1乙ピトー管の形状のためそれ

ぞれの指示圧を一致させて測定することができないの

で、 yawangleの指示圧を一致させて pitcnangleの

差圧から動圧とその方向を求める手順をとった乙とは

前述の通りである。

試作せるピトー管の動圧69mmにおける特性を、図7

lζ示す。ただし、 yawangle 、pirchangleはともに

基準位置に対して時計方向の回転角度を正とし、 P2・

P3・P4・P5は4つの方向指示管の指圧値を示すもの

とする。図中曲線Aは、 P,1,とP5の指示圧を一致さ

せて pitehangleと（P2-P3）との関係を示したも

のであり、曲線Bは、 P2とP3の指示圧を一致させ

て yawangleと（P,1-P5）との関係を表わしたもの

である。さて、本検定では、 yawangleの指示圧を一

致させている故、 pitchangleと動圧に関連する要素

は P1、P2、P3となる。よって P,1,=Pr.として求め

45 

たデータをもとに横軸に pitchangleを縦軸に（P2-

P3）をとり、これを各動圧につきプロットして第1の

曲線群をつくる。

つぎに測定データ中から（P2-P1）の値が同一な

動圧69mmAqにおける 5孔ピトー管性能曲線

第 7 図

第 8 図
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るものをえらび、その動圧と pitchangleを求めて前

述のグラ フに記入して第2の曲線群をつくり、乙の2

つの曲線群をまとめて、動庄一ピッチアングル一覧表

を作成する。との線図を図Stζ示す。即ち、 （九－

P3）、 (P::!-P1）の値がわかれば、この一覧表から直

ちにpitchangleと動圧とが求まる。測定に 当つての

動圧は、311ll/lより 85肌までとそれ以上は I30mm、160

111//1、1957111/l、235tn111、と24種類、また pitchangleはO

度より45度まで3度間隔にとった。

6. 本実験

本実験に用いた供試ファン装置は、前回実験のもの

と同ーである。測定風量は全開、最高効率点、最高圧

力点、失速点の4通りとし、 測定位置は図9、10、11

lζ示すように、A,B,C,D, E とファン軸心方向の5

個所、及び吸込口の左水平方向Fの位置の計6個所に

つきおこなった。

測定装置は図12の写真に示すように、①は 5孔ピト

ー管、②はピトー管上て回転できる指針、①は yaw

angle指示板、④はスライド、⑦はそのガイド、①は

スタン ドて、⑦・①はセットス クリューである。 ①は

①と一体となりガイド①の上を移動し、①はスライド

④の上をガイド①の軸線に対して平行に移動できる構

造になっている。図12の状態に組立てた装置の5孔ピ

第 9 図

第 10 図

トー管先端を検定風管の軸線延長上に正しくおく。 ブ

ロワーを運転して任意の動圧をつくり、 P2=Ps、P.,i,

=P5なるように yawangle並びに pitchangleを

測定装置上て調整しながら、その位置をセッ ト・ス ク

リュー⑦・①を用いて固定し、最後に指針②を回して

指示針の基準線上にセットする。

A・B・C・Dと測定位置がかわるときはスライド

④を⑦上て90度毎回転させ、また高さを調節するとき

は⑦を上下させる。つぎに、乙の状態てピトー管ステ

ム部軸線を供試ファン軸線に平行に装着し、所定の位

置で10肌間隔に移動させて各点を計測する。 F断面の

場合も上に準じておこなう。なお、ピト ー管プロープ

先端の位置は、A,B,C,D，では羽根内端より中心に

むかい、20側、 Eては羽根外端より 135mm、Fてはベ

ルマウス入口端面より20肌外側の位置をとった。実5食

にあたっては、まづ P.1=P：：；なるように yawangle 

を求め、つぎにその状態て P1、P2、P3を測定し、

(P2-P3）、（P2-P1）の値と検定一覧表とより pitch_

angleと動圧とを補間法て求めた。 A,B, C, D, E, 

各点損！1定にあたっての yawangle基準面はファンの

第 11 図

第 12 図



軸線を含む平面をとった。測定数値並びに結果をまと

めたものを別表に示す。表中の最後の欄は、測定断面

A・B・C・D・Eの各線上における 流速の半径方向
分速度を、また F断面ては、軸方向分速度を示した

ものである。測定不可能点とは、pitchangleの最大

検定値45度以上に及ぶ pitchangleをもつもので、試

作の 5孔ピトー管では読みが時間的に変動して測定し

得なかった測定点をいう。

註、 1、P1、P2、Ps、P4、Pr;、Pdは111111Aq、pitch

angle、yawangleは度、流速はm/sの単

位を示す。

2、距離は A・B・C・D 断面ては主板より、
E断面はケーシング奥側より、F断面はフ

ァン中心線よりのものを示す。

3、yawangleは修正値を示す。

7. あとがき

(1) 断面 A・B・C・Dにおける流入角は吸込口に
近いほど軸方向をむき、主板に近づくにつれて半

径方向に向きをかえるととは前回のタフトによる実験

て定性的に把握されていたが、今回はさらに乙れが明

確になった。すなわち、ファン軸線に対して45度前後

の流れの傾きをもっ位置は主板より A、B断面ては約

五01111/t、翼巾lζ換算して33%、C、D断面てずは約20111111、

翼巾に換算して13%程度であり、とれは各断面とも全

開より失速点までの 4風量点について大体同じ状態で

ある。いっぽういずれの場合も主板の極く近傍におい

ても、なほ軸線に対し80度程度の傾き角をもっている。

E断面の流出角は、全開より最高圧力点までは翼の途

中て、pitchangleがOの所があり、乙 乙より主板ま

では負の値となっている。乙れは流体が翼通過時lζ主

板lζ衝突して流れの方向がかわり、負となったものと

考えられる。総括的lζ流れの方向については A・B・
C・D程大きな差異は認められない。
F断面のピッチ角は、 中心近傍がOて外周に近づく

につれて大きな角度をもっているが、中心部は軸方向

に流入し、 外周に近づく につれてベルマウスに沿った

流れとなるから当然の結果と考えられる。

(2) つぎに軸線を含む平面に対する流線の傾き角、

すなわち、yawangleであるが、A,B,C, Dは何れ
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も正の値であり、乙のファンでは回転方向の成分をも

って流入していることがわかる。なおA、B断面とも

最大風量のとき最大値をとっており、また位置により

ばらつきが少ないようにもみえるが、この測定データ

だけでは明確な結論は得られず、かなり複雑な要素を

もっていると推定される故、さらに今後の実験にまつ

ほかはない。 E断面では、主板より吸込口に近づくに

つれて各点は負より正の方向に向きをかえて流出して

おり、 F断面は各位置とも yawangleが殆んど一定、

つまりIO度前後の傾きで回転方向に流入していること

がわかったが、乙れはタフ ト法によっては認められな

い所てあった。

(3) 動圧は、A,B,C,D断面ては何れも吸込口に

近いほど大きいが、とれを半径方四分速度lζ換算する

と主板lζ近い所が大きく 、かつB断面の位置が他の

断面より大きな値をもち、吸込条件が良好なるととが

わかる。吐出し側払ii定点Eの位置は、翼出口直後を

とるべきととろ、実際の測定点は翼出口より半径方向

に1351111/tのと ζろをとった故、その点は翼直後の流れ

とはかなり異なったものと考えられる。つまり、乙の

値はその点までの集積された流れの大きと方向を示し

たものである。

(4) 動圧、方向一覧表について。（P2-P1〉とpitch

angleとの関係をみると、（P::i-P3）のときよりはる

かに pitchangle軸に平行になっており、特に動圧の

値が小さいときには、との傾向が著しい。従って、

(P::i-P1）の値を（P:i-Ps）、pitchangle一覧表

lζ移すとき、作成点が少なく 、そのカーブをまとめる

のに手間どった。また Pitchangleが小さいときは、

図の性質上動圧線が密になり、精度は期待てきぬ面が

ある。

(5) 以上のように吸込側流れをかなり定量的に把握

てきたので、作動有効巾がとれよりわかり、設計上の

一目安になるものと考えられる。 しかしながら、E断

面測定点は前述ののようにその位置が適当でない故、

翼前後相互の関連が本実験ては明確でなく 、さ らにこ

れを究明したいと考えている。

最後に本実験を実施するにあたり、終始御懇切な指

導を賜わりま した九州大学生井教授並びに実験に協力

して頂きました学生諸君に厚く御礼申し上げます。

参考文献

1. GAS TURBINE LABORATORY MASSACHUSETTS INSTITUTE OF TECHNOLOGY; 

Aero dynamic Measurements. 

2. D. W. B RYER, A. F. R. Ae. S., D. E. WALSHE, B.Sc. and H. C. GARNER, M.A., of the 

Aerodynamics Division, N. P. L.; Pressure Probes Selected for Three Dimensional Flow Measu-

rement. 



48 

A 置位定〔I〕測

開全1. 

流速

0 

1 

2 

3 

4 

5～15 

16.35 

15.19 

17.06 

14.50 

ヨー
アングル

41 

39.5 

40.5 

43 

Pd 

円

Y
D
O
D
o
n
U

9
白

q

L

4

0

d
唖

ピッチP.i=P5 P2-Pa P2-P1 / 
アングル

5

2

7

9

 

つ
臼
ワ
山
つ
u

24 

36 

50.5 

56 

47 

可

10 

39 

62.5 

86 

105 

定不

5 

5.5 

7.5 

9.5 

15 

担リ

Pa 

11 

-2 

-・3.5 

-6 

一7

P。

1

7

9

0

8

 

2

3

5

8

9

 

P1 

-3 

1 

8.5 

24 

51 

距離 CJfl 

17.40 

17.15 

16.95 

13.92 

36.5 

39 

41 

42 

8

3

8

6

 

q
h

つd
Q

U

つd

ムレペ
目~

6

8

7

2

 

T

i

n

L

d性

26 

37 

50 

53 

48 

可

12 

35.5 

62 

85 

105.5 

定不

5 

5.5 

7 

10 

15 

測

10 

1.5 

-4 

-7 

-7.5 

2

7

8

8

8

 

9白

q
d
F
b
ヴ
4

Q

U

4
n
U
0
0
5
n
u
 

一

2

5

0 

1 

2 

3 

4 

5～15 
ムレペ
円E

最高効率点2. 

流速

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6～15 

12.60 

12.86 

13.25 

12.43 

12.16 

ヨー
アングル

Fb 

5

5

3

3

Z

 

2

2

2

2

2

 

Pd 

1

6

6

9

2

 

噌

i

守

止

噌

i

守

i

q

L

P.1=P5 P2ーPaP2ーP1i ·~ ~－；レ

7

7

6

6

1

 

守

i

q

L

っd
A
ι
z

11 

17 

20.5 

24 

27.5 

26 

可

6.5 

17.5 

26 

36.5 

47.5 

56 

定不

3.5 

4 

4.5 

5.5 

10 

12 

測

P3 

3 

0 

-2 

-4.5 

-6 

-6 

P2 

9.5 

17.5 

24 

32 

41. 5 

50 

P1 

-1.5 

0.5 

3.5 

8 

14 

24 

距離 m

12・5s 

12.84 

12.79 

10. 72 

10.76 

25.5 

27 

26.5 

30 

27 

2
4
0
0
ウ

dnυ

守

i

1
ょ

T
ム

1
A
qム

乙包
ム
同
口

5

6

6

4

3

 

1

2

3

4

 

11 

16 

21. 5 

21 

25 

27 

4.5 

15 

27 

33 

44 

52 

2.5 

2.5 

3.5 

4 

5.5 

8 

5

1

2

2

3

2

 

一
一
一
一

9.5 

16 

25 

31 

41 

50 

-1.5 

0 

3.5 

10 

16 

23 

0

1

2

3

4

5

 

最高圧力点3. 

流速

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6～15 

8.01 

12.11 

12.10 

11.60 

10.48 

レ，ノみノ
一
ン
ヨ
ア

26 

20.5 

17 

20 

21 

Pd 

9

1

2

3

5

 

守

上

守

i

噌

i

守
よ

ピ＂／チP_1=P:; P:!-P.、pのー P1 / 
アングル

n
u
F
D
P
O
円

runU

T
ム

寸

i

q

L

q

o

λ

せ

8.5 

12.5 

15 

17.5 

20 

20.5 

可

2 5 

2 11 

2.5 18 

3 24 

3.5 32 

4.5 37 

測定不

p.、

3.5 

1. 5 

-1 

-2 

-2 

-2.5 

p., 

8.5 

12.5 

17 

22 

30 

34.5 

P1 

0 

0 

2 

4.5 

10 

14 

距離 m

10.85 

11.93 

12.51 

11. 57 

11.55 

24.5 

22 

20 

20.5 

22.5 

9

1

3

3

5

 

寸
よ

τ
ょ
τ
i

守

i

ムドム

円区

0

5

3

2

7

 

T
ム

ー

よ

り

A

つU
9

4

9 

12.5 

16.5 

17.5 

20 

19 

5.5 

11 

19 

24 

30 

37 

2 

1. 5 

2 

2.5 

3.5 

5 

3.5 

1. 5 

-1 

-1.5 

-2 

-3 

9 

12.5 

18 

22.5 

28 

34 

0 

0 

1. 5 

5 

8 

15 

0

1

2

3

4

5

 



49’ 

占j墓失4. 

流速

7.65 

10.15 

10.95 

10. 71 

10.15 

8.8S 

ヨー
アングノレ

31. 5 

21 

22.5 

25 

25.5 

26 

Pd 

5

9

0

0

2

2

 

τょ

1
4
Tょ

14

ピッチP.1=P5 P2-P3 P2-P1 / 
アングル

9 

16 

22 

29 

36.5 

43 

5 

10 

12.5 

13 

15 

14.5 

13.5 

可

3 

9 

13.5 

17 

23 

25.5 

28.5 

定不

1. 5 

1. 5 

1. 5 

l. 5 

2 

3 

4 

測

Ps 

R
U

F
b
 

4

4

1

0

1

2

2

3

 

一
一
一
一

P。

7 

10 

13.5 

16 

20.5 

23 

25.5 

P1 

2 

0 

.l 

3 

5.5 

8.5 

12 

距離 m

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7～15 

7.33 

9.42: 

11.01 

10.61 

10. 55-

9.11 

31. 5 

22 

21.5 

25 

26 

25 

5

8

0

1

2

2

 

ーi
τ
止

守

よ

守

i

ムドι

円i:o

円

d

氏
U

9

d

円

Y

9

d

守
J

1

2

2

3

4

 

4.5 

9 

12.5 

13.5 

16.5 

15 

13 

2.5 

8 

14 

18 

23 

26 

28.5 

1. 5 

1. 5 

l. 5 

2 

2 

3 

4 

5 

2 

-0.5 

-1 

-2 

-2 

-3 

7.5 

10 

13.5 

17 

21 

24 

25.5 

3 

1 

1 

3.5 

4.5 

9 

12.54 

0

1

2

3

4

5

6

 

B 置位定〔E〕測

開全1. 

流速

0 

1 

2 

3 

4 

5～15 

18.00 

28.98 

28.18 

24.44 

19.05 

ヨー
アングノレ

4

3

4

1

9

 

つd

ワ
白
つ
臼
つ
d
q
u

Pd 

29 

62.5 

67 

66 

65 

P4=P:, P2-Ps P2-P1 ピッチ
アングル

2.5 

15 

19.5 

27 

38 
ムk
目i:o

9

8

0

7

0

可

2

6

8

8

9

 

5 

53 

82 

109 

142 

定不

8 

8 

8.5 

9 

9 

測

P：~ 

5

8

7

2

2

 

4

1

一一

P－~ 

50 

71 

89 

107 

140 

P1 

1

3

9

0

0

 

n

4

q

r

u

F

D

 

距離 m

27.63-

29.78-

29.90 

25.86-

19.21 

29.5 

17 

18.5 

23.5 

32 

a
－
q
a
A
u
n
u
q
δ
 

つd
c
u
η
’

に

U

に
U

5 

14 

19.5 

30 

45 

円
Y
D
O
F
h
d

円

U

F

O

2

6

8

9

8

 

9

5

7

8

6

 

5

8

1

4
4
 

τ
i

噌上

8 

7.5 

9 

9 

10 

2

7

5

3

4

 

4

1

一一

51 

72 

92 

115 

142 

2

4

7

5

6

 

2

2

5

 

0

1

2

3

4
‘
 

最高効率点2. 

流速

0 

1 

2 

3 

4 

5～15 

13.95 

18.73 

19.30 

23.24 

13.90' 

ヨー
アングノレ

22.5 

16 

18 

21. 5 

20 

Pd 

4

5

9

4

7

 

1

2

2

4

2

 

P4=P:, P2-P雪 Pのー P15ァ－；：.' 
, J ノ γ ノレ

3 

14.5 

21 

19 

43 
.L.v. 

円芭

2

7

5

0

5

一口

1
i
q
h

っd
に
d

つd

3 

23 

37 

50 

60 

定不

3 

3 

3.5 

4 

5 

測

Pa 

必
品z

d
せ

っ
’u

’i
q

L

I

－－ 

p., 

7

7

9

9

8

 

1

2

3

4

5

 

P1 

5

0

4

1

3

 

一
2

距離 m

14. 00-

19.20 

19.20 

24.20 

11. 55-

1

5

4

8

 

q
h
τ
i
τ
i

守

i

4

5

8

4
‘
 

1

4

q

L

q

A

A
唖

ヴ
’

F

り

つ
M

Q

d

y
i
n
L
守

i

14 

28 

35.5 

49.5 

30 

7 

24.5 

38 

50.5 

57 

4 

3.5 

3.5 

4 

5.5 

12 

3.5 

1 

-2 

-2 

19 

28 

39 

48.5 

55 

5 

0 

3.5 

-1 

2.5 

0

1

2

3

4

 



50 

-3. 最高圧力点
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4.失速点

0～15すべて測定不可能 (P4士号P5となる〉

（町〕測定位置 D

1. 全 開

距離 m P1 P。 Ps P4=P5 P2ーP日 P:?-P1 アピッンチグル ヨー
アングル 流速

。 -1 15 4 2 11 16 10 16 7.5 15.77 

1 1 28 1. 5 2.5 26.5 27 18.5 23 10 19.05 

2 8 45 -2.5 3.5 47.5 37 28.5 28 15.5 17.69 

3 36 66 2 6.5 64 30 

4～15 担リ 定 不 可 ム円ドe: 

。 -1 17 6 3 11 18 9 18 7 16.80 

1 2.5 29 2 3 27 26.5 18 23 11 18.09・ 

2 11 46 -2 4 48 35 31 26 15 17.04-

3 35 64 1 6.5 63 29 

2. 最高効率点
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2 7.5 25 -1 I. 5 26 17.5 36 13 26.5 10.41 

3～15 担リ 定 不 可 ム目い区i 

。 -0.5 10.5 2.5 1.5 8 11 13 10 20 11. 74 

1 2 17 1 1.5 16 15 20 12 22 12.10 

2 9 26 -0.5 2 26.5 17 36 13 29 9.56 
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3 10 21. 5 -1.5 2 23 11.5 

4～15 担リ 定 不 可 ム目巳レ（

。 。 8 3.5 1. 5 4.5 8 7.5 9 38.5 9.39 

1 0.5 12 1. 5 1.5 10.5 11. 5 16 10 35 9.94 

2 4 16 。 1. 5 16 12 30 10 40 8.47 

3 13 21. 5 -0.5 2 22 8.5 

4. 失 速点

0～15 すべて測定不可能（P4キP5となる〉
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Four Quαrtets : An Interpretation 

CI）“Burnt Norton”and “East Coker” 

く昭和43年9月30日受理〉

Takehiko Tabuki 

T. S. Eliot expresses his lifetime effort symbolically and concretely in his works. Especially 

in Four Quartets he expresses his “autumnal serenity" and “wisdom of age", which come 

from his devotion to God in his later years. He loses his will in the will of God in order 

to realize the eternal pattern in the flux of time, as Thomas does in Murder仇 the

Cathedral. I So none can deny that Four Quartets represents the culmination of Eliot's 

craftmanship as a poet. And he did not set himself such a difficult task as this poem. In 

the course of my study I was often brought to a cul-de-sac, for it seems that there is no 

association of ideas of each strophe. One of the reasons of this is that each of the 

Quartets has published separately；“Burnt Norton”， grown out of passages deleted from his 

first poetic drama Murder in the Cαthedral and eventually published as the first Quartet, 

appeared in 1935，“East Coker", the second Quartet, in 1940, ＇‘The Dry Salvages”in 1941, 

and “Little Gidding”in 1942. Above all the disparity between the first Quartet and the 

other three is noticeable. As Leonard Unger has pointed out，“Burnt Norton”reveals the 

theme and elements of structure familiar enough against the background of earlier works. 

It has affinities of meaning and style with The Waste Land, Ash Wendnesday, and 

Murder in the Cathedral, and also with the play The Family Reunion, which came later 

(1939).!J The other three Quartets have published successively in English Review. And 

the other reason is that, as the title itself announces, this is the poem of the “quasi-

wholeness" and the “q uasi-fragmen tarine ss”. The title Four Quartets allows for the sepa-

rate unity of each of the Quartets, and at the same time makes each a part of the larger 

whole.3 

In order to make a definite study I should have begun with his earlier works. But, 

as you can see in “East Coker", Eliot admonishes us that “For us, there is only trying. 

The rest is not our business”. Encouraged by this admonishment, I dare to“approach to 

the meaning" of this poem in order to“restore his experience in a different form”． 

“Burnt Norton"4 

Time present and time past 

Are both perhaps present in time future, 

And time future contained in time past. 

If all time is eternally present 

All time is unredeemable. 

What might have been and what has been 

Point to one end, which is always present.5 
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The poem begins with the collapse of the division of time. This suggests that“time pastぺ
“time present” and “time future，，一一ー－namelyall aspects of time-may be simultaneous. 

“What has been" ( the past ) and “what might have been" (the potencialities of the past) 

point to the present as their conclusion. If that is so, it makes time “unredeemableぺBe-

cause the past can be changed and old mistakes and sins can be atoned for only by the 

division of time. Both aspects of the past一一一“whathas been" and “what might have 

been”←ー－areincluded in what we call “Eternal Now". It is a general conception of time 

that time consists of the temporal succession of the temporal events and things. Against this 

notion of the temporality of things and events, Eliot sets the idea of the co-existence of 

the past and the future, of the beginning and the end. This is the idea of“Eternal Now" 

which appears in the Four Quartets. This idea had already appeared in The Rock: 

There's some new notion about time, what 

says that the past-what's be' ind you－一一is

what's goin' to 'appen in the future, bein' 

as the future 'as already 'appened.6 

In this dimension of time，“Eternal Nowぺ“whatdid not happen is as true as what did 

happenヘasHarry says in The Family Reunion." The rose garden is inhabited by Eliot's 
vision of eternity. It is also inhabited by “echoes”of the past of the poet and of the world 

of“what might have been”， and perhaps also his hope for the future. It may be repre-

sented by such places as the orchard in “New Hampshire”8 and the hyacinth garden 

in The Waste Lαηd.9 

Dry the pool, dry concrete, brown edged, 

And the pool was filled with water out of sunlight, 

And the lotos rose, quietly, quietly, 

The surface glittered out of heart of sunlight, 

And they are behind us, reflected in the pool. 

Then a cloud passed, and the pool was empty. 

“Human kind" cannot live in this rose garden. They can only approach. Becuase this is 

the world which can be seen only “in a shaft of sunlight”10ー←ーtheworld of timeless-

ness. Such a world can exist in any dimension of time, but it cannot become real. It 

is a beautiful “Realityヘthoughnot the ultimate one. Therefore the bird which leads us 
into the rose garden exhorts: 

Go, go, go, said the bird: human kind 

Cannot bear very much reality. 

(This is an echo of what Thomas has said in Murder in the Cαthedral.11) Because 

reality constitutes the “one end which is always present”. Thus beginning with the collapse 

of the division of time, in the first sectson of “Burnt Norton”， Eliot uses the image of 

the rose garden in order to explain the relation between “time”and “experience”. This 

technical method, using an image such as the rose garden, in Eliot's poetry can be said 

to form a point of intersection, in which different planes of meaning cross each other. 
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If everything changes and moves and conflicts only in the dimension of time, such a 

world as the rose garden which transcends the dimension of time may be the world of still-

ness and harmony. In the second section of “Burnt Norton", the poet begins with the con-

flict in opposites, and resolves themselves into a common pattern.“Garlic and sapphires”12 

or “the boarhound and the boar ”－examples of opposites-can resolve them-

selves in to beautiful harmony and reconcile in constellation by the eternal pattern-

the centre of the wheel. The poet tries to think of how we can apprehend the pattern. 

At the still point of the turning world. 

Neither flesh nor fleshless; 

Neither from nor towards; at the still point, 

there the dance is, 

But neither arrest nor movement. 

And do not call it fixity, 

Where past and future are gathered. 

、 Neithermovement from nor towards, 

Neither ascent nor decline. Except for 

the point, the still point, 

There would be no dance, and there is only 

the dance. 

Here the poet approaches the still point through paradox and negation. He seems to hint 

at the idea of“Eternal New”.13 Movement reaches the stillness of the still point by 

the form or pattern of the dance. Though it is the point where there is no movement, 

it controls all the movement. Thus time and eternity may be said to be reconciled in the 

dance. 

I can only say, there we have been: but I cannot say where. 

And I cannot say, how long, for that is to place it in time. 

The idea of the still point thus involves timelessness, and this part of“Burnt Norton" II 

is a development of the theme of eternity as introduced in the rose garden episode. The 

stillness is that of the rose garden. In this garden these opposites can transcend the 

dimension of time. But it is difficult for “human kind" to be inhabitants in this world 

“for the weakness of the changing body”． 

Yet the enchainment of past and future 

・woven in the weakness of the changing body, 

Protects mankind from heaven and damnation 

Which flesh cannot endure. 

“Human kind" strives to escape from the place where “flesh cannot endure". It is also 

difficult to be released from the chain of time.“To be conscious is not to be in time'', 

but to transcend the dimension of time.“Consciousness”is no doubt the equivalent of 

direct appr叶iensionof reality, as Staffan Bergsten says in his Time and Ete1ヲzity.

Therefore it is possible to transcend “time past”and “time future" by “conciousness”.14 
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Though “conciousness”does not belong to time, it is only in time that 

the moment in the rose-garden, 

The moment in the arbour where the rain beat, 

The moment in the draughty church at smokefall 

Be remembered; involved with past and future. 

Hence the moment in the rose garden, the timeless moment, comes to be involved in time. 

It is only within the dimension of time that the timeless moment can be approached. 

Only through time time is conquered. 

In the opening lines of“Burnt Norton”III, we can notice that there is a reminiscence 

・of The Waste Land and The Rock.15 London of“Burnt Norton”E is but another “明Taste

工andぺasGeorge Williamson observes as follows; 

It is “a place of disaffection”becuase it belongs to 

the time before and after such moments. It is “in a dim 
light" becuase it has neither the daylight of plenitude 

nor the darkness of vacancy, the two ways of escaping 

the limitation of the temporal. There is“only a flicker" 

of light over“strained time-ridden faces" in this subway 

world, with its blenching“on unhealthy souls/Into the 

faded air". Though dim，“this twittering world" lacks the 

cleansing darkness.16 

The inhabitants of this world are empty and bare of soul and feeling. And “the torpid” 
are driven by the cold wind “in a dim light”. It is the world of“the hollow men”. They 

are given only two ways to salvation. One is to“descend lower, descend only /Into the 
world of perpetual solitude" and to the world of “internal darkness" that precedes the 
reception of God's grace. The other is the same，“not in movement,/But abstention from 

movement.”Because, as the poet has eaid in an epigraph to“Burnt Nortonぺ“Theway 
up and down is the one and the same”. A descent into utter darkness is also an ascent 
・ofthe mount of purgation. The poet takes the negative way (the via negativα） in order 

to be led to union with God, the Eternal.17 Therefore the only thing for us to do is to 

move on the “metalled ways/Of time past and time future" in our appetency. Thus in 

this section the poet develops the theme of time in a gloomy way. 

The fourth section of“Burnt Norton”reminds us of the vision of the rose garden in 

the first section of the poem, though it seems a little different. Here the day and all that 

daylight brought，“investing form with lucid stillness" and the sense of permanent moving 

pattern have been buried. 

Time and the bell have buried the day 

The black cloud carried the sun away. 

“The black cloud" that carries the sun away corresponds to the cloud which interrupt-

ed the vision of “water out of sunlight" in the beginning of the poem. All are in 
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the darkness. It may be “the darkness of night”.18 But it is appropriate to interpret 

this darkness as“the darkness of God”.19 In this darkness the poem weighs the hope of 

life against the terror of death. It asks whether the “sunflower”Ca symbol of grace) 

and the “clematis”（an image of the divine light) will “be curled/Down on us". It is. 

answered by the vibrating wing of the kingfisher “which has answered light to light”． 

After the kingfisher's wing 

Has answered light to light, and is silent, 

the light is still 

At the still point of the turning world. 

As in the first section of this poem, a bird, this time the kingfisher, appears. In this. 

section it has the communication with the centre, the vanished sun, which is “the still 

point" around which the earth turns. After the vibrating wing of the kingfisher “has 

answered light to light, and is silentぺthelight remains “at the still pointヘthoughnothing～ 
reflects it. Thus the paradox of the unmoving C the sun) and the moving C the kingfisher's 

wing) still governs“the turning worldぺItis“at the still point of the turning world" that 
all are redeemed. 

Eliot, as a poet, considers the importance and use of words and music in the next sec-

tion. The consideration on words has been made in the following Quartets except in“The 

Dry Salvages”.20 

Words move, music moves 

Only in time; But that which is only living 

Can only die. Words, after speech, reach 

Into the silence. Only by the form, the pattern, 

Can words or music reach 

The stillness, as a Chinese jar still 

Moves perpetually in its stillness. 

Words do not stay in one place. They are perpetually moving. It is only in time that every 

word can die by use of them. Words which ought to be precise in their use decay with 

imprecision. They will not stay in place and cannot stay still. Words which live in time 

die in time like the flower and the kingfisher. They “reach in to the silence”. Thus words. 

which move only in time achieve the stillness only by the form and the pattern-

the structure of a work of art where “every part is involved with every other part to form 

an invisible whole." But the end of every word precedes the beginning of them in this 

form and pattern. This is the reason why he says as follows; 

And the end and the beginning were always there 

Before the beginning and after the end. 

And all is always now. 

The poet thinks the words still move perpetually in their stillness, as the detail of a 

“Chinese jar”moves perpetually in its unchanging pattern. 
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The detail of the pattern is movement, 

As in the figure of the ten stairs. 

“The detail of the pattern is movement”. This is explained above by a metaphor of the 

“Chinese jar". Now it is given another relationship，“As in the figure of the ten stairs”． 

The metaphor of the stairs implies the soul's aspiration towards God. Critics have pointed 

out that this is a direct allusion to St. John of the Cross.21 At the end of Dark Night of 

the Soul, he introduces a new metaphor. The very last part of the road to blessedness is 

likened to a stair of ten steps. The steps symbolize the mounting degrees of the soul's 

reception of divine love, and the last step on this stair of love leads to complete union 

with God.22 The metaphor of the stairs also expresses a kind of synthesis of stillness and 

movement. The movement implied in the climbing the stair is but a detail in the whole 

pattern of spiritual purification. And the idea of pattern implies stillness. The antithesis of 

movement and stillness is further developed in the following lines. 

Desire itself is movement 

Not in itself desirable; 

Love is itself unmoving, 

Only the cause and end of movement, 

Timeless, and undesiring 

Except in the aspect of time 

Desire is movement, not an end in itself. Love is not movement, but " the cause and 

end of movement”. Love is timeless and only appears as desire when it is caught in the 

.aspect of time, the realm of becoming, not of being. That is to say, in the aspect of time, 

love which “is itself unmoving" and leads to stillness is suspended between “unbeing and 

being”. It represents a state intermediary between potentiality and reality, between ‘＇unbe-

ing and being”. It has been remaining a state of becoming but not a state of being. So 

to say, it stops in the middle of “ten stairs”. Thus the poet tries to explain the antithesis 

of time and eternity in that of movement and stillness and of desire and love. Yet time is 

the moving image of eternity. And in the same way desire is the image of love and is 

love “in the aspect of time”． 

At the end of the poem the poet reverts to its beginning, the scene of the rose gar-

den. The “sudden moment of illumination" is to be realized at any moment of time. 

“Here, now, always.” It is“not known, because not looked for/But heard, half heard in 

the stillness/Between two waves of the sea". The bird in the rose garden always exhorts. 

Quick now, here, now, always一一一

If one can live in such a moment of illumination, one will realize how 

Ridiculous the waste sad time 

Streching before and after. 

The object of the poet in “Burnt Norton”is to transcend or conquer the dimension of 

time. He tries to look for the timeless moment, which may precede the eternity，“at the 
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still point of the turning world”. The-final object may be the union with God, the Eternal, 

in order to redeem “time past”．“time present”and “time future”． 

“East Coker＇’ 

In the first section of “East Coker”the poet takes a familiar place, while in“Burnt 

Norton”he takes an unfamiliar place, in order to inquire into the theme of time with 

particular reference to personal history. 23 And in“East Coker" the cyclic aspect of 

time is emphasized. 

In my beginning is my end. 24 In succession 

Houses rise and fall, crumble, are extended, 

Are removed, destroyed, restored, or in their place 

Is an open field, or a factory, or a by-pass. 

Old stone to new building, old timber to new fires, 

Old fires to ashes, and ashes to the earth 

Which is already flesh, fur and faeces, 

Bone of man and beast, cornstalk and leaf. 

Houses live and die: 

It is a universal fact that we take houses as an image of“rise and fall”. And the bodies 

of men and beasts as well as houses all turn into ashes and the earth. The earth is al-

ready the soil of plants that will nourish future generations. 

there is a time for building 

And a time for living and for generation 

And a time for the wind to break the loosened pane 

And to shake the wainscot where the field-mouse trots 

And to shake the tattered arras woven with a silent motto. 

Corresponding passages are found in Ecclesiastes: 

To every thing there is a season and a time 

to every purpose under the heaven. 

A time to be born a time to die; a time to 

plant and a time to pluck up that 

which is planted.25 

In his earlier poem Eliot has made a similiar allusion to the theme of time. 26 By these 

references to time he seems to say that there is no end and beginning in the dimension of 

time. This is ascertained by the following passage in“Burnt Norton＇’． 

And the end and the beginning were always there 

Before the beginning and after the end. 

And all is always now. 

This collapse of the relation of time，“In my beginning is my end", makes possible an-
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other conclusion that“In my end is my beginning，，一一一theconcluding words of “East Cok-

er”. In order to clarify these lines the poet uses an implication of his return to the village 

of his ancestors, as Harry's return to Wishwood in The Family Reunion; 

Now the light falls 

Across the open field, leaving the deep lane 

Shuttered with branches, dark in the afternoon, 

Where you lean against a bank while a van passes, 

And deep lane insists on the direction 

Into the village, in the electric heat 

Hypnotised. 

In what is now an open field, if set in proper perspective，“you”can perceive its buried 

life. And what "you”will see is the dance of life. 

In that open field 

If you do not come too close, if you do not 

come too close, 

On a summer midnight you can hear the music 

Of the weak pipe and the little drum 

And see them dancing around the bonfire 

The association of man and woman 

In daunsinge, signifying matrimonie-

A dignified and commodiois sacrament. 

Two and two, necessarye coniunction, 

Holding eche other by the hand or the arm 

Whiche betokeneth concorde. 

Here the poet recalls Sir Thomas Eliot's, one of his ancestors', way of talking in 

such archaic spelling as“daunsinge”，“matrimonie”，“necessarye’：“coniunction’：“eche", 

“whiche”，“betokeneth”and “concorde”． 

Rustically solemn or in rustic laughter 

Lifting heavy feet in clumsy shoes, 

Earth feet, loam feet, lifted in country mirth 

Mirth of those long since under earth 

Nourishing the corn. 

This implies Eliot's ancestor's springing from and returning to the same soil，“Keeping 

time and the rhythm in thier dancing/ As in their living seasons”. The “time”is “that 

of seasons and the constellations”，“of milking and harvestヘ“ofthe coupling of man 

and woman and that of beasts”. Thus in a visit to East Coker, Eliot seems to have felt 

that he had come full circle. Completing a cyclic movement, he suggests the idea of the 

cyclic movement in history. 

At the beginning of the second section of“East Coker”the division of the seasons 
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collapses, as the division of time collapses at the beginning of “Burnt NortonぺInthe 
second section of “Burnt Norton" all the patterns of the universe were“reconciled among 
the stars”. But here is no reconciliation but only conflict and intricable confusion: perpet-

ual strife which produces no harmony.27 

Thunder rolled by the rolling stars 

Simulates triumphal cars 

Deployed in constellated wars 

Scorpion fights against the Sun 

Until the Sun and Moon go down 

Comets weep and Leonids fly 

Hunt the heavens and the plains 

The poet suggests a violent disturbance of the whole cosmic world. Instead of being part 

of a“slow rotation suggesting permanenceヘeverythingis “Whirled in a vortex that shall 
bring/The world to that destructive fire/Which burns before the ice・cap reigns”. All 

that are in chaos of conflict, disturbance and confusion in the universe look forward to 

peace and serenity. And the poet's inquiry develops as follows: 

What was to be the value of the long looked forward to, 

Long hoped for calm, the autumnal serenity 

And the wisdom of age? 

He says that the wisdom of age, the knowledge derived from experience, does not bear 

the slightest resemblance to such a serenity and peace as to be looked forward to. We 

cannot bear such a false serenity of “the quiet-voiced elders”. Because such a serenity leads 

us to a“fixity”in a falsified pattern of knowledge. Why do we call the wisdom of age 
a falsified pattern of knowledge? 

For the pattern is new in every moment 

And every moment is a new shocking 

Valuation of all we have been. 

Therefore he says as follows: 

The only wisdom we can hope to acquire 

Is the wisdom of humility: humility is endless. 

I think that this is the same humility that Lord Claverton begins to acquire in The Elder 

Statesman.28 And there comes the concluding lines; 

The houses are all gone under the sea. 

The dancers are all gone under the hill. 

At the beginning of “East Coker”the houses and the dancers were the patterns of perpe-

tual recurrence. But here both of them disappear, because that pattern appears to be 

false. Instead of the beginning of a new cycle in time, the poet is faced with emptiness, 
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destruction and darkness. It is a general conception that the “autumn”of human life is a 

period of peace and serenity. The poet denies it together with the “wisdom of age". In 

such a denial he tries to break down and disprove the cyclic theory of life and history. 

Thus his return to the point of departure is no real home-coming, no conclusion, no goal. 

Like Dante at the beginning of the Inferno he finds himself “in a dark woodぺandthe 
way out of darkness is not through another cycle in time, but through descent into still 

greater depth of darkness. 

In the next section of “East Coker”the poet's attention is directed towards the 

future, while he considers “time past”in the first section. He finds no hope for the 

future. 

0 <lake dark dark. They all go into the dark. 

The vacant interstellar spaces, the vacant into the 

vacant, 

The captaions, merchant bankers, eminent men of letters, 

The generous patrons of art, the statesmen and the rulers. 

all go into the dark, 

And we all go with them, into the silent funeral, 

Nobody's funeral, for no one to bury.29 

But this darkness will be the darkness which precedes the reception of God's grace or 

“the darkness of God”. Bearing this in mind, the poet“said to his soul" as follows; 

I said to my soul, be still, and let the dark come upon you 

Which shall be the darkness of God. 

I said to my soul、bestill, and wait without hope 

For hope would be hope for the wrong thing; wait without love 

For love would be love of the wrong thing; there is yet faith 

But the faith and the love and the hope are all in waiting. 

Wait without thought, for you are not ready for thought: 

So the darkness shall be the light, and the stillness the dancing. 

Here the poet gives us a little hope for the future in waiting still, for “the laughter in 

the garden" and the "echoed ecstasy”which were connected with the mystic vision in the 

rose garden have not been lost，“but requiring”. They are also waiting to be remembered 

at the moment of agony. The idea of waiting in the stillness is what critics call “the 

negative way”＿3o This section is concluded with a suggestion of “the negative way" which 

is found in the actual words of St. John of the Cross.31 This “negative wayηnaturally 

resulted from “waiting in the stillness’＼ 

In order to arrive at what you do not know 

You must go by a way which is the way of ignorance. 



In order to possess what you do not possess 

You must go by the way of dispossession. 

In order to arrive at what you are not 

You must go through the way in which you are not. 
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“The negative way”which appears in the third section is used in discussing sin and 

redemption in the following section. The supreme archetype of“the negative way”is the 

Passion of Christ. As man's knowledge of sin increases, he approaches salvation. The 

poet says as follows; 

. , to be restored, our sickness must grow worse. 

As Redemption was achieved through the Passion of Christ, so at the end of the dark-・ 

night, man may hope for grace and illumination. In the fourth section of“East Coker" 

the poet connects the idea of human suffering with the Passion of Christ. The wounded 

surgeon (Christ) plies the steel, probing into the distempered soul. But “the compassion 

of the healer ’s (Christ ’s) art”implies that He is suffering along with us for the sin of 

Adam. The “dying nurse”（the Church) reminds us of our and Adam ’s curse and what 

we are. If we do well “in the whole earth" which is our “hospital”endowed by the “ruined 

millionare”（Adam), we shall die of the absolute “paternal care" that will not leave us but 

prevents us everywhere. Grover Smith says in his T. S. Eliot's Poetry and Plays as follows: 

In this hospital of charity we have two choices. The first is to“do well”by 

prospering in the worldly sense, so that we shall die in consequence of our 

father Adam's tyrannous bequest of sin, which will not loose but everywhere 

hinders and antedates us. 

.. The second choice is just the opposite: to“do well" by heeding Christ, 

so that we shall be reborn into freedom from insolvent Adam’s taint and in to 

the co-inheritance of grace.32 

It seems that the poet urges us to take the latter in order to be redeemed. In the first 

half of the fifth section, Eliot, as a poet, considers again the use of words, beginning with 

his comment on the poetic toil in the use of words. 

So I am here, in the middle way, having had twenty years-

Twenty years largely wasted, the years of l'entre deux guerres 

Trying to learn to use words, and every attempt 

Is a wholly new start, and a different kind of failure. 

The poet spent twenty years in “tr~ing to use words" only to realize that“every at-

tempt is a wholly new start, and a different kind of failure”. Because “one has only learnt 

to get the better words/ For the thing one no longer has to say, or the way in which 

/ One is no longer disposed to say it”. Therefore “each venture is a new beginning". 

Viewed as subject to the law of time, words “slip, slide, perish" without “reaching into the 

stillness”. Each attempt is “a raid on the inarticulate/With shabby equipment always dete-

riorating”. What there is to be discovered and expressed in poetryζ＇has already been dis-
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covered and expressed/Once or twice, or several times, by men who one cannot hope/To 

emulate”.33 Under unfavourable conditions，“there is only the fight to recover what has 

been lost / And found and lost again and again”. As the poet says in his essay on 

F. H. Bradley，“We fight to keep something alive rather than in expectation that anything 

will triumph”. In this fight, perhaps，“there is neither gain or loss.”The poet thinks that 

“For us, there is only the trying. The rest is not our business”. For, as he says in the 

second section of this poem“the pattern is new in every moment/ And every moment is a 

new shocking / Valuation of all we have been”. As we grow older, the world becomes 

stranger, and the pattern becomes more complicated of dead and living. But the moment of 

illumination is not “intense moment which is set apart from past and futureヘbuta lifetime 
burning in every moment, not of one man, but of“old stones that cannot be decipher-

ed”一一notof one life only, but of many generations. Such a timeless moment as the 

moment of illumination has to be seen in the view of time and history, of lifetime of a 

poet and of the history of his family and country. Because “there is a time for the evening 

under star light,/ A time for the evening under lamplight/ (The evening with the photo-

graph album)". And life must advance incessantly into the future, in a movement that appro-

aches the stillness. The poet urges“old men”to explore into “another intensity for further 

union and deeper communion" across the eternally fluctuating seas of time. For there is 

no end in life, and “each venture" is a“new beginning" and a“different kind of failure”． 

Opening with“In my beginning is my end’： he concludes this poem as follows; 

In my end is my bdginning. 

The beginning and end of the cycle is“dung and death”. But to Eliot death is not 

the ultimate answer and solution to the problem of life. For death is only the first step 

towards the solution. No end within time means a goal or a purpose. The meaning of 

time lies beyond the temporal dimension. Therefore each end in time means either death 

or a new beginning. In the end the poet attempts to break through the dimension of time 

and cyclic recurrence. He tires to transcend the historical and temporal dimension in 

order to escape from the temporal existence to complete union with timeless deity-God. 

That is why he instructs us that “For us, there is only the trying, the rest is not our 

business" and “Old men ought to be explorers”． 

(To be continued.) 



Notes 

1. Thomas, confronted by death, says as follows; 

It is not in time that my death shall be known; 

It is out of time that my decision is taken 

If you call that decision 

To which my whole being gives entire consent. 

I give my life 

To the Law o± God above the Law of Man. 

(Murder in the Cαthedral, p.59) 

2. Leonard Unger, T, S, Eliot Momentsαnd Patterns, p, 26. 

3. Ibid., pp. 26--7. 

67 

4. Burnt Norton is the name of manor house in Gloucestershire, which Eliot visited 

some time during the summer of 1934. It may be the scene of a memory, or a place 

where the vision of a“what might have been" formed itself in his consciousness. 

5. These lines seem to allude the following lines in Ecclesiastes: 

The thing that hath been, it is that which shall be; and that which is done is 

that which shall be done: and there is no new thing under the sun. Is there 

anything whereof it may be said, See this is new? It has been already of old 

time, which was before us. 

There is no remembrance of things that are to come with those that shall 

come after. 

(Ecclesiastes, I, 9-11.) 

6. The Rock, pp.15£. 

7. The Family Reunion, p. 79, 1, 12, 

8. Collected Poems 1909-1935, p. 148. The first poem in Landscapes is called “New 

Hampshire”． 

Children’s voices in the orchard 

Between the blossom and the fruit-time: 

Golden head, crimson head, 

Between the green tip and the root. 

Black wing, brown wing,hover over; 

Twenty years and the spring is over; 

To-day grieves, to-morrow grieves, 

Cover me over, light-in-leaves; 

Golden head, black wing, 

Cling swing, 

Spring, sing, 

Swing up into the apple-tree. 

9. Collected Poems 1909-1935, p. 62. The Waste Land, 11. 35-41. 

“You gave me hyacinths first a year ago; 

“They called me the hyacinth girl.” 

一一 Yetwhen we came back, late, from the Hyacinth garden, 
Your arms full, and your hair wet, I could not 
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Speak, and my eyes failed, I was neither 

Living nor dead, and I knew nothing, 

Looking into the heart of light, the silence. 

10. The phrase of “in a shaft of sunlight" can be found in his other works. Cf., 

“Burnt Norton”V，“The Dry Salvages”V, Murder in the Cathedral, p. 4. 

11. In Murder in the Cαthedral Thomas says to the women of Canterbury who are 

in dread of his death as follows: 

Peace and be at peace with your thoughts and visions. 

These things had to come to you and you accept them, 

This is your share of the eternal burden, 

The perpetual glory. This is one moment, 

But know that another 

Shall pierce you with a sudden painful joy. 

When the figure God’s purpose is made complete. 

You shall forget these things, toiling in the household, 

You shall remember them, droning by the fire, 

When age and forgetfulness sweeten memory 

Only like a dream that has often been told 

And often been changed in the telling. They will seem unreal 

Human kind cannot bear very much reality. (p. 55.) 

12. According to Helen Gardner, this“is an image of variety contained in a single 

sense impression: the soft and the hard, vegetable and mineral, the living and growing and 

士hepetrified and glittering, the common and the precious, the scented and the scentless. 

(The Art of T. S. Eliot, pp. 160-1.) 

13. Vide supra, p. 2. 

14. Steffan Bergsten, Time αnd Eter羽ity,p. 180. 

15. Collected Poems 1909-・ 1935, p. 63., p. 166. 

16. George Williamson, A Reader's Guide to T. S. Eliot, p. 214. 

17. Critics have pointed out that this idea has come from the teaching of St. John 

-Of the Cross, who was a Spanish mystic and poet in the latter half of the 16th century. 

“... upon this road to go down is to go up, and to go up, to go down ．．．” （The 
Complete Works of St. John of the Cross, transl. by Allison Peers, .London, 1935, p. 433. 

The Dark Night of the Soul, II ,xiii, 2.) Cf., Grover Smith, T. S. Eliot's Poetryαnd Plays, 

p. 264. Helen Gardner, The Art of T. S. Eliot, pp. 167£. Leonard Unger, T. S. Eliot, p. 38. 

Staffan Bergsten, Ti1ηe and Eterniりら pp.113£. 

18. Steffan Bergsten, Time and Eternityフ p.185.

19. Grover Smith, T.S. Eliot's Poetry and Plays, p. 265. 

20. Cf.，“East Coker” II, 11. 69ー73. “East Coker”V,11. 176 91. “Little Giddingη 

II ,11.120-1.“Little Gidding”V, 11. 218-27. Eliot says that“words are perhaps the 

hardest of all material of art: for they must be used to express both vital beauty and 

beauty of sound, as well as communicating a grammatical statement”. (from his early 

essay on“Ezra Pound, His Metric and Poet1ツ”， 1917.)

21. Vide supra p. 4 His writings include a number of dotcrinal works and very limited 
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number of poems, of which three, LαFlama de Amor Viva (Flame of Devine Love), 

Noche Oscura del Almα（Dark Night of the Soul), and Cantio E学iritual(Spiritual Can-

tide) constitute some of the most beautiful mystic poetry ever written. (from Collir 's 

Encyclopedia) 

22. The Complete Works of St. John of the Cross, p.435f. E. Drew, T. S. Eliot: The 

Design of His Poetry, p. 161. George Williamson, A Reader's Guide to T. S. Eliot, p. 261. 

Steffan Bergsten, Time and Eterniわら p.190.

23. The title is taken from a small village in Somersetshire where his family lived 

until its emigration in the mid-seventeenth century to New England Coast. 

24. Similiar references can be found in his other works. 

“I have been wondering frequently of late 

(But our beginnings never know our end!) 

Why we have not developed into friends" 

(Portrait of a Lady, III.) 

I believe the moment of birth 

Is when we have knowledge of death. 

(The Family Reunion, p. 41.) 

I think, that every moment is a fresh beginning; 

(The Cocktail Party, p. 184.) 

And this opening line derives from Mary Sturt’s motto“En ma fin est mon commenc-

ent”一“Inmy end is my beginning". (Cf., E.Drew, T. S. Eliot: The Desi玉rnof His Poer 
p. 165.) 

25. Ecclesiastes, III, 1 & 2. 

26. And indeed there will be time 

For the yellow smoke that slides along the street 

Rubbing its back upon the window-panes; 

There will be time, there will be time 

To prepare a face meet the faces that you meet; 

There will be time to murder and create, 

And time for all the works and days of hands. 

That lift and drop a question on your plate; 

Time for you and time for me, 

And time yet for a hundred indecisions, 

And for a hundred visions and revisions, 

Before the taking of a toast and tea. 

(The Love Song ofよ AlfledPrザシock,11. 23-34.) 

27. Elizabeth Drew, T.S. Eliot: The Design of His Poetry, p. 167. 

28. This is found in the following lines of The Elder Statesman; 

Do I understand the meaning 

Of the lesson I ¥vould teach? Come, I' 11 start to learn again 

Michael and I shall go to school together. 

We ’11 sit side by side at little desks 

And suffer the same humiliations 
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At the hands of the same master. (p.79) 

29. Critics have pointed out that this is an allusion to Milton's Samson Agonistes. 

0 dark dark dark, amid the blaze of noon, 

Irrecoverably dark, total Eclipse 

Without all hope of day ! 

0 first created Beam, and thou great Word, 

Let there be light, and light is over all; 

Why am I thus bereav' d thy prime decree? 

The sun to me is dark 

And silent as the Moon 

When she deserts the night, 

Hid in her vacant interlunar cave. 

(11. 80-89) 

Cf., Grover Smith, T. S. Eliot’s Poetry and Plays, p. 272. Steffan Bergsten, Tinie and 

Eterniむら p.214. 

30. Cf., E. Drew, T. S. Eliot: The Design of His Poetry, p. 171., Grover Smith, T. S. 

Eliot's Poetry and Plays, p. 273. 

31. As Helen Gardner has pointed out, we can find out similiar lines. 

In order to arrive at that wherein thou hast no pleasure 

Thou must go by a way wherein thou hast no pleasure 

In order to arrive that which thou knowest not 

Thou must go by a way that thou knowest not 

In order to arrive that which thou possessest not, 

Thou must go by a way thou possessest not. 

In order to arrive at that which thou art not, 

Thou must go that which thou art not. 

(The Coniplete Works of St. John of the Cross, p.59.) 

32. Grover Smith, T. S. Eliot's Poetry and Plays, p. 275. 

33. Eliot surely regards Dante as one of the greatest masters, as one of the “men 

who one cannot hope / To emulate”． 
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フォークナーにおける南部貴族の解体

一ーその「響きと怒りJの場合一一

西 誠 也

く昭和43年10月15日受理〉

A Pattern of the Disintegration of the Southern Gentry 

- in the Case of Faulkner’s The Sound and the Fury -

The Compsons in the Yoknapatawpha saga continue to decline under the pressure of the 

capitalism and the newly-risen class which appeared in the South after the Civil War, being 

unable to cope with the change of the situation both morally and economically. At last the 

Compsons in The Sound and the Fury are divided into two groups having antagonism 

with each other, which is one of the signs of the downfall and makes the fall more tragical. 

In this essay I want to see the formation of attraction or repulsion among the members, 

and follow the course of the disintegration of the Compson family, and try to guess Faulkner’s 

decision on the Bascombs’victory. 

I 

「小説とは幾分社会学的なものでなければならない。

形式はどちらかというと単純で、筋なども年代記風に

順序立って組立てられているべきである。そして書物

は、その時代時代の社会機構のなんらかの改良に対す

る欲求を読者の中にかき立てる必要がある」というそ

れまでのアメリカ小説の概念を打i破して、 33才の白痴

の独自を含む意識の流れの手法を用い、南部貴族崩壊

の挽歌を奏でる「響きと怒り』 （TheSound and the 

Fury, 1928）カまマルカム・カウリー（MalcolmCow-

ley) の啓蒙的「ポータブル・フォークナー」 (The 

Portable Faulkner) iζよって読者、批評家の関心を

喚起するようになったのは第二次世界大戦後の1946年

であつむそれはフォークナー（WilliamFaul怜r)
にとって「最も華麗な、もっとも素晴らしい失敗作」

であるとともに、南部に対するのと同様「不幸な子供

に対する親」の如き愛情と恵J開の念をほしいままにす

る最愛の書であったのである。南北戦争後の南部が奴

隷制解放と資本主義の勃興に伴う北部人の進出によっ

て、音を立てて変化してゆくなかで、かつての奴隷所

有の大地主、農園主に代表される貴族階級は、多くは

急速に変動する世界に対処し切れず無気力に日を送る

か、或は酒色l乙耽溺しながらその破滅の日を待ったの

であった。

「南北戦争の後、旧来の計画に従って、旧来の価値を

求めて社会を再建しようとした試みは、北部からの渡

り者や、土地を持たない白人の子孫である南部自体の

新しい略奪階級であるスノープス一族といったいくつ

かの力の結合によって、挫かれたのであった。その一

方、古い社会秩序の後育たちのほとんどは、さまざま

な点て無力になっている。一つには彼等が古い世界に

よって定められた行動の規範を、名誉と誠実に関する

一つの考えを新しい世界に持込む限り、彼等は規範を

持たない、まったくの実用主義者であるスノープス一

族に太万打ち出来なしユからである。古い社会秩序の後

背たちはしばしば伝統という文字に乙だわるだけで、
(4) 

その精神を忘れている」というロパート・ペン・ウォ

レン（RobertPenn 1万arren）のt比半リは、フォークナ

ーがコンプソン家φ没落の原因として「彼等はまだ
( 5) 

1859年か60年代の気持て生きている」と答えるのとほ

ぼ軌をーにしているといえよう。乙こに物語られるコ

ンプソンの先祖達は、かつてカロウドン、カロライナ、

ケンタッキーからこのジェフアースンへ移り住んで来

たのであるが、ジエイスン・リカーガス・コンプソン

の時代に確立したコンプソン領（Compson Domain) 

はいつしかジエフアースンの中心部となり、そこに建

てられた邸宅は知事の館（Governor’shouse）と呼ば

れるようになった。しかし、ジェイスン・リカーガス

．コンプソン二世が敗戦将軍となる運命を担って戦っ

た南北戦争終結後の1866年には、コンプソソ領もよう

やく抵当に入れられる破目となった。そしてその後、

コンプソン将軍がタラハチ河の低地帯の狩猟先て死

亡する1900年までの40年間、その抵当を維持するため

に、土地は小きざみに切り売りされていったのてeある。
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『響きと怒り』の独自者達の父親ジェイスン・コンプ

ソン三世は教育を受けて弁護士となり、屋敷の二階に

事務所を置いていたが、コンプソン領は既にコンプソ

ン牧場 （Compsonplace）と呼ばれるようになり雑草

に侵入されてしまった芝生や、プロムナード、 ペンキ

の色複せた主屋、剥げかかっている玄関の円柱等は衰

退の一路を辿る コンプソン家の凋落を象徴していた。

ジェイスン ・コ ンプソン三世（以後単にコンプソンと

呼ぶ〉はノイス コム家の出であるカロラインとの聞に三

男一女を設け、物語のはじまる1898年、彼等の祖母の

亡くなる時点てはクェンティン 8才、キ ャディ －6才、

ジェイスン四世 （以後単にジェイス ンと呼ぶ） 4才、

ベンジ－3才てあった。その他の同居人としてカ ロラ

インの唯一人の弟モーリーが居候をしており、またロ

スカス・ギブソン、ディルシーの黒人夫婦とその子供

ヴァーシュ、フローニィ、T.P.がまだ屋内奴隷さな

がらの忠節を尽していた。

全4章から成るこの作品は、それぞれの章に日付が

つけられ、最初の 3章はそれぞれ3人の兄弟の独自形

式をとる。すなわち第一章は1928年4月7日のベンジ

ーの独自、第二章は1910年6月2日のクェンティンの

独自、第三章は1928年4月6日のジェイス ンの独自、

そして第四章は1928年4月8日の目付となっており作

者の視点から客観的に物語られている。そしてコンプ

ソン家の子供達のうち、娘のキャディ ーだけが独自の

章を持たない。しかし、それにも拘らず、物語の進行

は常に乙のキャディーが中心となっているように思わ

れる。そ して乙のキャディーの成長を辿るとき、乙の

小説ははじめてク ロノロジカルな一貫性を持ち、4つ

の章の配列の根拠ともなっている。

ところで、フォークナーもキャディ ーについて“To

me she was the beautiful one, she was my heart’s 

darling. That’s what I wrote the book about and I 

used the tools which seemed to me the proper 

tools to try to tell, try to draw the picture of 

c~~cl y・”と述べ、また“It' s a tragedy of two lost 
(7) 

women; Caddy and her daughter.，，とこの小説の中

心的人物がキャディーにほかならないことを明言して

いるのであるが、乙のキャディーとコンプソン家の他

の面面との関係をソシオメトリ ー（Sociometry) 的

視点に立って考察する乙とは「響きと怒り」の理解に

いささか役立つのではないかと考える。すなわち、キ

ャディ ーと他の登場人物との関係を相互的牽引、反楼

の関係によって図表化するとき、そこに明確な 2集団

が形成されるのを見る乙とが出来る。 一つはコンプソ

ン、クェンティン、キャディ ー、 ベンジー、 Missクェ

ンティン、ディルシーの集団であり、今一つはカ ロラ

イン、ジェイスン、モーリーの集団である。前者はコ

ンプソン系、後者はカロラインの出身門閥に因んでパ

スコム系と名付けられよう。乙こには夫婦の聞に対立

が見られ、子供達の聞に分裂と反目が見られる。そし

てこの 2集団の代表をなす人物がコンプソン系のキャ

ディ ーであり、パスコム系のジェイスンであろう。

キャディーの弟ジェイ スンは幼年時代既にコンプソ

ン家の子供達のなかで孤立した存在であり、特に人気

型のキャディーにと って唯一人の相互反擦の関係にあ

る。祖母の通夜の晩に見られるキャディ ーとジェイス

ンの一見無邪気な口論はその後の人生における二人の

疎外された関係、さらにキャディ一一一コンプソン、

ジェイスン一一コ ンプソンの関係を暗示するものでは

なかろうか。子供達を静かにしておく ようにとディノレ

シーに命じて立ち去ろうとするコンプソンに対して、

キャディ ーは子供の世界における指導権を彼女に与え

てくれるように要請する。

‘Let them mind me tonight, Father.' Caddy said. 

'I won't.’Jason said. 'I'm going to mind Dilsey.’ 

'You'll have to, if Father says so.’Caddy said. 

‘Let them mind me, Father.' 

'I won't.’Jason said，‘I won’t mind you.’ 

ζHush.’Father said. 'You all mind Caddy, then. 
¥Vhen they are done, bring them up the bacl王

stairs, Dilsey.’（P.22) 

ここに見られる反楼関係の蔚芽はその後、相互の家

系意識と結合して永久に解消きれない対立となってゆ

く。貴族階級コンプソン家の包含する外部的矛盾と内

部的矛盾は相呼応してコンプソン家崩壊の速度を早め

るのである。外部的矛盾を処理出来ないコンプソン家

は内部的矛盾を強めて家庭内の分裂を深めてゆく。 コ

ンプソン系とパス コム系の確執はコンプソン家の末期

的様相と言えよう。本稿てはキャディ ーの処女喪失、

ジェ イスンの呪阻と復讐に焦点を絞りながらコンプソ

ン家解体の図式を模索して見たい。

II 

キャザリン・ B・パウム（CatherineB. Baum）は

「美しき人」（“TheBeautiful Oneっと題する論文に

おいて “The beauty of Caddy’s love becomes 
especially prominent when seen against the 

background of the o!her characters' lack of 

concern for Benjy’s happiness.”とキャディーの無欲

の愛を強調し、ベンジーに対する愛情を基準と して他

の人物との比較を試み、キャディ ーが「響きと怒り』

の中心的人物であることを論証しようと している。か



って祖母の亡くなった日、川遊びをして汚したズロー

スをはいたまま、物おじもしないてな木に登り、大人達

の世界に何が起ったのかを垣間見ようとしたキャディ

ーはその後順調な成長を遂げ、病身の母親に代ってベ

ンジーの優しい世話係となっていった。ベンジーが13

才になるまで、毎晩彼を寝かしつけるのはキャディー

の役目であったし凍えた冷いベンジーの手を暖めてや

る心遣いのキャディーは、ベンジーのとまかい好みや

好物までもよく呑み込んでいたのである。

一方ベンジーも、キャディーを「木のにおい」とし

て感覚的に嘆ぎ分け、キャディーとベンジーは強い牽

引力によって結合していた。しかし、ベンジーが時間

と無関係な藤臆たる白痴の世界に低迷している聞に、

キャディーは少女期から，思春期へと近づき、やがて彼

女の愛の対象がベンジーやその他のコンプソン家の人

人以外にも現われて来るのであるが、乙の極く自然の

事が自然に運ばなかったと乙ろにキャディーの悲劇は

端を発しているとも言えるのである。キャディーの身

に漂う性的雰囲気にベンジーは極めて敏感に強く反接

する。キャディーは14才になってはじめて香水を使う

のだがその時ベンジーは泣いて側を離れなかった。ベ

ンジーの反応に気付－いたキャディーはその香水の躍：を

ベンジーの手からデイルシーへと贈るのである。また

チャーリー少年との一件もその例外ではない。ベンジ

ーは森の中のブランコにキャディーとチャーリーの姿

を見つけて泣きわめく。キャディーは迷いながら、結

局はチャーリーを捨ててベンジーのもとへ走って行く

のであった。キャディーはベンジーとともに泣きなが

ら自分の行為を悔ゆるのである。

Caddy and I ran. We ran up the kitchen 

steps, onto the porch, and Caddy knelt down in 

the dark and held me. I could hear her and feel 

her chest. 'I won’t，’ she said. ‘I won’t any 

more, ever. Benjy. Benjy.’Then she was crying, 

and I cried, and we held each other. (P. 46) 

こうして、次第に大人になってゆくキャディーは

1909年の夏の事件を迎える。時に、クェンティン19才、

キャディー17才、ベンジー14才である。それはダルト

ン・エイムズという西部から来た男によるキャディー

の処女喪失であった。ベンジーの感覚は、キャディー

が帰ってきて戸口に立った瞬間、異常な事態の発生を

直感するのである。クェンティンはその時の模様を彼

の独自のなかで次のように回想する。

…she was standing in the door the next minute 
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he was pulling at her dress and bellowing his 

voice hammered back and forth between the 

walls in waves and she shrinking against the 

wall getting smaller and smaller with her white 

face her eyes like thumbs dug into it.... (P. 123} 

さらに母親カロラインはキャディーが急いてず二階へ

上って行ったあと椅子lとよりかかり、樟脳を含んだハ

ンカチを口にあてて気を鎮め、コンプソンはカロライ

ンの手を取りながら身じろぎもしないで妻の側に坐っ

ていた。

長男クェンティンとキャディーの二人が相互的牽引

の関係にあったのは、キャディーの私生児にクェン

ティンと命名した乙とによっても推察されるように、

クェンティンの居るところにいつもキャディーは存在

し、キャディーのととろにいつもクェンティンがいる

といった仲の良い兄妹である。しかし、乙乙にもちょ

うどキャディーとベンジーとの聞に見られたように、

キャディーの男性関係に対してクェンティンは異常な

反応を示している。次に引用するのも祖母の亡くなっ

た自の小川における一光景であるがクェンティンとキ

ャディーはキャディーの濡れた服をめぐって衝突するp

'I'll take it off,' she said.‘Then it’U dry.’ 

‘I bet you won’t.’Quentin said. 

ζI bet I will.' Caddy said. 

Caddy came to Versh and me and turned 

her back.‘Unbutton it, Versh.’she said. 

‘Don’t you do it, Versh.’Quentin said.‘Tain’t 

none of my dress.' Versh said.‘You unbutton it, 

Versh.’Caddy said，ζOr I'll tell Dilsey what you 

did yesterday.’So Versh unbuttoned it.‘You first 

take your dress off.' Quentin said. Caddy took 

her dress off and threw it on the bank. Then 

she didn’t have on anything but her bodice and 

drawers, and Quentin slapped her and she 

slipped and fell down in the water. (P .16) 

ここに、子供ながらクェンティンのキャディーに対

する強い純潔の要求があるのを見逃す乙とは出来ない。

F. L.アレン（FrederickLewis Allen）は「大いな

る変化』 (The Big Change,1952）の中で1900年当時

の婦人の服装について「どんな季節にも、婦人は幾重

にも下着をかさねてぐるぐると身を包んでいた一一シ

ュミーズ＼ズロース、コルセット、コルセットカバー、
( 9) 

それに一、二枚のペチコートというように」と書いて

いる。従って乙の図は新しく脱皮しようとする女性
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と、それを抑圧しようとする保守的男性の暗示的姿を

あらわしていると言えるかも知れない。また、クェン

ティンはキャディーと或る少年との接吻を答め、キャ

ディーを殴打して次のように責めるのである。

It’s not for kissing I slapped you…It’s for 
lettig it be some darn town squirt I slapped 

you.…（P.132) 

乙乙に見られるクェンテインのキャディーに対する

強い純潔の要求は、対象となる男性の選択についての

在文という形をとっている。

一体、クェンティンのキャディーに対する愛情の実

態は何であろうか。特に、クェンティンの独自の中心

をなすキャディーの処女喪失について彼の反応を検討

して見ょう。

キャディーの処女喪失を知ったクェンティンは自分

との近親相姦をキャディーに無理に認めさせようとす

る。クェンティンは観念的に、自らをダルトン・エイ

ムズの身代りにしようとするのである。彼はこのこと

によってキャディーの純潔を取り戻そうと空しい戦い

を挑む。彼の前にはもはや地獄の針や紅蓮の炎の恐怖

も消滅している。

…I’ll make you say we did I’m stronger than 
you I'll make you know we did you thought it 

was them but it was me listen I fooled you 

all the time it was me you thought I was in the 

house .... (P.147) 

しかし、既に女性となったキャディーはクェンティ

ンの近親相姦の作りどとを簡単に受け入れようとはし

ない。クェンティンはノ、ニサクルの匂いの漂う暗がり

の中で幼い日の，思い出を語りかけながらキャディーの

喉にナイフの切先を突きつけるのである。クェンティ

ンのあまりの哀れきにキャディーは死も覚悟するので

あるが、クェンティンには彼女を殺すととも叶わなか

った。クェンティンはついに、キャディーに男の名前

を告白させるが、彼女のダル トン・エイムズに対する

愛情の存在を確かめてはさらに深い絶望の淵に陥らざ

るをえない。しかし彼はなおも近親相姦の幻想を捨て

ず、父コンプソンに対して虚偽の告白をし、キャディ

ーを騒々 しい世界から隔絶しようとはかるのであるが

その告白が偽りである乙とを見抜かれてしまう。クェ

ンティンは最後の手段としてダルトン・エイムズを町

から放逐する事を考える。結果的にはダル トンとキャ

ディーの仲を割くととにはなったものの、キャディー

とダルトンの別離は結局キャディーの転落の原因とも

なり、クェンティン自身、男同志の戦いに破れてさら

にひどい屈辱を受け、ダルトン・エイムズの名はマサ

チューセッツ河に入水自殺する直前まで彼の脳裏を離

れず、最後まで苦しめ続けるのである。キャディーは

ベンジーのためにチャーリー少年と別れたように、ク

ェンティンのためにダルトン・エイムズを諦めたので

あった。

フォークナーはこのクェンティンのキャディーに対

する愛情について付録（Appendix）の中で次のよう

に説明している。

Quentin][. Who loved not his sister’s body but 

some concept of Compson honor precariously 

and (he knew well) only temporarily supported 

by the minute fragile membrane of her maiden-

head as a miniature replica of all the whole vast 

globy earth may be poised on the nose of a 

trained seal. Who loved not the idea of the 

incest which he would not commit, but some 
(10) 

presbyterian concept of its eternal punishment: 

つまり、クェンティンの関心事はコンプソン家の名

誉、極めて抽象的に観念化された純潔、そして近親相

姦観念にまつわる自己苦悶なのであって、具体的な対

象としてのキャディーの肉体ではないと念を押してい

る。そしてジ ョージ・マリオン・オドーネル（George

Marion O’donnell）はとのクェンティンの思想と行動

を次のように解釈するのである。

Quentin is attempting to transform Candace’s 

yielding to the amorality of the Snopes world 

into a sin, within the Sartoris morality ; but 

the means he employs are more nearly pseudo-

traditional and romantic than traditional ; and 
(11〕

he fails. 

かつて、安定した旧秩序の社会にあっては、彼等の

子女の接する世界は同質的な社会であり、彼女達の対

象となる男性種族もまた彼等の属する上流階級であっ

た。貴族階級の没落と同時に古い道徳の規範が揺らぎ

はじめた時、婦人はあらためて新興階級の男性達の対

象の中に含まれてくるのである。そして 「理想の女性

とは、絹やモスリンl乙包まれているばかりでなく、純

潔てマたしなみのある淑女でなければならなかった」と

いう 1900年当時とは異り、シヤペロンの看視の目をは

なれた若い女性にとっては、対象としての男性の階扱

性は二次的問題でしかなく、愛の力が素直に女d性の心

を奪っていった。 「エミリーの蓄額」 (The Rose of 



Emily）のエミリーと北部の男ホーマー・ ノfロンとの

組合せに見られるように、野性的な組野がむしろ無気

力になった斜陽階級の男性よりも魅力的であることも

想像にかたくない。カーキ色の服を着た西部の男、ダ

ルトン・エイムズが、殴りかかってきた白面の青年ク

ェンティンに見せた力強さと義侠的な挙動、そういっ

たコンプソンの末商達とは対照的な新鮮味がキャディ

ーの心を捕えるのも無理からぬことであろう。

しかし、旧体制の道徳規範に頼るコンプソン夫妻、

ならびに若き男性達にとって、娘が、妹が、そして姉

が、より下層な階級の男性とねんごろになることは到

底堪えられない誇りの喪失となり、また恥辱と して受

け取られるのであった。ダルトン・エイムズを‘bad

blood，と呼び、 ジェ イスンにキャディーを尾行させる

母親カ ロラインは言わずもがな、自由主義的教育論を

吐いて鷹場に構えていた家父長コンプソンでさえも、

キャディ ーの処女喪失以来ますますひどくなってきた

飲酒によって余命を縮めてゆくのである。キャティ ー

の処女喪失はコンプソン家の銘々にそれぞれ大きな衝

撃を与えたのであった。

ルイス・ Y・ゴセット（LouiseY. Gossett）は 『現

代南部小説における暴力j (Violence in Recent 

Southern Fiction, 1965）においてアングロ・サクソ

ン女性の純潔について次のように述べている。

The high position of the woman set apart to 

preserve the purity of the Anglo-Saxon became 

a symbol of the superiority of the white 
(13) 

Southerner. 

コンプソン家に流れるアングロ・サクソンの純粋性

を保持すること、そしてコンプソン家の人種的優越感

のシンボルであるキャディ ーを押し寄せる外部の血に

汚れた連中から守るととがコンプソ ン屋敷に住む人々

の強い願望てずあった。そして、キャディーの兄であり

次代のコンプソン家を背負って立つべき長男と しての

クェンティンがダルトン ・エイムズ、ハーパートに敵

意を燃やし、 失われたキャディ ーの純潔を近親相姦の

幻想によって奪回しようとする空しい自己斗争は彼の

極度に強い使命感と潔癖感のあらわれと見れないであ

ろうか。

wm 
最初から不安定な要素を苧んでいたキャディ ーの結

婚は結局、父親不明のクェンティンの誕生によってハ

ーパートから離婚される運命にあった。 コンプソンは

キャディーと クェンティンを引き取ろうとカ ロライン
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を説得するのであるが、カ ロラ インの同意を得ること

は出来なかった。 コンプソンはキャディーと クェンテ

ィンを連れてジェフ アースンの！駅へ帰って来るのであ

るが、彼女はク ェンティンを父に預けて次の列車で去

って行ったのである。この事件以来、コ ンプソンの心

労とみに激しく、不眠の夜を重ねながら、それから 2

ヶ月後に他界してしまう。

ここで、コンプソン夫妻の関係を振り返って見るこ

とにしたい。これまでに二人の聞にはかなりの不信感

が形成されている。カ ロラインは結婚当初から、知事

や将軍を輩出したコンプソンの家系に対するノイス コム

家の劣等感に常にさいなまれている。彼女はコンプソ

ンが抱いていると信ずる自分とモーリーへの侮蔑がそ

のまま子供達（クェンティンと キャディ ー〉の母親

に対する不遜な態度に繋がっていると非難するのであ

る。

How can I control any of them when you 

have always taught them to have no respect for 

me and my wishes I know you look down on 

my people but is that any reason for teaching 

my children my own children I suffered for to 

have no respect・...(P. 94) 

従って、子供達に対する教育についてもコンプソン

とカ ロラインの意見の対立が見られる。 コンプソンは

紳士の教育を受け、所謂南部貴族のノプレス・オブリ

ージ （NoblesseOblige）を道徳の規範としており、

キャディーを尾行する乙とについても、彼はカロライ

ンに対し、 “I will not have my daughter spied 

on by you or Quentin or anybody no matter what 

you think she has done" (P. 94）と彼女の行動をい

ましめる。それに対してカロラインは“Atleast you 

agree there is reason for having her watched＇ ~ 

(P. 94）と答えるのであった。子供に対する愛情があ

れば、そんな事をするのは当然だと言うカ ロラインの

教育観である。カ ロラインはク ェンティ ン、キャディ

ーの仲の良さを一種の警戒の目をも って眺め、彼等は

あまりに自由を許されすぎておりまた一緒に居すぎは

しないかと心配する。 しかし、コンプソンは“…they

didn’t need controlling, that they already knew 

what cleanliness and honesty were, which was all 

that anyone could hope to be taught.”（P. 261）と

二人の清潔さと誠実さを信ずるのであった。コンプソ

ンのク ェンティン、キャディーに対する教育は、カロ

ラインのジェイスンに対する教育が現実的で実際的で

あるのに対し古き良き時代そのままに余りにも鷹揚な
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子供の教育を考えていた。彼には現実に対処して行こ

うとする意志は見られない。キャディーの子供ク ェン

ティンの養育費をハーパートにかけ合わなかったのか

と言うカロラインに、 コンプソンは “No she shall 

not touch his money not one cent of it.”（P.197) 

と怒って答える。キャディーの側に離婚の原因があっ

たことを既に確認している段階て、なお二人の考えは

大いに異っているのである。かくしてカロラインはコ

ンプソンの血に対して抱いている劣等感をさらに自分

の子供ク ェンティ ン、キャディーに対しても抱くよう

になる。カ ロラインはとの疑惑について次のようにジ

ェイスンへ訴え、ジェイスンとの連帯を築こうとする。

それはカ ロラインの心に潜む悪魔の噴にも似ている。

They were always conspiring against me. 

Aaginst you, too, though you were too young 

to realize it. They always lookd on you and me 

as outsiders, like they did your Uncle Maury. 

(P. 261) 

カロライ ンの意識の中には、既にはっきりと コンプ

ソン一一クェンティンーーキャディ ーという系統に対

抗するカ ロラ イン一一ジェイスン一一モーリーの対立

関係が確立しているのを見ることが出来る。カ ロラ イ

ンにとって、彼女の唯一の支えとなり救いとなるのは

ジェイスンだけであり、彼とそノfスコム家の血を引く

者であると信じているのだが、それでもこのジェイス

ンにいつしかコンプソンの血が現れはしまし〉かと密か

に恐れているのである。

…I look at him every day dreading to see this 

Compson blood beginning to show in him at 

last .... (P.102) 

このようにコンプソン夫妻の聞には、コンプソン対

パス コムの対立感情がかなり強烈に存在しているので

ある。最後の土地を売ってク ェンティ ンのハーバード

行きとキャディーの結婚との資金調達をした際にも、

カロラインはコンプソンに対してジェイスンの割前を

残しておくようにと進言し、コンプソンはジェイスン

の分を他の者と同様に分配しておかなければならなか

ったのだが、その後の経済的逼迫によって、残りの土

地もそしてさらに家財道具さえ売らなければならない

情況に立ち至ったとき、カロライ ンはキャディーへ手

紙を送りジェイスンへの償いをする義務のあることを

忘れないようにと連絡をするのであった。カロライン

のコンプソン系に対する反楼は、乙のようにジェイス

ンへの偏愛を助長し、そのジェイスンへの依存はジェ

イスンをしてますますキャディー、クェンティン、ベ

ンジー、ディルシーその他コンプソン家になじむ一切

の者に対し敵意を抱かしめるのである。彼は現在しが

ない商店の店員と して働かなければならない自分の立

場と、ハーバードへ行った兄、酒のために身を滅ぼし

た父とを比較するのであった。

…I never had time to be. I never had time to go 
to Harvard like Quentin or drink myself into 

the ground like Father. I had to work. (P.180) 

こ乙には、時代の潮流にもまれながら傾斜してゆく

コンプソン家の中で、内部分列し、 競合し、 対抗して

ゆこうとする変質したパス コム系の出現を見る乙とが

出来る。

彼にとっては、ジェ フアースンの由緒ある家柄も、

否その家柄故に、母の存命中自分の思うように出来な

い立場の制約を苛立たしくさえ思うのであった。 コン

プソン家の過去の栄光は現在の彼にとってもはや迷惑

以外の何ものでもないのである。

I haven’t got much pride, I can’t afford it 

with a kitchenful of niggers to feed and robbing 

the state asylum of its star freshman. Blood, I 

says, governors and generals. It’s a damn good 

thing we never had any kings and presidents ; 

we’d all be down there at Jackson chasing butter-

flies. (P. 230) 

と乙ろで、父ジェイスン・ コンプソン三世の死後に

残されたコンプソン系の哀れな人々に対するジェイス

ンの処遇を眺めて見ょう。 2年間のうちに引き続いて

おこったクェンティンと父の死は、コンプソン対ノイス

コムの力関係を完全に変え、ジェイスンは残されたコ

ンプソン系に対して、 反感をますます露骨に表現する

のであった。

父の死を新聞の記事で知って急ぎ帰郷したキャディ

ーはそれでも人目をさけて埋葬の日に直接墓地を訪ね

るのであるが、そこでのジェイス ンとの出会いで、彼

女は娘ク ェンティンに一目会わせて呉れるようにと哀

願する。ジェインスは幼いク ェンティンを馬車に乗せ

馬を走らせながら路傍に待つキャディ ーに子供の姿を

見せ、 100ドルの形lζジェインス流の約束を果すので

ある。またキャディ ーから母に内緒で送られるク ェン

ティンへの小切手や手紙類も、ほとんどジェイスンの

手元でくすねられ留保されている。ジェイス ンへの疑

心を抱いてジェフアースンへやってきたキャディーは

じかにジェイスンの店へ立ち寄るのであるが、ジェイ



スンは最後には必ず非情な脅迫てキャディ ーを引き退

らせるのであった。離婚後、コ ンプソン家への出入り

を一切認められていないキャディーが、たった一度、

ディルシーの手引きてベンジーと会った時も、ジェイ

スンは次のように言ってキャディ ーにジェフ アースン

をはなれるように迫るのであった。

So the next time I told her that if she tried 

Dilsey again, Mother was going to fire Dilsey 

and send Ben to Jackson and take Quentin and 

go away. (P. 207) 

ハーパートが約束したジェイスンの銀行就職が、キ

ャディ ーの離婚によって成就しなかった乙とへの恨み

と、コ ンプソン系の人々から蒙った経済的、 精神的労

苦への補償を、彼は今ク ェンティンを人質とし、キ ャ

ディ ーの弱味につけ込んで経済的、精神的搾取を続け

てゆくのである。

1913年、つまり父コンプソンの死んだ翌年、ベンジ

ーが女学生を襲ったという事件の発生を契機と して、

ジェイスンはかねての考え一一ベンジーの去勢をカ ロ

ライ ンの了解も受けないてー断行したのである。そして

彼はキャディー、 クェンティ ン母子についても同様な

処置を連想するのである。それはコンプソン系の断絶

をも望むジェイスンの飽くな乙となき追及の姿勢と言

えるであろう。

I know at least two more that needed some-

thing like that, and one of them not over a mile 

away, either. But then I don’t reckon even that 

would do any good. Like I say once a bitch 

always a bitch. (P. 264) 

このように、 ジェイ スンの自には キャディーもク

ェンティ ンも共にどう しようもない遺伝子を持った

‘bitch’ として映るのであった。そして、 かつてク ェ

ンティ ンがダルト ン・エイ ムズの口から聞いたその言

葉をふたたびジェラルドの口から聞いた瞬間、二人の

像が重ってジェラルドに殴りかかる原因となったので

あるが、乙の‘bitch’という言葉をジェイスンは繰返

すのである。キ ャディーを‘bitch’として取扱われる

ζとに抵抗し、 彼女をダルトン・ エイムズから奪い返

そう と命をかけたク ェンティ ンにくらべ、ジェイスン

は自ら姉のキャディーとその娘ク ェンティンを‘bitch’

として蹴落そうとしているのである。 ととにコンプソ

ン系のクェ ンティ ンと ノイスコ ム系のジェイ スンの意

識にはっきり とした断層を見るととが出来る。ジェイ
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スンがク ェンティンについて“She’stoo much like 

both of them to doubt that.”（P.262）とクェンテ ィ

ンとキャディ ーの近親相姦をカロ ラインにほのめかす

とき、そこにはコンプソン系に対する侮蔑の感情が読

み取られるとともに、パス コムの人間となることを期

待されたク ェンティ ンがやはり コンプソ ン系列の人間

であることを確認した二人の憎しみがこめられている

のではなかろうか。ク ェンティ ンの“明Thydoes he 

treat me like this, Grandmother？” （P. 259）という

悲痛な叫びによっても、カロラ インのジェイスンに対

する信頼を徴塵も揺がす乙とは出来なかった。従って

キャディー、 クェンティンそしてコ ンプソン家の黒人

達に対するジェイスンの卑劣な行為は何等の自尊心も、

誇りも傷つけられることなく際限なく続けられるので

あった。それらは彼のコンプソ ン系の人々に対する復

轡とはいえないであろうか。それはさながら母体を食

い破って生まれ出る一匹の蛇の如くである。

かく して、ジェイスンのますます募りゆく干渉と虐

待は遂にクェンティンの家出を招来する。彼女はジェ

イスンが永年の聞かかって貯めたベッ ドの下の隠し金

7,000ドルを盗んで、赤いネクタ イをしたカーニパノレ

の男と逃げたのである。南部貴族の娘と名もない旅回

りの男、それは親子二代にわたって繰返された転落の

様式であった。

1933年、カロラインの死と同時にジェイスンはかね

ての計画通り、ベンジーをジャツク ソンの収容所へ送

り、同時にディ ルシーを解雇した。 “In 1865, Abe 

Lincoln freed the niggers from the Compsons. In 

1933, Jason Compson freed the Compsons from 
(14) 

the niggers.”というジェイスンの言葉は彼が最も恐

れていたコンプソン系のディルシーに対する最大の皮

肉であったろう。

N 

このようにコンプソン夫妻の聞に潜在していた心理

的断層は、コ ンプソン家に起る事件のたびにその間隙

を拡げ父系、母系の二つの集団の対立関係をますます

浮き彫りに し、 その確執の醜さを増し、 さらにそれは

一家の崩壊に拍車をかけることになった。 キャディー

とジェイス ンに象徴される コンプソン対ノてス コムの対

立関係はク ェンティン、コ ンプソンの死によってジェ

イスンの家長権確立となり、ジェイス ンの復讐へと変

ってゆく。そしてクェンティンの家出によってコ ンプ

ソン家は完全にジェイスンの時代へ移ってしまう。 乙

乙においてコ ンプソン家は精神的にも、社会的にも、

また経済的にも変質し南部貴族としてのコンプソン家
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の解体は完了したと考えてよかろう。

ところで、乙のジェイスンについてフォークナーは

'・・・Jason (who to me represented complete evil. 

He’s the most vicious character in my oipnion I 
(15) 

ever thought of.）”と「長野におけるフォークナ－J

(Faulkner at Nagano, 1956）において語っているの

であるが、 一市井人として見た青年ジェイスンの立場

には同情すべき点も少からず数えられるのではなかろ

うか。

コンプソン家の次男と して生まれたジェイスンは、

兄ク ェンティンの名門ハーバード大学進学とキャディ

ーの華やかな結婚と、 そして父の酒への耽溺に殆んど

消費されたコンプソン家の経済力のため州立大学への

進学も諦らめ、高校卒業後、コ ンプソン家の唯一人の

働き手と してすぐ町の商店員として働かねばならなか

った。若きジェイスンはコンプソン家の重荷一一ヒポ

コンデリアの母親、年老いたディルシーとその家族、

母親キャディ ーに似て行動性のあるクェンティン、そ

して今はゴルフ場となりはてた嘗つてのコンプソン牧

場で 「キキディ ー」 と叫ぶゴルフアー達の声に姉を慕

って泣き続ける白痴ベンジ一一ーを扶養してゆかねば

ならなかった。 34才になった今ても独身生活を続け、

1日10時間の仕事を続けながら、昼食すら外食せず毎

日家へ帰って来るジェイスンなのである。そして乙の

12年間彼の給料は母の名儀ていつも預金されていた。

彼は“…Ihave to work ten hours a day to support 

a kitchenful of niggers in the style they’re accus-

tomed to and send them to the show with every 

other niggers in the country .... " (P. 239）とこぼす

のである。時代の流れに適応出来ないカロラインlζ、

殆んど旧態依然たる生活を送らせるためには、彼は同

年輩の若者達のような楽しみを一切犠牲にしなければ、

ならなかった。若いジェイスンの恋人口 ーレインヌと

いう売笑婦とのお互いに計算された波の立たない関係

は青春の情熱を犠牲にした悲しむべき姿とも言えるの

である。こう したジェイスンが、自分の乙とを少しも

考えてくれなかった父親や、修学の途上挫折して長男

の使命をも果せなかった兄や、婚前の誤ちのため折角

目前にしたジェイスンの就職をふいに してしまった姉

と考えてくるとき、ジェイスンのコンプソン系の人々

に抱く呪岨にも一般的には同情をさそう点のある乙と

は否定出来ない。ジェイスンの生き方には時代の流れ

に余儀なくされた一面があるのであり、ジェイスンの

苦衷、負担、不満が彼に現実に生きる術を教え込んだ

と見る乙とも出来よう。ジェイスンの物の考え方に見

られる合理主義、批判精神はより現代的なものときえ

言えるのである。落ちぶれたコンプソン家である以上、

昔流の生活は出来ない。経済的にも、社会的にも、生

活を変えるのはいわば必然的な事とも言えよう。限り

ある収入を補うために彼は合法的に株に手を出そうと

する。利にさとい商人の感覚、物の不合理を見抜くす

るどい目。誰れをも信じようとせず、また誰れにも頼

ろうと しない強い意地。

それにも拘らず、フォークナーはこのジェイスンを

愚弄する。アールから貰った 2枚のショーのキップを

金を持たないラスターに売りつけよう とする浅ま しい

ジェイスン。クェンティンと赤ネクタイの男を2日間

も尾行し逆に車の空気を抜かれてどじを踏むジェイス

ン。養育費をくすねて蓄えた大金を、当のクェンティ

ンにまんまと盗み取られるジェイスン。それを盗難と

して訴えた治安官からクェンティン家出の責任を詰ら

れ、その金についても嫌疑を抱かれるジェイスン。そ

して二人を追って引き起す力弱き老人との醜い争い。

線路て頭を打って、斧で切られたと錯覚し狼狽するジ

ェイスン。 北部人、ユダヤ人、黒人、農民に極端な偏

見を抱くジェイスン。郵便局員、株の相場師、ベーブ

・ルースに反感を抱くジェイスン。アールに対する反

按。 モーリーに対する不信。虚構の上に築かれたカ ロ

ラインへの親孝行。 ーー乙れ等はすべてジェイスンの

人聞を低俗化し、 彼の人格を郁捻するための小道具の

役割を果しているのである。

ては一体、フォークナーは何故にとうもジェイスン

を愚弄するのであろうか。愛が問題なのである。ジェ

イスンは人を愛する力をすべて喪失した。のみならず、

失われた仕事に執着するあまり薄幸なキャディ ー親子

に対し最後まで敵意を抱き続け、結局二人を不幸に陥

れた張本人として彼を愚弄するのである。ジェイスン

が如何に苦労したかではない。キャディ 一、ク ェンテ

ィンの不幸を導いた人間として彼を弾劾するのである。

それはまた、コンプソン家の斜陽化の中てスノ ープス

と代るととなき役割をはたした人聞に対するフォーク

ナーの反撃でもあろう。メルビン・パックマン（Mel-

vin Backman）は彼の「フォークナー： その主要な

時代」 (Faulkne1司：TheMαjor Years, 1966）の中

てカ ロライン、ジェイスンを愛情の面から考察し次の

ように批評している。

Unable to love, Jason and Mrs. Compson 

have become the antagonists of those who do 

love. They are, so to speak, the negative and 

positive poles of a power for evil: Mrs. Comp-

son fails to provide love, Jason hates. Hate is 
(16) 

the chief source of Jason’s energy. 



またs.フィンケノレスタイン（SidneyFinkelstein) 
も「アメリカ文学に於ける実存主義と疎外J (Exist-

entialism & Alienation in Ameriwn Literature, 

1965）のなかでジェイス ンのスノ ープス化にふれ次の

ように言っている。

The son Jason, who takes over the family 

reins when-the father dies, turns into a hard, 

shrewd, grasping speculator, the oppsite in spirit 

to the gentry. He becomes, spiritually, kin to 
(17) 

the “Sn opes’s.” 

フォークナーはむしろスノープシズムの原型とも言

えるノイス コム意識の人々を最も嫌悪すべき人聞に仕立

てることによって、結果的には、挫折して亡んでいっ

たコンプソンの男達、或は時代の転換期の犠牲者とし

て誤ち、転落し、不幸になっていったコンプソンの哀

しい女達が美化され、彼等がかつて属していた旧体制

下の人間性の昂揚が彊われるという所謂南部神話説の

根拠を提供した乙とになるのではなかろうか。

ジェイ ムズ・ボール ドウィンは『私の名は誰れも知

らない」 (Nobody Knows My Name, 1961）において

フォークナーの南部の取扱いを評し、“He concedes 

the madness and moral wrongness of the South 

but at the same time he raises it to the level of a 

mystique which makes it somehow unjust to dis-

cuss Southern society in the same terms in which 
(13) 

one would discuss any other society.”と述べて

いる。しかし「響きと怒り」の主たる狙いは、心理的

独自という一見反自然主義的傾向を持つ手法をもって

しても、やはり南部貴族の解体のリアリステックな解

ネ斤にあるといえよう。
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清
水
久
八
心
助
興
行
に

ヨ三．
で＝
3三ム

三s.
フ旬

吾一七五＝一八亘一完
E
四
（
〕

」

muオ

」

m
U
ウ

五回

影
清
き
水
に
や
契
る
空
の
月

慶
作
所
に
て

こ
ほ
る
〉
や
花
も
お
し
ま
ん
萩
の
露

平
野
五
郎
左
衛
門
尉
長
時
に
て

誰
を
さ
し
て
ま
ね
く
か
庭
の
花
薄

佐
野
弥
五
作
童
堅
八
月
十
六
日

血
戸
行

今
夜
さ
へ
昨
日
の
月
の
ひ
か
り
か
な

自
に
添
て
み
る
や
千
草
の
花
盛

十
三
夜

心
有
て
ま
た
れ
ぬ
月
の
今
夜
哉

於
八
幡
宮
七
月
七
日
十
百
韻
成
就
ニ

媒
と
成
や
星
合
の
や
ま
と
寄

拙
者
煩
気
為
立
願
平
野
覚
右
衛
門

長
恒
興
行

心
あ
る
や
月
に
遠
さ
か
る
峯
の
雲

大
唐
よ
り
帰
朝
の
人
興
行

月
そ
友
も
と
の
湊
に
泊
り
舟

新
宅
に
て

霧
ま
よ
り
雲
井
に
み
ゆ
る
聾
哉

月
の
内
に
往
来
は
や
す
き
心
か
な

紅
葉
は
の
い
ろ
は
夕
日
も
時
雨
哉

十
五
夜
大
雨
に

歪一
一一
名
の
月
を
ね
た
む
は
雨
の
心
か
な

七
夕
の
会
に

涼
し
き
ゃ
今
日
七
夕
の
わ
た
し
船

熊
本
歴
々
御
方
拙
者
－
一
家
を
造
立

し
給
て
給
候
移
徒
に
皆
々
申
請

一
座
興
行
ニ

（
慶
長
十
四
九
月
廿
五
日
）

諸
人
の
め
く
み
や
千
々
の
宿
の
秋

Z

四一
E

四一
一一

五四四五四五
E
四
十
〈

豆
四
七

五四八
E

四九
E
Z
C
 

五五一霊ニ
吾
首

三E五
三三
三三

」
初
オ

」

鈎

ウ

ヨ三
ヨs:.
フ片

学
林
寺
顕
光
東
堂
和
漢
ニ

一
本
も
木
々
に
ま
さ
れ
る
紅
葉
哉

井
河
宗
為
わ
た
し
ま
し
一
会

（
九
月
廿
一
日
）

霜
八
度
へ

ぬ
へ
き
秋
の
聾
哉

加
藤
清
左
衛
門
尉
三
正
病
患
本
復
ニ

立
願
成
就
と
て
以
竹
所
望

心
地
よ
く
月
も
澄
け
る
御
池
哉

拙
身
中
風
の
時
分
立
願
成
就
と
て

成
満
坊
良
弥
法
印
御
興
行
二
百
韻

幾
秋
か
む
す
ひ
よ
る
へ
の
水
鏡

秋
や
猶
み
と
り
ま
さ
こ
の
庭
の
松

ヨ三
豆三

寸＝
五五八五一完

E
六（）

忽

百
六
十
二
句

五
六
一
更
て
月
さ
や
か
な
れ
と
や
夕
時
雨

五
さ
一
心
有
や
月
出
ぬ
ま
の
一
時
雨

玉
吉
一
冬
は
月
木
聞
に
か
は
る
時
雨
哉

E

六
回
冬
と
そ
と
お
も
ふ
や
月
の
一
時
雨

五
室
散
か
〉
る
紅
葉
を
松
の
し
く
れ
哉

五
六
六
松
風
は
も
み
ち
を
ち
ら
す
時
雨
か
な

五
若
松
か
せ
の
た
え
ま
や
め
く
る
さ
夜
時
雨

五
六
八
松
風
は
山
の
は
の
み
の
時
雨
か
な

E

六
九
心
有
て
月
に
を
く
る
〉
時
雨
哉

豊
後
－
一
御
陣
立
願

行
月
の
光
に
は
る
〉
時
雨
か
な

山
は
雪
ふ
り
わ
く
る
里
の
時
雨
哉

月
み
よ
と
落
葉
に
ゆ
っ
る
時
雨
哉

霜
に
け
さ
み
る
や
木
葉
の
さ
夜
口

竹
の
葉
応
音
の
み
積
る
霞
哉

五
七
（
）
五七一五七ニ毛三

五
七
回

」
引
オ

」

引

ウ
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九
月
九
日
愚
息
顕
元
両
吟

つ
み
た
む
る
袖
や
ま
せ
垣
菊
の
花

落
木
祈
鵡
に

一
枝
は
か
れ
て
も
木
々
や
千
世
の
秋

行
帰
り
み
れ
と
も
あ
か
ぬ
花
野
哉

水
に
月
た
〉
わ
だ
づ
み
の
宮
古
か
な

見
る
か
内
に
移
す
は
月
の
都
哉

廿
三
夜
の
連
寄

四
六
一
月
を
置
て
ま
た
る
〉
雲
の
晴
ま
哉

四
六
ニ
初
秋
も
を
と
は
更
け
り
松
の
風

四
六
一
一
一
秋
か
せ
の
さ
そ
ひ
も
あ
へ
ぬ
一
葉
か
な

四
六
回
松
に
荻
乙
ゑ
を
合
す
る
軒
は
哉

四
六
五
鹿
の
音
や
梢
を
っ
た
ふ
山
あ
ら
し

四
六
六
枯
や
ら
て
虫
の
音
お
し
む
薄
哉

四
六
七
虫
の
音
も
色
あ
る
萩
の
下
は
哉

七
月
廿
五
日
法
楽

梅
も
け
に
好
文
月
の
紅
葉
か
な

愚
拙
病
気
本
復
の
時

雨
は
れ
て
も
と
の
月
み
る
高
根
哉

月
影
を
吹
出
す
竹
の
葉
風
哉

荻
の
葉
に
か
〉
り
て
そ
よ
く
浮
一
操
哉

露
に
心
あ
ひ
宿
り
す
る
花
野
哉

な
ひ
き
合
て
家
ち
を
か
く
す
花
野
哉

九
月
十
三
夜
独
吟

高
き
名
を
又
あ
ら
は
す
や
空
の
月

高
麗
渡
海
立
願
に
所
望

月
に
船
こ
き
出
て
ま
つ
塩
路
哉

蓑
田
信
濃
入
道
栄
貞
追
善

袖
に
ち
れ
無
か
形
見
の
萩
の
露

充
可
追
善

秋
の
夜
も
見
は
て
ぬ
夢
は
浮
世
哉

四五六四一宅四五八四一完四六（）四六八四六九四七（）四七一
回一三
四七一
一一

四七回四七五四七六
回主〕

」

お

ウ

」

お
才

音
せ
ぬ
や

一
葉
を
お
も
ふ
秋
の
風

十
五
夜
の
連
寄

天
の
戸
を
今
夜
ひ
ら
く
や
秋
の
月

月
に
雲
心
に
似
た
る
風
も
か
な

朝
き
り
は
河
門
に
あ
ま
る
煙
か
な

斎
藤
伊
豆
守
帰
朝
に
て
八
月
廿
五
日

四
八
二
萩
か
花
折
か
へ
る
袖
や
こ
ま
錦

四八一
一一
暮
る
と
も
帰
ら
し
と
思
ふ
花
野
か
な

四
八
回
雪
の
夜
も
虫
の
音
し
け
し
秋
の
月

四
八
五
紫
の
玉
の
う
へ
木
か
萩
の
露

四
八
六
汲
袖
や
仙
人
な
ら
し
菊
の
水

亡
父
梅
心
追
善
（
懐
旧
）

四
八
七
い
く
秋
を
経
て
も
忘
ぬ
む
か
し
哉

息
五
左
衛
門
高
周
三
月
十
三
日
死
去

其
年
の
七
月
十
三
日

四
八
八
此
秋
は
お
も
は
す
忍
ふ
昔
か
な

四
八
九
江
を
ひ
ろ
み
月
に
寄
来
る
千
船
哉

宇
土
に
て
嘉
悦
勝
運
興
行

四九
O

遣
水
も
そ
よ
や
浜
へ
の
荻
の
乙
ゑ

延
照
院
頼
賢
法
印
に
て

四
九
一
月
の
う
ち
の
桂
や
木
す
ゑ
峯
の
秘

四
九
二
手
を
ら
し
よ
袖
に
匂
へ
る
菊
の
花

四七八四七九四
八
O
四八一四九一一一

九
月
過
一
一

宇
土
寿
聞
に
て

秋
は
行
に
こ
〉
ろ
は
と
ま
る
宿
り
哉

名
月

み
す
も
あ
ら
す
み
も
せ
ぬ
月
の
今
夜
哉

村
雲
に
出
入
し
け
し
夜
は
の
月

乙
ぼ
る
な
よ
花
乙
そ
手
を
れ
萩
の
露

水
辺
に
て
月
を
み
て
の
会

水
に
す
む
月
に
は
い
と
ふ
山
も
な
し

一
本
の
と
萩
に
乙
も
る
千
種
哉

四九四四九五四九六四九七四九八

」

幻
オ

四九九zcc 
鹿
の
音
を
雲
井
に
さ
そ
ふ
あ
ら
し
哉

虫
の
音
も
な
ひ
く
薄
の
末
葉
哉

等
与
追
善

見
し
人
は
た
〉
夢
露
の
ゆ
く
ゑ
哉

道
は
あ
れ
と
ゆ
く
に
行
れ
ぬ
花
野
哉

萩
の
さ
か
り
な
る
庭
に
て

色
は
い
つ
れ
あ
し
た
タ
の
萩
の
露

散
て
よ
り
ふ
し
糸
な
ら
ぬ
柳
哉

う
す
霧
や
た
〉
草
／
＼
の
花
曇
り

虫
の
音
に
ぬ
る
ま
も
あ
ら
し
萩
か
花

虫
の
音
も
色
に
染
な
す
花
野
か
な

む
し
の
音
も
又
一
く
さ
の
花
野
哉

九
月
九
日
の
会
に

諸
人
の
つ
む
と
も
つ
き
し
薗
の
菊

十
三
夜
本
郷
下
総
介
所
に
て

タ
よ
り
出
て
も
月
は
今
夜
哉

加
藤
喜
太
郎
殿
追
善

な
く
成
を
お
も
へ
は
風
の
紅
葉
哉

（
慶
長
四
年
七
月
十
二
日
）

清
韓
東
堂
和
漢

色
ふ
か
し
千
草
の
中
の
萩
か
花

雲
の
行
月
に
は
な
れ
ぬ
風
も
か
な

了
慶
－
一
千
句
の
連
寄

袖
の
露
は
は
か
な
き
影
の
名
残
哉

大
か
た
に
時
雨
や
お
も
ふ
う
す
紅
葉

散
て
し
も
陰
は
八
千
世
の
柳
哉

松
に
荻
い
つ
れ
か
秋
の
初
嵐

虫
の
音
に
を
く
れ
ぬ
荻
の
そ
よ
き
哉

山
の
端
を
あ
ま
た
に
み
す
る
霧
問
哉

十
五
夜
光
園
寺
法
印
に
て

ま
ち
し
よ
り
み
て
猶
月
は
今
夜
哉

ヨ三 互三
Cコ Cコ五〔）一一一五（〕四五〔）五五（〕六五

（
）七
五（）八五（）九

三三

0 

豆三L主E. ヨ三
五一四五一五五一六五一七五一八五一九

吾
一
。

」

U
ケ

」
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一
九
八

秘
風
を
月
ま
つ
峯
の
き
り
ま
哉

隈
庄
霊
山
寺
に
て
一
会
－
一

道
さ
へ
も
ふ
ま
〉
く
惜
き
花
野
哉

言
の
葉
の
種
よ
り
聞
く
花
野
哉

荻
の
は
の
こ
ゑ
に
花
さ
く
軒
は
哉

九
月
九
日
於
木
原
神
主
会

仙
人
の
手
を
ら
は
た
を
れ
宿
の
菊

萩
か
え
に
並
あ
ま
り
て
や
草
の
露

草
／
＼
の
露
と
は
い
は
し
萩
か
花

乙
ほ
る
〉
や
花
の
お
も
は
ぬ
萩
の
露

虫
の
音
も
い
ろ
な
る
花
の
千
草
哉

朋
友
あ
ま
た
同
心
に
て
花
野
の
会

袖
こ
と
に
か
ほ
り
み
ち
た
る
花
野
哉

松
杉
も
か
た
は
ら
に
成
紅
葉
哉

霧
は
れ
て
タ
に
明
る
外
山
か
な

ち
り
か
〉
る
柳
に
茂
る
草
は
哉

於
隈
本
木
庭
近
江
守
鎮
続

草
／
＼
の
露
や
乙
〉
ろ
を
萩
か
花

今
日
毎
に
み
て
も
見
さ
り
し
花
野
哉

於
海
辺
連
寄

月
澄
て
雁
の
声
そ
ふ
海
へ
哉

大
海
も
霧
ま
は
水
の
細
江
哉

如
来
寺
再
興
ニ

千
世
の
あ
き
並
木
の
松
に
は
て
も
な
し

千
町
田
の
ひ
と
つ
に
な
ひ
く
稲
は
哉

う
す
霧
に
遠
山
な
ら
ぬ
山
も
な
し

千
草
に
も
た
か
言
の
は
そ
萩
の
露

紅
葉
は
も
濁
り
に
し
ま
ぬ
流
か
な

川
音
は
き
り
の
底
な
る
時
雨
哉

め
く
る
ま
や
軒
に
時
雨
る
〉
松
の
風

虫
の
音
に
乱
合
た
る
花
野
か
な

三九九四（〕O
四（）一四（）ニ四（）＝一回（〕四

四
C
Z
四（）六四（）七回（）八四（）九四一。

Eヨ区ヨ四一一一一四一回四一五回一六四一七四一八四一九四ニ（）回ニ一回ニニ

」

nォ

四二一
一一
回二回

菊
植
た
る
所
に
て

一
本
の
陰
さ
へ
ふ
か
し
菊
の
水

雁
な
き
て
明
か
た
さ
む
し
空
の
月

暮
る
ま
で
花
野
に
や
す
ら
ひ
て

秋
の
野
や
乙
〉
ろ
／
＼
の
か
り
枕

回二五回二六回二七回ニ八回二九
四
一吉

田
三
一

嶋
津
中
書
家
久
公
に
て

秋
の
野
や
人
の
心
の
花
さ
か
り

虫
の
音
を
ね
た
む
や
庭
の
荻
の
声

秋
の
田
の
ほ
な
み
の
音
か
湊
風

秋
や
先
宿
り
定
む
る
荻
の
声

鹿
の
音
の
跡
先
に
成
野
風
か
な

行
水
を
た
え
／
＼
に
み
る
霧
間
哉

九
月
九
日
の
会
に

摘
袖
に
千
年
や
包
む
菊
の
花

九
月
十
三
夜
宰
府
に
て

月
今
夜
暮
ぬ
ま
お
し
き
光
哉

朝
霧
を
わ
け
の
ほ
る
道
は
山
も
な
し

月
す
め
と
雲
に
こ
と
は
る
あ
ら
し
哉

嶋
津
義
久
公
御
不
例
の
時
分

相
良
宮
内
少
輔
頼
房
為
御
立
願

一
万
句
御
興
行
に
荻
の
題
を

荻
の
葉
ゃ
あ
さ
夕
風
の
恩
ひ
草

高
瀬
に
て

吹
わ
た
す
秋
の
あ
ら
し
ゃ
高
瀬
舟

薩
摩
衆
吉
松
に
御
陣
の
折
節

歴
々
の
衆
闘
と
り
に
て
月
待
の

夜
興
行

雲
に
吹
て
風
も
月
ま
つ
高
根
哉

松
を
う
へ
し
庭
に
て
数
寄
衆

始
終
与
久
興
行

一
本
や
千
も
と
の
は
し
め
判
官
の
秋

四一ニ一
四三＝一
回
一言
四
一孟四一云〈四一云］四一

一一八
四一完

」

m与
す

」
お
ワ

四回（）

天
河
な
か
れ
て
尽
ぬ
あ
ふ
せ
か
な

あ
る
人
一
周
忌
に

無
か
け
の
う
つ
ろ
ふ
袖
の
露
も
か
な

萩
を
庭
に
植
を
き
し
人
の

身
ま
か
り
し
に

う
へ
置
し
萩
や
昔
を
忍
ふ
草

萩
の
さ
か
り
な
る
宿
に
て

露
も
し
れ
心
に
手
を
る
萩
か
花

嘉
悦
右
京
亮
二
階
に
て
の
会
に

陰
た
か
き
蓑
は
月
の
宮
古
哉

岩
田
式
部
入
道
清
円
追
善
に

過
し
世
を
な
れ
も
語
る
か
荻
の
声

遠
か
ら
ぬ
道
に
も
暮
す
花
野
哉

九
月
九
日
の
連
寄
に

菊
を
お
る
人
に
し
ゆ
っ
れ
千
世
の
秋

流
来
て
水
草
を
染
る
紅
葉
哉

宰
府
天
満
宮
に
て
薩
摩
衆

肥
前
衆
数
寄
の
仁
を
え
ら
ひ

一
会
興
行
有
し
に
（
七
月
廿
五
日
）

梅
は
紅
葉
秘
は
み
と
り
を
姿
哉

= 区ヨ四四一四四三四回目四四五四四六四四七四四八四四九四五（〕四五一

〔
コ
コ
ニ
句
分
、
切
リ
取
リ
〕

四五一

同
苅
茅
の
闘
に
て
俄
に

興
行

か
る
か
や
の
関
戸
は
露
の
乱
哉

同
染
河
の
辺
に
て

心
有
て
染
河
ち
か
き
花
野
か
な

同
箱
崎
に
て

箱
さ
き
ゃ
あ
け
て
も
く
ら
き
松
の
月

同
か
つ
ら
潟
に
て
独
吟

空
の
海
に
つ
〉
く
や
月
の
桂
か
た

四五一一一四五四四一室

」
お
オ
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原
田
万
千
世
殿
追
善

袖
に
ち
れ
世
を
卯
花
の
け
さ
の
露

隔
っ
と
も
よ
り
て
こ
そ
み
め
杜
若

卯
花
や
出
入
わ
か
ぬ
夜
は
の
月

涼
し
き
ゃ
峯
の
松
風
ふ
も
と
河
〔
比
一
旬
、
切
リ
貼
リ
〕

於
八
代
小
路

す
〉
し
さ
や
け
に
宿
／
＼
の
庭
の
松

井
河
長
三
郎
卯
月
廿
一
日
会
－
一

一言ニ

橘
の
五
月
ま
つ
聞
や
千
世
の
宿

一言一
一一
風
の
音
き
か
て
涼
し
き
端
居
哉

三
園
田
夏
の
日
を
い
た
つ
ら
に
な
予
清
水
哉

三
塁
わ
か
世
と
や
月
出
ぬ
ま
に
飛
鐙

（
六
月
廿
五
日
）

拙
身
煩
気
本
復
の
祝
と
て

平
野
五
郎
左
衛
門
尉
長
時
会
ニ

え
に
し
あ
れ
や
文
と
の
宿
の
門
涼
み

あ
ふ
け
猶
乙
と
ふ
き
茂
る
神
の
庭

松
下
弥
平
次
に
て

夏
は
月
ゆ
く
方
ち
か
き
雲
路
哉

草
／
＼
の
露
に
あ
ら
そ
ふ
替
一
か
な

高
瀬
宗
賢
所
望
に

匂
ひ
あ
ら
は
ぬ
る
と
も
い
は
し
梅
雨

け
ふ
乙
と
に
茂
り
て
た
か
し
峯
の
松

以
竹
於
立
田
神
前

茂
り
て
も
道
は
直
な
る
深
山
哉

＝一三七＝一＝一八
三
国
（
〕

区ヨ

」
閉
店
ウ

三四六一言七一言
八
一言九

一E
C

一五一
主豆．

」

m
u
t

手火

百
九
十
六
句

於
八
幡
宮

一言
＝
一
紅
葉
は
や
神
に
時
雨
の
手
向
草

一言四
三
五
五
三一宍一霊七一言八

秋
は
ま
た
荻
の
葉
な
ら
ぬ
風
も
な
し

〔
コ
コ
一
句
分
、
切
リ
取
リ
〕

根
に
か
へ
る
花
か
桜
の
は
つ
も
み
ち

松
に
咲
花
か
木
末
の
蔦
紅
葉

月
に
紅
葉
名
の
み
そ
夜
の
か
ら
錦

天
神
法
楽

紅
葉
は
や
錦
を
し
け
る
神
の
庭

な
く
雁
の
と
ゑ
打
そ
よ
く
芦
へ
哉

松
の
葉
の
数
や
へ
ぬ
へ
き
宿
の
秋

八
月
十
五
夜
於
愚
庵

心
な
く
て
み
る
と
も
月
は
今
夜
哉

荻
原
に
吹
来
て
か
へ
る
風
も
な
し

ち
り
て
名
の
木
々
に
越
け
る
一
葉
哉

於
木
原
天
神
法
楽

紅
葉
し
て
幣
か
く
る
梅
の
井
垣
哉

千
世
を
ふ
る
松
い
く
も
と
か
宿
の
秋

露
よ
り
も
虫
の
音
し
け
き
千
草
哉

咲
さ
か
す
露
は
隔
ぬ
花
野
哉

神
山
光
薗
寺
に
て

晴
て
行
た
か
ね
や
汀
霧
の
海

月
や
た
〉
遠
山
ま
ゅ
の
あ
さ
鏡

四
方
の
秋
を
い
ふ
は
か
り
な
る
一
葉
哉

ち
り
そ
は
ぬ
心
も
ふ
か
き
一
葉
哉

於
宮
内
興
行

千
年
ふ
る
松
に
も
ま
さ
る
一
葉
か
な

筑
前
苅
萱
関
に
て

ち
ら
さ
す
も
た
か
か
る
か
や
そ
け
さ
の
露

秋
寒
み
雲
の
衣
や
か
り
の
声

池
は
月
の
光
に
み
ち
て
水
も
な
し

松
に
月
千
世
の
か
け
す
む
瑚
り
哉

山
の
は
を
月
に
を
し
ふ
る
霧
潤
哉

三一完一三〈（）三六一一宗ニ一宗＝
一
一三（四

一三五一三〈六三六七
五
六
八

三六九三七（）三七一
三
日
三

寸コ一云】四
三
七
五
三七六三七七一毛八

」

ωウ
」

勾

オ

一云元
一夫。
＝一八
一
三八ニ

あ
る
野
寺
に
て

月
を
う
き
タ
は
風
の
葛
葉
か
な

明
ぬ
と
て
月
に
あ
つ
ま
る
光
か
な

影
に
ほ
ふ
月
や
桂
の
花
さ
か
り

月
に
雲
明
ぬ
も
あ
く
る
光
哉

一八三

九
月
十
三
夜
於
花
林
院

誰
た
め
の
今
夜
そ
の
と
れ
秋
の
月

野
遊
の
会
に

秋
の
野
に
を
る
や
五
百
機
か
ら
錦

上
洛
立
願
に

行
月
を
お
も
へ
は
近
き
雲
路
哉

月
見
の
会
に

月
は
た
〉
乙
と
は
の
玉
の
光
り
哉

匂
は
ぬ
も
紅
葉
の
色
や
梅
花

一
八
回

一
八
五一八六一八七一八八一八九

八
月
十
五
夜

今
夜
た
〉
改
ま
る
月
の
宮
古
哉

月
出
る
高
根
は
天
の
岩
戸
哉

田
辺
の
草
庵
に
て

あ
さ
な
／
＼
露
も
ほ
に
出
る
田
面
哉

安
心
懐
旧
に

月
は
た
〉
昔
を
う
っ
す
鏡
か
な

露
こ
と
に
月
の
花
さ
く
千
種
か
な

松
風
の
ゆ
く
ゑ
や
浅
み
霧
の
海

霜
し
ろ
し
け
さ
や
咲
つ
く
花
薄

一完
C

三九一三九二一完一
一一
一完四

一
九
五

萩
あ
る
寺
に
て

萩
か
花
手
を
り
て
を
か
ん
露
も
か
な

石
川
備
後
守
に
て

心
さ
へ
千
々
に
わ
け
行
花
野
哉

八
月
十
五
夜

高
き
名
ゃ
い
は
〉
海
山
秋
の
月

於
隈
圧
甲
斐
常
陸
介
興
行

＝一九六一完七

」

勾

ウ

- 33-

」

幻

オ



87 

無
玉
と
し
れ
は
目
か
れ
ぬ
賛
か
な

河
尻
久
庵
江
辺
に
て

二
七
ニ
茂
り
あ
ひ
て
柳
も
そ
よ
く
芦
へ
哉

ニ
七
一
一
一
夏
山
の
木
す
ゑ
や
天
津
雲
の
染

二
七
四
月
の
雪
に
松
風
寒
み
夏
も
な
し

＝
七
五
風
よ
り
も
涼
し
き
露
の
柳
哉

一
一
七
六
秘
た
て
る
か
け
や
千
年
の
氷
室
山

＝
七
七
風
の
ま
も
す
〉
し
き
松
の
姿
哉

ニ
七
八
影
お
ち
て
な
れ
も
藻
に
住
鍾
哉

ニ
七
九
水
底
に
身
を
し
わ
け
行
鐙
哉

＝八
O

江
の
声
を
茂
り
乙
め
た
る
柳
哉

ニ
八
一
五
月
雨
は
軒
は
に
近
き
雲
井
哉

宇
土
佐
兵
衛
佐
顕
孝
法
楽
作
代

一
一
八
二
わ
か
門
や
た
よ
右
竹
の
千
世
の
陰

ニ
合
一
茂
り
合
て
山
を
瑚
の
並
木
哉

二
八
回
す
〉
し
と
て
浪
や
寄
来
る
岩
根
松

ニ
八
五
秘
風
は
空
に
流
る
〉
泉
か
な

一
一
八
六
す
〉
し
さ
を
山
よ
り
は
と
ふ
流
哉

ニ
八
七
竹
の
葉
の
露
よ
り
し
け
き
盤
哉

ニ
八
八
み
る
ほ
と
や
月
の
桂
の
下
す
〉
み

ニ
八
九
月
に
光
り
消
じ
と
す
た
く
鐙
哉

ニ九
O

春
と
夏
の
さ
か
ひ
に
茂
る
柳
か
な

藤
崎
八
幡
宮
夏
連
菩
濫
鰐

＝
九
一
松
に
藤
あ
ひ
お
も
ふ
枝
の
茂
り
哉

一
一
九
ニ
茂
ら
す
は
春
と
や
い
は
ん
藤
の
花

＝
吉
一
白
雨
に
日
か
け
も
ま
し
る
高
根
哉

ニ
九
四
涼
し
ゃ
と
む
す
ひ
結
は
ぬ
清
水
哉

連
寄
稽
古
始
の
会
に
〔
朱
む
〕
「
木
々
欺
」

言
の
は
を
き
け
と
や
秋
（
木
々
）
の
蝉
の
声

植
て
行
跡
は
千
里
の
早
苗
か
な

病
気
本
復
の
連
歌
に

寸コ一九五一九六

」

M
ウ

」
日
オ

」

行

ウ

ブU
吃コ

袖
の
み
か
心
も
か
ろ
し
朝
涼
み

於
社
頭
法
楽

枝
／
＼
の
わ
か
葉
を
あ
け
の
井
垣
哉

麻
の
葉
や
御
殺
に
流
す
青
和
幣

水
底
も
心
も
清
し
御
寂
河

斎
藤
伊
豆
守
利
宗
帰
朝
立
願
ニ

三O
一
風
を
の
せ
て
涼
し
き
浪
の
舟
路
哉

吉一O
ニ
夏
の
日
を
秋
に
か
へ
た
る
清
水
か
な

一
己
＝
一
茂
あ
ひ
て
流
を
か
く
す
水
草
哉

吉一O
回
す
〉
し
さ
を
あ
つ
め
て
流
す
川
せ
哉

＝
一
c
z
卯
花
や
簸
を
と
ゆ
る
夜
は
の
月

＝一O
六
松
竹
に
こ
、
ふ
ろ
や
わ
く
る
下
涼
み

宗
甫
孫
十
二
に
て
死
去
追
善

人
の
世
や
官
の
ま
に
入
夏
の
月

西
光
寺
了
観
追
善
六
月
六
日

名
号
の
連
寄

三三二二二二
CコプU プ-i..
CコプU r¥. 

Cコ
寸コ

な
と
り
あ
れ
や
西
に
涼
し
き
空
の
月

息
五
左
衛
門
高
周
追
善

ゆ
く
方
に
身
を
し
わ
け
は
や
時
鳥

荻
原
ゃ
ま
だ
来
ぬ
秋
の
初
嵐

門
田
よ
り
う
へ
行
末
は
千
里
哉

祇
薗
法
楽

三
一
ニ
涼
し
き
ゃ
松
風
よ
り
も
岩
ね
水

一
三
一
一
一
千
世
ま
て
と
茂
り
そ
め
た
る
小
松
哉

三
一
回
水
の
音
に
光
り
も
す
〉
し
空
の
月

一
三
一
品
晴
ま
に
や
日
影
も
匂
ふ
梅
雨

轟
御
一
板
連
軍
司

三
二
（
諸
人
の
御
殺
に
よ
と
む
河
せ
哉

三
一
七
揮
は
流
れ
て
清
き
早
苗
哉

端
午
の
会
に

軒
は
に
や
心
を
う
っ
す
菖
蒲
草

Cご〉
r¥. 

三（）九三
一
o
－一一一f、

」
お
オ

」

お

ウ

松
風
の
雨
も
き
ほ
へ
る
五
月
か
な

源
氏
物
語
書
終
祝
の
会
に

三ニ
O

涼
し
き
ゃ
影
を
み
づ
海
の
夕
月
夜

（
秋
）
九
鬼
四
郎
兵
衛
尉
広
隆
七
夕
一
一

ヒ

一
三
二
。
天
河
あ
さ
瀬
も
ふ
か
き
契
哉

端
午
ニ
洪
水
の
時

三
ニ
ニ
心
あ
て
に
苅
や
浪
乙
す
あ
や
め
草

田
辺
庵
室
に
て

一
二
二
三
植
わ
た
し
又
う
へ
初
る
田
面
哉

往
生
院
仏
殿
供
養
に

三
ニ
四
え
に
し
あ
れ
や
来
迎
る
門
涼
み

三二
E

五
月
雨
は
た
〉
一
年
の
日
か
す
哉

一
三
一
六
蝉
の
と
え
中
空
に
き
く
高
根
哉

井
河
金
左
衛
門
尉
宗
為
庭
前
に

梅
の
紅
葉
し
た
る
を
賞
し
て

六
月
廿
六
日
ニ
御
影
ひ
ら
き

一
三
七
来
ぬ
秋
を
い
そ
く
や
梅
の
初
紅
葉

三
二
八
わ
か
竹
と
ひ
と
つ
に
な
ひ
く
柳
哉

（
慶
長
十
一
）

於
高
瀬
多
国
茂
左
衛
門
尉
可
氏
に
て

一
三
九
秘
の
葉
や
茂
る
に
つ
け
て
深
緑

同
所
談
儀
所
快
製
法
印
に
て

三＝一
O

風
に
ち
ら
ぬ
花
を
み
き
り
の
若
葉
哉

同
所
願
行
寺
其
阿
興
行

一
二
一
三
樗
さ
く
か
け
は
雲
ゐ
る
い
ら
か
哉

同
所
紹
堅
に
て
端
午
の
日

三
＝
三
家
ノ
ー
、
の
か
さ
し
ゃ
今
日
の
花
あ
や
め

一三一
一一
茂
り
合
て
下
草
か
乙
ふ
柳
哉

＝
一
＝
一
四
い
つ
よ
り
か
千
し
ほ
に
染
し
夏
木
立

一
ニ
一
言
植
て
行
跡
先
と
を
き
田
面
哉

一
二
一
宗
撫
子
の
花
も
て
つ
〉
む
巌
哉

プU

」
げ
オ

」
口
ウ

~ 32ー

」
臼
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於
高
瀬
大
川
長
老
に
て
和
漢

古
声
を
猶
き
か
ま
ほ
し
社
鴎

井
河
宗
為
公
斎
藤
利
宗
下
川

元
智
来
儀
之
時
興
行

一
声
や
誰
に
も
わ
く
る
時
鳥

ま
つ
宵
の
ふ
く
る
を
し
れ
な
子
規

一
と
ゑ
は
た
か
習
は
し
そ
ほ
と
〉
き
す

浪
の
花
に
咲
そ
ふ
池
の
蓮
か
な

水
に
う
つ
る
か
け
を
蓮
の
下
葉
哉

鳥
羽
玉
の
閣
を
ほ
た
る
の
光
か
な

山
と
を
く
聞
き
へ
涼
し
滝
の
声

夕
顔
は
た
〉
白
露
の
宿
り
哉

於
成
道
寺
和
漢

涼
し
さ
は
い
つ
れ
木
本
岩
清
水

ち
ら
す
な
よ
名
も
常
夏
の
花
の
露

六
月
晦
日

二
三
川
風
や
心
の
ち
り
の
夏
は
ら
へ

一
二
三
夏
の
日
を
へ
た
つ
る
木
々
や
氷
室
守

於
法
泉
寺
替
一
多
池
辺

エ
一
回
影
う
っ
す
露
（
水
）
は
鐙
の
ゆ
か
り
哉

＝
一
軍
風
の
ま
は
露
に
乱
る
〉
ほ
た
る
哉

三
六
涼
し
き
ゃ
撫
と
も
尽
ぬ
岩
清
水

ニ
一
七
雪
も
い
ま
降
か
と
そ
思
ふ
氷
室
山

二
一
八
夕
立
は
た
〉
水
無
月
の
時
雨
か
な

於
神
山
木
本
興
行

三
九
秋
ま
だ
て
扇
を
、
ふ
け
る
木
か
け
哉

ニニ
C

A
寸
と
む
の
秋
や
い
さ
む
石
荻
の
声

エ
三
風
の
を
と
き
か
て
涼
し
き
木
陰
哉

二
ニ
ニ
苅
そ
ふ
る
か
つ
み
も
今
日
ゃ
あ
や
め
草

ニ
ニ
＝
一
露
に
月
秋
を
あ
つ
む
る
早
苗
哉

エ
一
一
回
す
h

し
さ
は
松
一
本
も
深
山
か
な

CコCつ cコcコcコCつにつ cコCコ
ブu f丸寸ゴフ『~ g!;J. 三三二三一一 Cつ

」

H
H
オ

」

uウ
」
ロ
オ

ニニ
E
三六ニニ哲三八

五
月
雨
に
茂
る
は
雲
の
林
か
な

涼
し
さ
は
流
て
尽
ぬ
河
瀬
哉

四
方
山
や
麓
と
な
り
ぬ
雲
の
峯

軒
は
さ
へ
水
筒
る
露
の
あ
や
め
哉

田
辺
に
て
連
寄

わ
か
苗
も
色
つ
く
露
の
夕
日
哉

巌
と
ゃ
な
ら
な
む
さ
〉
れ
石
竹

白
雲
や
よ
そ
め
は
雪
の
氷
室
山

す
〉
し
さ
は
い
く
山
か
け
そ
庭
の
松

蓮
さ
か
り
な
る
所
に
て

池
水
の
葉
の
ほ
る
露
の
蓮
哉

夏
山
の
み
と
り
に
続
く
田
面
哉

茂
る
よ
り
露
も
数
そ
ふ
早
苗
哉

於
西
三
河
守
興
行

今
年
生
の
竹
に
友
な
ふ
小
松
哉

水
乙
え
て
花
の
香
し
つ
む
蓮
哉

秋
の
色
を
わ
き
て
う
か
ふ
る
泉
哉

時
し
ら
ぬ
花
も
有
け
る
若
葉
か
な

於
箱
崎
興
行

ニ四
C

夏
な
か
ら
時
雨
て
さ
む
し
秘
の
風

ニ
四
一
日
か
す
ふ
る
花
や
心
の
ふ
か
み
草

エ
四
ニ
あ
っ
き
日
の
嶋
か
く
れ
行
河
瀬
哉

一
一
雪
一
夏
の
夜
も
ま
た
る
〉
程
や
秋
の
月

ニ
四
回
橘
の
わ
か
世
と
に
ほ
ふ
五
月
哉

こ
四
五
山
さ
む
し
身
は
習
は
し
の
氷
室
守

於
河
尻
興
行

秘
な
ら
ぬ
木
々
も
世
を
へ
ん
若
葉
哉

植
そ
め
て
日
数
か
き
な
る
早
苗
哉

五
月
雨
に
太
山
は
も
と
の
滝
も
な
し

於
芸
州
宮
嶋
田
右
兵
衛
尉
親
尊

涼
し
さ
を
汀
に
よ
せ
ぬ
浪
も
な
し

ニニ九二三（）一一＝一一一一一一一一一一一一云一二三四＝＝玉
エ一宗

＝一三］
二三八ニヨ一九二四十〈ニ四七二四八一四九

」
ロ
ウ

」
臼
オ

二五（）＝z
一
一一五ニ

つ
ま
ノ
＼
を
か
さ
れ
る
軒
の
あ
や
め
哉

す
〉
し
さ
を
の
こ
さ
ぬ
月
の
河
せ
哉

白
浪
の
幣
か
け
そ
ふ
る
御
稜
哉

加
藤
清
左
衛
門
尉
三
正
公
為
会
尺

近
藤
太
兵
衛
尉
正
長
興
行
雄

剖
町
酌
申
候
無
理
承
候
間
上
旬
知
此

問
よ
り
て
契
り
や
結
ふ
岩
清
水

八
幡
宮
夏
連
寄
作
代

紅
葉
せ
よ
木
々
に
時
雨
る
〉
蝉
の
声

松
を
あ
ま
た
植
た
る
所
に
て

一
本
に
茂
る
は
い
く
木
庭
の
松

於
不
動
堂

木
隠
や
替
一
に
ゆ
つ
る
夜
は
の
月

白
雨
に
遣
水
ひ
ろ
き
瑚
か
な

里
／
＼
に
苅
跡
ひ
ろ
き
あ
や
め
哉

橘
は
雨
夜
の
月
の
さ
か
り
哉

う
つ
し
絵
の
木
草
風
ふ
く
扇
か
な

曇
り
日
は
夕
立
雲
の
行
衛
哉

野
山
を
う
つ
し
た
る
庭
に
て

野
も
山
も
ひ
と
つ
枝
葉
の
茂
り
哉

加
藤
肥
後
守
様
御
法
楽
に

君
か
代
の
数
や
千
座
の
御
寂
河

暑
日
や
風
も
と
ひ
よ
る
庭
の
松

夕
立
も
寒
き
太
山
は
時
雨
か
な

幾
年
か
お
な
し
川
せ
の
幣
栽

今
日
毎
に
う
へ
も
尽
き
ぬ
田
面
哉

あ
っ
き
自
に
と
め
来
て
寒
き
河
辺
哉

す
〉
し
さ
や
光
り
に
み
す
る
空
の
月

於
功
徳
池
辺
寺

枝
乙
と
に
玉
を
ぬ
き
と
む
る
樗
哉

霊
蘭
盆
於
長
照
寺

ヨ三豆三．
12'.Q 

ヨ三
ヨ三

ニ一宍二五七一一五八二五九一＝（〔）ニ六一フ『こぎ一三（回二六一品二六六二六七一六八一六九一七（）
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花
に
た
〉
心
の
か
は
る
風
も
か
な

二
三
日
つ
〉
き
て
の
花
見
ニ

今
日
毎
に
見
残
す
花
の
山
路
哉

松
浦
宗
五
郎
所
に
て
南
無
妙
法

蓮
華
経
を
句
の
頭
に
を
き
て

百
韻
所
望
有
し
に

名
高
き
は
御
法
の
華
の
う
へ
木
哉

咲
さ
か
す
人
の
こ
〉
ろ
や
花
の
宿

宇
土
寿
聞
に
て

一回
O

春
こ
と
に
問
ぬ
は
く
や
し
花
の
宿

一
四
一
花
の
色
に
ま
け
て
帰
ら
ぬ
木
陰
哉

一
回
ニ
散
に
し
も
咲
か
へ
る
花
か
人
心

一回
＝一
花
を
〉
き
て
匂
ひ
は
さ
そ
へ
春
の
風

一
四
四
花
を
ふ
か
く
思
は
〉
よ
き
よ
春
の
風

一
望
み
る
程
は
こ
き
花
そ
め
の
心
か
な

（
慶
長
十
二
丁
未
正
月
廿
七
日
）

加
藤
主
計
頭
清
孝
公
九
歳
の
御

時
江
戸
に
て
御
他
界
御
追
善

一
四
六
咲
そ
む
る
花
に
恨
の
あ
ら
し
哉

一
四
七
匂
ひ
を
も
織
そ
ふ
る
花
の
錦
か
な

井
河
金
右
衛
門
尉
宗
為
土
蔵
の

祝
に
興
行

一
四
八
千
世
ま
て
の
春
を
乙
め
を
く
家
居
哉

天
満
宮
に
て

一
四
九
神
や
し
る
名
は
一
夜
松
千
々
の
春

一E
O

ち
ら
す
な
よ
お
な
し
山
風
山
さ
く
ら

一
五
一
梅
か
〉
を
つ
〉
む
に
迫
き
挟
哉

宗
硝
と
両
吟
の
和
漢

一
五
ニ
あ
き
露
を
花
と
も
い
は
ん
柳
哉

一
吾
一
月
に
さ
へ
い
と
は
ぬ
春
の
こ
雨
哉

英
興
道
宗
居
士
追
善

= 
フ『寸コ

一
三
八一zrA

」

8
オ

」

8
ワ

見
し
月
の
光
う
し
な
ふ
霞
哉

春
の
夜
や
明
行
ま
で
の
タ
附
（
月
）
夜

藤
つ
〉
し
心
ひ
と
し
き
さ
か
り
哉

藤
崎
八
幡
佳
例
藤
の
御
連
寄

加
藤
清
正
公
御
作
代

藤
並
の
な
み
に
思
は
ぬ
盛
か
な

同

一
五
八
松
高
し
世
々
に
咲
の
ほ
れ
藤
の
花

一
五
九
誰
染
て
乙
き
紫
そ
藤
の
花

一六
O

藤
か
え
の
な
か
き
日
あ
か
ぬ
盛
哉

一
六
一
藤
か
枝
に
な
ひ
き
随
ふ
柳
か
な

一
六
ニ
松
か
え
に
つ
ら
な
る
藤
の
し
な
ひ
哉

一
六
一
一
一
下
も
え
も
小
松
に
茂
る
春
野
哉

一
六
回
春
の
野
ゃ
な
か
れ
ぬ
水
の
浅
緑

高
麗
渡
海
の
と
き
住
吉
を
夢
に

見
侍
る
と
て
興
行
に

船
出
せ
よ
こ
〉
も
住
吉
の
春
の
海

下
川
又
左
衛
門
尉
元
亜
平
戸
に

逗
留
の
時
分
独
吟
を
送
侍
る
ニ

海
山
の
春
に
行
か
ふ
心
か
な

雪
と
く
る
野
へ
の
小
篠
や
秋
の
露

素
丹
中
風
一
大
事
の
時
千
句

立
願
巻
頭
（
慶
長
十
四
年
三
月
十
六
日
）

老
木
に
も
花
さ
く
春
や
神
慮

一五回一五五ヨ三フ句
三E.
吃コ

フ『
ヨ三

フ『 フ句
寸＝ ァ句

一七八

夏

百
七
十
一
句

一六九
一七〔）

一主

若
葉
に
や
千
年
数
そ
ふ
宿
の
松

橘
は
風
を
あ
つ
む
る
匂
ひ
か
な

山
の
井
は
解
ぬ
乙
ほ
り
か
夏
も
な
し

」

9
オ

一
声
や
こ
b

ろ
を
さ
そ
ふ
郭
公

な
か
ぬ
夜
や
雨
も
お
も
は
ぬ
（
む
）
ほ
と
〉
き
す

一
七
回
音
を
そ
へ
よ
ま
つ
夜
あ
ま
た
の
時
鳥

一
七
五
月
よ
り
も
声
や
さ
や
け
き
時
鳥

一
七
六
雲
に
風
お
も
へ
雨
夜
の
郭
公

一
七
七
誰
た
め
そ
ま
た
し
今
は
の
子
規

一
七
八
契
り
き
や
月
の
入
山
郭
公

一
七
九
一
声
や
ま
た
里
馴
ぬ
ほ
と
〉
き
す

一八
O

名
も
乙
ゑ
も
雲
井
に
高
し
子
規

一
八
一
有
明
の
月
や
面
か
け
ほ
と
〉
き
す

一
八
二
一
声
と
わ
れ
や
は
ま
ち
し
時
鳥

一八一
一一
時
鳥
ま
つ
夜
は
浜
の
真
砂
哉

一
八
回
き
そ
ひ
行
心
や
太
山
ほ
と
〉
き
す

一
八
五
二
戸
ゃ
う
は
の
空
な
る
郭
公

一
八
六
月
を
そ
し
心
く
ら
へ
の
時
鳥

一
八
古
忘
て
は
ま
つ
や
み
な
月
の
子
規

一
八
八
一
乙
ゑ
と
ま
ち
し
や
か
は
る
郭
公

一
八
九
宿
り
か
れ
庭
も
木
し
け
し
時
鳥

一九
O

時
鳥
ま
た
し
と
お
も
ふ
夜
は
も
な
し

一
九
一
時
鳥
心
に
き
か
ぬ
夜
は
も
な
し

一
九
ニ
子
規
乙
と
は
に
あ
か
ぬ
初
音
哉

東
彦
右
衛
門
行
豊
追
善

寸コ せゴ一九一
一一
時
鳥
ゆ
く
ゑ
の
空
を
名
残
哉

一
九
四
え
に
し
あ
れ
や
一
木
の
陰
の
子
規

一
九
五
一
と
ゑ
や
春
の
は
つ
花
ほ
と
〉
き
す

一
九
六
一
声
や
わ
か
ま
た
知
ぬ
ほ
と
〉
き
す

一
九
七
雨
に
な
け
ま
つ
夜
は
知
ぬ
郭
公

一
九
八
時
鳥
わ
れ
の
み
き
か
ん
乙
ゑ
も
か
な

一
九
九
雨
に
い
つ
契
り
初
け
む
郭
公

於
高
瀬
宗
鑑
興
行

誰
も
き
け
木
た
か
く
名
の
る
子
規

一CC

」
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六
九
風
に
よ
る
玉
の
を
長
き
柳
哉

さ

言

の

葉
の
花
は
咲
け
る
柳
哉

七
一
色
を

〉
き
て
花
と
も
い
は
ん
柳
哉

吉
一
下
草
を
し
た
り
柳
の
末
葉
哉

吉
一
春
風
を
み
と
り
に
染
る
柳
か
な

柳
を
槌
た
る
所
に
て

七回

桜
に
も
思
ひ
け
た
れ
ぬ
柳
か
芯

芸

春
な
か
ら
柳
に
茂
る
芦
へ
哉

七六
風
ふ
け
は
糸
あ
そ
ふ
庭
の
柳
哉

七七

露
を
さ
へ
ち
ら
さ
ぬ
風
の
柳
哉

七
八
青
柳
巴
ち
り
か
〉
る
花
や
糸
桜

七
九
春
風
を
む
苧ら
／
＼
に
な
す
柳
哉

パ
O

見
す
は
し
ら
じ
柳
か
枝
の
春
の
風

八
一
乙
ほ
れ
で
も
露
お
も
け
な
る
柳
哉

八
二
水
す
み
て
春
風
し
つ
む
柳
哉

於
法
泉
寺
和
漢
に

八
三
玉
た
れ
を
あ
ら
た
む
る
軒
の
柳
哉

八四

露
は
た
〉
風
に
宿
か
る
柳
か
な

八
五
春
風
の
ゆ
く
方
み
す
る
ゃ
な
き
哉

八
六
下
露
の
木
す
ゑ
を
伝
ふ
柳
か
な

八
七
青
柳
の
糸
く
り
か
く
る
柳

（簸）

哉

ヒ

八
八
糸
す
ち
を
染
わ
く
る
柳
桜
か
な

八九

春
風
の
関
守
と
な
る
柳
か
な

九O

吹
を
と
も
き
か
ぬ
風
み
る
ゃ
な
き
哉

九
一
あ
さ
露
を
花
と
も
い
は
ん
柳
鼓

さ
一
乱
合
て
花
の
香
う
ζ
く
柳
哉

九一
一一
枝
／
＼
に
風
を
わ
け
た
る
柳
か
な

九
四
あ
つ
ま
り
て
静
け
き
風
の
柳
哉

防
州
滝
の
法
泉
寺
に
て

木
陰
行
水
の
ひ
〉
き
や
花
の
滝

有
人
追
善
に

九
五

」

4
オ

」

4
ウ

」

5
オ

お
し
ま
る
〉
時
と
や
散

L
春
の
花

ち
る
花
を
を
の
か
色
な
る
嵐
か
・な

花
を
置
て
霞
に
ふ
か
き
匂
ひ
哉

春
風
も
し
ら
し
こ
と
は
の
花
さ
か
り

峯
延
照
院
医
て

花
み
つ
〉
越
れ
は
た
か
き
峯
も
な
し

ち
り
初
る
木
末
を
花
の
雲
聞
か
な

花
毎
に
心
や
わ
て
る
春
の
か
せ

ち
れ
は
さ
く
花
に
立
か
へ
る
と
〉
ろ
哉

花
乙
と
に
と
ま
る
心
を

L
を
り
哉

散
花
の
す
か
た
を
う
っ
す
乙
蝶
哉

天
神
法
楽

神
や
も
’る
盛
ひ
き

L
き
春
の
花

花
さ
か
り
宮
古
の
外
の
都
か
な

追
善

花
よ
り
も
人
と
い
ひ
し
巷
知
世
哉

面
か
け
の
花
は
常
盤
の
木
末
哉

風
の
ま
は
華
に
立
か
へ
る
匂
ひ
か
な

追
善

花
は
夢

ιだ
へ
る
閣
の
う
つ
〉
哉

二
ニ
己
と
の
は
に
花
を
残
じ
て
花
も
な
し

二
＝一
山
か
せ
を
わ
け
く
る
花
の
匂
ひ
哉

一一回

帰
ら
ぬ
を
お
も
へ
は
花
の
心
哉

花
あ
る
所
夜
会
に

春
の
日
を
今
夜
に
ゆ
っ
れ
花
の
宿

ま
せ
の
内
の
花
を
見
侍
て

心
を
も
垣
乙
む
る
花
の
園
生
哉

ブじブi... ;ti... ブU
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山
／
＼
の
花
も
り
と
成
心
か
な

色
も
か
も
ま
だ
み
ぬ
花
の
盛
哉

花
を
み
る
ほ
と
，は
．我
か
の
心
か
な

一花
巴
風
う
じ
ろ
み
と
成
心
か
な

」

6
オ

於
社
頭

一
三
二
神
や
－
る
風
も
入
た
え
ぬ
花
の
庭

一三一ゴ三

山
に
誰
．
づ
つ
す
宮
古
の
花
盛

一
↓
一
回
花
．の
浪
に
鳥
の
音
う
か
ふ
高
根
哉

河
辺
落
花
・の
比
あ
る
人
興
行
に

一
二
五
花
ち
り
て
洋
L
石
き
流
か
な

和
田
大
膳
亮
宗
氏
一
周
忌
ニ

一二六

昔
お
も
ふ
心
み
え
げ
り
花
の
露

急
閑
宇
土
へ
行
侍
る
と
て
隈
本

府
中
慶
作
所
に
一
宿
し
て

帰
る
さ
に
天
彼
所
に
来
た
り
し

時
の
連
寄
に

一
二
七
心
あ
る
や
行
も
帰
る
も
花
の
宿

宇
土
法
泉
寺
に
て
和
漢
興
行－一

一
ニ
八
花
に
来
て
か
さ
ね
ま
ほ
し
き
日
数
哉

同
真
乗
坊
に
て

一
ニ
九
み
れ
は
み
し
花
に
定
む
る
宿
り
哉

杉
嶋
観
音
寺
立
花
の
座
に
て

一＝一
C

か
め
・
に
さ
す
や
風
に
知
れ
ぬ
花
盛

福
湊
寺
に
一
宿
じ
侍
り
て
の
朝

雨
は
れ
け
れ
は
帰
一
さ
を
急
侍
る
に

し
ゐ
て
一
会
あ
り

b
k

↓一平
一

雨
は
げ
ふ
晴
て
も
い
で
じ
花
の
宿

言
一
ニ
花
に
そ
ヘ
て
と
勺
返
さ
れ
ぬ
心
か
な

連
寄
執
心
の
人
追
善
に

言
の
は
に
名
を
の
こ
す
花
の
朽
木
哉

愚
息
五
左
衛
門
顕
元
三
月
十
三
日

三
十
七
に
て
遠
行
，追
善

散
果
る
花
に
お
と
ろ
く
憂
身
哉

百
一
内
の
音
を
か
す
め
る
花
の
し
を
り
哉

ヨ三 区宮

」

7
オ
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発

抄

百
七
十
一
旬

〔
春
／
句
敏
〕

句i

春

一
一

夜
明
て
去
年
は
千
里
の
心
哉

二
，
今
日
そ
春
先
ひ
と
へ
さ
け
八
重
桜

一一一
一
夜
か
は
か
す
み
一も
去
年
の
隔
か
芯

国
お
も
ひ
立
て
い
〈
か
に
来
し
そ
今
日
の
春

草
年
己
ゆ
る
山
は
守
け
る
関
も
な
し

ホ
色
香
も
や
あ
ら
玉
の
年
の
宿
の
梅

年
の
内
立
春
－
一

七

春
は
去
年
た
ち
え
や
け
さ
の
梅
花

八

一
府
に
さ
へ

日
を
た
か
へ
ぬ
や
今
日
の
春

－
九
一
花
も
し
れ
け
ふ
立
春
に
今
日
の
雨

年
の
内
立
春
－
一

一O

今
日
そ
春
去
年
立
に
し
ゃ
中
宿
り

二

忘

τも
花
さ
き
初
よ
け
ふ
の
春

年
内
立
春

三
去
年
立
し
v

春
か
あ
ら
ぬ
か
今
日
の
春

同

一
＝
一
残
り
て
も
冬
と
や
は
い
は
ん
け
ふ
の
春

宿
毎
に
誰
か
は
わ
く
る
今
日
の
春

木
々
は
あ
れ
と
梅
に
み
え
け
り
け
ふ
の
春

春
た
つ
と
霞
て
出
る
朝
日
か
な

梅
か
〉
や
け
に
わ
か
宿
の
け
ふ
の
春

山
は
雪
空
よ
り
や
た
つ
春
か
す
み

わ
か
宿
や
ゆ
く
て
に
来
ぬ
る
け
ふ
の
春

七
十
九
歳
に
て

若
水
を
む
す
ふ
に
帰
れ
老
の
波

新
年
の
こ
と
は
を
資
む
齢
か
な

一一一一一一プu ／＼.吃コフ句ヨ三匡耳一一 Cコ

素

丹」

1
オ

」

l
q

ひ
っ
し
の
と
し

荒
玉
の
年
は
ひ
っ
し
の
歩
か
な

い
つ
く
に
か
冬
は
帰
り
て
今
日
の
春

八
十
歳
に
て

ニ四

（わ
か
水
を
・
汲
て
も
年
は
八
十
哉

二
五
面
影
の
花
a

は
さ
き
け
り
け
ふ
の
春

二六

・一
む
ら
の
霞
も
け
ふ
や
四
方
の
春

二
七
今
日
や
先
野
山
の
雪
を
花
の
春

二
月
名
に
し
お
ふ
若
菜
や
老
を
忘
草

ニ
九
摘
た
め
ぬ
わ
か
菜
も
お
も
し
袖
の
雪

七
日
の
7

七
日

き
二
道
や
子
日
す
る
野
の
は
つ
若
菜

三
一
色
乙
き
は
匂
ひ
や
染
し
梅
華

一
三
風
に
匂
ひ
ち
J

り
て
も
深
し
梅
花

一
云
一
一
木
に
も
匂
ひ
や
千
々
の
梅
の
花

あ
る
人
追
善
に

一
言
一
一
昌
の
は
の
色
香
や
の
乙
す
梅
花

学
文
初
の
会
に

吉一
五
色
よ
香
よ
ち
へ
ま
さ
る
梅
の
盛
哉

江
辺
に
梅
花
あ
る
所
に
て

＝
一
六
梅
か
〉
に
遠
く
入
江
の
小
舟
哉

＝一七

春
風
に
江
を
わ
た
る
梅
の
匂
ひ
哉

聖
廟
法
楽
に

一
え
陰
高
し
ζ
れ
や
神
代
の
梅
花

一
完
色
よ
香
よ
梅
に
か
よ
へ
宕
花
も
な
じ

斎
藤
伊
豆
守
利
宗
高
麗
よ
り

帰
朝
の
連
寄

－一

さ
か
ふ
る
や
立
か
へ
る
宿
の
梅
花

松
梅
の
え
た
も
て
か
こ
ぶ
軒
端
か
な

法
楽
に

乙
の
花
の
あ
る
し
も
お
な
し
盛
哉

四
（
）四一自

」

2
オ

区宮 gg 巨司 gg gg gg gg 
ブ.. /¥. 寸コ フ匂ヨ三 gg 三三

梅

一
木
わ
け
な
は
千
々
の
に
ほ
ひ
か
な

間
人
に
改
ま
る
梅
の
色
か
哉

秘
に
梅
え
た
う
つ
り
す
る
匂
ひ
か
な

詞
に
も
を
よ
は
ぬ
梅
の
色
香
哉

色
に
香
に
こ
〉
ろ
や
わ
く
る
梅
花

立
乙
め
で
明
ほ
の
お
し
む
霞
か
な

遠
山
は
か
す
み
に
ま
か
ふ
霞
か
な

八
幡
宮
に
て

陰
ふ
か
，L
神
の
井
塘
の
爪
重
霞

出
て
月
あ
ら
は
ず
夜
は
の
霞
哉

遠
山
は
風
に
も
消
ぬ
か
す
み
哉

川
か
せ
に
か
す
み
流
て
’水
ち
な
じ

河
音
の
う
か
ひ
出
た
る
か
す
み
か
な

如
来
：寺
に
て
和
漢
－
一

鐘
は
楼
に
月
よ
り
霞
む
響
哉

か
す
み
よ
り
流
れ
出
た
る
河
瀬
哉

風
の
を
と
も
月
よ
り
霞
む
夕
か
な

五
（
）

豆
一五二五一

一一
五
回

ヨ三 ヨ三一 ヨ三
寸コフ宍 ヨ三

プ＝之 プ＝ミ プ君主 プミ之 ヨ三‘ 三三
三三二三 一一仁コフ＂）.. ／＂χ 

相
官
橋
海
辺
に
て

海
山
の
な
か
め
や
ね
た
む
朝
か
す
み

鷺
の
と
ゑ
ゃ
あ
や
を
る
い
と
さ
く
ら

う
く
ひ
す
の
声
は
み
た
れ
ぬ
柳
哉

鷲
は
み
谷
の
花
の
あ
る
し
か
な

荷
な
ら
ぬ
驚
の
音
も
さ
か
り
哉

鷺
の
は
つ
音
や
け
さ
も
夕
月
夜

下
川
又
左
衛
門
尉
元
亜
病
患
本
復
－
一

伐
に
さ
そ
は
れ
出
る
戸
ほ
そ
哉

う
く
ひ
す
の
声
を
花
な
る
木
陰
哉

春
風
や
ゆ
く
も
帰
る
も
柳
か
け

青
柳
の
ま
ゆ
す
み
け
ふ
る
霞
哉

あ
を
や
き
の
糸
も
て
ゆ
へ
る
鰻
哉

煩
気
快
然
之
連
寄

ニ

六四六五六六六七六八

」

3
方
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翻

『素

丹

発

句

刻
ー

ー

肥

後

連

歌

史

の

う

ち

八
昭
和
何
年
叩
月
却
日
受
理

V
桜

井

素

丹

伝

資

料

棚

町

5か

知

〉
合
唱
冨
昨
日
。
ロ
。
山
口
旦
ω
一
t
句。

HS
旬
。
志
、
（
由
。
。
－
－
0
2
5ロ
丘
町
乱
含
む

〉
回
一
ω
g
q
。
山
河
内
ミ
尚
三
ロ
任
。
司
円
。
〈
山
口

g
丘
町
町
h
。一

向
。
円
白
河
え
2
8
8
g
m
回一。

m
g喜一

s－
ω
Z々
。
同
匂
怠
異
色
凡
判
。

N
S
1
3＝
。

zー

I~ 

め

じ

太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
の
研
究
に
お
い
て
、
御
祈
祷
連
歌
論
と
し
て
の
究
明
よ
り
視
点
を

か
え
、
地
方
連
歌
史
と
い
う
視
点
に
立
つ
と
き
、
宗
祇
と
交
渉
深
か
っ
た
相
良
為
続
よ
り
加

藤
正
方
・
宗
因
ま
で
を
通
観
し
た
肥
後
連
歌
史
の
構
想
が
、
筆
者
の
心
を
ひ
き
つ
け
る
。
阿

蘇
氏
の
連
歌
に
つ
い
て
は
白
石
悌
三
氏
が
「
九
州
の
文
学
阿
蘇
ー
ー
そ
の
風
土
と
文
学
」

（
文
学
語
学
刊
号
）
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
が
、
文
明
年
聞
に
一
日
一
万
句
興
行
の
記

録
を
伝
え
る
菊
池
氏
の
連
歌
や
、
熊
本
市
藤
崎
八
幡
宮
の
藤
連
歌
の
こ
と
な
ど
も
、
ま
だ
連

歌
史
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
。

肥
後
連
歌
史
の
近
世
初
期
に
お
い
て
最
も
興
味
深
い
人
物
は
、
肥
後
国
侍
よ
り
連
歌
師
に

転
身
、
加
藤
清
正
に
仕
え
た
桜
井
素
丹
で
あ
り
、
本
誌
第
二
号
に
紹
介
し
た
木
山
紹
宅
と
同

時
代
、
そ
し
て
極
め
て
類
似
し
た
経
歴
を
持
つ
。
素
丹
に
つ
い
て
は
野
間
光
辰
先
生
が
「
宗

因
と
正
方
同
」
（
国
語
国
文
昭
幻
・
也
）
に
紹
介
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
現
在
最
も
詳
し
い
が

宰
府
と
熊
本
の
ち
ょ
う
ど
中
聞
に
住
む
筆
者
と
し
て
は
、
彼
の
詳
伝
を
目
下
の
課
題
と
し
て

い
る
。
こ
こ
に
素
丹
伝
記
資
料
の
第
一
と
し
て
、
大
阪
天
満
宮
襲
蔵
の
写
本
『
素
丹
発
句
』

八
れ
3
・
m
V全
文
を
翻
刻
す
る
。
野
問
先
生
が
「
三
籍
集
に
つ
い
て
」
（
連
歌
俳
譜
研
究

6
号
）
に
御
紹
介
の
、
宝
暦
十
四
年
四
月
西
山
宗
称
が
向
栄
庵
文
庫
「
什
物
目
録
』
の
う

ち
、
第
九
番
の
棚
中
段
に
『
風
庵
発
句
』
と
な
ら
ん
で
著
録
さ
れ
て
い
る
一
冊
で
あ
る
。

92 

横
本
一
冊
、
タ
テ
約
日
・

5
セ
ン
チ
、

横
約
忽
・

5
セ
ン
チ
。

表
紙
と
も
四
十
丁
の
う

ち
、
墨
付
三
十
八
丁
の
写
本
で
、
後
人
の
手
に
よ
り
外
表
紙
を
附
す
。
原
表
紙
八
犯
ぺ

l
ジ

写
真
参
照

V
に
は
「
素
丹
発
句
」
の
標
題
が
あ
る
が
、
走
り
書
き
で
、
あ
る
い
は
後
人
の
筆

か
と
思
わ
れ
る
。
「
肥
後
園
熊
本
八
代
之
住
人
ト
見
ユ
／
慶
長
年
中
宗
因
ヨ
リ
以
前
－
一
見

ユ
」
の
註
記
、
裏
面
に
「
滋
岡
庫
」
の
印
記
、
墨
付
第
一
丁
表
に
「
肥
州
之
人
／
加
悦
式
部

少
輔
入
道
／
桜
井
素
丹
」
の
貼
り
紙
が
あ
る
。

各
部
の
首
に
記
す
る
句
数
と
、
実
句
数
と
に
は
左
の
相
違
が
あ
る
。

八
春

V

八
夏

V

八
秋

V

八
冬

V

八
計

V

記

事

一

七

一

一

七

一

一

九

六

二

ハ

二

七

0
0

実

句

数

一

六

八

一

八

四

二

O
八

一

四

O

七
0
0

た
だ
し
、
秋
二

O
八
句
は
、
二
ケ
所
三
句
分
の
切
り
取
り
（
三
五
五
八
口
絵
写
真
参
照

V

四
五
0
・
四
五
一
〉
を
含
め
た
句
数
で
あ
る
。
乙
の
切
り
取
り
、
一
三
二
句
自
の
天
河
の
旬

の
上
に
「
秋
」
と
註
記
し
て
ま
た
消
し
て
い
る
乙
と
八
口
絵
写
真
参
照

V
、
各
処
の
年
月
日

の
書
き
入
れ
、
そ
し
て
筆
写
訂
正
の
模
様
な
ど
か
ら
、
編
者
に
よ
る
自
筆
稿
本
で
あ
り
、
あ

る
い
は
素
丹
の
筆
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
比
較
す
べ
き
素
丹
真
蹟
を
未
見
で
あ
る
。

変
体
仮
名
・
片
仮
名
を
平
仮
名
に
、
漢
字
を
当
用
字
体
に
改
め
、
検
出
の
便
の
た
め
に
一

連
番
号
を
附
し
た
ほ
か
は
、
行
う
つ
り
も
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。
（
）
は
書
き
入
れ
。

本
句
集
の
翻
刻
を
許
さ
れ
た
大
阪
天
満
宮
の
寺
井
宮
司
、
調
査
の
お
世
話
に
な
っ
た
同
宮

の
梅
林
権
禰
宜
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
種
々
御
教
示
を
賜
っ
た
野
間
光
辰
先
生
・
島

津
忠
夫
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
（
本
稿
は
昭
和
4
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究

の
一
部
で
あ
る
。
）
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難
義
に
奉
存
候
其
儀
常
々
す
へ
置
申
度
奉
願
候

ハ
、
難
有
可
奉
存
候
以
上

子
三
月
十
八
日

御
寺
務
様
御
内

御
坊
宮
中
／
御
家
老
中

93 

候
為
御
祝
義
上
之

廿
八
日
玉
秘
院
侍
従
参
上

三
月
三
日
宮
仕
能
調
参
上

乞
伺
公
仕
候
由
也

四
日
会
式
中
廻
り
人
之
羽
織
御
挑
灯
弐
張
目
代
よ
り
返
弁

十
八
日
文
子
願
上
差
上
写
如
左

為
御
暇

一
昨
日
御
祝
義
頂
戴
御
礼
也

会
式
も
相
済
候
－
一
付
近
日
勢
州
へ
罷
下
候

被
為

仰
付
被
下
候

文

子

M 

右
之
段
相
願
候
得
共
只
今
迄
無
之
神
前
無
用
之
由
ニ
而
御
許
容
無
之
」

四
月
朔
日
御
発
句
百
韻
連
歌
懐
紙
宮
仕
中
上
之
手
樽
弐
ツ
毘
布

一
折
同
上
之

」

右
御
寺
務
御
記
録
拝
借
之
写
畢

寛
延
二
巳
十
一
月

目
代

〔
以
上
〕

孝

世

（北野天商宮蔵〉

綾子補任状 uヒ野天満宮蔵）
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右
之
通
申
上
候

－一
付
先
年
茂
浄
衣
着
用
仕
相
勤
候
ハ

、

旨
被
仰
付
併
会
式
中
着
用
可
仕
旨
申
渡
ス

廿
三
日
今
度
聖
廟
御
忌
連
歌
執
行
ニ
付
先
例
之
通
当
門
様
御
発
句
頂
戴
仕
万

句
仕
度
由
先
達
而
宮
仕
中
よ
り
内
々
相
願
候

一一
付
今
日
被
下
之
其
御
句
ハ

梅
か
香
を
松
に
し
め
野
や
神
の
庭

ト
也
是
ハ
密
々
風
早
実
種
卿
ヲ
御
頼
被
成
宮
仕
中
へ
被
遺
也

十
年
忌
ノ
時
ハ
良
尚
親
王
被
遊
下
也
其
御
句
ハ

さ
く
花
も
天
満
神
の
光
哉

と
有
之
也
文
目
代
家

－一
而
万
句
仕
候
良
尚
親
王
被
遊
下
也

－一
御
自
筆

－一
被
遊
也

万
木
に
梅
や
初
花
神
の
庭
」

と
有
之
也
則
自
代
家

－一
有
之
也

廿
七
日
今
度
御
忌
会
式
於
北
野
何
事
か
執
行
候
哉

院
へ
被
仰
渡
候
処
則
今
白
書
付
持
参
如
左法

華
奉
納
仕

連
歌
之
義
ハ
」
願
主

妙
蔵
院

玉
松
院

徳
勝
院

挑
万
灯
候
連
歌
之
儀
者
願
主
有
次

目

代
宮
仕
中

宮
仕
中

願
主
」
有
次
第
大
々
神
楽
を

(14.) 

覚

廿
三
日
よ
り
廿
五
日
ま
て
神
供
献
上

有
次
第
興
行
仕
候
由
申
候

朔
日
よ
り
廿
五
日
ま
て
毎
日
献
神
供

第
追
々
執
行
仕
候
由
申
候

朔

日

十

五
日
廿
五
日
大
々
百
味

朔
日
よ
り
廿
五
日
ま
て
毎
日
大
神
楽

御
湯

も
執
行
仕
候
由
申
候

右
此
度
奉
加
を
以
執
行
仕
候
分

94 

一

法

事

朔

日

一

同

一
七
ケ
日
（
自
十
九
日
至
廿
五
日
）

右
働
法
錫
杖
或
唄
散
華
等
執
行
仕
候
以
上

午
正
月

如
先
年
相
勤
可
申
候

＝
月
（
日
不
分
明
）
西
京
神
人
願
申
候
ハ
来
廿
五
日
之
朝
社
頭
広
板
敷

－一
而
奉
幣

仕
候
欺
文
祝
仕
候
鰍
御
供
ヲ
上
申
候
鰍

此
三
色
之
内
仕
」
度
由
申
上
候

色
々
評
議
候
へ
共
先
例
無
之
故
不
成
也

朔
日

今
日
北
野
会
式
開
闘

ニ
付

山
本
大
炊
助
参
ル

一一
日

山
本
大
炊
助
北
野
へ
参
ル

＝
一日

北
野
へ
西
池
和
泉
守
参
ル

四

日

宮

仕
能
歴
子
豊
久
丸
入
工
御
補
任
頂
戴

十
一
日

西
池
和
泉
守
北
野
へ
参
ル

十
四
日
田
中
主
馬
北
野
へ
参
ル

北
野
－
一
て
今
日
御
湯
上
候
節
庭
上

－一
机
ヲ
設
備

神

供

且

文
神
子
真
剣
ヲ
抜
異
形
成
事
共
有
之
由
神
楽
所

ニ
て
半
太
夫
浄
衣

ニ

木
綿
手
栂
ヲ
掛
居
申
候
由
主
馬
見
候
て
帰
ル
」

十
五
日

山
本
大
炊
助
北
野
へ
参
リ
松
林
坊

－一
申
付
候
ハ
此
中
御
湯
上
候
節
庭

上

ニ
設
机
備
神
供

E
又
神
子
真
剣
ヲ
抜
異
形
成
事
共
有
之
由
又
神
楽
所

一一
而

半
太
夫
木
綿
手
櫛
ヲ
掛
居
申
候
御
免
許
も
無
之
所
作
も
無
之
候

一一
掛
申
候
事

無
用

ニ
候
間
今
晩
目
代
亭
江
半
太
夫
呼
寄
右
之
三
ケ
条
無
用

ニ
致
候
様

一一可

申
渡
之
由
松
林
坊

－一
申
合
候
也

十
八
日
西
池
和
泉
守
北
野
へ
参
ル

廿
一
日

千
種
宮
内
卿
北
野
へ
参
ル

廿
二
日

田
中
主
馬
北
野
へ
参
ル

廿
四
日
西
池
和
泉
守
北
野
へ
参
ル」

廿
五
日
北
野
江
千
種
宮
内
卿
西
池
和
泉
守
被
遣
御
奉
納
金
子
五
百
疋
目
代
へ
納

御
家
中
よ
り

ハ
三
貫
文
遣
也
坊
宮
家
老
よ
り
五
百
ッ
、
也

廿
六
日
松
梅
院
参
上
会
式
相
済
候
御
届
也

徳
勝
院
参
上
会
式
相
済
候

一一
付
御
菓
子
一
箱
献
之

妙
蔵
院
参
上
同
断
杉
折
献
之

宮
仕
惣
代
両
人
参
上
同
断
羊
美
廿
梓
献
之

御
菓
子
袋

一
折
文
子
献
之

会
式
首
尾
好
相
済
候
為
御
祝
義

一
社
中
江
赤
飯
（
荷
桶
一
荷
）
杉
折
（
三
重
煮

染

一
組
）
御
樽
二
何
被
下
之
目
代
迄
為
持
遣
」

廿
七
日
秘
梅
院
徳
勝
院
宮
仕
惣
代
参
上
昨
日
御
祝
儀
頂
戴
御
礼
也
目
代
松

林
坊
参
上
御
祈
薦
之
札
御
供
物
上
之
く
わ
へ
一
折
薯
讃
一
折
会
式
相
済

先
年
七
百
五

其
御
句
ハ
短
尺

書
付
上
候
様

先
達
而
松
梅

同桐
官
断中

松
梅
院

-25「
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目
代
書
付
如
左

指
上
ケ
申
口
上
之
覚

〔

ωト
ホ
ボ
同
文
－
一
ツ
キ
略
ス
〕

L-

文
子
書
付
如
左

差
上
申
口
上
書

〔

ωト
ホ
ボ
同
文
－
一
ツ
キ
略
ス
〕

L-

旧
例
書
如
左

七
百
五
＋
年
御
忌
之
時
相
勤
候
覚

廿
二
日
来
ル
午
年
天
神
八
百
年
御
忌
奉
加
之
義

条
相
済
候
由
則
公
儀
江
差
出
候
口
上
書
之
写
共

文
子
差
上
ル

桐
官
書
付
如
左

。。

乍
恐
言
上

来
ル
午
年
北
野
天
満
宮
八
百
年
御
忌
ニ
付

候
執
行
之
趣
者
」

法
華
経
奉
納

連

歌

大
…々
御
神
供

右
之
通
戸
一
御
座
候
間

奉

存

候

以
上

庚
辰
二
月
廿
一
日 御
断
申
上
候
条北

野
洞
官

同同

御
奉
行
所

宮
仕
書
付
如
左

〔

ωト
ホ
ボ
同
文
－
一
ツ
キ
略
ス
〕
」

公
儀
へ
も
相
願
候
処
無
別

桐

宮

中

宮

仕

中

目

代

如
先
例
以
檀
縁
奉
加
仕
度
奉
存

被
為
聞
召
分
被
下
候
ハ
者

恭
可

妙
蔵
院

玉
松
院

徳
勝
院

'--

(1~ 

乍
恐
言
上

来
ル
午
年
天
神
八
百
年
御
忌

ニ
付

節
相
勤
可
申
趣
者

連
歌
（
万
句
）

御
神
供
（
大
々
百
味
）
灯
明
（
多
少
ハ
奉
加
寄
次
第
相
勤
可

申
奉
存
候
）

右
之
灯
明
之
義
ハ
社
遠
く
と
も
し
尤
火
用
心
堅
慎
可
申
候
猶
以
及
其
刻

何
事
を
も
可
奉
窺
候
比
段
被
為
聞
召
上
被
下
候
ハ
、
難
有
可
奉
存
候
己
上

辰

二

月

廿

一

日

北

野

宮

仕

中

」

如
先
例
以
日
一
縁
奉
加
仕
度
奉
存
候

主
（

目
代
書
付
写
如
左

乍
恐
言
上

〔
の
ト
ホ

ボ
同
文
－
一
ツ
キ
略
ス
〕

L-

文
子
書
付
之
写
如
左

差
上
申
口
上
書

- ,24ー

〔

ωト
ホ
ボ
同
文
ニ
ツ
キ
略
ス
〕

」ー

元
禄
十
五
年
午
正
月
廿
一
日

当
年
聖
廟
八
百
年
忌
ニ
付
去
々
年
よ
り
公
儀
江
も
其
段
申
入
方
々
奉
加
を
も

仕
也
則
当
月
十
八
日
又
公
儀
江
申
入
候
処
今
日
社
中
被
呼
候
て
先
例
之

通
可
相
勤
之
由
被
仰
渡
候
也

廿
二
日
今
度
天
満
宮
御
忌
会
式
ニ
付

文
子
願
書
差
上
写
如
左

M 

覚

今
度
之
神
事
先
規
之
通
諸
事
本
式
－
一
執
行
仕
候
－
一
付
祢
宜
役
之
者
任
其
式

法
浄
衣
着
用
仕
候
併
近
来
ケ
様
之
」
神
事
稀
々
ニ
而
中
絶
仕
候
間
御

断
申
上
候
以
上

午
正
月
廿
二
日

御
寺
務
様
御
内

御
坊
宮
中

御
家
老
中

文

子



右
之
御
返
事
尤
ニ
思
召
候
御
年
忌
之
間
ハ
御
断
申
上
侯
事
御
免
被
遊
候

年
忌
過
候
ハ
、
急
度
前
方
之
通
ニ
慎
可
申
候
由
申
渡
ス
也

御4

同
十
三
日
能
楽
能
什
両
人
来
ル
口
上
今
度
妙
蔵
院
方
－
一
板
木
や
勘
兵
衛
と

申
者
ヲ
家
来
分
－
一
被
致
奉
加
杯
ヲ
被
勧
候
」
由
ニ
候
文
御
年
忌
－
一
付
宮
仕

能
松
江
戸
へ
罷
下
り
候
道
中
宿
々
ニ
奉
加
帳
ヲ
指
お
き
通
り
可
申
由
也
中
／
＼

成
申
間
敷
候
由
申
渡
ス
ニ
付
妙
蔵
院
へ
も
右
之
様
被
成
候
事
－
一
候
間
不
苦
儀

と
存
候
得
共
無
用
と
御
申
付
候
上
者
少
も
／
＼
仕
間
敷
候
由
也
右
勘
兵
衛

と
申
者
ハ
第
一
悪
敷
者
－
一
候
世
流
風
有
之
者
也

十
四
日
之
晩
年
預
能
観
方
一
一
て
寄
合

徳

勝

院

目

代

友

世

周

世

能

順

能

東

能

観

常

円

能

実

常

久

能

通

右
之
衆
中
寄
合
と
か
く
妙
蔵
院
方
－
一
あ
し
き
」
勘
兵
衛
ヲ
家
来
－
一
被
致
候
事
心

得
か
た
く
候
間
徳
勝
院
妙
蔵
院
へ
御
出
内
意
御
申
入
可
然
と
て
則
徳
勝

院
妙
蔵
院
へ
被
参
（
勘
兵
衛
御
か
〉
へ
被
成
候
事
い
か
〉
ニ
候
間
御
無
用

－
一
可
被
成
候
と
御
申
候
）
処
－
一
様
々
有
之
候
追
付
徳
勝
院
寄
合
所
へ
被
帰
候

追
付
其
跡
へ
妙
蔵
院
家
来
甚
七
と
申
者
来
ル
妙
蔵
院
口
上
只
今
徳
勝
院
御
出

御
申
候
者
勘
兵
衛
儀
（
あ
し
き
者
－
一
候
間
）
家
来
一
一
仕
方
々
奉
加
仕
候
事
如
何

ニ

候

無
御
用
之
旨
御
申
候
如
何
様
儀

－
一
候
哉
此
方
一
一
ハ
勘
兵
衛
儀
忠
之
者

と
存
候
－
一
付
家
来
－
一
仕
方
々
へ
使
者
等
－
一
遣
シ
申
候
無
用
と
候
御
気
毒

－
一
存
候
由
也
此
方
よ
り
申
分
尤
一
一
候
併
最
前
西
京
よ
り
国
々
へ
礼
ヲ
う
り
度
」

と
て
願
御
座
候
節
尤
勘
兵
衛
知
せ
申
候
得
者
西
京
ヲ
や
め
さ
せ
勘
兵
衛
徳

分
ニ
可
仕
与
催
た
て
申
候
勘
兵
衛
－
一
候
尤
知
せ
申
候
処
ハ
忠
の
様
－
一
き
こ
へ

申
候
得
共
忠
と
は
申
か
た
く
と
段
々
使
甚
七
一
一
申
き
か
せ
候
処
－
一
能
々
合

点
仕
候
方
々
へ
使
者
一
一
て
遣
シ
候
事
ハ
い
か
〉
と
申
候
外
之
者
ニ
て
御
や
り

候
事
不
苦
儀
ニ
候
然
者
先
々
ニ
永
々
逗
留
仕
か
と

f
＼
勧
進
ハ
成
申
間
敷
候

何
事
も
随
分
／
＼
御
慎
被
成
御
勤
可
然
旨
申
渡
ス
也

96 

三
月
十
四
日
よ
り
何
茂
奉
加
帳
出
シ
初
候
也

今
日
江
戸
へ
罷
下
り
申
候
也
〔
以
上
〕

能
音
三
人

宮
仕
随
林

目旨
松

八
資
料

mv

〔
表
紙
〕

御
寺
務
御
記
録
之
写

天

満

宮

八

元
禄
十
三
年
よ
り
十
五
年
ニ
至

北
野
天
満
宮
蔵
岳
写
本
一
冊
。

巻
末
一
一
年
次
・
筆
者
名
ア
リ
。

百

年

御

忌

元
禄
十
三
庚
辰
年

一一
月
九
日
来
ル
午
年
天
神
八
百
年
御
忌
一
一付

桐

宮

中

宮

仕

中

目

代

友

世
女
子

旧
例
之
通
奉
加
仕
先
例
相
勤
候
儀
共
此
度
も
其
通
ニ
相
勤
申
度
之
由
以
口

上
書
此
間
御
願
申
上
候
ニ
付
先
例
有
之
事

－
一
候
間
相
勤
可
申
之
由
被
仰
出

候
故
則
申
渡
候
也

桐
宮
中
口
上
書
如
左

口
上
之
覚

来
ル
午
年
当
社
八
百
年
御
忌

一一付

奉
存
候
執
行
之
趣

ニ
者

法
華
経
奉
納

連

歌
大
々
御
神
供

右
之
通
ニ
市
御
座
候
間

辰
二
月

御
寺
務
様
御
内

御
坊
宮
中

御
家
老
中

M 

宮
仕
書
付
如
左

口

上

如
先
例
以

E
縁
」
諸
方
奉
加
仕
度

御
前
可
然
様
－
一御
取
成
奉
願
候
以
上

北

野

桐

官

妙

蔵

院

同

玉

松

院

同

徳

勝

院

〔

ωト
小
異
ア
ル
モ
、
ホ
ボ
同
文
－
一
ツ
キ
略
ス
〕

L__ 
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椅
宮
中
へ
も
目
代
被
参
無
別
条
候
間
勝
手
－
一
奉
加
可
」
被
致
候
旨
申
渡
ス
也

桐
宮
中
宮
仕
中
へ
今
度
御
年
忌
－
一
付
文
子
奉
加
之
儀
願
候
一
社
中
別
条
無
之

候
ハ
、
可
被
仰
付
候
子
細
有
之
候
ハ
、
子
細
之
段
可
聞
候
旨
也
則
相
尋
候

処
ニ
一
社
中
別
条
無
之
旨
ニ
付
則
文
子
呼
一
一
遣
シ
参
候
－
一
付
申
渡
ス
覚

今
度
御
年
忌
一
一
付
奉
加
仕
度
旨
願
之
段
書
付
之
趣
分
明
ニ
無
之
候
併
一
社
中

へ
御
尋
被
成
候
処
ニ
一
社
中
共
ニ
別
条
無
之
旨
ニ
付
御
免
被
成
候
間
左
様

ニ
相
心
得
諸
事
慎
相
勤
可
申
旨
申
渡
ス

一
一
月
十
日
ニ
目
代
方
ニ
て
一
社
寄
合
桐
官
ノ
中
妙
蔵
院
禅
径
同
子
梅
禅
徳

勝
院
禅
哲
玉
松
院
ハ
不
参
宮
仕
よ
り
能
東
能
観
能
実
能
什
常
久

能
楽
能
範
相
談
来
ル
廿
一
日
吉
田
ニ
候
間
公
儀
へ
申
上
可
然
旨
相
談

同
日
一
社
中
よ
り
御
請
文
者
為
御
礼
松
林
坊
一
乗
寺
へ
参
ル

一
一
月
十
九
日
妙
蔵
院
ニ
テ
寄
合
有
之
来
ル
廿
一
日
公
儀
へ
御
断
一
一
罷
出
可
然

旨
ノ
相
談
口
上
書
等
ノ
相
談
有
之
玉
松
院
徳
勝
院
友
世
松
林
坊
能

東

能

観

能

実

能

也

能

楽

常

久

能

什

右

之

衆

中

寄

合

被

参

候

振

廻
有
之

一
一
月
廿
一
日
公
儀
へ
出
ル
衆
中
妙
蔵
院
代
梅
禅
玉
松
院
瑞
禅
徳
勝
院
禅

哲
松
林
坊
周
世
宮
仕
代
能
楽
能
通
文
子
半
太
夫
」
右
之
衆
中
書
付
差

上
ケ
申
候
処
－
一
両
町
奉
行
滝
川
丹
後
守
殿
水
野
信
濃
守
殿
御
立
合
ニ
て
首

尾
能
被
仰
付
候
也

松
梅
院
ハ
奉
加
不
被
致
候
得
共

出
被
申
候

何
茂
書
付

、‘．J
円
，

a
r
・、

乍
恐
言
上

来
ル
午
年
北
野
天
満
宮
八
百
年
御
忌
ニ
付

候
意
趣
ハ

一
万
句
之
連
歌

大
々
御
百
味
之
御
神
く
う

灯
明
（
但
灯
明
之
員
数
ハ
可
応
奉
加
之
多
少
候
）

右
御
灯
明
ハ
社
遠
と
も
し
尤
火
之
用
心
堅
相
慎
可
申
候

事
も
可
奉
相
窺
候

右
之
趣
被
為
聞
召
上
被
下
候
ハ
、
難
有
可
奉
存
候

辰

二

月

廿

一

日

北

野

宮

目

代

写

如
先
例
以
檀
縁
奉
加
仕
度
奉
存

猶
以
及
其
刻
何

以
上
松
林
坊

εロ

御
奉
行
様

文
子
写

(8) 

差
上
ケ
申
口
上
書

来
ル
壬
午
年
北
野
天
満
宮
八
百
年
御
忌
ニ
付

其
節
執
行
之
趣
ハ

一
太
神
楽
座
数
多
少
之
儀
者
奉
加
寄
次
第
二
仕
度
候

一

御

湯

同

断

右
之
通
ニ
而
御
座
候
問
御
断
申
上
候

難
有
可
奉
存
候
以
上

元
禄
十
三
年
辰
二
月
廿
一
日

御
奉
行
様

文

子

如
先
例
奉
加
仕
度
奉
存
候

此
段
被
為
聞
召
上
被
下
候
ハ

北
野
神
子

桐
宮
衆
口
上
之
写

辰
三
月
二
日
ニ
能
楽
来
リ
被
申
ハ
惣
別
宮
仕
他
国
仕
候
刻
ハ
御
寺
務
様
へ
御

断
申
上
候
御
事
－
一
候
然
ハ
今
度
御
年
忌
－
一
付
奉
加
仕
候
故
彼
是
他
国
仕
候

た
と
へ
ハ
今
日
近
江
へ
参
り
明
日
帰
り
候
て
文
丹
後
丹
波
な
と
へ
参
候
事
一
一

御
さ
候
就
夫
御
年
忌
奉
加
仕
候
内
ハ
他
国
御
断
申
上
候
事
御
用
捨
被
下
」
候

様
ニ
宮
仕
中
奉
願
候
其
段
可
然
申
上
く
れ
候
へ
の
由
ニ
候
目
代
友
世
返
事
－
一

口
上
書
被
仕
侯
て
被
指
上
可
然
候
旨
申
渡
ス
能
楽
罷
帰
頓
而
能
黙
持
参
ス

(9) 

上

口

今
度
奉
加
之
義
－
一
付
致
他
国
候
者
多
可
有
御
座
奉
存
候
就
夫
奉
加
仕
候
内

ハ
他
国
へ
参
候
御
断
之
義
御
宥
免
被
下
候
者
恭
可
奉
存
候
尤
奉
加
之

義
相
済
申
候
以
後
ハ
前
々
之
通
御
断
可
申
上
候
以
上

辰

三

月

三

日

宮

仕

年

寄

中

御

寺

務

様

御

内

評

議

中

御
坊
宮
中

御
家
老
中

L-

- 22 -
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年
忌
之
古
例
御
座
侯
旨

也

左

候

ハ

、

旧

例
御
座
侯
間

申
度
と
の
口
上
書
指
上
ケ
申
候
様
－
一
と
申
渡
ス
也

一
一
月
四
日
ノ
朝

御
子
半
太
夫
来
ル

口
上
書
持
参
ス

今
度
も
以
旧
例
相
勤

写

(3) 

差
上
申
口
上
書

来
ル
壬

午

年

当

社

八

百

年
御
忌
之
節

大
神
楽
御
湯
等
」
差
上
ケ
度
奉

存
候
，ニ

付

先
例
之

通

諸

方

へ
奉
加
仕

其

助

力

ヲ

以

右

之
儀
相
勤
度

奉
願
候
被
為
仰
付
被
下
候
者
難
有
可
奉
存
候
以
上

元
禄
十

三

年

辰

ノ

二

月

四

日

女

御
寺
務
様
御
内

御
坊
宮
中

御
家
老
中

子

右
一
乗
寺
へ
上
ケ
候
尤
文
半
太
夫
も
召
連
候
也
松
林
坊
参
ル

同
日

徳
勝
院
妙
蔵
院
玉
秘
院
よ
り
奉
加
之
願
書

一
乗
寺
へ
上
ル

写

(4) 

口
上
之
覚

来

ル

午

年

当

社

八
百
年
聖
忌

ニ
市
御
座
候

－一
付
如
先
例
以
日
一
縁
諸
方

へ
奉
加
仕
度
奉
存
候

－一
付
如
此
以
書
付
御
願
申
上
候
間
御
前
可
然
様
ニ

御
取
成
奉
頼
候
」
以
上

辰
二
月
三
日

御
寺
務
様
御
内

御
坊
宮
中

御
家
老
中

北
野
桐
官

同同

妙
蔵
院

玉
秘
院

徳
勝
院

右
之
両
通
指
上
ケ
申
候
処

ニ

請
取
申
候
旨

也

則

桐
宮
中
へ
ハ
西
池
和
泉
守
逢

被
申
候
也

綾
子
ノ
事
先
例
有
之
旨

左
候
ハ
、
旧
例
ノ
勤
方
以
書
付
ヲ
申
上

候
様
一
一
と
被
仰
付
候
也

松
梅
院
よ
り
之
御
返
事

今
度
御
年
忌
之
節
此
方
之
儀
ハ
奉
加
仕
間
敷
候
聞

と
の
口
上
也

左
様
御
心
得
被
下
候
様

一一
月
五
日

御
子

半
太
夫
書
付
持
参
之
写

(5) 

七
百
五
拾
年
御
思
之
時
相
勤
候
覚

一
一
月
朔
日
よ
り
同
廿
五
日
迄
毎
日
」
大
神
楽
一
座
御
湯
壱
釜
ツ
＼
差
上
申

候
此
度
茂
右
之
通

ニ
相
勤
度
願

ニ
御
座
候
得
共
奉
加
よ
り
之
多
少
難
計

候

ニ
付
座
数
之
義
如
何
程
共
憧

－一
難

申

候

以
上

元
禄
十
三
年
辰
二
月
五
日

御
寺
務
様
御
内

御
坊
宮
中

御
家
老
中

女

子

右
受
取
二
月
六
日

一二

乗
寺
へ
使

ニ

τ上
ル

目
代
よ
り
之
願
書
二
月
六
日
ニ
使
一
一
て
上
ル

写

(6) 

指
上
申
口
上
之
覚

来
ル
午
年
天
神
八
百
年
尊
忌

ニ
而
御
座
候

－一
付

仕
度
奉
存
候
意
趣
ハ

御
神
供

連

歌
灯

明
右
之
通
被
為
仰
付
候
節

辰
二
月
五
日

御
寺
務
様
御
内

御
坊
宮
中

御
家
老
中

ー21一

如
旧
例
以
日
一
縁
奉
加

l_ 

万
端
慎
之
相
勤
可
申
候
以
上

北
野
目
代
友

世

同
月
九
日

ニ
松
林
坊
一
乗
寺
へ
参
ル
宮
仕
よ
り
能
楽

寺

ニ
て
山
本
大
炊
助
殿
御
逢
被
仰
渡
候
趣

今
度
天
神
御
八
百
年
忌

ニ
付
旧
例
之
通
以
旦
縁
奉
加
願
之
儀
尤

ニ
存
候

申
上
候
処

－一
無
別
儀
思
召
候
間
勝
手
次
第

ニ
奉
加
可
仕
候
旨
被
仰
出
候
其
通

何
茂
可
被
心
得
候
随
分
／
＼
諸
事
慎

云
分
無
之
様
－
一
可
被
致
候

能
玉
参
上
也

則

一
乗
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過
ニ
可
然
申
候
得
共
何
と
そ
申
上
度
旨
也

代
計
参
可
申
上
之
旨
申
渡
ス

左
候
ハ
、

先
御
内
証

一一て

同
十
二
日
ニ
目
代
松
林
坊

一
乗
寺
へ
参
家
老
衆
へ
申
候
ハ
宮
仕
中
よ
り
申

上
候
尤
近
日
表
向
ニ
テ
可
申
上
候
得
共
先
御
内
意
申
上
候
来
ル
午
年

天
神
久
百
年
御
忌

ニ
て
御
座
候

先

例
之
」
通
以
旦
縁
奉
加
可
仕
候
旨
也

家
老

衆
被
申
候
ハ
桐
宮
中
ハ
如
何
被
致
候
哉
と
の
事

－一候
・
其
段
不
存
候
と
申
候
得

共
目
代
一
一
桐
宮
中
へ
参

今

度

尊

神

八
百
年
忌
一
一
付
奉
加
被
成
候
哉
・
如

何
宮
仕
中
よ
り
御
内
意
申
上
候
と
申
候
得
者
松
梅
院
申
分

此
方
奉
加
可
仕
も

仕
間
敷
も
い
ま
た
知
不
申
候
近
日
相
談
仕
可
申
と
の
事
也
妙
蔵
院
へ
参
候
得

者
申
分

桐
宮
中
相
談
可
仕
と
の
事
也

徳
勝
院
へ
参
候
得
者
妙
蔵
院
奉
加
被

致
候
ハ
、
此
方

－一
も
可
仕
候
妙
蔵
院
不
被
致
候
ハ
、
仕
間
敷
と
の
事
也

正
月
廿
二
日
ニ
宮
仕
年
預
能
観
へ
何
茂
寄
合
相
談
有
之
連
衆

目
代

友

世

松

林

坊

宮

仕

能

順

能

東

能

観

能

実

常

久

能

楽

能

什

能

通

能

竹

也

相

談
之
上

今

一
往
桐
官
申
へ
使
遣
シ
相
尋
可
然
－
一
て
則
」
能
通
能
竹
両

人

秘

梅
院
妙
蔵
院
徳
勝
院
へ
参
候
処

ニ

先
達
市
松
林
坊
へ
被
申
候
通
也

正
月
廿
六
日
宮
仕
中
よ
り
表
向
ニ
テ
御
門
主
へ
申
上
ル
則
能
実
能
通
参

松
林
坊
同
道
也

口
上
書
之
写

）
 

a
冒‘，．
f

・、

口

上

来

午

年

尊

神

八
百
年
御
忌
相
勤
申
候
－
一
付

奉
存
候
意
趣
ハ

御
神
供
大
々
百
味

連

歌

万

句

灯
明
多
少
ハ
奉
加
寄
次
第
相
勤
可
申
奉
存
候

右
灯
明
之
事
尤
火
用
心
別
而
慎
可
申
候
及
其
刻
重
而
御
断
可
申
上
候

此
趣
公
儀
へ
も
可
申
上
奉

存

候

以
上

辰
正
月
廿
六
日

御
寺
務
様
御
内

御
坊
官
中

御
家
老
中

如
先
例
以
旦
縁
奉
加
可
仕

宮
仕
中

目
L_  

書
付
請
取
申
候
間

右
之
書
付
指
上
ケ
申
候
処

－一
家
老
衆
被
申
侯
者

シ
申
様
－
一
と
の
刑
事
脱
刀
〕
也

廿
七
日
ム
一外
御
用
有
之
参
候
処

ニ

家
老
衆
被
申
候
ハ

く

候

聞

か
、き
替
可
然
旨
被
申
候

－一
付
書
直
り
・申
候

一
一
月
朔
日
ニ
右
書
付
改
常
久
随
林
持
参
則
自
代
松
林
坊
同
道
也

写

宮
仕
合
帰

昨
日
之
書
付
心
得
か
た

口
上
之

(2) 

口

上

来
ル
午
年
天
神
八
百
年
御
忌

ニ
而
御
座
候

ニ
付

仕
度
奉
存
候

勺
意
趣
ハ

御
神
供
末
々
百
味

違

歌

万

句

灯
明
多
少
ハ
奉
加
寄
次
第
相
勤
可
申
奉
存
候

右
灯
明
之
節
火
用
心
尤
慎
可
申
候
尚
及
其
刻
重
而
御
断
可
申
上
候

辰

二

月

朔

日

宮

仕

中

御
寺
務
様
御
内

御
坊
宮
中

御
家
老
中
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如
先
例
以
旦
縁
奉
加

以
上
」

右
指
上
ケ
申
候
処

－一

書
付
髄

－一
請
取
申
候

何
茂
相
談
之
上
可
申
上
之
旨
也

同
三
日
ニ
目
代
－
一
参
候
様
－
一
と
て
御
門
主
よ
り
呼
－
一来
ル
参
候
処

－一

桐
宮
中

ニ
も
奉
加
被
致
候
哉
不
被
致
候
哉
承
届
ケ
申
候
様
－一
と
の
事
也

則
松
梅
院
へ
参
候
処
一
一
奉
加
仕
間
敷
候
間
其
段
申
上
く
れ
候
ゃ
う
ニ
と
の
事

也
妙
蔵
院
へ
参
候
処
－
一
此
方
奉
加
可
仕
候
定
而
徳
勝
院
も
奉
加
可
被
致
候

松
林
坊
同
道
仕
徳
勝
院
へ
参
同
道
可
申
と
て
則
妙
蔵
院
同
道

－一テ
徳
勝
院
へ
参

候
処
ニ
徳
〔
勝
院
〕
も
奉
加
可
仕
候
猶
々
晩
来
寄
合
相
談
可
仕
候
由
也

同
日
夜
－
一
入
綾
子
半
大
夫
」
参
候
目
代
松
林
坊
逢
申
候
処
－
一
半
太
夫
申
候

ハ
今
度
尊
神
八
百
年
御
忌
ニ
付
一
社
中
奉
加
被
成
候
御
願
御
門
主
様
へ

被
仰
上
候
由
左
候
ハ
、
此
方

－一
も
諸
旦
方
之
以
寄
附
ヲ

神
楽
少
々
指
上
ケ

申
度
奉
存
候
旨
也

松
林
坊
申
候
ハ
松
梅
院
へ
も
其
段
被
申
候
哉
と
申
候
得
者

成
程
申
候
処

－
一
別
条
無
御
座
候
と
申
候
故
松
林
坊
申
候
ハ

七
百
五
十
年
忌

之
節
左
様
之
旧
例
候
哉
先
例
無
之
候
ハ
、
如
何
と
申
候
得
者
成
程
七
百
五
十



〔
お
日
〕
一
（
会
所
）
春
朝
を
当
坊
し
か
り
候
て
会
所
一
一
置
申
間
敷
由
申
出
侯
へ
は

一カ－

三
中
を
以
色
々
佑
言
仕
奮
帯
仕
御
佑
言
可
申
由
申
に
よ
り
先
被
慮
申
」

V
v
 
〔
お
日
〕
一
徳
善
院
御
女
中
よ
り
連
寄
ノ
儀
申
来

一
原
後
室
よ
り
連
寄
申
来
銀
子
三
匁
来

一
山
岡
道
阿
弥
よ
り
惟
子
二
つ
百
疋
持
せ
給

V
v
 

十
匁
到
来

御
返
事
申
入

連
菩
ノ
儀
も
承
候

稲
葉
右
京
殿
よ
り
両
度
迄
状
来

叉
近
日
連
菩
被
遊
候
ハ
ん
と
て

明
朝
妙
心
寺
ニ
て
御
振
舞
候
ハ
ん
と
の
事
候

我
等
申
上
の
儀
承
候
則
御
仕
候
て
参
候

V
v
 
〔
幻
自
〕

V
v
 

昌
叱
へ
参
候
へ
共

留
主
ニ
て
帰

庭
田
殿
後
室
よ
り
連
喜
之
儀
申
来

銀
子
九
匁
来

〔
お
日
〕

V
v
 廿
九
日
少
雨
降
頓
而
晴
稲
右
京
殿
へ
早
天
ヨ
リ
連
寄
－
一
参
」
今
朝
（
社
頭
）
不
参

妙
心
寺
ニ
て
会
有
連
数
十
人
有
之
竹
和
御
発
句
〔
下
略
〕

六

月

天
気
能
参
勤
ス

朔
日

vv 五
日
天
気
快
晴

一
寿
斎
来
義

六
日
天
気
快
晴

参
勤
ス
」

ρ、
I 

日

当
坊
連
寄
有
之

喝
食
執
筆

京
衆
御
出

連
寄
仕

メ』
I 

日

早
々
参
勤
ス

能
三
香
を
モ
ル

江
雪
へ
連
寄
持
せ
遣

ρ、
I 

日

返
事
有
之

山
岡
道
阿
弥

今
朝

v 
〔
8
日
〕
一
会
所
坊
主
春
朝
湯
治
仕
当
坊
へ
い
と
ま
乙
い
入
申
候
」
法
華
堂
－
一
居
三

中
を
以
申
口
（
候
）
間
入
申
度
由
此
中
申
当
坊
同
心
申
跡
ノ
留
主
片
山
と

ヒ

申
者
置
申
由
申
候
当
坊
よ
り
見
廻
－
一
人
遣
ね
さ
せ
可
申
候
間
ゆ
る
／
＼
と

入
候
へ
と
申
付
恭
由
被
申

100 

V
v
 
〔
吃
日
〕
一
松
田
勝
右
衛
門
参
昨
日
伏
見
ニ
て
御
礼
申
た
る
由
申
渡
宮
仕
は
て

れ
ん
－
一
成
た
る
由
御
尋
之
由
淘
申
候
宮
首
を
能
存
ぬ
す
ミ
に
け
た
る
を
八
右

衛
門
お
っ
か
け
た
〉
き
申
由
申
事

昌
叱

八
資
料
情

V

昌
琢

友
益
被
聞
候

北
野
天
満
宮
蔵
。

〔
預
能
長
記
録
〕

慶
長
七
年
二
月
廿
五
日
当
社
七
百
年
式
宮
仕
中
よ
り
万
灯
御
連
歌
進
上
申
也

御
発
句
ハ
御
寺
務
竹
内
殿
也
其
時
預
能
長
法
橋
成
申
也
御
寺
務
様
よ
り
け
さ

ち
ゃ
う
た
い
申
也
恭
候
と
て
御
た
る
代
参
貫
文
－
一
銀
子
対
日
進
上
申
也

v 

内
会
所
松
朝
あ
ひ
は
て
候
て
会
所
－
一
人
な
く
候
所
－
一
松
梅
院
よ
り
預
能
長
へ

種
々
乙
と
は
り
候
へ
ハ
衆
中
へ
預
申
候
て
三
中
と
申
者
先
へ
を
き
申
所
ニ

衆
中
御
れ
い
を
申
候
て
会
所
－
一
を
き
申
後
日
に
も
如
件
也

〔
コ
ノ
項
〕
慶
長
十
一
年
八
月
日
預
能
長
法
橋
（
花
押
）

八
資
料
叩

V

北
野
天
満
宮
蔵
。
半
紙
横
折
ノ
覚
帳
一
冊
。

筆
者
不
明
ナ
ル
モ
、
当
時
の
目
代
友
世
ヵ
。

- 19ー

〔
表
紙
〕

奉
加
仕
分
「司
今
A
a

元
禄
十
三
庚
辰
年

天
神
八
百
年
御
忌
之
事
記

正
月
四
日

宮目
松
梅
院
ハ
不
被
致
候

官

徳玉妙

勝松蔵

院 院院

仕代

文惣友

L_ 

子中世

覚

元
禄
十
三
庚
辰
年
正
月
四
日
ニ
宮
仕
能
東
能
観
両
人
来
ル
友
世
逢
被
申
候
処

－
一
両
人
口
上
来
ル
午
年
天
神
八
百
年
御
忌
ニ
て
御
座
候
一
両
日
中
ニ
御

門
主
様
へ
も
申
上
度
旨
也
目
代
申
候
十
五
日
よ
り
内
ハ
如
何
－
一
侯
十
五
日
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能
泉
き
に
ち
か
い
申
時
当
坊
よ
り
お
さ
へ
不
参
侯
其
後
当
坊
檀
那
片
岡

新
太
夫
殿
を
以
色
々
佑
言
申
付
同
心
申
由
禅
興
常
々
」
被
申
置
候
由
禅

昭
物
語
也
と
か
く
向
後
神
事
奉
行
－
一
何
－
一
て
も
無
案
内
者
一
切
社
頭
口
き

事

宮
仕
共
仕
間
敷
由
申
付
其
上
い
ま
〉
て
右
之
通
候
也

四

日

雨

降

大

仏

徳
善
院
見
廻
申
会
所
一
順
持
参
申
徳
善
院
第
三
被
遊
候
へ
と

申
酒
有
之
竹
門
と
我
等
と
中
悪
由
物
語
申
御
縁
起
ノ
儀
申
入
当
坊
申
分

出
候
由
也
」

V
v
 八
日

V
v
 十
一
日
天
気
快
晴
今
朝
能
三
来
御
湯
被
進
度
と
被
仰
候
檀
那
御
座
候
神
前
御

庭
御
か
し
被
成
候
て
被
下
候
へ
と
申
御
子
無
之
問
者
め
ん
／
＼
の
檀
那
を
以

其
方
よ
り
進
之
候
へ
当
坊
よ
り
御
子
屋
や
か
て
申
付
候
時
ハ
何
も
当
坊
へ
御

初
穂
不
取
」
候
ハ
、
進
間
敷
由
申
付
先
今
日
者
進
之
候
へ
と
申
付
恭
由
申
帰

き
衣
－
一
て
来

天
気
快
晴

玄
白
へ
酒
肴
遣

盛
法
印
へ
参

v 
十
四
日
雨
降
御
ち
ゃ
の
へ
参
ま
す
魚
一
つ
遣
之
候

今
日
御
ち
ゃ
の
ニ
て
藤
見
有
之
当
坊
返
寄

藤
波
を
く
〉
れ
と
袖
の
ぬ
れ
ぬ
こ
そ
あ
ま
り
て
か
つ
く
花
見
な
口
口
口

幾
千
年
間
と
も
あ
か
し
郭
公
初
音
の
や
と
の
雨
の
夕
暮

V
v
 十
八
日

禅
昌
同

御
講
有
之

〔
同
夜
、
能
椿
等
四
人
ノ
宮
仕
、
妙
蔵
院
ヲ
切
殺
ス
〕

〔

5
月〕

三
日
天
気
快
晴
（
参
勤
ス
）
政
所
様
よ
り
御
夢
想
今
日
興
行
仕

一
賀
茂
ノ
神
光
院
大
炊
御
門
殿
各
当
坊
へ
御
出
也
連
寄
済
候
て
振
舞
出

V
v
 
〔
4
日
〕
一
今
夕
栄
任
へ
礼
ニ
参
惟
一
つ
百
疋
明
日
祝
義
と
し
て
持
参
申

口
口
同
道
申

は
う
庵
－
一
懸
御
目
様
子
承
事
有
之

政
所
様
へ
御
夢
想
懐
帯
当
月
ノ
御
祈
念
ノ
巻
数
」
帯
一
筋
上
申

幸

香
蔵
主

わ

き
や
く
人
へ
も
同
前
－
一
候

を
被
下
候

政
所
様
よ
り
す
〉
し
一

惟

棲
帯
箱
ノ
お
紅
ノ

V
v
 

〔カ〕

十
三
日
天
気
快
晴
木
村
宗
亘
御
湯
参
候

銀
子

一
枚
当
坊
へ
到
来
御
子
ニ
十
五

匁
遣
ミ
乙
に
ハ
従
昔
檀
那
方
よ
り
来
三
分
一
と
申
候
へ
共
昔
之
書
付
見
申
候

へ
ハ
昔
ハ
当
社
御
湯
百
廿
貫
に
て
候
十
（
と
う
）
い
ち
と
申
事
有
之
御
伝

も
有
五
霊
よ
り
」
御
供
参
た
る
事
も
有
之
十
の
い
ち
と
申
ハ
都
七
つ
之
口

よ
り
闘
を
取
其
代
に
て
御
供
そ
な
へ
申
事
也
当
坊
よ
り
申
付
事
也
当
坊
家

之
書
物
共
－
二
々
有
当
社
ノ
御
湯
ハ
あ
や
こ
絶
申
後
ハ
西
宮
ノ
禰
き
を
よ
ひ

申
進
之
候
御
子
ニ
湯
ノ
代
遣
事
従
昔
定
一
貫
二
百
と
禅
輿
被
申
也

v 

御
子
屋
ノ
事

何
も
宮
ノ
悪
所
直
候
事
申
付

〔
何
回
〕

vv 〔日
日
〕
一

V

八
口
絵
写
真
参
照

V

〔
旧
日
〕
一
八
嶋
来
て
明
日
御
湯
進
上
仕
度
と
の
檀
那
御
座
候
間
当
坊
様
へ
御

申
上
候
て
庭
上
か
り
申
度
由
申
則
稲
波
左
近
使
御
湯
之
御
義
近
日
如

先
規
あ
や
こ
筋
目
を
す
へ
御
子
屋
を
立
置
候
間
御
子
之
取
分
何
も
究
可
申
候

問
先
今
ハ
其
分
－
一
も
仕
候
へ
と
申
付
八
嶋
恭
由
申
由
い
な
〉
ミ
申

五
郎
左
へ
も
ん
ニ
申
付

今
日
昼
よ
り

御
子
屋
ノ
道
具
し
か
け
さ
せ
申

-18ー

v 
廿
日

早
々
参
勤
ス
天
気
快
晴
今
日
昨
日
申
来
候
御
湯
進
上
申
御
子
ハ
例

ノ
五
霊
殿
也
御
子
ノ
方
よ
り
西
国
蔵
介
を
以
当
坊
江
佐
言
申
事
有
之

vv 一
今
日
昨
日
案
内
ノ
御
湯
参
候
由
也

廿
一
日
雨
降
能
存
来
而
申

檀
那
方
よ
り
御
湯
被
進
度
と
の
儀
候
間

し
被
成
候
ハ
、

可
恭
候
由
申
来
心
得
た
る
由
申
遣
き
衣

－
一
て
来

上
申
由
申
候
也
御
子
も
如
例
五
霊
ノ
御
子
候
也

庭
上
御
か

二
か
ま
進

vv 

〔カ〕

〔
辺
日
〕
山
岡
宗
兵
へ
殿
よ
り
連
寄
あ
つ
ら
へ
－
一
参

御
使
へ
渡

銀
子
七
匁
来

則
今
夜
連
寄
仕

v 



例
御
縁
起
禁
中
ニ
候
を
今
日
ニ
御
返
し
候
へ
と
申
遺

巣
松
軒
へ
も
鈴
一
双
爪
十
海
雲
遣

甚
四
郎
所
に
て
小
畠
御
縁
起
ノ
使
－
こ
参
様
子
申
渡
急
御
返
し
候
へ
と
申

又
甚
四
郎
年
頭
ノ
礼
ノ
事
被
申
を
小
畠
申
様
ハ
何
と
て
松
梅
院
へ
門
跡
よ
り

御
渡
候
物
を
御
延
引
候
や
其
を
先
々
御
済
候
て
其
後
可
被
仰
事
候
ハ
、
被
仰

候
へ
と
申
候
由
申
候
也

vv 〔初
日
〕

各
よ
ひ
申

祝
義
後

則
行
水
仕

今
夜

会
所
へ
寵
」

ミ
な
月
祝
義

七

月

〔
2
日
〕
一
浮
田
殿
御
女
中
よ
り
銀
子
五
（
三
）
枚
袷

一
上
田
武
兵
へ
連
寄
あ
つ
ら
へ
来
銀
子

一
西
京
神
人
衆
見
廻
ニ
来
指
樽
壱
荷
青
大
豆
一
は
ち

五
人
来
酒
円
〔
橡
ヵ
〕
一
一
て
の
ま
せ
申

三
日
天
気
快
晴
竜
山
様
奈
良
一
条
院
様
一
条
様
天
満
門
跡

御
出
也
則
白
砂
－
一
た
b

ミ
敷
御
酒
上
申
別
火
ノ
さ
か
な
出

我
等
法
印
成
之
儀
一
条
様
へ
申
御
同
心
也

御
手
洗
進
上
申
せ
と
の
事
也

ゆ
ふ
か
ら
二
つ
（
持
来
）

大
炊
御
門
殿

v v 

正
益
見
廻
ニ
御
出
也

正
益
御
出
故

端
座
へ
出
」

四
日

天
気
快
晴
少
つ
〉
霧
雨
降
智
積
院
見
廻
－
一
御
出
也

ふ
三
束

樽
二
御
持
参
也
縁
起
懸
御
目
候
也

乙

ほ
し
い
ひ
袋
十

八
資
料
情

V

北
野
天
満
宮
蔵
。
禅
昌
日
記
七
冊
ノ
内
、
六
。
標
題
ハ
、

『
引
付
慶
長
六
年
三
月
／
卯
月
／
五
月
／
六
月
禅
昌
』
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〔
慶
長
6
年
3
月〕

〔
2
日
〕
一
柴
野
釆
女
殿
よ
り
連
寄
あ
つ
ら
べ
－
一
来

V
v
 
〔
3
日
〕
一

V
 

五
十
疋
」
到
来

十
匁

観
音
薬
師
衆
と
す
ま
う
見
物
一
一
参
候

〔カ〕

六
日
天
気
快
晴
拝
庵
へ
振
舞
－
一
参

一
今
日
禁
中
御
能
見
物
－
一
参

U
v
 
〔
竹
日
〕
一
紹
巴
へ
玄
の
同
心
仕
参
振
舞
有
之

十
二
日
曇
今
夜
禁
中
ノ
花
見
仕
唐
橋
殿
－
一
て
大
酒
有
之

召
つ
れ
乗
物
ノ
先
へ
遣

当
坊
供
－
一
能
満
」

vv 十
五
日

vv 十
七
日
（
天
気
吉
）
今
日
本
能
寺
へ
参
候

一

今

日

松

勝
右
夢
想
ひ
ら
き
能
札
所
ニ
て
有
之
由

ニ
御
立
寄
候
へ
と
申
遣
」

十
八
日
天
気
快
晴
参
勤
ス

vv 廿
五
日

廿
六
日

廿
七
日

U
v
 

し
L
舞
見
物
に
参

唐
人
に
て
候

名
人
也

議
辺
宗
色
よ
り
λ
来

1帯

妙
蔵
院
い
ミ
故

御
講
無
之

天
気
快
晴
能
瀬
宗
左
つ
し
各
御
出
」
振
舞
申

出
京
申
天
気
吉
紹
巴
へ
樽

一
つ
遣

紹
巴
へ
連
寄
－
一
参
如
水
興
行

堀
狩
ニ
参

-17 -

晦
日

会
所
春
朝
振
舞
当
坊
家
中
衆
不
残
参
当
年
祖
父
死
去
故
火
の
き
し
合
候

つ
る
故
延
引
ニ
て
今
日
参
」
当
坊
会
所
拝
処
故
毎
年
振
舞
被
申
則
会
所
弟

子
之
儀
当
坊
さ
ま
よ
り
被
仰
付
何
成
共
被
下
侯
様
一
一
と
春
朝
今
日
申

〔

4
月〕
一
一
日
天
気
快
晴
出
京
申

一
盛
法
印
同
心
仕
干
本
念
仏
見
物
仕

三

日

雨

降

参

勤

ス

一
神
前
御
庭
－
一
口
口
（
赤
〉
土
有
之
当
坊
へ
無
案
内
湯
参
候
乙
し
ら
へ
仕
候
間

ヒ
ヒ

曲
事
之
旨
申
付
其
赤
。土
を
社
頭
き
た
は
し
の
下
地
の
く
ほ
ミ
し
処
ヘ
ス
さ
せ
っ

か
せ
申
稲
波
」
奉
行
ニ
申
付
当
坊
へ
渇
立
無
案
内
候
へ
ハ
湯
中
／
＼
不
進

之
候
当
坊
へ
案
内
申
庭
上
を
御
か
し
被
成
侯
へ
と
申
候
へ
ハ
其
時
ハ
か
し

申
当
坊
気
に
ち
か
い
申
宮
仕
な
と
申
候
へ
ハ
中
ノ
＼
同
心
不
申
候
昔
も

晩
降
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六
日
天
気
快
晴
伏
見
へ
参
伊
侍
従
殿
へ
礼
ニ
参
大
谷
刑
部
殿
へ
も
参
渡
部

久
左
へ
も
参
匂
袋
共
持
参
申
侍
従
殿
－
一
て
使
清
心
也
百
疋
遣
三
浦
十
左

衛
門
尉
殿
連
菩
御
あ
つ
ら
へ
也

七

日

天

気
快
晴

八
日
天
気
快
晴
連
寄
二
百
韻
仕
宮
仕
共
来
」

V
v
 十
一
日
雨
降
兼
如
へ
連
菩
ニ
参

十
二
日
雨
降

兼
如
へ
連
寄
一
一参

十
三
日
雨
少
降
伏
見
へ
参
政
所
さ
ま
へ
参
巻
数
上
申
候

一

徳

善
院
殿
へ
も
せ
つ
く
ノ
礼
今
日
参
（
百
疋
菊
持
参
）

vv 十
七
日
天
気
少
吉
山
々
城
早
鳥
ノ
宮
ニ
先
度
懐
需
を
は
り
付
候
と
て
今
朝
祝

義
せ
ら
る
〉
能
札
檀
那
と
て
取
持
社
な
と
少
も
宮
仕

－
一
ひ
ら
か
せ
候
ハ
す
候

へ
共
是
ハ
懐
需
を
内
ニ
は
り
付
さ
せ
候
故
能
札
一
一
申
付
は
り
付
さ
せ
候

〔カ〕

山
々
域
同
道
仕
は
い
屋
承
由
宗
務
同
道
也
懐
帯
清
書
ノ
人
数
紹
巴
玄

の
ノ
連
衆
也
当
坊
一
ノ
折
裏
也
能
札
な
と
ニ
ハ
か
〉
せ
申
間
敷
候
へ
共
山
々

城
檀
那
ノ
事

h

U

」
当
坊
を
頼
申
候
間
円

μ間
此
度
之
儀
ハ
法

度
ニ
円

U
被
仰
候
故
無
異
儀
此
度
之
儀
ハ
申
付

十
八
日
御
講
也
加
陀
松
梅
院
式
妙
蔵
院
天
気
快
晴

V

〔
叩
日
、
月
次
ノ
記
事
ナ
シ
〕

〔
引
日
〕
一
石
乙
伊
賀
殿
御
息
女
よ
り
連
寄
あ
つ
ら
へ
人
給

V
v
 廿
七
千
句
今
朝
よ
り
仕

兼
如
各
入
来

廿
八
日

兼
知
待
入
候
て
無
御
出
候
口
」

今
日
昼
過
－
一
千
句
果
申

一

円

U
昨
日
大
谷
刑
部
殿

－
一
し
か
ら
れ
申
此
方
へ
来

廿
九
日
御
ち
ゃ
の
煩
見
廻
一
一
参
兼
如
正
益
清
閑
三
人
海
雲
桶
一
つ
〉
遣

一

千

句

清

書

春

朝

可

雲

似

云

能

存

能

盛

能

称

恵

覚

右

之

衆

也

朔
日

六

月

天
気
快
晴

ヰ
句
持
参
ス
」

大石
川
伊
賀
後
室
へ

同
息
女
へ
礼
二
参

一
条
殿
へ
御
礼

一一
参

vv 八
日
九
日

V
v
 ＋
九
日

折
持
参
ス

F同悶
降降

兼
如
千
旬
ニ

参

口
口
（
第
二
花
）
発
句
仕
」

今
日
も
兼
如
へ
連
寄
－
一
参

会
所
月
次
頭
人
我
等
也
景
敏
来
臨

風
な
ら
て
竹
の
葉
分
る
埜
哉

帰
さ
ニ
当
坊
へ
各
御
出
也
」

会
所
乗
海
死
ス
ル
故
春
朝
な
と
も
出
座
無
之

毛
利
六
郎
左
エ
門
尉
殿
よ
り
懐
帯
神
前
へ
箆
ニ
来

殿
御
親
類
也

｛カ－

廿
日
（
雨
降
）

玄

の

景

敏

弥

七

郎

弥

四

郎

慶

純

舞

申

河

狩

仕

西

京

堀

一
一
て
タ
ウ
ア
ミ
ウ
タ
セ
申

之
各
機
嫌
不
及
是
非
候
玄
の
鈴
一
双
持
来

廿
一
日
（
少
降
）
葛
西
太
所
へ
見
廻
申
花
山
院
大
炊
御
門
殿
へ
参

ニ
て
大
御
酒
有
之
」
花
山
院
へ
お
と
り
か
け
申

ヱ
ト
中
納
言
殿
よ
り
祈
念
連
寄
あ
つ
ら
へ

－一来 先
月
ノ
月
次
当
月
ニ
延

禅
昌

銀
子

一
枚
到
来

芸
中
納
言

各
今
日
拙
子
所
一
一
て
振

鯉
鮒
を
ひ
た
〉
し
き
事
有

銀
子

一
枚
到
来

（
三
左
）
殿

廿

二

日

天

気

快

晴

連
寄
興
行

廿
三
日
天
気
快
晴
久
我
へ
参

一
毛
利
衆
へ
懐
帯
遣
盛
法
印
へ
帰
さ
ニ
参

廿
四
日
天
気
殊
勝
町
へ
参
御
ち
ゃ
の
へ
も
参

一
今
日
大
阪
へ
人
を
御
下
候
由
候
也

一
衣
三
匁
ニ
て
あ
つ
ら
へ
申
候

一
大
す
〉
か
い
申
七
匁
な
り

一

徳
善
院
殿
女
中
よ
り
連
菩
あ
つ
ら
へ

－一参

銀
子

一
枚
」

廿
五
日
天
気
快
晴
参
勤
ス

一
芸
中
納
言
殿
よ
り
毎
月
祈
念
料
九
貫
文
来
牛
王

vv 〔
お
日
〕
一
今
日
花
山
院
殿
ニ
和
漢
候
て
参
候

廿

九

日

天
気
快
晴

臼
隼
人
殿
へ
鈴

一
双
〔
一
同
日
｜

巻
数

す
る
め
三
れ
ん

一
条
殿
御
出
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使
渡
部
口
次

あ
ら
い
よ
ね
遣
〔
略
〕

音
信
遣

非



大
平
記
禅
永
禅
祐
我
等
両
三
人
ニ
被
仰
出
書
申
也

此
先
ハ
第
四
一
一
て
候
つ
る
」
今
度
者
四
十
番
め
ニ
て
候

十
八
日
御
講
也
社
参
之
時
能
養
西
〈
土
）
戸
迄
お
り
頭
を
地
－
一
付
礼
を
仕
也

天
気
快
晴

十
九
日
雪
降
也
社
参
同

・

〔
会
所
月
次
ノ
記
事
ナ
シ
〕

V
v
 廿
五
日
連
寄
－
一
参
候
也

V
v
 
〔
位
月
〕

五
日
今
日
晩

養
命
坊
へ
茶
の
湯

－
一
参
候
也
中
納
言
殿
御
社
参
候
也

vv 七
日
口
口
口
今
日
梅
庵
御
か
く
れ
候
也
」

vv 十
一
日
禅
永
－
一
年
忘
有
之
天
気
快
晴

十
二
日
今
日
年
忘
我
等
仕
也
そ
庵
も
御
出
也

禅
永
礼
ニ
被
参
也
紹
巴
へ
も
禅
永
被
参
候
」

我
等
へ
参
候

ハ

ρ、
T 

日

浅
野
た
ん
じ
ゃ
う
殿
へ

八
資
料
”

v

北
野
天
満
宮
蔵
。
目
代
〔
昭
世
〕
ノ
日

記
。
『
文
禄
二
正
月
日
々
記
シ
ル
ス
』

〔
女
禄

2
年
5
月〕

廿
三
日

喜
十
郎
申
来
候
様

先

度

の
つ
る
き
舞
舞
ヲ
我
等
せ
と
に
て
仕
候
間

申
候
て
給
候
へ
と
候
ま
〉
則
竹
門
様
へ
申
上
と
〉
の
へ
さ
せ
申
候
也

其
由

V
v
 六
月
三
日
－
ニ
寸
女
礼
ニ
来
持
参
ハ
帯
一
束
也
さ
け
の
ま
せ
候
て
お
と
ら
せ
る
也

又
四
日
ニ
竹
内
様
へ
小
女
御
礼
一
一
参
持
参
な
し
そ
う
し
ゃ
所
に
て
か
へ
っ

て
御
酒
被
下
候
也

104 

八
資
料
情

V

北
野
天
満
宮
蔵
。
禅
昌
日
記
七
冊
ノ
内
、
五
。

『
社
家
引
付
社
務
／
神
人
／
宮
仕
引
付
慶
長

四
年
卯
月
日
／
五
月
／
大
月
／
七
月

禅
昌
」

〔
慶
長
4
年〕
卯

月

朔
日
天
気
少
曇
宇
治
へ
参

一

田

丸
中
人
殿
へ
懐
需
持
参
ス

vv 

ほ
し
い
ひ
袋
廿
持
参
ス

十
一

日

山
々
城

京
衆
也

出
座
之
衆

俄
ニ
能
札
所
を
借

連
寄
興
行
有
之

当
坊
第
三
仕

U
v
 十
七
日

天
気
快
晴
紹
巴
へ
振
舞
持
せ
参
昌
叱
尽

一
類
衆
ふ
る
ま
い
申

ニ
つ
れ
参
候
也

紹
巴
我
等

－一さ
ら
し
か
た
ひ
ら

一つ
給
候
也

十
八
日

天
気
殊
勝
豊
国
明
神
今
日
せ
ん
宮
在
之
盛
法
印
へ
参

附
有
之

〔カ〕

一
相
国
寺
へ

杉
越
後
御
出

ニ
て
跡
よ
り
参
通
主
所

ニ
て
振
舞
」

〔カ〕

十
九
日

天
気
快
晴

会
所
月
次
有
之
伏
見
や
の
殿
出
座
候
也
玄
的
帰

ニ
御
出
也

vv
 

己
己
I
し
十七

ム
目
木
牡
レ

- 15ー

廿
一
日

曇

（
晩
雨
降
盛
法
〔
印
〕
へ
参
）
能
三
申
来
当
社
へ
湯
進
上
申
願
人
候

聞
神
事
御
奉
行
様
へ
御
理
申
上
由
申
来
則
奉
行
を
出
申
付
候
ハ
ん
由
申
恭

由

申

帰

弥
五
助
使
」

ー

廿
二
日

盛
法
印

口

口

各
入
来
振
舞
申

V
v
 

〔

5
月〕

〔
3
日
）

一
く
ま
の
本
宮
浄
楽
寺
御
出
也
夢
想
」
連
寄
二
百
韻
御
あ
つ
ら
へ
也

一

つ
ハ
内
府
様
御
内
渡
部
久
左
エ
門
尉
殿
御
夢
想
百
疋
持
来

銀
子
十
匁
同
一

枚
折
需
せ
ら
れ
候
也

一
当
社
材
木
ノ
約
束
仕

〔カ〕

一

昌
叱
よ
り
能
札
を
以

散
止
給
ノ
事
御
申
越
心
得
申
由
申

四

日

天

気
快
晴
昌
叱
へ
せ
つ
く
祝
義
鈴

一
双

両
種
遣

一
本
宮
浄
楽
寺
御
帰
也

V
v
 



出
候
八
お
ぺ

l
ジ
写
真
参
照

V

105 

V
v
 廿
八
日
天
気
快
晴
今
日
迄
や
〉
子
お
と
り
仕
候
今
日
者
我
等
一
一
倍
言
仕
候
間
」

禅
永
へ
申
居
申
候
今
日
計
と
申
事
今
日
一
日
覧
海
御
ふ
る
ま
い
也
進
藤
弥

平
次
殿
松
梅
院
へ
御
出
也
今
日
や
〉
子
お
と
り
ニ
お
ひ
遣
侯
口
口
も
同

vv 
〔

6
月〕

一
一
日
朝
天
気
快
晴

V
v
 九
日
天
気
快
晴
養
命
坊
へ
尺
八
ふ
き
に
参
候

ん
と
や
く
そ
く
也

昼
夕
立
降
也

う
た
ひ
か
う
有
之

禅
昭
頭
人
也

北
山
東
坊

我
等
－
一
尺
八
給
候
ハ

vv 十
五
日
天
気
快
晴
昨
（
今
）
日
禅
永
内
之
者
共
七
人
は
し
り
申
候
覧
海
ニ
か

ヒ

〉
へ
お
か
れ
候
也
下
す
い
さ
か
ひ
候
て
出
候
間
下
す
も
い
な
せ
申
候
下
す

も
二
日
也
共
三
日
成
共
い
な
せ
候
ハ
〉
罷
帰
候
ハ
ん
と
皆
々
申
候
也
今
夜

口
口
口
浅
野
左
京
大
夫
殿
浮
田
殿
松
梅
院
へ
お
と
り
御
か
け
候
也
」
松
梅
院

留
主
と
申
候
へ
者
天
神
之
前
に
て
御
お
と
り
候
て
御
帰
也

十
六
日
天
気
快
晴
浅
野
左
京
殿
へ
夜
前
の
お
と
り
の
礼
－
一
参
候

十
七
日
天
気
快
晴
敏
へ
上
様
御
鷹
尋
－
一
参
候
そ
庵
御
出
也
ち
〉
男
礼
－
一
参
候

十
八
日
天
気
快
晴
観
音
今
日
」
か
い
ち
ゃ
う
也
観
音
寺
〔
覧
海
〕
参
候
今
日

十
八
日
御
か
う
に
て
候
へ
共
禅
祐
御
煩
故
し
き
無
之
か
た
計
よ
み
申
也

観
音
寺
－
一
て
も
同
前
家
康
殿
お
と
り
天
神
に
て
御
お
と
り
候
也

V
v
 廿
三
日
民
部
法
印
〔
玄
以
〕
屋
敷
之
儀
ニ
御
出
也
っ
き
ぬ
け
道
の
事
も
相
済
申
候

則
松
梅
院
経
堂
ニ
て
法
印
五
兵
へ
ふ
る
舞
有
之
内
衆
迄
ニ
と
か
く
北

野
ハ
松
梅
院
次
第
と
被
仰
出
也
」
〔
中
略
〕
妙
蔵
院
観
音
寺
地
子
之
事
も
相
済

申
侯
西
京
出
口
之
地
子
之
儀
も
一
円
ニ
我
等
一
一
被
仰
付
候
也
」
則
か
さ
い
殿
と

申
合
能
々
取
候
へ
と
被
仰
付
候
北
野
内
会
所
も
民
法
あ
そ
は
し
候
ハ
ん
と

の
事
候
ゃ
う
か
う
松
い
か
き
ハ
野
々
口
五
兵
殿
め
さ
れ
候
ハ
ん
と
の
事
候

と
か
く
北
野
ハ
松
梅
院
次
第
と
被
申
候
竹
内
殿
〔
門
跡
〕
よ
り
も
使
者
参
候
て

其
分
尤
候
由
申
候
〔
下
略
〕

vv 廿
六
日
天
気
快
晴
今
日
禅
永
－
一
ふ
る
舞
仕
候

よ
り
被
遣
候
松
梅
院
之
馬
ち
を
取
申
候

花
山
院
殿
へ
干
句
た
い

禅
永

八
資
料
叩

V

北
野
天
満
宮
蔵
。
禅
昌
日
記
七
冊
ノ
内
、
四
。

『
天
正
十
九
年
拾
月
日
／
十
一
月
／
十
二
月

社
家
社
務
引
付
付
宮
仕
事
禅
昌
』

〔
芙
正
叩
年
〕
＋

月

十
九
日
関
白
様
よ
り
大
平
記
被
仰
付
三
日
之
内
ニ
出
来
候
様
－
一
と
御
意
候
間

申
也
民
部
法
印
よ
り
金
六
殿
御
使
也

書

V
 廿二
日
今
日
大
平
記
書
済
申
候
」
民
部
法
印
へ
持
参
仕
侯
也
禅
永
と
竹
門
〔
竹

内
門
跡
〕
と
の
公
事
今
日
相
済
松
梅
院
り
う
ん
ニ
罷
成
申
也
〔
下
略
〕

-14 -

V
v
 
〔
刊
月
〕
一
一
日
昨
夜
大
雨
降
今
日
能
林
松
梅
院
へ
す
－
h

仕
候
て
参
明
日
天
神
御

湯
を
た
ん
な
被
参
度
由
被
申
候
則
松
梅
院
御
か
つ
て
ん
に
て
候
ハ
、
御
湯
可

参
由
申
松
梅
院
へ
」
と
と
ハ
り
申
来
候
覧
海
も
其
時
御
出
也
松
梅
院
か
つ

て
ん
に
て
な
く
候
へ
者
湯
参
候
事
成
不
申
候
則
能
林
と
申
者
松
梅
院
へ
参

候
て
と
と
ハ
り
申
候
也

三
日
雨
少
つ
〉
降
今
日
御
湯
参
候
也
我
等
覧
海
両
人
清
水
願
へ
参
候
」
関

白
様
き
う
へ
御
た
か
野
ニ
御
な
り
候
也
今
夜
連
寄
仕
也

V
v
 九
日

今
朝
社
参
候
時
け
い
た
い
う
ち
な
か
し
の
つ
の
見
え
不
申
候
条
当
番
能
金

を
せ
い
は
い
仕
候
ハ
ん
と
申
候
へ
共
種
々
」
禅
興
法
印
へ
佑
言
仕
候
条
ゆ
る

し
申
侯
梅
庵
へ
ふ
る
舞
－
一
参
也

今
夜
禅
祐
〔
妙
蔵
院
〕
ニ
て
連
寄
仕
也

v 
十十
七日
日

天
気
快
晴

村
幡
へ
禅
永

読
合
一
一
御
出
候
也

今
日

文
閣
白
様
よ
り



一
（
三
月
十
一
日
）
西
京
之
者

仕
候
也

三
月
廿
八
日
よ
り
日
吉
大
夫
北
野
－
一
て
能
可
仕
と
申
候
へ
と
も
」
四
月
朔
日

ま
で
の
ひ
申
（
朔
日
よ
り
）
五
日
仕
也

神
人

一
一
成
侯
様
－
一
と
の
き
た
う
に

れ
ん
か
百
ゐ
ん

106 

V
v
 

〔

4
月〕
一
十
四
日
よ
り
げ
百
日
の
」
間
寄
を
け
い
こ
仕
也

一
十
六
日
秘
梅
院
禅
永
東
国
ち
ん
御
見
舞
ニ
罷
下
候

V
v
 
〔
お
日
ヵ
〕

一
桑
山
修
理
殿
よ
り
秘
梅
院
禅
永
へ
連
寄
御
あ
つ
ら
へ
候

被
申
候
て
禅
永
－
一
と
被
仰
候
へ
共
陣
へ
禅
永
参
候
故

弐
百
疋
参
候
」

弐

百

疋

〔

以

下

三

行

、

原

ノ

マ

マ

〕

ヒ

ヒ

ヒ

廿
四
日
ニ
仕
候
連
署
を

一
廿
四
（
五
）
日
ニ
よ
り
紹
巴
へ
連
寄
参
候

ヒ

一
廿
五
日
今
晩
大
政
所
さ
ま
よ
り
連
菩
あ
つ
ら
へ
ニ
参
候

一
（
廿
八
日
）
大
政
所
さ
ま
連
寄
廿
七
日
ニ
仕
候
て
今
日
進
之
候
」

vv 〔5
月
間
目
〕

一
（
同
）
今
日
会
所
月
次
有
也
」

一
（
同
）
昨
日
京
へ
出
也

一
（
廿
五
日
）
今
日
千
句
も
た
せ
候
て
参
候

一
（
同
）
昨
日
法
印
ニ
連
寄
候
つ
る

一
今
日
紹
巴
へ
連
寄
－
一
参
候
へ
と
の
事
候
へ
共

不
参
候

vv 〔刊
月
〕
一
（
同
）
廿
五
日
今
日
当
社
へ
御
湯
参
候
七
か
ま

ニ
て
候
つ
る
関
白
殿
御
子」

若
君
さ
ま
御
煩
御
き
ね
ん
也
吉
将
院
の
み
こ
ニ
て
候
つ
る
関
白
様
よ
り
小
袖

め
う
と
参
候
一
一
一
一
人
－
一
被
遣
候
由
承
候
時
四
ツ
時
－
一
て
候
つ
る

昌
叱
第
三
あ
し
き
と

我
等
仕
候
て
進
之
候

v 

〔
也
月
お
日
〕

一
（
同
）
今
日
母
者
人
御
煩
之
時
立
願
の
連
寄

今

夜

仕
也

（
い
く
千
年
匂
ひ
ハ
っ
き
ぬ
宿
の
梅
）

此
月
十
八
日
（
よ
り
）
山
吉
内
殿
千
句
有
也
十
九
日
の
目

（
第
十
）
つ
ま
／
＼
を
雪
の
か
さ
ぬ
る
軒
は
哉

一
日
千
句
也
」

v 
〔
天
正
叩
年
正
月
〕

一
（
同
三
日
）
今
日
裏
由
連
吾
一
二
三
付
」
に
て
昼
前
ニ
す
ミ
申
候
関
白
殿
へ

礼
二
紹
巴
昌
叱
も
被
参
候
禅
永
も
被
参
候
へ
共
関
白
殿
内
里
様
へ
御

参
第
二
て
御
礼
な
く
各
被
帰
也
今
日
悟
っ
た
ひ
初
也

vv 一
（
同
十
一
日
）
今
日

也

一
（
同
十
一
日
）
我
等
所
ニ
て
同
今
日

vv 

禅
永

－
一
て
ま
ハ
し
申
候

ゑ
へ
す
か
き
参
て

二
百
文
被
遣

百
文

扇
五
本
遣
也

- 13ー

〔
お
日
〕
一

（
同
）
今
日

候

昌
叱
へ
会
所
月
次
発
句
持
候
て
参
候

さ
け

う
を
一
尺
参

v v 

〔
コ
ノ
月
、
問
日
ニ
ハ
月
次
ノ
記
事
ナ
シ
〕

能
札
所
ニ
連
寄
有

廿
五
日

天
気
吉

松
梅
院
ニ
連
寄
有
也

晩
ニ
雪
雨
降
也

廿
八
日

八
資
料
包

V

北
野
天
満
宮
蔵
。

禅
昌
日
記
七
冊
ノ
内
、

三
一
。
「
社
家
社
務
宮
仕
事
／
天
正
十
九

年
／
五
月
日
／
六
月
／
七
月
禅
昌
』

〔
芙
正
叩
年
5
月〕

廿
四
日
天
気
快
晴
乗
海
〔
会
所
坊
主
）
へ
か
た
ひ
ら
遣

や
弘
子
お
と
り

秘
梅

院
へ
参
」
お
と
り
申
候
百
疋
被
遣
候
明
日
廿
五
日
に
く
わ
ん
し
ん
仕
た
き
と

て

参

候

則
覧
海
い
は
の
き
ハ
を
（
茶
の
の
う
し
ろ
ニ
て
）
つ
か
ま
つ
れ
と
被
仰

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ
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v 

候
是
も
吹
候
て
上
候
」

七

日

天

気

吉

今

朝
閑
斎
へ
朝
め
し
有

閑
斎
シ
テ
玄
旨
ニ
後
藤
ほ
り
申
候
か
ね
の
か
う
か
い
覧
す
る
也

八
日
天
気
吉

観
音
寺
へ
参
候
へ
共
覧
海
留
主
－
一
而
閑
斎
同
道
仕
罷
帰
候
」

〔
幻
日
「
閑
斎
御
下
也
」
マ
デ
、

閑
斎
ノ
記
事
ア
ル

モ
略
ス
〕

十
五
日
天
気
吉

夜
前

会
所
月
次
〔
印
日
ノ
分
〕

〔
会
所
坊
主
〕
し
て
紹
巴
へ
」

一
順
さ
い
へ
ん
参
候
を

今
日
仕
遣
候

乗
海

v 

出十
座九
也日

会
所
月
次
連
寄
－
一
参
也

禅
昭
我
等
両
人
出
座
仕
候

手百

朝
め
し
過

vv 廿
五

日

天
気
吉

一

今

夜

北
山
ニ
神
事
能
候
て

V
v
 

〔

9
月
1
日〕

一
今
日
禅
永
へ
紹
巴
よ
り
ほ
つ
く
参
候

す
ミ
に
け
る
人
の
心
を
宿
の
月

や
だ
仕
（
候
）
を
見
物
仕

わ
き
め
き
れ
候
へ
と
の
事

紹
巴

八
資
料
刊

V

北
野
天
満
宮
蔵
。
禅
昌
日
記
七
冊
ノ
内
、
二
。
標
題
ハ
、

『
天
正
拾
七
年
拾
月
（
十
一
月
／
十
二
月
）
日
記

禅
昌

（
天
正
十
八
年
／
二
月
三
月
四
月
五
月
六
月
／
七
月

八
月
九
月
十
月
十
二
月
／
天
正
十
九
年
正
月
）
』

〔
天
正
仔
年
叩
月
〕

一
十
八
日
天
気
吉

一
紹
巴
よ
り
昨
日
禅
昭
我
等
両
人
を
」

能
舜
よ
ひ
に
参
也

今

日

参
候
へ
共

紹
巴
留
主
－
一
て
玄
白
一
一
合
候
て
帰
也
さ
衣
の
本
我
等
禅
昭
両
人
一
一
第
二

を
半
ふ
ん
つ
〉
書
候
へ
と
申
さ
れ
侯

十
九
日
雨
降

今
日
会
所
月
次
有
也
」
昌
叱
御
出
也

お
そ
く
は
て
申

溝
江
大
炊
殿
発
句
候
也

〔
引
日
〕

V
v
 〔
お
日
〕
一
今
日
会
所
連
寄
－
一
侍
従
殿
我
等
参

一
廿
六
日
紹
巴
へ

狭
衣
の
ほ
ん
今
日
か
き
た
て
申
遣
之
候

V
v
 

能
札
か
所

ニ
て

上
越
前
興
行
連
寄
ニ
て
参
也

能
舜
シ
テ
」

来 保十
候元一
間物月
語 朔
一日
両関
目白雨
禅殿少
祐様降
（よ
禅り
永叉
に参
て
）ごま

と？へ
め〕の
さあ
れし
候き
所
を
よ
く
め
さ
れ
候
"-
と
申

vv
 

〔

2
日〕

vv 〔3
日
〕
一
今
日
関
白
殿

両
人
）
よ
り
」

紹
巴
よ
り
我
等
方
へ
た
る
給
也」

保
元
物
語
之
本

玄
以
へ
作
内
持
遣
候

禅
永

（禅
祐

vv 〔叩
日
〕
一

会
所
月
次
紹
巴
被
参
候
也

禅
祐
と
う
人
也

一

我

等
句
紹
巴
き
ん
し
返
し
お
も
し
ろ
し
と
被
申
三
句
ほ
め
ら
れ
候
」

V
 

- 12ー

〔
位
月

2
日
〕
一

今
日

千
句

津
は
い
と
う

〔津
田
隼
人
〕

殿
女
房
衆

あ
つ
ら
へ
候
て
今
日

発
句
く
は
り
仕
也

禅
永

－一
御

V
 
〔
6
日
〕
一
津
田
隼
人
殿
御
女
房
衆
よ
り

か
き
た
て
参
候
」

禅
永

－
一
千
句
御
あ
つ
ら
へ

ニ
て

メ入
寸

日

vv 〔天
正
叩
年
2
月〕

一
（
二
月
）
廿
五
日

一
（
二
月
）
廿
四
日

U
v
 

（

3
月〕
一
（
同
四
日
）

禅
興
へ
関
白
様
御
夢
相
参
候
て

か
し
殿
使

一
（
三
月
）
近
衛
殿
様
き
ゃ
う
き
に
」
御
成
候

会
所
連
寄

ニ
参

山
中
吉
内
殿
連
寄
也」

桑
山
修
里
大
夫
殿
よ
り
禅
永
へ
連
寄
御
あ
つ
ら
へ
也

び
た
百
疋
参
候

御
ひ

ぎ
ん
三
枚

れ
う
さ
ん
様
の
御
子
さ
ま
の
事
也
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8
V

北
野
天
満
宮
蔵
。
目
代
〔
昭
世
〕
日
記
ノ
内

『
天
正
拾
参
年
五
月
廿
九
日
ヨ
リ
色
々
引
付
』

〔
天
正
叩
年
6
月〕

一
同
廿
四
日
ニ
貝
川
与
五
郎
六
十
六
部
つ
れ
候
て

細
ハ
明
日
廿
五
日
ニ
く
わ
ん
し
ん
を
仕
度
候
問

返
し
申
候

札
一
枚
持
候
て
来
候
右
子

奉
願
候
由
候
間
則
心
得
候

廿
五
日
ニ
松
梅
院
ヨ
リ
中
間
与
二
郎
ヲ
以
新
平
殿
ヨ
リ
に
て
候
あ
の
八
か
ら
か

ね
の
六
十
六
ふ
ヲ
ハ
是
ヨ
リ
置
候
哉
案
内
申
侯
つ
る
由
申
候
か
中
／
＼
我
等

へ
案
内
申
候
間
我
等
置
申
候
由
申
候
也
使
申
様
ハ
き
り
な
か
ら
何
も
坊
へ

御
出
候
て
御
申
候
へ
由
申
候
聞
や
か
て
参
候
て
様
子
有
や
う
に
申
明
候
ハ
ん
間

と
申
候
へ
と
申
返
し
候
也
し
は
ら
く
不
参
候
間
－
一
西
田
右
近
被
来
被
申
候
様
ハ

は
や
内
衆
シ
テ
す
ま
し
候
つ
る
間
坊
へ
参
に
お
よ
は
す
候
哉
と
被
申
候
間
さ

り
な
か
ら
先
参
新
平
殿
へ
成
共
せ
ん
き
の
有
様
ヲ
可
申
候
ハ
ん
と
に
し
た

に
申
候
へ
ハ
其
も
可
然
候
ハ
ん
と
候
間
則
」
御
た
ひ
所
参
新
平
ヲ
尋
候
へ
ハ

留
〔
主
脱
力
〕
に
て
候
由
被
申
候
間
尋
候
つ
る
由
申
候
て
給
候
へ
と
申
帰
り
候

〔
カ
〕

其
云
次
ハ
い
な
〉
ミ
お
た
き
り
也
此
両
人
－
一
申
置
帰
り
候
さ
て
其
は
ん
ニ
新

平
殿
－
一
東
の
ち
ゃ
の
元
に
て
相
候
間
（
有
や
う
に
）
つ
ふ
さ
に
申
渡
候

也

さ

り

な
か
ら
御
腹
り
う
な
き
様
－
一
奉
願
候
と
申
さ
て
帰
り
候
也

廿
五
日
ニ
朝
貝
川
与
五
郎
彼
六
十
六
部
ノ
上
人
又
同
宿
二
人
同
道
申
来
彼
八

か
ら
か
ね
一
ま
は
し
御
自
に
か
け
候
ハ
ん
と
彼
上
人
被
申
候
間
我
等
返
し

昨
日
忍
に
一
へ
ん
み
申
候
間
同
事
に
て
候
由
申
帰
し
候

一
七
月
一
日
御
手
（
て
）
水
不
参
候

一
（
明
日
）
十
三
日
ニ
秀
吉
大
里
様
へ
御
能
を
御
自
に
か
け
ら
れ
候
ハ
ん
と
て
こ
し

ら
へ
候
是
付
は
し
か
〉
り
の
松
松
を
口
切
に
口
せ
う
へ
も
ん
殿
よ
り
折
か
ミ
に

ヒ

ヒ

て
松
（
は
い
）
院
へ
い
か
ら
し
甚
へ
も
ん
両
人
し
て
秀
吉
か
ら
も
北
野
ハ
竹

木
ハ
き
ん
せ
い
に
て
」
候
へ
共
さ
り
な
か
ら
是
ハ
王
さ
ま
ノ
事
に
て
候
間
〔
下

略〕
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八
資
料

9
V

〔
天
正
悟
年
正
月
〕

六
日
ニ
せ
ん
す
万
さ
い
来
侯

北
野
天
満
宮
蔵
。
目
代
〔
昭
世
〕
日
記
ノ

内
『
天
正
十
四
年
九
月
七
日
ヨ
リ
日
記
』

い
つ
も
ハ
五
日
成
共
ひ
や
さ
け
の
ま
せ
候

八
資
料
叩

V

北
野
天
満
宮
蔵
。
禅
昌
日
記
七
冊
ノ
内
、
一
。

原
表
紙
ナ
シ
。
八
天
正
問
年
6
月
ヨ
リ

V

〔
天
正
怖
年
7
月〕

廿
六
日

一
妙
蔵
院
〔
禅
祐
〕
へ
連
菩
一
一
参
候
ひ
る
め
し
有
也
連
寄
五
十
ゐ
ん
書
也

立
少
す
る
也
禅
永
ほ
う
し
ん
た
ん
薬
御
あ
わ
せ
候
也

廿
七
日

一
連
寄
候
也
あ
き
の
森
殿
よ
り
ぎ
ん
一
枚
－
一
て
御
あ
つ
ら
へ
候

廿
八
日

一
禅
興
法
印
ニ
連
寄
三
百
ゐ
ん
秋
助
右
」
御
座
候
朝
か
ら
ニ
而
八
ツ
時
ニ
は
て

申
候
文
妙
蔵
院
ニ
而
夜
半
迄
大
酒
有
也

廿
九
日

一
小
畠
新
平
西
国
蔵
介
畠
屋
し
き
ニ
大
ミ
ゃ
う
衆
御
取
－
一
て
候
間
我
等
一
一
参

玄
以
法
印
へ
申
候
て
く
れ
候
へ
之
由
ニ
て
参
候
御
留
主
－
一
而
則
罷
帰
也
大
和

大
納
言
殿
へ
秋
之
森
ふ
る
ま
い
ニ
て
見
舞
－
一
法
印
御
出
候
由
候
也
能
も
大
和

衆
仕
候
也
」

タ

- 11ー

v 〔

8
月
2
日〕

一
禅
永
〔
禅
昌
祖
父
〕
へ
秋
の
森
と
の
よ
り
連
寄
ぎ
ん
一
枚
－
一
て
さ
き
の
月

連
寄
御
座
候
連
寄
御
や
り
候
へ
者
又
礼
－
一
三
百
疋
禅
永
へ
給
候

v 

四
日
雨
降
夜
前
八
ハ
た
よ
り
さ
ん
之
祈
鵡
一
一
と
て
二
十
疋
ニ
て
連

〔カ〕

寄
あ
つ
ら
へ
一
一
下
人
参
候
す
る
I
f
＼
と
子
生
候
時
者
天
神
さ
ま
鐘
の
お
〉
主

お
ち
て
参
候
ハ
ん
と
申
文
来
候
也
禅
永
返
事
有

今
日
朝
内
之
物
共
－
一
汁
給
也
七
度
参
有
也
」

大
里
ニ
能
有
由
聞
二
日
よ
り
今
日
四
日
迄
の
ふ
る

の
音
也
な
り
物
以
下
一
番
ッ
、
か
け
る
也

音
聞

め
い
人
共
し
の
き

V
v
 
〔
6
日
〕
一
今
日
丹
後
よ
り
閑
斎
御
上
洛
也
」

一
玄
以
法
印
よ
り
梅
軒
状
参
候
関
白
様
御
用
と
て

上
候
へ
と
申
来
候
則
吹
候
て
あ
く
る
日
遣
候

松
虫
す
〉
む
し
吹
候
て

文
宮
仕
中
へ
も
虫
か
〉
り
申
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永
正
八
年
六
月
九
日
当
社
御
神
楽
事
如
往
古
三
千
疋
可
下
行
之
由
被
仰
出
也
比

神
楽
事
者
禅
光
曽
祖
父
禅
能
僧
正
時
楽
人
懸
目
者
也
於
八
幡
過
分
禄
物
等

給
之
処
於
当
社
」
指
禄
物
不
給
之
由
致
訟
訴
候
処
無
異
儀
旨
申
然
者
三

千
疋
宛
両
季
可
下
行
之
由
申
候
処
福
田
庄
代
官
方
よ
り
執
度
之
由
申
条
折
帯

出
畢
然
間
干
今
福
田
為
料
所
由
申
也
是
者
当
坊
私
之
敬
信
－
一
最
初
申
付
儀
也

福
田
御
寄
進
状
－
一
相
見
者
也
難
然
毎
度
一
方
向
御
下
知
お
給
知
此
申
間

只
今
之
儀
も
先
応
上
意
申
付
也
楽
人
中
役
者
不
足
之
由
申
候
公
家
中
綾
小

路
殿
父
子
其
外
叉
両
人
被
出
畢
神
木
者
当
坊
令
頂
戴
也
公
方
へ
ハ
不
進
上
也

v 
〔
永
正
叩
年
6
月〕

九
日
御
神
楽
料
十
五
貫
文
下
行

天
神
木
送
之
頂
戴
如
例
」

庭
火
料
百
疋
従
楽
人
方
公
人
方
へ
下
行
云
々

暁

V
v
 
〔
永
正

η年
1
月〕

三
日
裏
白
会
懐
帯
八
枚
如
先
々
連
寄
在
之

口
口
る
日
や
又
若
水
の
音
の
庭

珍
重
々
々
禅
光

v 
八
月
十
五
日
於
会
所
高
国
連
寄
御
興
行
之
間

也
冷
泉
井
殿
宗
口
〔
石
偏
〕
被
出
也

よ
し
ゃ
口
こ
よ
ひ
の
秋
ハ
く
も
る
と
も

月
の
た
〉
ち
ハ
神
そ
み
る
ら
ん

よ
し
ゃ
こ
よ
ひ
く
も
り
は
っ
と
も
秋
の
空

月
と
心
の
君
か
ひ
か
り
に

観
世
大
夫
罷
出
う
た
い
あ
り

為
円
U
合
三
荷
進
之

房
州
被
出

一口同国
禅
光

八
資
料

6
V

太
田
武
夫
氏
蔵
。
紹
巴
書
状
。
内
容
ニ
ヨ
リ
天
正

5
年。

返
々
銘
の
あ
る
茶
臼
求
出
候
を
昨
夕
開
候
内
々
つ
り
物
我
等
へ
く
れ
ら

る
へ
き
と
の
儀
候
故
に
て
候
此
由
菊
右
へ
御
伝
所
仰
候
徳
順
へ
ハ
斎
名

拙
者
昨
日
出
候
仁
流
斎
と
号
ス
仁
の
徳
八
嶋
の
外
ま
て
な
か
る
〉
事
順

な
る
故
侯
古
今
常
々
明
に
て
侯
猶
仁
流
斎
よ
り
菊
右
へ
可
被
申
侯
以
上

今
度
者
初
而
対
談
勿
々
申
入
故
御
心
安
仕
立
却
而
御
心
中
難
測
候
無
異
儀
御

下
国
候
哉
御
遊
興
共
奉
察
候
拙
者
所
持
之
水
さ
し
御
開
殿
御
下
向
己
後
出

所
相
伝
之
事
及
承
候
而
お
し
く
成
候
御
秘
蔵
あ
る
へ
く
候

随
而
富
松
菊
右
衛
門
殿
へ
申
候
去
月
於
北
野
鳥
居
祈
薦
候
次
ニ
内
会
所
無
縁
所

之
儀
候

為

修

理
万
句
執
行
之
事
従
社
家
被
頼
候
条
来
春
よ
り
可
相
始
御
発

句
之
事
御
家
中
へ
被
仰
勧
候
ハ
〉
可
為
本
望
候
於
様
子
徳
順
可
被
申
上
候
神

非
例
を
う
け
す
と
申
候
間
公
役
め
き
て
ハ
無
詮
候
此
題
の
か
す
よ
り
ま
さ
り
て

も
又
不
足
も
く
る
し
か
ら
す
候
五
ヶ
年
己
前
非
分
礼
物
を
人
の
寄
進
候
て

加
修
理
候
へ
ハ
結
句
焼
失
候
キ
被
成
御
分
別
御
奉
加
所
労
候
拙
者
本
願
に

成
候
瓦
葺
に
と
存
儀
候
寺
奉
期
来
便
候

将
亦
不
入
儀
ニ
候
へ
共
筆
次
候
先
度
御
覧
候
和
州
片
岡
之
城
去
廿
八
日
ニ

惟
任
殿
長
岡
殿
白
中
ニ
の
り
と
ら
れ
そ
の
き
ほ
ひ
に
て
信
貴
城
（
あ
く
れ
）

ハ
十
一
日
夜
半
松
永
殿
父
子
腹
を
き
ら
れ
候
五
日
ニ
ハ
孫
十
一
（
十
二
敗
）
歳

の
若
衆
ャ
つ
つ
く
し
き
を
車
に
て
わ
た
さ
れ
候
て
六
条
河
原
に
て
生
涯
候
（
同
亦
十

三
今
一
人
）
両
車
に
て
候
我
等
ハ
聞
さ
へ
に
て
候
つ
る
徳
順
昨
夕
招
候
て
一

程
近
日
所
持
候
物
を
開
候
へ
ハ
つ
り
物
被
持
候
て
く
れ
ら
れ
候
徳
公
ハ
河
原
之

車
見
た
る
と
被
申
候
去
廿
四
日
夜
よ
り
客
星
近
年
不
出
見
え
候
禁
中
に
て
仁

王
会
御
行
候
猶
書
市
可
申
述
候
恐
憧
謹
言

十
月
十
三
日

忍
川
殿
参
人
々
御
中

八
資
料

7
V

- 10-

（
花
押
〉

北
野
天
満
宮
蔵
。
目
代
〔
昭
世
〕
日
記
ノ
内
、
『
天

正
拾
弐
年
正
月
一
日
ヨ
り
引
付
目
代
相
模
昭
世
」

〔
天
正
叩
年
正
月
〕

五
日
ニ
せ
ん
す
ま
ん
さ
い
三
人
つ
れ
に
て
来
候
庭
三
延
ヲ
敷
候
て

（
能
徳
来
る
と
と
ハ
お
ち
候
間
お
く
に
書
候
）

さ
で
あ
か
ら
せ
神
く
御
き
ま
い
ら
せ
さ
せ
申
候
銭
十
六
文

は
な
ひ
ら
三
重
と
ら
せ
候
さ
て
ひ
や
さ
け
を
の
ま
せ
申
候

ま
は
せ
申
候

扇
一
本

ひ
し



八
資
料

5
V

北
野
天
満
宮
蔵
。
松
梅
院
禅
光
ノ
抜
書
一
冊
。
標
題
『
社
家
条
々
引
付

抜
書
也
／
但
永
正
元
年
／
八
月
ヨ
リ
也
／
永
正
十
二
年
迄
禅
光
』

〔
永
正
4
年
4
月〕

廿
日
銘
玉
房
被
来
也
兵
法
虎
巻
相
伝
申
也
珍
重

廿
一
日
殿
中
御
能
御
座
云
々
翠
簾
可
被
借
召
之
由
為
伊
勢
右
京
亮
承
進
上
申
也

廿
六
銘
玉
房
被
来
虎
巻
被
行
借
物
事

〔カ〕

一
白
米
六
升
小
豆
用
意
赤
飯
－
一
申
付
也
髪
入
－
一
廿
是
お
も
る
也

一
白
餅
数
百
一
酒
百
文

一
の
し
百
本
一
鰹
三
ふ
し

右
魚
物
ヲ
除
テ
飯
酒
餅
二
ニ
分
テ
備
進
之
口
伝
在
之
」

五
月
一
日
香
西
弟
順
蔵
主
方
丹
後
江
陣
夫
申
懸
之
問
先
規
之
様
錐
申
之
既
就

此
儀
今
度
賀
茂
発
向
之
条
重
雄
申
之
不
可
承
引
之
由
候
間
不
及
力
者
也

〔
中
略
〕
一
社
令
談
合
之
令
出
銭
者
也
当
坊
斗
除
之

永
琳
院
貞
福
院
盛
輪
院
勝
蔵
坊
観
音
寺
永
国
寺
（
百
廿
文
宛
）

会

所

庵

目

代

八

嶋
庵
阿
弥
陀
堂
宮
仕
中
（
十
一
間
）
維
那
二
人
主
典

西
田
野
村
中
間
弥
二
郎
亀
若
六
郎
与
次
郎
各
六
十
文
西
田
被
官
二

人
成
孝
被
官
二
人
出
銭
也
〔
下
略
〕

v 
〔
8
月
間
日
〕

一
臨
時
御
供
下
行
次
第

米
一
石
代
壱
貫
五
百
文
但
代
干
時
寄
也

雑
用
銭
壱
貫
五
百
文
楽
人
録
物
先
々
五
人
分
雄
令
下
行

之
条
三
人
分
三
百
文
只
今
下
行
也

人
数
当
時
不
足

v 
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〔
永
正
5
年
正
月
〕

三
日
裏
白
之
会
如
例

V
v
 〔3

月
ヵ
〕
十
一
日
御
判
御
礼
参
上
弐
千
疋
太
万
持
進
上
之
然
而
御
会
之
時
分

致
参
上
之
間
一
首
可
仕
之
由
寄
花
述
懐
御
題
お
被
下
当
座
之
儀
令
迷
惑
者

也
殊
早
速
可
仕
之
由
冷
泉
殿
被
仰
之
間
任
口
畢

数
な
ら
ぬ
身
を
も
な
け
か
し
ち
る
花
の
隠
を
枝
の
春
の
夜
の
色

vv 〔永
正
6
年
刊
月
〕

廿
五
日

楽
人
筑
前
守
神
楽
事
申
間

請
取
申
御
要
脚
事

合
拾
貫
文
者

右
為
当
季
御
神
楽
下
行
物
旦
所
請
取
申
状
如
件

永
正
六
年
十
一
月
廿
四
日
（
山
井
筑
前
守
）
景
通
判

千
疋
下
行
之
時
者
五
十
疋
聾
料
公
文
承
仕
ニ
申
付
也
当
坊
可
出
仕
哉
之
由

及
案
内
云
々

以
千
疋
可
執
行
之
旨
種
々
申
付

令
領
掌
也

vv 〔永
正

7
年
3
月〕

一
当
社
そ
う
の
一

事

八

口
絵
写
真
参
照

V

う
り
申
北
野
〉
御
か
く
ら
れ
う
の
事
毎
月
十
八
日
－
二
貫
文
あ
り
此
外
正
月

一
日
一
貫
文
六
月
九
日
ニ
一
く
わ
ん
文
八
月
一
日
二
貫
文
御
む
ま
の
上
二

く
わ
ん
文
比
分
う
り
わ
た
し
申
う
り
文
也
し
ろ
ハ
永
代
五
十
く
わ
ん
文
也

文
安
二
年
二
月
十
五
日

八

ま

ん

の

そ

う

と

の

へ

あ

や

と

此
状
を
も
っ
て
二
所
八
幡
の
御
子
申
と
い
へ
と
も
一
向
無
跡
形
申
事
也
殊

文
言
相
違
等
在
之
芳
以
不
信
用
之
由
申
者
也
」

当
社
そ
う
の
一
あ
や
こ
諸
神
役
事
八
ま
ん
の
そ
う
文
安
二
年
の
う
り
け
ん
と
か

う
し
て
子
細
お
申
と
い
へ
と
も
彼
せ
う
せ
き
分
明
な
ら
す
又
社
家
ニ
お
い
て

一
向
無
其
沙
汰
者
也

殊
あ
や
乙
事
ハ
神
た
く
ニ
よ
り
其
職
－
一
任
す
る
間
他

ニ
異
ゐ
る
上
者
向
後
他
の
さ
ま
た
け
な
く
さ
ん
き
ん
相
違
あ
る
へ
か
ら
す

如
此
さ
り
状
如
件

永
正
七
三
月
二
日

-9-

禅
光
（
花
押
）

vv 六
月
九
日
神
楽
事

福

田
圧

畠
山
上
野
介
代
官
存
知
之
処
在
所
百
姓
不
致
承
引
」

不
致
所
務
云
々
然
間
無
料
簡
之
由
申
候
聞
大
蔵
寺
殿
御
進
上
之
折
帯
銭
千
疋

在
之
楽
人
中
へ
被
下
以
此
千
疋
参
勤
云
々
役
者
中
へ
饗
料
百
疋
自
楽
人

中
下
行
云
々

v 
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お
こ
と
わ
り

八
資
料

3
V
と
八
資
料

4
V
の
聞
に
左
の
『
引
付
』

二
冊
が
未
翻
字
で
す
。

A

松
梅
院

禅
予
の
日
記
四
冊
の
内
、
四

八
延
徳
4
年
8
月

t
周
年

9
月
分

V

B

松
梅
院
代
禅
慶
の
日
記
二
冊
の
内
、
一

八
明
応

3
年

3
月
l
4年
6
月
分

V

前
者
は
禅
予
の
最
晩
年
（
明
応
3
・
正
・
川
波
）
の
一
冊
。
後
者
の
禅
慶
は
連
歌
が
不

得
手
か
、
そ
の
日
記
に
は
連
歌
記
事
に
乏
し
い
。
神
楽
料
の
記
事
、
「
境
内
舞
猿
楽
以

下
勧
進
」
禁
制
の
記
事
な
ど
が
三
、
四
ケ
所
あ
る
だ
け
の
よ
う
で
す

（続
稿
）
。

八
資
料

4
V

北
野
天
満
宮
蔵
。
桧
梅
院
代
禅
慶
ノ
日
記
。
標
題
ハ
『
引
付

明
応
八
年
十
一
月
ヨ
リ
／
同
九
年
二
月
迄
儀
比
帖
在
之
』

〔
明
応
8
年
刊
月
〕

九
日
天
気
吉
今
日
於
当
坊
御
連
寄
在
之
明
珠
院
永
琳
院
貞
福
院
勝
蔵
坊

卿
公
御
連
枝
此
等
也
執
筆
海
老
名
也
錐
夜
入
御
懐
帯
奉
納

梅
寿
殿
様
御

社
参
御
伴
衆
梅
香
院
御
同
道
海
老
名
太
田
御
中
間
小
者
近
比
珍
重
々

々
社
頭
御
番
衆
能
玉
也

vv 〔也
月
〕
一
今
日
（

2
日
〕
八
ケ
所
日
供
分
先
昨
日
以
到
来
如
先
年
備
進
珍
重
々
々

分
之
事
米
五
斗
三
升
（
西
京
升
定
）
七
百
七
十
文
御
雑
用
銭
三
百
文

三
人
分
何
時
も
依
人
数
下
行
之
一
人
拾
疋
宛
也
云
々

楽 下
人行

vv 十
三
日

V
v
 

天
気
同
前

今
日
吉
田
間

御
連
寄

一
折
興
行

但
四
十
四
句
也
珍
重
々
々

〔
明
応
9
年
正
月
〕

一
今
日
〔

3
日
〕
御
祝

詠
之
〔
下
略
〕

今
日
千
秋
万
歳

詠
初
如
何
在
之

御
門
弟
中
御
出
在
之

成
孝
モ
参
上
仕

祝
言
申

二
帖
一
本
金
一
二
十
疋
被
下
之

出
仕
申

v v 

今
日
〔
什
日
〕
就
吉
田
一
折
御
興
行
当
坊
御
発
句
也

今
朝
社
頭
御
事
始
如
例
年
在
之
珍
重
也

今
日
〔
吃
日
〕
八
ケ
所
之
御
供
申
付
備
進
下
行
如
何

楽
人
四
人
参

四
十
疋
下

行
之

今
日
〔
釘
目
〕
会
所
坊
主

江
ナ卜｜

ヨ

上
落マ
在ご
之〔
14 
日

禅
予
七
年
忌
ト
ア

vv 
vv 

〔

2
月〕
一
今
日
〔
叩
目
〕
公
方
様
当
所

へ
御
成
在
之

於
馬
場
御
馬
被
召
公
証
（
以
後
社
頭

御
前
へ
御
参
候
テ
則
御
下
向
在
テ
会
所
へ
御
成
候
於
会
所
御
一
参
当
坊
為

御
礼
御
出
仕
在
柳
五
荷
御
取
居
五
種
御
持
参
在
之
上
意
ヨ
リ
題
御
給
在
之
間

一
首
被
遊
則
於
御
前
自
筆
梅
寿
殿
被
書
進
上
之
当
座
不
過
之
珍
重
々

々
宝
成
院
モ
柳
三
荷
－
一
テ
出
仕
題
被
下
也
其
後
」
御
所
様
タ
六
時
前
－
一

十

一

日

天
気
雨
降
面
番
内
田

一

就
昨
日
御
成
今
朝
又
当
坊
御
出
仕
在
之
金
一
腰
御

持

参

次

ニ
今
日
之
謂
経

進
上
之
上
意
神
妙
被
思
召
由
候
也

知
此
儀
公
私
目
出
度
由

ニ
テ
今
晩
ヨ
リ
夜
深
迄
於
御
上
御
酒
モ
リ
在
之

卿

上
座
坊
梅
香
院
以
下
其
外
会
所
坊
主
其
外
内
衆
悉
大
酒
共
也
弥
珍
重
々
々
」

- 8 ー

v 

今
日
〔
同
日
〕
於
当
坊
御
連
寄
在
之

御
発
句

脇
永
琳
院
執
筆
松
菊
丸

但
月
次
分
－
一
今
月
ヨ
リ
相
定
者
也

当
坊

v 

今
日
〔
何
日
〕
於
会
所
連
寄
興
行
宗
匠
兼
載
発
句
也

松
の
ミ
か
花
も

一
夜
の
朝
開
也

vv 〔
お
日
〕
一
松
田
豊
前
方
ヨ
リ
雑
掌
一
人
可
参
由
候
而
中
間
来
則
内
田
申
付
参
処

当
社
御
神
楽
六
月
霜
月
両
度
分
退
転
無
勿
排
通
依
楽
人
等
申

子
細
等
被
相

尋
也
豊
前
以
見
参
被
申
云
々
」

比
御
神
楽
之
儀
自
当
坊
返
答
之
趣
ハ
古
当
坊
富
貴
之
余
一
度
分
三
千
百
疋

分
然
者
両
度
－
一
六
千
疋
分
下
行
仕
此
神
楽
申
付
詑
今
ハ
当
坊
無
力
過
法
候

上
者
千
疋
分
ニ
テ
此
間
モ
執
行
詑
如
此
依
無
力
之
儀
共

近
年
千
疋
分
－
一
テ

執
行
在
之
間
此
分
者
何
時
モ
可
申
付
候
処
楽
人
等
以
古
之
引
懸
三
千
疋
分

ニ
ト
雄
数
度
申
当
坊
無
承
引
比
趣
彼
等

一一可
被
仰
聞
分
也
能
々
被
分
御
沙

汰
御
成
敗
可
為
肝
要
由
被
申
也



〔m
A
日
〕
一
就
当
所
舞
近
衛
殿
様
上
薦
御
方
御
桟
敷
在
之

被
仰
間
御
成
間
進
上
之
以
西
洞
院
殿
被
仰
出
也

今
日
於
明
珠
院
舞
聞
之
門
弟
衆
被
出
也
柳
二
荷
肴
色
々
為
当
坊
持
之
也

の
御
畳
簾
障
子
等
事

V
v
 廿
四
日
天
気
曇
也
（
自
己
刻
快
晴
）
今
日

上
（
此
柿
ハ
ム
キ
テ
積
也
）
」

一
白
波
兵
書
状
在
之
即
返
事
遣
也

上
様
井
御
寮
今
夕
有
御
入
以
成
胤

廿
五
日
天
気
快
晴
日
連
寄
所
庭
松
久
枯

入
候
間
可
申
付
由
云
々
〔
下
略
〕

廿
六
日
天
気
殊
勝
（
終
日
曇
也
）
房
民
部
千
句
沙
汰

陰
た
か
き
松
の
あ
ら
ハ
す
千
秋
か
な
」

進
上
為
後
証
註
置
者
也

御
折

唐
餅

数

柿
以

東
山
殿
様

宗
祇
上
洛
由
言
伝
云
々

近
日
根
朽
倒
間
今
日

参
詣
人
可
出

初
百
韻
発
句
事
申
間
如
此

V
 廿
八
日
天
気
殊
勝

荒
神
清
水
江
一
七
ケ
日
参
詣
今
日
結
願
皆
令
満
足
珍
重
々

々
成
就
房
へ
布
施
十
疋
遣
之
於
清
水
御
幣
奉
之
十
疋
也
連
寄
百
韻
未

果
云
々

112 

V
 
〔
叩
月
〕

六
日
天
気
殊
勝
但
自
未
刻
少
時
雨
也
宗
祇
今
朝
来
臨

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

五
日
天
気
快
晴

（
但
自
未
刻
少
時
雨
也
）
宗
祇
今
朝
」
来
臨
也

自
今
日
相
触
也
（
下
略
〕

六
日
天
気
殊
勝
今
日
連
寄
在
之
人
数
ハ
（
上
）
冷
泉
殿
〔
為
広
〕
西
洞
院
殿

〔時
顕
〕

薬

医

之

茂

（
童
）
長
寿
印
湯
河

浜
豊
後

（同
源
六
）
」
進

藤

波

々

伯

部

宗

祇

肖

柏

玄

清

一

覚

同

弟

子

繭

仲

嶋

津

内

村

田

父
子
此
外
宗
祇
弟
子
一
人

発

句

木

枯

を

よ

そ

け

に

菊

の

に

ほ

ひ

か

な

宗

祇

庭

を

さ

か

り

に

紅

葉

ち

る

と

ろ

禅

予

し
っ
か
な
る
山
し
た
水
に
月
す
ミ
（
さ
え
）
て

冷
泉
殿

冷
泉
殿
御
太
万
（
金
）

被

持

茂

（
重
）
長
（
組
巻
）
持
参
也

明
日

一
座
興
行
由

及
夜
陰
酒
在
之

V
 
〔
ロ
日
〕
一
加
州
所
々
御
下
知

庄
分
ノ
ホ
カ
省
略
〕

北
野
宮
寺
領
近
江
国
八
坂
庄
事
去
々
年
以
来
乍
令
致
代
官
年
貢
難
渋
候

以
外
之
次
第
也
因
五
四
季
御
干
句
令
退
転
之
条
神
慮
巨
測
者
哉
所
詮
未

進
以
下
厳
密
沙
汰
渡
松
梅
院
可
被
執
請
取
由
被
仰
出
候
也
の
執
達
如
件

（

延

徳

元

）

十

月

二

日

長

秀

（

判

）

（
山
徒
）
大
蓮

坊

為

規

（判）

今
白
書
出
也

井
八
坂
店
同
前
」
珍
重
々
々
〔
八
坂

Lー

- 7 -
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vv 廿
七
日

vv 廿
九
日
雨
降
也

上
仕
也

一
教
春
御

出

也

盛

輪

院

事

被

仰

也

品
川
日
雨
降
也
自
今
出
河
殿
若
公
様
当
社
諸
神
通
夜
事
次
第
具
可
致
注
進
由
以

大
館
治
部
大
輔
被
仰
出
也
即
五
十
ケ
日
神
事
検
」
末
社
之
本
地
一
夜
宛
通
夜
由

言
上
仕
也
有
御
意
得
由
被
仰
出
候
叉
昨
日
進
上
仕
候
御
発
句
脇
第
三
近
比

面
白
被
思
召
候
由
被
仰
下
也
面
白
之
至
也
今
日
御
巻
数
所
々
進
上
也

天
気
快
晴

自
今
日
於
住
坊
千
旬
以
隠
密
興
行
云
々

子
細
在
之

今
日
御
千
旬
結
願

同
御
巻
数
進

御
発
句
脇
第
三
注
進
上
仕
也

自
冷
然
御
房

V
v
 

〔

6
月〕
一
今
日
〔

9
日〕

御
神
楽
闘
怠

断
次
第
也

加
州
諸
神
領
一
所
も
不
入
社
家
之
手
也

一
口
語
道

V
v
 十
七
日

vv 〔引
日
〕

浜
殿
来
臨

β、-, 
日

慈
清
院
借
会
所
観
音
蛾
法
在
之

〔
同
目
、
御
講
ノ
記
事
ア
リ
〕

天
気
快
晴

会
所
九
日
会

今
日
在
之

八
資
料

3
V

北
野
天
満
宮
蔵
。
松
梅
院
禅
予
日
記
四
冊
ノ
内
、

三
。
標
題
ハ
『
引
付
長
享
三
九
同
十
月
』

〔
長
享
3
年
9
月〕

一
自
今
日
〔
日
日
〕
於
今
少
路
盛
輪
院
坊
地
香
若
大
夫
勧
進
在
之
」

十
七
日
（
自
今
日
土
用
）
天
気
快
晴
清
春
ト
云
願
主
社
頭
へ
灯
目
寄
進
也

料
壱
貫
弐
百
文
到
来
也
珍
重
々
々
小
袖
屋
取
続
也
同
千
句
奉
納

自
舟
井
庄
就
相
懸
陣
夫
注
進
在
之
即
上
原
方
へ
以
両
使
申
遣
也

当
所
舞
勧
進
事
－
一
付
て
社
家
奉
行
方
へ
如
此
遣
状

於
社
家
境
内
舞
勧
進
事
諸
家
被
官
人
等
致
張
行
候
条
不
可
叶
由
雄
度
々
加

問
答
候
不
能
承
引
自
昨
日
（
十
六
日
）
及
其
企
候
新
儀
上
者
神
慮
難
測

候
早
々
被
成
御
下
知
被
停
止
候
者
可
目
出
候
此
旨
宜
預
御
被
露
候
恐

dげ
明

々
謹
言
九
月
十
七
日

松
田
丹
後
守
殿

禅
予

」

〔
沼
田
、
御
講
ノ
記
事
ア
リ
〕

v 
一
〔
市
日
〕

畠
山
中
務
少
輔
政
近
代
謹
言
上

加
賀
国
福
田
庄
井
山
代
等
事

右
子
細
者
鹿
苑
院
殿
様
御
代
至
徳
二
年
仁

為
長
崎
四
郎
跡
被
成
下

御
判
知
行
之
処
勝
定
院
殿
様
御
代
曽
祖
父
将
監
入
道
御
折
種
之
刻
一
端

北
野
社
家
江
雄
被
寄
之
聴
而
被
召
出
則
被
返
下
四
季
之
神
楽
於
被
定
置

以
来
令
全
知
行
詑
然
仁
去
長
禄
二
年
不
預
御
札
明
松
梅
院
申
掠
直
務

仕
候
段
不
便
之
至
也
所
詮
神
楽
料
者
如
先
々
致
其
沙
汰
於
下
地
」
者
任

支
証
之
旨
如
元
被
返
下
弥
為
致
奉
公
忠
節
粗
言
上
如
件

長
享
三
年
七
月
日

飯
尾
加
賀
守
殿
奉
行
也

北
野
宮
寺
雑
掌
謹
支
言
上

加
賀
国
福
田
庄
井
山
代
半
済
等
間
事

右
彼
庄
者
為
重
色
御
願
之
御
料
所
去
応
永
廿
五
年
十
二
月
十
八
日
御
寄
進
御

判
畑
鷲
也
其
後
一
旦
錐
令
不
知
行
御
申
開
去
長
禄
二
年
四
月
十
六
日
」

重
被
成
下
還
補
御
判
干
今
知
行
無
相
違
之
処
畠
山
中
務
少
輔
政
近
号
旧
領

被
及
訴
訟
云
々
既
当
社
領
事
者
有
本
主
雄
及
訴
訟
有
其
理
者
可
宛
行
替

地
於
宮
寺
領
者
永
代
為
不
易
之
地
可
専
神
用
之
由
御
判
井
御
教
書
等
明

鏡
上
者
早
被
弁
掲
彼
指
訴
弥
可
奉
致
御
祈
鵡
精
誠
之
者
也
の
粗
謹
言
上
如
件

長

享

三

年

九

月

日

以
倉
本
遣
之

-6-

vv 〔四
日
〕

vv 

就
福
田
庄
事
飯
加
へ
支
状
遣
之

今
日
〔
幻
日
〕
御
供
備
進
珍
重
候
の
楽
人
筑
前
来
而
申
様
今
日
御
供
（
笠
）

役
者
依
発
口
不
参
勤
殊
非
作
病
間
以
格
文
ヲ
可
為
如
何
由
申
之
返
答
者
笠

役
者
有
数
輩
者
以
代
宮
参
勤
可
然
候
但
於
無
代
者
委
細
者
近
筑
申
処
」
代

無
之
云
々
然
者
不
限
比
事
無
了
簡
間
不
可
苦
由
返
答
在
之



V
 廿
五
日
天
気
快
晴
今
日
於
密
乗
院

－
一
遣
之
其
連
菩
也
発
句
禅
予

結
ふ
手
も
す
〉
し
き
水
の
な
か
れ
哉

猶
就
御
手
水
事

百
疋
壱
石
礼

連
寄
在
之

八
資
料

2
V

北
野
天
満
宮
蔵
。
松
梅
院
禅
予
ノ
日
記
四
冊
ノ
内
、
二
。
標
題
ハ

『
引
付
長
享
参
卯
月
日
五
月
六
月
間
在
比
帖

禅
予
』

〔
長
享
3
年
4
月〕

一
一
日
天
気
快
晴
今
日
少
々
上
様
へ
御
訪
被
申
云
々

目
也
次
御
陣
御
所
様
御
詠

藻
（
も
）
塩
く
む
あ
ま
の
袖
た
れ
浦
浪
に

や
と
る
も
心
あ
り
明
の
月

事
外
之
御
自
賛
之
由
云
々
此
御
詠
ハ
己
前
被
懸
也

余
之
殊
勝
皆
書
付
置
者
也

常
清
院
殿
与
申
也
御
道
号
ハ
（
悦
山
と
申
也
）
道
治
と
申
也
（
ハ
御
名
也
）

ヒ
ヒ
ヒ

春
の
野
の
つ
く
ノ
＼
し
を
ハ
ま
た
見
ね
と

ほ
う
け
は
て
た
る
を
れ
か
つ
ら
か
な

此
御
詠
ハ
御
自
筆
に
て
被
懸
た
る
を
上
様
め
さ
れ
て
御
上
の
よ
し
な
り
乙
の

御
心
も
六
角
か
事
お
ほ
し
め
す
ま
〉
に
御
対
治
も
な
き
よ
し
を
御
秘
下
の
御
心

叉
御
述
懐
の
心
な
り
い
よ
／
＼
あ
ハ
れ
な
る
御
事
也
」

当
年
正
月
朔
日
御
所
様
被
召
御
垢
離
天
照
太
神
を
御
拝
あ
り
て
六
角
か
頚

を
御
覧
せ
す
ハ
則
御
命
を
召
て
給
候
へ
と
御
祈
精
あ
り
其
夜
の
御
夢
一
一
朝
日

の
出
る
を
御
拝
あ
れ
ハ
此
朝
日
地
に
お
つ
る
と
御
覧
し
つ
る
か
か
〉
る
御
歓

楽
に
な
る
ハ
御
祈
精
と
〉
き
ぬ
る
と
御
所
様
上
様
へ
御
病
中
に
御
物
語
の
由
沙

汰
あ
り
毎
事
時
節
到
来
不
及
力
次
等
歎

南
御
所
様
へ
御
別
物
口
懸
御

v 

〔
沼
田
、
御
講
ノ
記
事
ア
リ
〕

白
浜
殿
状
在
之
上
様
御
発
句
湯
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十
九
日
天
気
快
晴
今
日
永
大
夫
汁
在
之

河
方
申
請
名
号
連
寄
致
沙
汰
云
々

な
か
ら
ふ
る
身
を
う
の
花
の
さ
か
り
か
な

む
へ
ほ
と
〉
き
す
月
に
な
く
山

政
春

vv 廿
八
日
天
気
快
晴
自
今
出
河
殿
若
君
様
〔
義
材
〕
以
御
発
句
脇
於
当
坊
御
千
句

可
致
沙
汰
由
被
仰
出
候
也
無
御
要
脚
而
例
式
御
太
万
一
振
御
寄
進
申
次
者

大
館
治
部
大
輔
〔
視
綱
〕
也
即
於
当
坊
千
句
沙
汰
也

余
の
木
－一ハ
勝
て
た
か
し
夏

の

松

吉

し

け

り

か

う

へ

の

山

そ

ま

き

れ

ぬ

見

出
る
よ
り
四
方
に
す
〉
し
く
月
は
れ
て
禅
予
」

則
写
御
発
句
脇
第
三
大
膳
〔
館
ヵ
〕
方
へ
遣
也
今
日
天
気
快
晴

廿
九
日

五
月
分
大

天
気
快
晴

今
日

千
旬
結
願

朔
日

U
V
 八
日

天
気
殊
勝
今
日
湯
河
房
州
〔
政
春
〕
寿
印
浜
由
一
旦
州
明
智
兵
庫
頭
同
右

馬
助
永
運
有
来
臨
而
百
韻
興
行
在
之
発
句
ハ
政
春
也
柳
三
荷
折
三
合

〔
カ〕

被
持
也
終
日
有
一
会
殊
大
酒
在
之
政
春
打
万
仰
也
即
叉
出
也
明
智
殿

金
覆
輪
浜
殿
三
百
疋
折
需
同
金

ま
た
る
な
よ
初
音
ハ
す
き
っ
ほ
と
〉
き
す

軒
は
っ
た
へ
て
に
ほ
ふ
た
ち
花

一5.ー

禅政
予春

v 

〔
8
日
夜
、
京
大
焼
亡
、
自
室
町
南
角
、
御
霊
辻
子
角
迄
〕

十
二
日

天
気
快
晴
但
申
刻
夕
立
降
也
今
日
今
宮
殿
御
父
子
還
御
也

千
秋
宮

内
少
輔
殿
へ
加
州
書
状
遣
也
朱
番
帳
改
而
参
社
頭
也
会
所
留
守
珍
海
今
日
死

去
也
」

十
三
日
〔
省
略
〕

一

細
河
殿
鴨
居
方
よ
り

会
所
坊
主
可
定
置
由
使
在
之

事
為
其
方
可
被
定
置
由
承
候
無
覚
悟
由
申
遣
也

為
当
坊
相
叶
之
処

坊
主

vv 廿
六

日

雨
降
也
今
日
自
今
出
河
殿
〔
義
視
〕
為
御
千
句
料
御
馬

一
匹
（
鴇
毛
印

雀
目
結
）
御
太
万
（
則
宗
）
被
下
御
発
句
在
之
即
致
沙
汰
也
今
日
竹
田

法
印
方
よ
り
樽
一
荷
密
館
柑
子
被
送
也
即
南
御
所
様
へ
除
鰭
進
上
自
春

寿
院
殿
御
文
給
也
面
白
至
也
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五
日
天
気
快
晴
今
日
於
会
所
宗
匠
始
之
連
吾
在
之
人
数
十
八
人

雄
三
百
疋
持
参
之
何
も
被
返
之
間
不
能
是
非
発
句

あ
ら
ぬ
名
を
か
る
や
天
ひ
乙
ほ
と
〉
き
す
宗
祇

た
〉
う
の
花
ハ
号
ね
の
し
ら
雪
（
湯
川
）
政
信

夏

山

ハ

乙

す

ゑ

の

ほ

か

に

月

を

見

て

禅

予

五
日
会
罷
出
事
錐
無
先
規
宗
祇
別
市
云
知
音
結
城
越
州
副
状
在
之
間

罷
出
也

六
日
天
気
快
晴
今
日
宗
祇
へ
罷
出
昨
日
三
百
疋
」
重
雄
持
罷
出
候

種
々
申
間
百
疋
分
被
納
残
被
返
畢
酒
在
之

弄

種
々
奔
走

不
被
請
取

V
v
 九
日

天
気
晴
也
今
日
盛
輪
院
法
楽
在
之
（
於
御
陣
御
発
句

花
の
名
の
卯
月
ハ
雪
の
夕
哉

御
庭
ハ
梢
の
若
葉
そ
ふ
比

宗
抵
御
脇
申
云
々
）

V
v
 十
三
日
（
夜
）
雨
降
今
日
於
盛
輪
院

十
疋
相
副
奉
納
之
」

為
当
坊
法
楽
在
之

今
日
相
園
坊
千
句

vv 十
八
日
天
気
快
晴
今
日
以
品
川
三
人
三
千
三
百
品
川
度
之
奉
廻

此
外
立
願
千
句
在
之
〔
下
略
〕

御
殿
皆
令
満
足

V
v
 十
九
日

発
句
事
申
間
如
此

天
気
快
晴
今
日
於
盛
輪
院
富
田
法
楽
申
也

松
ひ
と
り
草
木
に
も
れ
て
夏
も
な
し

就
八
坂
庄
事
自
七
郎
殿
書
状
在
之

領
掌
云
々

メ』
I 

日

宝
泉
使
也

V
v
 廿
三
日

V
v
 晦
日
於
鈎
御
陣
御
懐
帯
同
宗
匠
始
懐
昏

〔

5
月〕
十
九
日

V
v
 廿
一
日

長
源
招
請

奔
走
在
之
」

天
気
曇

今
日
密
乗
院
連
寄
在
之

今
日
奉
納
之

為
後
証
注
置
者
也
〔
下
略
〕

天
気
快
晴

難
頭
院
所
望
之
間

御
縁
起
於
当
坊
奉
読
之

ρ、
I 

日

御
陣
へ
富
田
下
之

御
調

メλ
I 

日

天
気
快
晴

御
供
不
備
希
代
重
事
云
々

経
進
上
之

自
七
郎
殿
」
被
説
新
古
今
今
白
書
出
遣
之

v 〔

6
月〕

四

日

雨

降

V
v
 九
日
天
気
快
晴
今
日
御
神
楽
如
近
年
以
千
疋
不
可
致
参
勤
之
由
楽
人
筑
前
守
申
之

既
近
年
為
如
此
左
処
及
違
乱
之
条
不
可
然
殊
加
州
神
領
共
依
国
々
動
乱
社

用
無
納
之
由
雄
令
問
答
不
致
参
勤
也

，
惣
而
此
御
神
楽
事

己
往
者
以
千
疋
内

参
勤
云
々
禅
能
法
印
時
楽
人
等
八
幡
宮
神
事
禄
物
等
過
分
由
申
之
凋
7

議
者

以
楽
人
扶
持
儀
一
季
以
三
千
疋
沙
汰
之
云
々
福
田
庄
此
在
所
由
楽
人
錐
楽

人
申
御
判
等
無
其
御
文
言
富
墓
庄
ヨ
リ
永
享
比
者
此
禄
出
云
々
此
分
社

家
奉
行
松
田
丹
州
へ
致
注
進
者
也

今
日
法
楽
在
之
発
句
ハ
」

影
う
っ
す
御
池
ハ
神
の
泉
か
な

松
に
す
〉
し
き
夕
く
れ
の
月

楽
人
筑
前
来

々
九
日
御
神
楽
事
申
云
々

禅
予

松
寿
丸

- 4 ー

vv 十
一

日

天

気

快

晴

御
陣
へ
御
請
経
進
上
之
使
中
間
右
衛
門
二
郎

今
日
於
密
乗
院
連
寄
在
之
二
百
韻
発
句

山
風
よ
乙
え
て
世
に
ふ
け
雲
の
嶺

禅
予

V
v
 十
四
日
天
気
快
晴
今
日
於
密
乗
院
盲
目
連
寄
結
願
在
之
千
寿
殿
代
発
句
沙
汰

之
（
今
日
朝
五
打
過
－
一
ヤ
子
ノ
石
、
こ
テ
軒
－
一
懸
止
可
占
者
也
石
河
申
旨
在
之
）

に
ほ
ひ
け
ふ
満
て
秋
ま
つ
花
野
か
な

今
日
丹
波
衆
三
荷
上
東
山
殿
様
へ
一
荷
御
陣
御
所
様
へ
一
荷
結
城
七

郎
殿
二
何
次
就
禅
椿
事

社
家
五
人
連
署
取
之
莞
慶
明
順
判
形
也

V
v
 廿
二
日

V
v
 廿
三
日
雨
降
於
内
会
所
如
於
（
目
）
連
吾
所
近
年
笠
置
連
寄
在
之
云
々
不
可

ヒ

然
由
各
沙
汰
在
之
間
留
守
坊
主
」
弥
海
召
寄
相
尋
之
処
更
無
其
儀
由
申
問

所
詮
於
自
今
以
後
者
猿
不
可
有
其
沙
汰
由
堅
申
付
者
也
為
後
証
注
之

天
気
快
晴

永
琳
院
連
寄
出
之



V
v
 廿
二
日

V
v
 廿
六
日
朝
天
気
快
勝
タ
雨
降
今
日
光
乗
坊
来
対
面
富
田
御
陣
へ
遣
松
田

対
州
方
へ
井
上
遣
之
伊
右
可
来
由
就
被
申
也
今
夕
盛
輪
院
品
川
六
句
連
寄
在
之

明
雅
禅
慶
衆
也
四
打
時
分
終
被
帰
也
愛
今
夜
八
打
過
」
程
永
琳
院
へ
強

盗
入
也
北
面
垣
切
破
也
近
比
事
也
但
皆
無
為
珍
重
々
々
当
時
不
及
了
簡

次
第
也
物
少
々
取
之
云
々

天
気
快
晴

今
日
永
琳
院
連
寄
在
之

密
乗
院
ニ
酒
在
之
」

其
帰

v 〔

3
月〕

四
日
天
気
快
晴

連
寄
在
之

旧
冬
順
廻
返

於
盛
輪
院
沙
汰
之

門
弟
衆
悉
被
出
也

今
日

V
v
 九
日
天
気
快
晴
今
日
盛
輪
院
法
楽
在
之
文
今
日
自
畠
山
殿
菅
原
庄
笠
間

保
代
官
事
服
部
方
ニ
就
契
約
儀
御
悦
喜
之
御
状
在
之
面
白
至
也
の
自
御

陣
御
所
様
御
夢
想
御
懐
需
到
来
即
奉
納
申
自
二
階
堂
書
状
在
之
返
事
如

比

御

発

句
か
す
ミ
は
れ
さ
く
ら
は
か
〉
る
梢
か
な

そ

で

に

あ

ま

き

り

月

の

あ

さ

風

御

一
御
法
楽
御
懐
需
為
御
礼
拝
領
仕
候
即
令
奉
納
候
（
御
祈
薦
之
事
）
別
而
奉

致
御
御
薦
稽
（
精
誠
）
候
此
旨
可
然
之
様
可
預
御
披
露
候
恐
々
謹
言

三

月

十

日

禅

予

二
階
堂
殿

十
日
雨
少
降
教
春
御
寮
今
日
御
帰

十
一
日
雨
降
観
世
四
郎
二
郎
礼
来
連
寄
他
行
之
間

vv 十
三
日
天
気
殊
勝
於
御
陣
御
夢
想
懐
帯

今
朝
写
遣
之
密
乗
院
へ
有
連
寄
罷
出

重
而
可
来
由
申
之

自
結
城
越
後
守

柳

一
桶
遣
之

可
写
袷
由
被
申
間
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V
v
 十
六
日

V
v
 

天
気
味
勝

今
日
密
乗
院
へ
罷
出

連
軍
司
在
之

終
日
酒
在
之

L... 

廿
一
日
天
気
快
晴
今
朝
八
坂
庄
初
納
千
疋
御
崎
一
一
餅
百
五
十
枚
目
大
蓮
坊

到
来
返
事
遣
之
但
重
々
子
細
在
之
云
々
又
白
香
厳
院
殿
〔
清
晃
〕
百
疋
御

寄
進
御
使
松
阿
弥
云
々
明
珠
院
仁
連
寄
在
之
間
即
御
返
事
不
申
入
候
又

口
地
方
福
田
年
貢
千
疋
割
符
到
来
次
今
日
禅
椿
致
社
参
也
其
次
ニ
当
坊
へ
来

堀
共
見
廻
云
々
言
語
道
断
次
第
也
但
明
珠
院
連
寄
罷
出
留
守
之
間

一
向
不
能

是
非
也
余
之
上
意
蔑
恕
之
条
希
代
事
也
次
東
山
殿
御
請
経
進
上
文
今
日
御

供
閥
怠
神
慮
難
測
浅
増
々
々

今
朝
香
厳
院
殿
昨
日
百
疋
就
御
寄
進

廿
二
日
天
気
殊
勝
今
日
永
琳
院
連
寄
在
之

御
巻
数
進
上
之
使
江
村
」

廿

三

日

雨

降

今

日

御

陣

御

巻

数

社

家

奉

行

ヘ

遣

之

廿
四
日
雨
降
東
山
殿
様
へ
進
上
御
折
椿
餅
一
折
暑
預
一
折
海
苔
一
折

以
上
堀
河
殿
御
房
申
次
使
安
原
今
日
於
明
珠
院
連
寄
柳
一
桶
持
参
今
夕

貞
福
院
上
洛
由
申
樽
片
持
参
叉
組
巻
一
腰
禅
慶
出
仕
礼
云
々
有
子
細
不

能
対
面
云
々

廿

五

日

天

気

晴

但

曇
也
今
日
法
楽
申
也
発
句

花
ハ
世
に
ち
り
て
も
を
そ
き
深
山
哉

今
日
光
乗
坊
来
臨

廿
六
日
雨
降
七
郎
殿
へ
巻
数
遣
之

廿
七
日
天
気
快
晴
今
朝
永
密
大
夫
汁
在
之
御
す
丸
今
朝
招
請
」

廿
八
日
天
気
少
曇
今
朝
自
結
城
越
後
守
会
所
奉
行
事
被
仰
出
種
玉
庵
宗
祇
之

白
書
状
在
之
井
宗
祇
状
在
之
珍
重
々
々

廿
九
日
天
気
殊
勝
今
朝
宗
祇
来
臨
叉
今
日
巳
刻
禅
椿
為
上
意
可
召
進
由

在
之
間
相
語
人
遣
処
其
身
没
落
若
党
両
人
法
師

一
人

井
上
下
人
生
涯
希

代
事
也
禅
椿
者
清
大
寺
殿
へ
逃
入
堅
申
間
被
拘
置
被
落
畢
然
間
一
社
集
会

在
之
也
以
連
署
申
上
連
署
人
数
十
七
人
」

- 3 ー

vv 
〔

4
月〕
三

日

雨

降

大

風

吹

也

今

日

四
日
天
気
曇
今
日
宗
祇
来
臨

道
也

密
乗
院
ニ
持
寄
連
吾
在
之

明
日
会
所
連
寄
」
所
用
共
被
申

肖
柏

全
藤
同



117 

2 

八
長
享
3
年
4
月
I
周
年
6
月
V

八
長
享

3
年
9
月

i
周
年
間
月

V

八
明
応

8
年
日
月

i
9年
2
月

V

八
永
正
元
年
8
月

I
U年
吃
月

V

八
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付

V

太
田
武
夫
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蔵

八
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正
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l
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年
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V

〈
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正
問
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5
月

I
叩
年
日
月

V

八
天
正
何
年
9
月

t
何
年
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V

北
野
社
引
付

（禅
昌
日
記
）

八
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6
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l
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年
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。

（

h
q
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八
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l
悶
年
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v
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q
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0
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八
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l
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年
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q
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八
天
正
問
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月
J
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年
ロ
月

V

目
代

（

昭

世

）

日

記

八

文

禄

2
年
5
月
l
同
年
6
月

V

北
野
社
引
付
（
禅
昌
日
記
）
八
慶
長
4
年

4
月

i
周
年
7
月

V

h
q

（

h
q

）

八
慶
長
6
年
3
月

I
同
年
6
月

V

。

（

9

）

八

慶

長

7
年

6
月
l
周
年
7
月

V
当
該
記
事
無
シ

預

能

長

記

録

八

慶

長

3
年
刊
月
！
日
年
日
月

V

天
神
八
百
年
御
忌
之
事
記
八
元
禄
同
年
正
月

t
周
年
3
月

V

御
寺
務
御
記
録
之
写
天
満
宮
八
百
年
御
忌
八
元
様
同
年
2
月
l
何
年

3
月

V

3 

北
野
社
引
付
（
禅
予
日
記
）

。

（

hv

）

hv

（
禅
慶
日
記
）

。

（
禅
光
抜
書
）

紹
巴
書
状
忍
川
殿
人
々
御
中

目
代
（
昭
世
）
日
記

。

4 5 6 7 8 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 
八
資
料

1
V

北
野
天
満
宮
蔵
。
松
梅
院
禅
予
ノ
日
記
四
冊
ノ
内
、
一

。
標
題

ハ

『引
付

長
享
二
年
正
月

二

月

三

月

四
月

五

月

六

月

禅

予

』

〔
長
享

2
年
正
月
〕

〔
叩
目
〕

今

日

東

山
殿

様

井

長

谷
上
様
へ
参
上
其
外
東
山
所
々
南
御
所
参
上

静
住
坊
百
疋
折
帯
持

参

今

日
密
乗
院
連
寄
在
之
罷
出
直
出
京

御

房

達

悉

参

也

今

日

佳

例

事

始

大
工
来
方
々
参
上
御
礼
之
間
松
寿
丸
対
面
沙

汰
之

珍
重
々
々

vv 廿
日

天
気
雨
降
今
日

天
神
講
行
也

餅
散
在
之

之

今

日

自

右

馬

頭

殿

佳

例
円
鏡
一
面
到
来

門
弟
来
臨

珍
重
々
々

以
次
御
縁
起
読

V
 廿
二
日
天
気
殊
勝
今
日
宇
都
宮
殿
来
臨
依
有
永
琳
院
〔
禅
慶
）
連
寄

帰
云
々

の

今

日

永
へ

樽

一
荷
召
寄
也

不
会
被

v 
〔幻
日〕

一

毎
月
十
八
日
御
神
楽
銭

惣
一

方
出
之

両
月
分
今
日
下
行

五
貫
文
請
取
到
来

自

v
 
廿
八
日

天
気
殊
勝
今
日
盛
輪
院
法
楽
在
之

発
句
被
申
間
沙
汰
之

世
に
に
ほ
ふ
梅
ハ
此
野
を
は
し
め

か

な

禅

予

今
日
（
自
）
松
田
丹
後
守
方
畠
山
左
衛
門
佐
殿
へ
被
成
御
奉
書

月
日
付
也
去
年
引
付
注
之

今
月
廿
五
日
渡
部
孫
左
衛
門
尉
発
句
事
申
間
違
之

松
に
そ
ふ
梅
も
千
と
せ
の
匂
か
な

祝
言
計
也
」

同
廿
日

小
畠
六
郎
申
様

自
当
社
被
下
梅
之
由
蒙
夢
想
間

間

違

之
神
風
の
告
あ
る
梅
の
匂
か
な

比
興
々
々

但
去
年
三

為
法
楽
発
句
由
申

-2-

v 〔

2
月
〕

一一一日
天
気
快
晴
但
昼
程
少
審
降
晩
景
即
快
晴
也
」
今
日

数

幸

充

永

承

明

雅

禅

慶

禅

果

禅

快

禅

任

覆
輪
一
腰
燭
燭
一
丁
持
参
連
寄
八
句
法
楽
発
句

け

ふ

と

と

の

春

を

と

ひ

け

り

神

の

梅

禅

予

八
打
過
帰
路

小
畠

渡

辺

柳

出

之

酒

在

之

出

立

者

自

門

弟

柳

二

何

是

者
参
館
中
可
被
出
樽
之
処
以
代
参
鑑
之
間
今
日
其
酒
被
出
云
々
珍
重
々
々

宇
都
宮
殿
来
臨
也

吉
祥
院
へ
参
詣

玄

禅

盛

祐
也

金 人

V
v
 七
日

天

気

快

晴

今

日

法

楽

始

在

之

今

日

服

部

礼

一一
来

疋
太
万
持
来
諸
人
間
百
疋
持
来
之
今
日
波
庫
中
日

蝋
燭
五
丁
出
之

補
任
遣
之
弐
百

吉
原
御
経
在
之



北
野
社
古
記
録

（
文
学
・
芸
能
記
事
）

八
昭
和
何
年
間
月
初
日
受
理

V

抄

〈ー〉

開
M

向。o
G宮
内
円
。

s
p
o
ロ2
1
2
。
間
同
r
O
H
M

－2
2

棚

町

5か

女日

。ご
ro
尽．

5
。
（
巳
遣
さ
s
h
S
ω
E
S

8
5
2
Eロ
m
ピ
S
E
E
B
（同

s
h
s
s
L
叶

r
o
s
z
g
F
（
同

hHhミミ）

1
3
E

。5ー

Iま

じ

め

本
編
は
、
北
野
天
満
宮
所
蔵
の
古
記
録
十
九
冊
の
う
ち
よ
り
、
文
学
・
芸
能
に
関
す
る
記

事
を
、
年
次
を
追
う
て
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
の
別
稿

北
野
社
家
の
連
歌
生
活

l
lい
わ
ゆ
る

「
北
野
の
連
歌
師
」
に
つ
い
て
｜
｜

北
野
社
の
文
子
に
つ
い
て
附
・
近
世
初
期
北
野
社
頭
の
諸
芸
能

の
資
料
篇
け
に
あ
て
る
意
図
を
も
っ
て
編
集
し
た
。
連
歌
関
係
の
記
事
の
う
ち
に
は
、
大
日

本
史
料
に
収
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も
か
な
り
に
あ
る
が
、
同
史
料
の
収
録
方
法
で
は
社
家
の

連
歌
生
活
の
通
観
に
は
不
便
な
の
で
、
そ
れ
ら
の
部
分
を
も
省
略
し
な
か
っ
た
。

実
は
、
北
野
天
満
宮
所
蔵
の
、
い
わ
ゆ
る
『
北
野
社
引
付
』
に
つ
い
て
さ
え
、
四
冊
分
の

調
査
を
残
し
て
い
る
（
宝
徳
元
・
寛
正
2

・
延
徳
4
・
明
応
3
）
。
東
京
教
育
大
学
所
蔵
の

同
類
の
記
録
な
ら
び
に
裏
白
連
歌
も
ま
だ
調
べ
て
い
な
い
。
か
た
が
た
、
本
稿
の
拙
速
を
恥

じ
る
が
、
紙
面
の
都
合
も
あ
っ
て
、
次
号
で
補
う
こ
と
に
す
る
。
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北
野
に
写
本
（
昭
和
）
の
み
あ
る
年
預
坊
能
哲
の
日
記
二
冊
は
、
永
禄
四
年
三
月
十
七
日

よ
り
十
二
月
晦
日
に
至
る
僅
か
十
ヶ
月
間
で
は
あ
る
が
、
宗
養
・
紹
巴
と
の
交
渉
も
含
め
て

社
家
の
連
歌
生
活
の
記
録
と
し
て
は
、
本
稿
に
収
め
た
松
梅
院
禅
矛
や
禅
昌
の
日
記
よ
り
も

は
る
か
に
密
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
次
号
ま
で
に
原
本
を
見
出
し
た
く
願
っ
て
い
る。

ru可
吋

0
5
。ヨ叶
g
m
H
E
R
E

ωの
紹
巴
書
簡
は
太
田
武
夫
氏
御
所
蔵
の
も
の
。
紹
巴
と
北
野
の
関
係
が
表
わ
れ
て
い
る

の
で
、
と
と
に
収
め
た
。
太
田
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
末
尾
の
二
点

ωω
は
、
本
紀
要
創
刊
号
に
紹
介
し
た
、
太
宰
府
天
満
宮
に
お
け
る

大
御
神
忌
の
資
料
と
併
せ
て
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

- 1ー

（
）
は
原
本
の
書
入
れ
ま
た
は
細
字
の
部
分
、
〔
〕
は
編
者
の
註
で
あ
る
こ
と
を
区

分
す
る
。
上
欄
の

V
は
抄
録
の
切
れ
目
を
示
す
。
漢
字
は
当
用
漢
字
に
改
め
、
ま
た
、
句
読

点
を
施
す
か
わ
り
に
一
字
分
の
空
白
を
設
け
た
。

本
資
料
の
調
査
・
紹
介
を
許
さ
れ
た
北
野
天
満
宮
香
西
大
見
宮
司
を
は
じ
め
、
お
世
話
に

な
っ
た
同
宮
の
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
昭
和
制
年
秋
俳
文
学
会
（
京
都
府
大
）
の
翌
日

は
じ
め
て
訪
れ
た
北
野
社
で
た
ま
た
ま
御
一
緒
に
な
っ
た
伊
地
知
鉄
男
先
生
よ
り
『
引
付
』

の
と
と
を
承
っ
た
の
が
本
稿
の
発
端
で
あ
っ
た
。
宰
府
連
歌
史
研
究
の
当
初
よ
り
御
指
導
い

た
だ
い
て
い
る
中
村
幸
彦
先
生
・
島
津
忠
夫
先
生
、
ま
た
今
回
も
解
読
に
多
大
の
御
教
示
を

賜
っ
た
川
添
昭
二
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
（
本
稿
は
昭
和
何
年
度
科
学
研
究
費
に
よ

る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
）
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